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第 章　

　

　高等教育における教育改 の変化と現状を把握し、どのような教育のあり方

から学習環境の整備に ったかを戦後以 からおおまかに整理する。また、研

究の動機となる問題意識を整理する。

　

　日本では 1970 年 めから出生数が年々 少したことで、少子化社会を え、

大学生の人数に大きな影響を及 した。図 1-1 をみると 70 年代生まれの子ど

もが大学へ進学する 20 年後の 1992 年に 180 人（高等学校 業者数）を

ークに 少に じている。現在の予 でも、子どもの数が増える見込みはな

く、 やかに人口 少が進んでいる。

　一方で、大学の設置数をみていくと 2018 年には 782 大学設置されており、

増している（図 1-2）。社会的に大 者を する流れ、専門性のある学部

の再編、女子学生の 得、学校法人の経営的な状況を加味して、大学が増えて

きた。それにより、多くの学生に門徒が広がり大学進学率も上 させてきたが、

現状では 3 割以上の大学で定員割れを起こしている注 1-1、文 1-1）。

　大学増加に伴い、私立大学では 要と供 のバランスが難しくなり、さらに

学部再編による専門分野の幅が広がったことで、受験生ニーズの高度化、選択

の多様化、地域 によって な学生を 得する動きが起きている。 は受

験生同士に まらず、大学間で しさを増しており、特に地方の小規模の私立

第 章　
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大学では、厳しい状況に置かれている注 1-2）。大学の運営は、教育、研究実 だ

けで生き ることが厳しい環境になっており、社会状況とのバランスを計り、

素早い対応と、長期的な視点で経営基 を める工 が求められる。こうした

環境下で日本の大学は、新しい知 を出し合いながら「学生が求める環境とは

なにか」を考え、学生にとって必要な施設なにかを議論する時間をじっくりつ

くる必要がある。

　日本の教育は、機会 等の理 を達成し、国 の教育水 を高めることで社

会の発展に 献してきた。しかし 21 世 以 、大学教育については、国際的

な 環境下に置かれ、知的活動によって社会経済をリードするために、専

名 の規 和、教 学部の 体、教育課程の改 、 業後における出口管理

を し進めてきた。

　この観点をさらに発展させ、大学全入時代に対応するよう最低ラインの学力

を身につけ、グローバル化と産業界と大学の 離の 等の課題をクリアにす

ることを目標にした「学士課程教育の構築に向けて（ 申）（2008 年）」文 1-4）

が示された。本 申は、現在の高等教育の重要な指針であり、「何を教えるか」

よりも「何ができるようになるか」に力点を置いている。そして教員の意向が

先されてきた授業形態から、教育の共通性を再確認させ、学生の視点に立っ

て学習の系 性や 性を作り出すことを目標にしている。すなわち、全国で

一 に共通した認識のもとに立ち、学生の学習時間注 1-3）の増加と、 年 教

育の充実などを図ることを重要視している。また、知的活動、職業生活におけ

る 用的能力（コ ニケーションスキル、数量的スキル、情報リ ラシー、

論理的思考、問題 能力）を うことを明確化するようになった。

　しかし、本 申では具体的にどういった場所や空間で学習活動を展開してい

くかまでの議論はされてはいない。
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　「新たな 来を築くための大学教育の 的 に向けて（ 申）（2012 年）」

文 1-6）では、個人から社会まであらゆる変化による 来予 の困難さ、さらな

る国際化によるグローバル人 への育成が急 と考え、 来目指すべき社会像

を く構 力 うことを目標に掲げている。具体的には、学力の 的 を掲

げ、自ら問題を発見し、 するための を見定める能力である。これらは、

「主体的な学び（アク ィ ・ラーニング（以下：AL)）」注 1-4）と ばれ、個々

の学習だけではなく、教授方法から学生個々の学習スタイルに応じて、能力を

ばす学びである。

　この目標に った背 として、再度、諸外国に比べ学修時間が いという指

が げられている注 1-5）。そのため、学修に対して時間をただ やすのではな

く、学修を行う習慣を身に付けさせることが必要であるとの認識で主体的な学

びが展開されている。

　学びは、ICT 化によって、場所や時間を問うことなく、様々な媒体を通し

て、どこでもできるようになった。さらには、自分自身が情報発信することも

容 になったことで、情報の 達・取得が身近になり、教え合う機会も増して

いる。これにより、他者との交流を通して、学ぶ専門分野の幅も広がっている。

その一つに、ある専門分野だけを学習するのではなく、主専 と副専 を持つ

メ ャー・ イナー、主専 を 2 つ持つ ルメ ャーといった学び方も導

入されようとしている。

　また、リカレント教育の動きもある。リカレント教育は受講者や地域のニー

ズを的確に捉え、学びを め続けられる仕組みづくりが要求されている。

　このように大学は、 々と新しい学習方法、教育方法を模索しながら大学で

学ぶことの意味を考えている。そして、それらの学びに対応するよう学習環境

も変化しようとしている。

　

　文科 は、AL 注 1-6）を支えるために大学図書館の充実を掲げた。大学図書館

には、開館時間の 長、グループ学習の場所など、資料の保存管だけでなく、

利用者目線の施設整備が求められるようになった。第 2 期教育 興基本計画文

1-8）でも、学生の主体的な学びのために大学図書館の活用が促されている。

　また、「大学図書館の整備について（審議のまとめ）」文 1-9）では、大学図書

館注 1-7）の在り方が大きく 2 つ示された。

　一つは、学習支援・教育活動に関 することである。課題 能力を うに

は、自分で情報収集を行うことが重要であり、これまでの図書館での学びがカ

1-3 の 間
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を握るとされた。

　もう一つは、ICT の発達によって電子情報資源へのアクセスを保 するこ

とである。印刷物も重要な学術情報であるが、データの活用、情報リ ラシー

能力の向上に関 し、従来のレファレンス業 の 長として、学習能力や情報

収集能力向上のための人的支援の構築が求められた。

　以上のことから、大学図書館の役割は図書資料の保存・管理業 から、利用

者のための学習環境に変化し、主体的な学びを支えようとしている。

　上記のあり方を受けて、大学図書館は、主体的な学びを担う一 として、「ラー

ニングコモンズ（以下：LC）」注 1-8）を開架閲覧室に付設する形で導入した。LC は、

国が発祥で、2000 年代に入り日本にも導入されるようになってきた。

　文科 によると LC は、

複数の学生が集まって、電子情報も印刷物も めた様々な情報資源から得ら

れる情報を用いて議論を進めていく学習スタイルを可能にする「場」を提供す

るもの。その際、コン ータ設備や印刷物を提供するだけでなく、それらを

使った学生の自学自習を支援する図書館職員によるサービスも提供する。

文 1-9）とされている。

　また、国立大学図書館協会の 員会注 1-9）によると、

授業時間以外に学生が行う自学自習や共同学習などの様々な学習形態に対応

するために、大学図書館が提供する学習環境（施設、設備及び情報、コン ン

ツ）と、学生の主体的な学びを促す仕組み（人的支援）の総体を指す。 文 1-10）

とされている。

　つまり、LC は、学生の主体的な学習を促すために、開架閲覧室では えな

い機能を持ち、会話ができ、デ タル資料があり、人的支援を提供した学習環

境を持つ場所である。なお学習支援については、従来のレファレンス支援だけ

でなく、学習相 やレ ートの書き方等がある。

　また LC 導入当 は、 国に習って図書資料と司書との 和性を重視して、

図書館内に整備してきた。しかし、2010 年代に入り、LC は利用のしやすさを

意識して図書館以外に設置される事例注 1-10）も増えてきた。これは、審議のま

とめ文 1-10）において、「利用者の利 性を 先して部 等に展開することも 定

される」とし、設置 置の多様化が進んだ。しかし、いずれの設置 置でも、

学生への主体的な学びを行う姿勢に変わりはない。

　文科 の学術基 実態調査文 1-11）によると、LC を むアク ィ ラーニング

ス ース注 1-11）の設置数は、2009 年から 10 年の間で 6 に増加し、年々増

加している。その内、私立大学は 600 大学以上ある中、 400 大学で導入して

章

章

論
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おり、一 化してきたと考えられる（図 1-4）。

　また、アク ィ ラーニングス ース内でのサービス内容を図 1-5 にみる。

ここでは、図書館数を母数にしている。多くの大学でグループ学習ス ースや

プレ ン ーションス ースが設置され、会話ができる場所として整備されて

いる。学習・研究サ ートは、62 の図書館で実施され、うち、分野別学習相

、IT サ ート（電子機器の利用・ 作方法）は 4 割程度である。

　

　読書離れが進んでいるという報 文 1-13）は多くで目にする。全国大学生調査文

1-14）によると、一か月に本を利用しない人は、10 年間で、3 割から 5 割に増加

している（図 1-6）。 内文 1-15）によると、1960 年代は 書籍総数の 3 分の 1

が大学生（当時、人口の 2 が大学生）であったと報告し、現在の読書利用

の低さが分かる。この要因として、読書習慣がないまま大学生になっているこ

とが影響している。また、ス ートフ ン利用も影響の一つに げられ、利用

時間及び通信 用の出 によって、読書利用を げている。

　読書による学びは、知識・思考に みと広がりを え、主体性や成長にかか

わる。また図書資料から得られる情報は、インター ット情報とは異なり、信

性や正確性に長ける。学術の世界においても、図書資料から情報を収得する

ことは、基本であると同時に今後も変わることはない。学術や研究等の分野の

成長や、主体的な学びには、より一層の図書利用を通した学びが必要である。

　 今の情報化によって、大量のデータが私たちを取り巻いている。2020 年

度から始まった小中学校の新学習指導要 文 1-16）では、言語能力と同様に、情

1-6 を く 1 の
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報活用能力も学習の基 として 置づけられた。さらに大学では、より高度な

情報収集 術を正しく、上手に活用できる能力を い、社会で生かすことが求

められている。

　そこで、PC 等の電子情報（デ タル）を用いた学びに限らず、図書資料（ア

ナログ）を めた イ リッドな利用で学習や情報収集が求められる。学問は、

過 の知の 積をもとにして新しい知を 加する営みである。長年かけて 積

してきた 大な知の を十分に活かすことは、アナログに限らずデ タル情

報も併用することが重要である。また大学の講義においても ート PC の必

とする事例が増えていることから、 した情報活用能力が問われる。

　これまでの大学生の学び方の主流は、個人で 々と授業を聞く一方向的な形

で学び、授業以外は、個々で予習・ 習を行っていた。

　一方、AL は、学生参加型によるグループ学習を中心として授業が組み立て

られている。しかし、AL に対して研究、実 経験を多く持つ 上 文 1-17）によ

ると、グループ学習だけを行うのではなく、これまでの授業形 での学びを

り合わせて行うことが効果的であるとしている。

　つまり、グループ学習だけが主体的な学びを指すのではなく、個人（自分自

身）で考え、問題を する時間（予習・ 習）も必要であることを示している。

　またグループ学習は、個人の学習成果を集 することでもある。グループ学

習だけに着目するのではなく、個人学習の必要性も示されなければならない。

　

　これらより主体的な学びは、自らで問題を考え、学ぶことが重要であること

が分かる。そのためには、教職員から学習支援を受けることや、授業内でグルー

プ学習をする前に、まずは自主的に図書や電子情報を用いて情報収集を行い、

思考を整理する時間を設けなくてはならないと考える。またグループでの学習

だけでなく、従来のように個人で専門書等を用いたり、記述して考えを整理す

ることも学習において重要な要素である。

　そこで、個人やグループの利用者が自主的に学習したい場所、できる場所を

充実させることが 先され、求められるべきである。

　LC は先で れたように、開架閲覧室では えない学習環境を提供する学習

場所である。その中でも物理的な 面を持つ「会話ができる学習場所」に着目

することで、利用者が求める学習したい場所整備に向けた議論ができると考え

ている。

　また、開架閲覧室も資料を う場所として主体的な学びを支え、保存管理だ

けではなく、学習場所として検討する必要がある。

　以上のことから、自学自習の学習場所として学習に対して同じ目的を持ち、
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機能の 完関係にある開架閲覧室と LC を同時に い利用者中心の学習場所と

して整備が必要になってくる。

　

　大学で整備が進められている学習場所は、教職員間で立ち上げた運営 員会

の中で検討し、多くがそのまま設計事 所等に発注される注 1-12）。特に LC では、

教育目標の達成に向けて、大学の経営層や教育担当部 などの学内合意形成が

重要であるとしている文 1-11）。また、明確な整備の指針はなく、先進事例を基

に手探りで整備されている。

　しかし、利用者は学生であるため、教職員間だけでの議論だけではなく、学

生の利用が かび上がるような計画がされるべきと考える。

　学生がキャンパス内の施設や大学の学習・教育について、どのように捉えて

いるのかを報告したものがいくつかみられる。

　 ッセ教育総合研究所が 4 年毎に実施している学生アンケートの結果文

1-18）（図 1-7）によると、「施設・設備（図書館、ラーニングコモンズ、インター ッ

トの利用など）」の 目に対する 足度は、「とても 足している」が 2018 年

には 15 程度に まり年々低下している。

　日本学生支援機構が 2 年毎に実施している調査文 1-19）（図 1-8）では、「図書

館・自習室などの学習支援施設など」について 7 割が 足している。しかし、

前回調査に比べて横ばいで、LC が増加していても、 足度は高まっていない。

本文 1-20）によると 大学教育をサービスとしてとらえ 者的目線から

する学生が増えている・・・ と述べ、学生一人 とりのニーズが高まってき

ているとの見方もある。

　このように学生の 足度は年々低下しているため、それに応える学習場所の

検討が必要である。利用者の実態が されることで、利用促進に できる

と考える。

　LC は、図書館員等による人的支援や情報資源の さ強く主 し文 1-21）、人

的支援や活動といった目には見えないサービスに力点を置いている。

　しかし、いくら支援や情報資源が充実し、授業によって強 的な利用ができ

たとしても、居心地のよい場所が形成されていなければ、利用者は集まらない

し、学習機会の促進も見込めないと考える。 を せば、居心地が良ければ、

人的支援や情報資源を求めて利用するきっかけにもなると考えられる。

ter
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　そのためにも、自主的に利用できる場所整備の重要性が示されるべきである。

　発注者のニーズが捉えやすいとされる 具メーカーの カタログを参照文

1-22 24）すると、各メーカーで リ ナルの考え方が数多く示されている。い

ずれも様々な学習活動に対応するために「多様な空間構成」をコンセプトに、「発

できる場」、「人と情報のつながりる場」、「見える・見せる場」がつくられる

よう検討されている。これらは、いずれもグループ利用者に 点を当てており、

ディスカッションやプレ ン ーション等の会話を交えた学習を複数 定して

いる。一方で、開架閲覧室も学習場所として中 的な 置づけがされているに

もかかわらず、新たな 具に対しての提案はほとんどみられず、個人的な学習

活動に対しての検討はあまり考慮されていない。

　

　研究の背 より、学生の学習意 の低下が、新たな学習方法や施設計画に繋

がっていることを整理した。そして、それらを計画する際、いくつかの問題点

も見受けられ、実際に利用する学生の活動実態が されず、明確な整備指針

がないことを整理した。

　主体的な学びを行うためには、自主的に学習したい、できる場所が構築され

ることが基本 であると考える。そこで本研究は、その学習場所を大学の中

的施設である開架閲覧室と LC に整備するために研究を進めるものである。

　学生の利用実態を通して、開架閲覧室と LC の学習利用者が、どのような理

由でどの場所を選択しているかを構造的に 明して、学習場所としての建築計

画の知見を得ることを目的とする。

　

　本研究は、開架閲覧室と LC の利用実態を把握して施設整備の知見を抽出す

ることを目的としている。

　まず、開架閲覧室と LC の現状課題の把握するために、大学図書館の職員に

アンケート調査を実施した。 に学生の利用実態を把握するために、利用者へ

のアンケート調査と館内選択場所を捉えた巡回プロット調査を実施した。

　現状課題の把握は、学生数が多い大学から少ない大学まで幅広い施設規模を

カバーした東海北陸甲信越地方の大学図書館を対象にした。学生の利用実態把
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握における調査対象は、様々な施設形態、多くの利用者を捉えることを に

置いた。そのため、私立大学注 1-13）において LC の設置形態が異なり、中 図

書館をキャンパスに持つこと、複数の学部及び学部生から大学院生まで在籍し

ている大学を 8 つ選定した。以下に研究の方法を概観する（図 1-9）。

第 章

　大学における教育改 の変化と現状、大学生が抱える問題点、開架閲覧室と

LC に対する問題意識を整理し、な 利用実態から研究を進めるかを述べる。2

章以 で分析に用いる調査の方法、対象館の概要を示す。

第 章

　開架閲覧室と LC の整備の変 と近年の整備の実態から、各大学の整備方針

の共通性と課題点を明らかにした。

第 章

　全ての調査対象における学生の全利用者の属性、目的、行為を整理し、全体

像の把握と学習利用者を抽出した。そして、学習利用者の開架閲覧室と LC に

おける分 状況を大まかに捉えた。

　また、主体的な学びは、情報収集の仕方が重要と考え、学習で用いる図書や

PC 等の学習媒体の違いから学習利用者を分類し、それぞれの属性、来訪理由

を明らかにした。

第 章

　学習活動において、利用人数の違いで学習媒体や来訪理由、滞在場所が異な

ると考え、学習利用者を個人、2 人組、多人数（3 人以上）に分類して利用状

況を明らかにした。

第 章

　座席選択の要因を周辺環境の影響と考え、座席の選択理由及び座席の開放度

と場所の会話率の違いから座席選択を分析した。また、座席の開放度と場所の

会話率が座席選択行動にどのような影響を えるかは、学習利用者の利用人数

と学習媒体で異なると考え、利用人数と学習媒体のの組合せで区分される 8 つ

の学習活動を設定し、選択場所を明らかにした。

第 章

　5 章までは利用者一人に対して、一つの座席の選択行動を捉えてきた。こ

こでは、利用者が状況に応じて複数の場所を選択する使い分け行動に着目し、

LC の設置形態の違う 4 大学から、使い分け利用者の割合、利用人数、使い分

け理由と座席選択から明らかにした。

第 章 結論

　研究のまとめを行った。
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　先に述べたように LC は、開架閲覧室では えない機能を持ち、会話を伴う

学習ができ、デ タル資料があり、人的支援が受けられるの 3 つのサービスで

構成された学生の主体的な学びを促す学習環境を提供する場所である。学習支

援には、従来のレファレンス支援だけでなく、専門分野に特化した学習相 や

レ ートの書き方等がある。

　これらは、図書館情報学用語辞 文 1-25）をみても同様の記載がある注 1-14）。

　LC は、多くの文献でソフトや ードの機能を包 して 置付けているが、

本研究では LC の「会話ができる」に着目し、学習場所として捉えていく。

　一方、LC を述べる上で 3 つのキーワードは切り離せないものであるため、

対象館の選定においては、大学の教育方針や主体的な学びのために導入するこ

とを前提とした LC を対象にしている。以下は、全ての調査対象で行われてい

る。

　 共同学習が可能で会話ができる場所がある。

　 インター ット情報や図書館が提供する資料が手に取れる。

　 人的支援の実施が図書館内、もしくは LC エリア内にある。

　

　用語辞 文 1-25）によると、「利用者が館内閲覧をするための部屋」としている。

その他、「大学図書館では、・・・の学習、研究のために独立した閲覧室を設け

る・・・」と明記されており、学習場所としての機能を有する。本研究では、

書架と閲覧席が一体となった学習場所とする。

　

　文科 の 申（2012）文 1-6）によって、大学での学びの名 を「学修」とす

るよう 一された。これは、大学設置基 上、講義、演習、実験、実習、実

等の授業時間とともに、授業のための事前の 備、事後の展開などの主体的な

学びに要する時間を内在した「単 」により形成されているため 修める

とされている。

　しかし本研究では、講義や授業 備といった学習の実態を捉えているが、開

架閲覧室及び LC 内での行為は、それらの学びだけではない。演習、実験、実

習など、講義とは直接的にかかわりのない学びもある。一 的な 学習 は、

広辞 文 1-26）によると まなび・ならうこと、 経験によって新しい知識・ 能・

態度・行動傾向・認知様 などを習得すること、およびその活動 としている。

そのため態度や活動まで幅広い学びを捉えていくことから、 学習 の言葉を

用いて研究を進めていく。

論
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　学習で利用する図書資料、 ート PC、デスクトップ PC、持込の資料を指す。

　

　開架閲覧室と LC 内にある机・椅子（座席）について、机の仕切りの有無及び、

壁際や書架際といった配置状況から、座席の開き具合を閉・中・開の 3 つに分

類したもの。なお、個人学習室やグループ学習室、デスクトップ PC がある席

は まれていない。

　

　場所周辺部での会話行為による周辺の音の状況をみたもの。会話率は、低・中・

高の 3 つに分類している。なお、利用者が少なくても会話が多いと会話率は高

くなる。計 は以下である。

会話率 （会話利用者 / 全利用者）*100

　

　使い分け利用は、開架閲覧室と LC（場合によっては、開架閲覧室内、LC 内）

の両方を利用しているかを指している。

　 使い分け は、広辞 文 1-26）によると 同じものをいろいろに分けて使うこ

と。それぞれを 所に使うこと。 とし、同一の学習に対して、複数の学習場

所を利用することを意味しているが、本調査では使い分け利用時の活動は把握

できていない。

　しかし、使い分け利用の理由も聞き出していため、選択理由が同一であるか

どうかの が可能であり、 使い分け の名 をとって実態の把握を試みる。
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　図書館の中でも、大学図書館の研究は、公共図書館に比して は い。公

共図書館は、1950 年代ごろ注 1-15）より東京大学 武研究室が先導して研究が進

められ、配架方 の違いによる出 シス の分類や、都心部における利用

域など、現在の計画に多くの知見を える成果を 積してきた。

　一方、大学図書館の研究は、1960 年前 から、先進的である 国の事例を

まえ、 によって研究が進められた。そして 60 年代後 に利用実態を捉

えて研究が進められるようになった。本 では、利用実態を捉えることになる

1960 年後 から現在までの大学図書館と LC の研究を先 的流れを まえて

整理し、研究の 置づけを行う。

　

　1960 70 年以 、大学図書館が学生に開かれた学習場所として成立し、全

面開架方 を 用する図書館が現れるようになる。その から利用実態が行わ

れるようになってきた。

　自大学の図書館を調査した足立らや、 都 の大学を対象とした佐藤らが

げられる。

　足立、 ら文 1-27,28）は、学生の利用実態を通して、入退館時 が講義時間

に伴って変動し、さらに学部の性格の違いも利用時間に影響を えていること

を整理した。さらに閲覧をしない自習利用者が 数以上を めることを明らか

にした。

　佐藤ら文 1-29,30）は、 都 の大学で来館者全員を対象とし、出 シス 別

の図書館利用実態調査を通して、利用目的、滞在時間等の来館状況を把握して

いる。それにより、利用目的に応じて滞在時間は異なり、 閲覧者（閲覧席の

みの利用）が来館者の 30 以上を めていることを報告している。

　

　大学図書館の施設計画指針の一つである大学図書館施設計画要 （S.41）に

は、 切な規模計画の基本となる 書数に関する基 には全く れられていな

い。そこで 1970 年代後 より 原・ らは、図書館の規模 定は、図書資

料の利用と管理収集の実態を考慮するべきとして研究を進めた。

　主には、学問分野別に生産されている資料の量文 1-31）、一つの学術論文を完

成させるまでの図書資料の 類と量文 1-32）、論文の参考文献等に記載される年

代からみた資料の 命の長さ文 1-33）、教員の 利用の実態文 1-34）を整理し、規

模計画の主要な要素である資料配架の必要面積の 定の 組みを捉えている。

いで、中 館と分館と部 別に分け、資料の集中 、分 の観点から 書

数を把握し、国立大学の規模がいずれの館 でも大きいことを整理した。ま
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た、平 あたりの 書 数や、学部図書館の図書資料の受入状況を明らかにし

た文 2-35~37）。

　さらに、 原らは、 都 の全面開架 を 用した 4 大学（筑波大中 ・筑

波大 学・ICU・東京工業大）を対象にアンケート調査によって、利用者によ

る閲覧席の利用実態の把握を行い、佐藤らの研究から 10 年ぶりに利用者の

実態を詳細に把握した研究がされた文 1-38,39）。そこでは主に 6 つの点が明らかに

なっている。 ーク日（試験期）は、平 入館者数の 1.5 2.7 になる。

利用者の滞在時間は、6 割以上が 1 時間 の利用である。 学部生、学習

利用、 閲者（席のみ利用）が多いことで学習図書館としての 置づけを示し

ている。 1 回の来館でのス ース利用は 1 か所強、 図書閲覧利用が中心で

出、複 、新聞のセットでの利用も多い。 着座率（座席の まり具合）は

平 で 13 20 程度で、 ーク時でも 3 割である。館内での利用行動はサー

ビス内容によって され、学問 域に対応した図書資料の利用のし さが必

要になることを述べている。

　以上の一連の研究を体系的にまとめ、 の学 論文文 1-40）によって、図書

館シス の確立から配置・規模計画等の具体的な計画手法を提案している。

そしてここに一 の大学図書館館計画が確立した。現在も多くの大学で、規模

計画の 定基 として活用されている。

　その他、加藤ら文 1-41,42）は、 面積の増大に伴い、館内のわかりやすさを

定する要因を空間構成の観点から整理している。

　規模計画の後、 らは筑波大の 3 館を対象に、調査を通常期と試験期に分

け、 ーク時を考慮した大学図書館の座席 定の指標を示している。目 とし

て、最低座席数（筑波の場合 822 席） 試験期の最多入館者数 一日の

ーク時 の来館者比 を求めた注 1-16）。また、9 割近い利用者が着座している

ことを整理し、それが本や資料に囲まれた 囲気を求めて来館していることを

指 している文 1-43,44）。

　

　日本建築学会で発行する各 論文を参照すると、大学図書館をキーワードに

したものは、1990 年 から 10 年間において研究成果が非常に少ない。一方、

メディアセンターという も 見され、2000 年代以 は、情報化が進み、

情報 機器を分析 に加えた研究がされるようになる。

　山口・谷口ら文 1-45~48）は、大学図書館とキャンパス内のメディア関連施設を

調査対象とし、大学図書館の電子化が進んでいることを整理した。しかし大学

図書館と情報関連施設間では、施設の一体化がされていないことを指 し、情

報機器の付加は大学図書館利用者への利用環境の悪化であると述べている。

　山 ・和田ら文 1-49）は、大学図書館実態調査より、館内の 面積や 書 数
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を整理し、図書館内のス ース 足を し、情報ス ースの検討が必要であ

ると述べている。

　先進的な図書館であった SFC のメディアセンターを対象に 文 1-50,51）が、

行動調査やアンケート調査を行った研究があり、情報機器の使い方とその活動

内容、場所を捉え 5 つのタイプと、活動行為を明らかにしている。そして、他

者とのコ ニケーションを主体にした環境計画が必要であると述べている。

　さらに利用の経年変化と無線 LAN 環境等の 及による変化を捉えるために

2004 年に再調査を行い文 1-52）、長時間の作業場の提供から、特 な情報機器や

ここにしかない場が必要になってきていると指 している。

　山下・真境名文 1-53）は、個人の利用だけの図書館でないことを指 し、複数

人での利用に着目した。複数人利用は、学習の行為が多くなることを整理し、

静と の ーン分けについて述べられている。

　情報機器利用が増えたことで、個人の利用だけでなく、大学図書館内にコ

ニケーションやグループ利用について問われるようになってきた。2000 年

には、個人とグループに着目した研究がされている。LC が する以前の

実態調査として、立 や中井らの研究がある。

　立 文 1-54）は、横浜国大で行動観察調査を行い、利用者を 4 つに類型（ 個

人で集中して学習する利用者、 PC を使って学習する利用者、 グループで

相 や をしながら学習する利用者、 グループで静かに学習する利用者）

している。

　中井・ 文 1-55~60）は、LC 以外の空間で特 的な学習環境を導入している図書

館を終日調査している。館内での滞在時間、利用行動、利用目的等を整理し、

個人利用・グループ利用で館内の場の選択行動が異なることが明らかにし、デ

タル資料とアナログ資料の使い分けについても述べている。また公共図書館

と違い、着座への意識が 8 割以上と高いことを述べている。

　両者ともにス ースとしての利用があることを報告し、そうした利用を

し、図書利用だけにかかわらない場所の整備が必要であると述べている。

　

　LC が整備され始めた 2010 年 以 は、LC を対象にした研究が多く 見さ

れる。様々な視点で研究が進められている。　

　日本で LC が導入されはじめた 、加藤ら文 1-61~67）は、PBL 教育の重要性を

指 し、 国の LC の見学から整備の状況を把握した。当時の 国の状況から

は、グループ学習の視点から配置されている什器や空間が利用者に える影響

を述べている。その後、三重大で講義室を LC としてのグループ学習室の計画・
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改修を行い、学生の利用状況に基づいての計画の必要性を報告している。また、

人的支援を重視すること、PC 等の機器整備を検討することを述べている。

　また、加藤・藤田文 1-68）は、三重大の 2 つの LC（図書館内と別棟）での目的

の相違から、使い分けて利用していることを述べている。また、職員と学生の

利用実態が 離していることを明らかにした。

　山岡・ 辺ら文 1-69）は、 都 の大学における LC の配置 置を分類している。

その他 TA・SA の人員を確保することにより、図書館スタッフの 担軽 につ

ながることを整理している。重田・ 川文 1-70）は、 180 大学の図書館職員に

よるアンケート調査を行い、LC の設置経 等の学習環境整備状況を整理して

いる。 部・ 目文 1-71）は、全国の国公立大学を対象に、LC の整備状況を把握し、

設置 置の分類と、 や新聞コーナーが LC に する傾向を整理している。

有光・田中文 1-72）は、九州地方の大学で LC の有無などを調査し、LC における

静と動の空間のつなぎ方や館内での 置関係を考察し、LC と他のエリアの両

方を利用した相 利用を捉えている。 、 文 1-73）は、職員への アリン

グ調査を行い、LC の設置形態を「図書館併設型」と「独立型」の 2 つに分類し、

メリットとデメリットを整理し、図書館併設型は、音環境の選択、個人利用し

やすく、独立型は会話がしやすいことを述べている。

　中原・ 本文 1-74）は、閲覧室と開架書架の 置から、LC の配置構成を調べ、

形や細長の形状において、多様な配置構成があることを報告している。

　 ・ ・ 文 1-75）は、2012 年に増改築を行った千葉大で、試験期と休

期に調査を行い、試験期には個人席でもグループで利用するなど混 する

ことを報告し、座席の多さは混 を引き起こすと指 している。 間・込山文

1-76）は、 田県立大の図書館外にある LC を対象とし、選択肢を広げる必要が

あることを述べている。川角、高木文 1-77）は、和 山大でアンケート調査とグ

ラウンデッド・セ リー・アプローチによって、LC 用の机に個人利用が着座

していることを述べている。

　 ・田上文 1-78）は、ア アの先進事例と国内の事例から、LC 利用において、

個人学習の行為が頻 であることを報告している。また ープンな空間ほど、

個人から共同まで多様な使い方がされていることを捉えている。

　 部・横山ら文 1-79）は 8 施設の LC を対象に、121 類の活動パターンを整理

している。個人用机や、多人数用の机は 2 人までの利用に まることを捉え、

多様性を高めるために 具の 類やその 具が機能させる必要を述べている。

　 国で LC の成果が得られてきた 、Bennet 文 1-80）は利用者にアンケート調

査を実施し、学習場所に対して「感 遮 室にいるように感じないで、済むよ
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うに充分な 音と活動があって・・・・・気を らすものがない。」といった

選択理由を捉え、多少の 音空間を利用者が求めていると報告している。

　 ・ ら文 1-81,82）は、図書館やメディアセンターの使われ方、設計者・

運営者への き取りを通して、音の運営・管理の問題について言及している。

キャンパス内にある AL 型教室、LC、コ ニケーションス ースを対象に、

授業の観察などを行い、 や境界が な学習場所は多様さを生むことがで

きるとし、階層的に静かから活動的な空間がある事例を報告している。

　伊藤・ 目文 1-83,84）は、様々な設置形態の LC でアンケート調査と職員への

アリングを行い、静と動の区分けを重視している意見を捉えている。杉 ・

目文 1-85）は、職員が学生の自由な場としての活用を尊重し、会話量や収容量を

意識していることを述べている。

　LC 内では、PC 利用が されている場合が多い。そのため、それらの学習

ツールをどのように利用しているかを論じたものが複数みられる。川角・小 ・

高木ら文 1-86）は、LC を有する図書館内において、個人席が最も居心地の良い場

所であることを整理している。また、図書館を改修後についても調査し、学習

ツールで求めている場所と居心地の良い場所は相違であることを述べている。

　大山・田中・中井文 1-87,88）は、館内での利用行為と滞在場所から PC のある席

は、利用者数が増加することを報告している。

　 山・横田ら文 1-89,90）は、LC 利用者が PC を求めて利用していること明らか

にし、情報 などの設置 数の検討が必要であることを述べている。

　LC 等の学習場所が える心理状況を整理したものや、学習活動からみた利

用者の影響を報告したものもみられる。

　 ・西出文 1-91）は、学習ス ースにおける心理 を学習効率から分析し、

音や他の利用者の視線が少ない壁型席で学習効率が高いこと示した。しかし、

学習効率と心理 が必ずしも一致するわけではないことを明らかにしてい

る。大山・中井文 1-92）は、9 館の大学図書館から、学習スタイルをいくつか分け、

図書利用と勉強利用の つの図書館像に分類されること述べている。そして、

利用者はソフトから ードにかけて図書館サービスに応じた利用行動をとって

いることを明らかにしている。谷川・仲ら文 1-93）は、利用者の アリングから、

学習行動と周辺の環境が関係していることを述べている。

　図書館の内外に限らず、様々な学習環境が大学キャンパス内に整備されてい

る。LC が大学の教育目標を達成する機関として 置づけ、キャンパス内の学

習環境として研究したものもみられている。

　長井・ 本・仲文 1-94）は、サードプレイスに着目し、学習空間の選択特性に



20

第 章　

ついて整理している。1 人当たり 2.6 個の学習空間を選択していることが明ら

かとなり、学習効率の重視とモチ ーションの重視に分けられ、学習形態によっ

て変えていることが述べられている。

　河合・武田・及川文 1-95）は、立命館大学の「キャンパス全体をラーニング・

プレイスに」というコンセプトのもと学習活動の展開状況を把握している。

LC は、他の ープンス ースより、利用人数が多く、人数に応じて場を選択

していることと述べている。

　利用者の動線変化を計 ・予 する SS（ス ースシンタックス）理論を用

いた分析もみられた。川角ら文 1-96）は、図書館改修前後の空間の から、CG

モデリングによって の有効性を確認している。大村・ ・ 辺文 1-97）は、

筑波大で、館内のそれぞれの空間がどれだけ繋がりを持っているかを 定し、

LC が中心的な 置にあること明らかにしている。

　また、鈴木、 目文 1-98）は、LC の学習支援に着目し職員へ アリングから、

学習支援や機器使用の 問が職員の 担になっていることを報告している。

　

　以上、開架閲覧室と LC の 研究の流れを読み取った。1990 年 までは、

図書資料の利用・管理に着目して研究がされ、図書利用に限定して利用実態を

捉え、計画論へと展開していた。

　1990 年代後 からは、情報化や共同的な学習の などによって、開架閲

覧室での個人やグループといった利用人数の実態や PC の利用実態の報告され

ている。しかし、2010 年代になると LC の研究が主流になる。

　LC の研究の視点は、 座席の利用状況、 使用機器の状況、 利用者が発

生する音、 キャンパス内の他の学習空間との関係、 LC の設置形態に分け

られる。また、近年は、 でみられるように、学習場所単体の研究だけではな

く、キャンパス全体で捉えようとしているものもある。

　しかし、LC の研究の多くは、執筆者の所属する大学の事例や、利用者が多

い時間 を捉えた実態調査であり、 的な把握に まっている。また、 ア

リングによって職員 が管理運営上、静かさと賑やかさの明確な区分けを求め

ている報告がされているが、そうした音は LC だけでなく、静かさを担保して

きた開架閲覧室も めて実態把握をする必要があると考える。

　また、座席の利用状況の分析においては、個人とグループといった人数ごと

の実態を った研究が多くみられる。しかし、個人あるいはグループ学習の中

にも様々な活動があり、その違いに着目した研究はまだみられない。また、机

と椅子等座席の 類の違いから場所選択を捉えているが、座席などの配置状況

等を考慮した報告はまだない。
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　そこで本研究は、開架閲覧室と LC を包 して、終日調査によって利用者の

場所選択を 明していく必要があると考えた。以下に詳しく研究の特 を示す。

1）LC の設置タイプの異なる複数の大学を調査対象に い、利用者の実態を終

日調査し、大学間での比 、時間ごとでの利用の隔たりを無くして分析を

する。

2）開架閲覧室と LC の利用実態を同時に把握し、大学における中心的な学習

場所の利用の全体像を捉え、両学習場所を合わせた施設計画の知見を得る。

3）利用者の学習活動を細分化し、利用人数と学習で利用する媒体の違いを加

えて、選択理由と座席選択を明らかにする。

4）学習利用者の場所選択を机の仕切りや配置状況（座席の開放度）や会話に

よる音の状況（場所の会話率）等の空間 の要因との関係で分析し、どの

ような影響を受けているかを明らかにする。

5）複数の選択行動を捉えた使い分け行動を明らかにする。
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　本研究は大学図書館の職員を対象に施設整備状況を捉えた調査と、学生の利

用実態を捉えた調査を行っている。詳しい調査内容は下記に記す。なお、学生

の利用実態を捉えた（3）,（4）の調査は、定期考査等がない、平時の時期に行い、

注 1-17）さらに講義が開講される の中で、休講数が比 的少ない平 的な 1 日

を職員の アリングを基に抽出して実施した。

章

　大学図書館の整備状況を把握するため、地域 を考慮し 日本の図書館 -

計と名 文 1-99）に掲載されている東海・北陸・甲信越地方の国公私立大学

すべての大学図書館（分館を む）の職員に、 送回 方 （一部 E-mail、

FAX）でアンケート調査を実施した。設問は、開架閲覧室や LC 等の構成状況や、

今後の計画を把握した LC 等の導入予定を聞いた。 送数は 208 館、回収数は

108 館である。

章

　LC の設置形態を把握するために、（1）で回 した 118 館を対象に 2019 年

11 月に、「ラーニング」、「コモンズ」、「アク ィ 」をキーワードにホー ー

上で再確認した。

　図書館内に設置された LC を持つ大学は、（1）調査において職員の回 に

ている注 1-18）。図書館外に設置された LC の把握は、3 つのキーワードが 1 つ

でも名 に入ったもの、説明に加えられているものと定義した。しかし、説明

足や画像のみの情報など に が生じるものは 外した。

　

　3 章以 の利用実態は 3 つの調査によって行った。まずは、対象大学の図書

館と LC の学生数と学部、そして対象にしたの基本情報文 1-100）を 1-3- ，

に示す。調査時間は開館時間（利用開始時間）から閉館時間（利用終了時間）

まで行った。

1-2 の の
回 期

国立大学 51 29
公立大学 27 17

立大学 130
208

72
118 (57%) 312 

390 人
2,881.8㎡

261,600 

2016年10 〜11 まで

合計（回 ）
1日の来館者数

数

面積
蔵書 数
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章

　対象は学生、教職員、一 利用者を めた来館者全員を対象とし、図書館及

び LC の各出入口で、入館時にアンケート用 注 1-19）を配 し、その後、退館

時に利用者から用 を直接受け取って回収を行った。なお、配 と回収時には、

調査員が入退館時間を記入し、滞在時間を把握している。一体型に分類される

対象館は、図書館の入口で用 を配 している。しかし、図書館内を通らずに

LC に入室できる場合は、その限りではない。

　アンケートの主な 目は、学年や学部といった所属情報、利用目的や利用す

る資料の 類、選択座席や選択理由等とした（ 1-4）。

章

　15 分毎注 1-20）に閉架書庫や事 室、トイレを いた、開架閲覧室及び LC 内

を同一ルートで巡回し、 置・性別・ 定属性（学生、教員、一 ）・姿勢（立 、

座 、歩行中等）・行為（本を読む・探す等）の 5 目の情報を平面図に記入した。

行為の記 は、調査員間で事前 合せを行った上で実施している。なお、利用

開始時 と終了時 に利用者がいることは考えられないため、利用開始 15 分

後からと終了 15 分前まで行った（ 1-5）。

1-3- の の

LCの設 形 LC 図書館内 図書館内 図書館内 図書館内 図書館内 図書館内外 図書館外
学部数 6 7 7 4 5 5 7 8
学生数（人） 9,345 6,126 11,551 5,420 9,807 15,627 11,265 12,978

竣工年 1987年3
1981年2

修2014年4
1974年3

修2013年10 2007年4 2012年3 2016年4
1981年10

修2009年
1987年4

修2014年3
面積(m²） 3,303 3,427 13,690 1,773 4,650 14,585 11,273 11,045

館 9:00-20:00 9:00-20:00 9:00-20:00 9:00-20:00 8:50-21:00 8:30-22:00 9:00-21:00 8:30-20:00
年 館日数(日） 261 281 275 264 284 341 281 306
蔵書 数（千 ） 290 366 899 70 542 968 527 1030

竣工年 2015年4 LC 2014年4
GC 2016年3

面積(m²） 1,925 LC: 1,860
GC: 888

館 9:00-21:00 LC 9:00-20:00
GC 8:45-20:00

年 館日数(日） 284 -

蔵書 数（千 ） - LC -
GC 3

LC
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1-5 の

1-4 の

1-3- に され いる 部 1-21）

（ ） （ ） （ ） （ ）
れ 86% 472 142 259

れ 343 95% 256 81 166

れ 82% 638 134 273

85% 482 42 71

れ , 81% 619 152 329

れ , 69% 1332 - -

中部 れ , 79% 653 141 266

中部 LC れ 235 94% 171 - -

, 75% 802 382 683

（LC） 315 66% 167 - -

（ C） 430 76% 222 49 77

（ ） 間
（ ）

れ 563 9:15-20:45 43 2,364

432 9:15-18:45 39 2,265 , に

1,307 9:15-19:45 43 3,980

390 9:15-19:45 43 2,965

830 9:00-20:45 47

1,900 9:15-21:45 53 19,322

中部 れ 976 9:15-20:45 47 7,355 間

中部 LC れ 397 9:15-20:45 47 1,466 開

れ 1,383 8:45-19:45 45 6,893 中 に

（LC） れ 124 9:15-19:45 43 1,574 に

（ C） れ 286 9:00-19:45 44 1,771 C 開

中部
4
2
2
1
1
1

間 1
1
1
1

中 1
5
4
3
2
1

会 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

家 1
1
1
1

の 2
部 8 6 9 6 7 5 7 8 56

部

会
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N

図書館図書館

50200 100m

外

2階 室

ルチメディアリソース室

　

　名古屋市の東 、長久手市に 置し、文系を主とした大学である。1995 年

に女子大学から 女共学になったが、現在も女子の比率は高い。長久手キャン

パスには、7 学部を持っている。

　図書館はキャンパスの南 の正門付近に 置し、市営バスのター ナルに近

いエリアである。両隣の棟から直接アクセスが可能になっており、正面出入口

の他に 2 階に 2 か所ある。図書館情報学の専 （人間情報学部）も有している

関係からか、図書館での積極的な取り組みとして、文献探索講習が げられる。

さらに、授業で利用する図書を並べた書架コーナーが設置され、調査時は ラ

ウ ングコーナー付近に 架されていた。施設状況について、LC は整備され

ておらず、グループ学習室以外は、基本的に会話が禁止である。2001 年に図

書館南棟 2 階に ルチメディアリソース室が開設され、教 の 像資料に加え

て、 楽用 画も多数用意されている。書庫は自由に出入りが可能で、各階に

閲覧席（カウンター席）が設けられている。
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00 22 55 10m10m

1C1C

1F1F

1G1G

1E-a1E-a

1E-b1E-b1E-c1E-c

1E-d1E-d

1B1B1A1A

1A’1A’

2A2A

2D2D

2B’2B’

2C2C

2E2E 2F2F

2G2G

2H2H

2I2I
2M2M

2N2N

2J2J

2L2L

2B2B

00 22 55 10m10m
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50200

N

100m

N

中央図書館中央図書館

外

地下1階 室（キャレル ）

1階 ラー ング モンズ 50200 100m

B1GB1G

B1AB1A

B1OB1O

B1NB1N
B1MB1M B1LB1L

B1KB1K B1JB1J

B1PB1P

B1QB1Q B1BB1B

B1CB1C

B1DB1D B1FB1F B1HB1H

B1IB1I

B1EB1E

00 22 55 10m10m

　名古屋市東部に 置する女子大学である。対象としたキャンパスには 6 学部

を有している。

　館内は 5 層に分かれ、平成 26 年 3 月に全館リニ ーアルを行い、1 階の開

架閲覧室に隣接する形で i サークル・i カフ と ばれる LC を設置した。

また、地下 1 階は 存の机に仕切りを設けて、多くの座席をキャレル席に改修

している。会話は地上階 (1-3 階，地下 1-2 階は ) で可能、地下階で禁止さ

れている。全フロアでフタ付きの み物の持ち込みが可能で、館内で 入する

こともできる。 電話の充電や ート PC、タ レット PC の し出しも行う。

　2019 年度の調査時は、2014 年の調査時からいくつかサービス内容が変 さ

れ、 出 PC 数が 30 から 50 に、座席数が 30 席程度増加した。また閉

館が 1 時間 長され、20 時までとなった。
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200 50 100m

N

N

図書館情報センター図書館情報センター

50200 100m

外

2階 室（新館）

1階 ラー ング モンズ

1F1F

1G1G

1H1H

1A1A

1C1C

1B1B

1E1E

1D1D

00 22 55 10m10m

3A3A

3B3B

3C3C

3D3D

3E3E
2A2A

2B2B

2C2C

2D2D

2E2E

00 22 55 10m10m

　文系から 学系まで 9 学部を有する総合大学である。2014 年には、名古屋

市内に新しいキャンパスを設置し、2 4 年生・大学院生の 学部、経営学部、

経済学部が 動した。調査対象の日進キャンパスは、名城キャンパスと 学、

学部（楠本キャンパス）を く学生が在籍している。

　図書館は、キャンパスの中でも多くの利用者の動線上に設置され、3 階建で

館と新館からなる。施設上階には法科研究科が所属し、法科研究科から直接

館内へアクセスが可能である。平成 25 年 10 月に 1 階の閲覧席を 止し、私大

で東海地区最大規模の 482 ²（当時）の LC を整備した。

　LC は、フタ付きの み物が持込み可能な他、 ート PC の 出や PC からの

プリントアウト、Wi-Fi の利用が可能である。専用コーナーには 電話の通

話が認められているが、充電はエリア内全面禁止としている。3 階の視 学

習センターでは、教 の 像資料の他、 楽の 画の視 もできる。

1 2 3
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00 22 55 10m10m

1A1A

1B1B

1D1D

1E1E1C1C

1F1F

1G-b1G-b

1G-c1G-c1G-a1G-a

1H1H

1I1I

1O1O

1P1P

1Q1Q

1M1M

1N1N

1L1L
1J1J

1K1K

2A2A

2B2B

2C2C

2D2D

2E2E

2F2F 2G2G 2H2H

2I2I

2J2J

2K2K

2M2M

2N2N

2L’2L’2L2L

2O2O

1

2
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N

学術情報センター学術情報センター

外

2階 室（新館）

1階 ラー ング モンズ

50200 100m

3A3A

3B3B

3C3C

3D3D

3E3E
3F3F

3G3G

3H3H

2I2I

　名古屋キャンパス 学 は、大規模な校地面積を持たないビルディングタ

イプの都市型キャンパスである。経済学部、 学部、法学部、外国語学部の生

徒が在籍し、2007 年まで大学が置かれていた瀬戸キャンパスよりも多くの学

生が学ぶ。

　学術情報センターは、2007 年の 学 完成時にキャンパスで最も大きな

棟である 館内の 3,4 階の一部エリアに整備した。外国語教育センター を

出して外国語を学ぶ・基 教育センター 学習支援を行う・情報教育センター

web 閲覧、PC を使用したレ ート作成 ・附属図書館を集 した施設として

導入を図った。前 3 センターを 合した施設として LC が 置付けられている。

3 階が図書館機能、4 階が LC である。

　4 階 LC は、プリンターに接続された 50 のデスクトップ型 PC を配した

席が多くを める。その他、3 の大型モニタで視 資料の視 が可能であ

る。グループ机は、コンセントが備わり、各自 PC の持ち込むことができる。

　3 階の開架閲覧室は、比 的面積が狭小であることから 4 の 書数であ

る（瀬戸キャンパスは ）。座席はキャレル席が最も多く、 き けエリア

に設置されている。17 時以 は高校生の利用が認められている。

3
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N

生棟内・図書館生棟内・図書館

1階 室

2階 室

1階 ディスカッシ ンルーム 50200 100m

00 22 55 10m10m

3A3A

3A’3A’

3B3B

3C3C3J’3J’

3D3D
3E3E3F3F

3G3G

3H3H

3I3I

3K3K
3J3J

00 22 55 10m10m

4A4A

4B’4B’

4C4C

4D4D 4E4E

4F4F4G4G4J4J

4I4I 4H4H

　名古屋市の「ささしまライ 24 地区」に 置し、名古屋 から徒歩 15 分の

ところにある。2012 年に本地区に が行われた、7 学部中 5 学部が入ってい

る。2017 年には、キャンパス東 に 20 階建の本館（研究棟）とグローバルコ

ン ンションホールを整備した。

　図書館は、都市型のキャンパスのため 10 階建ての 生棟と ばれるアリー

ナや学生課等の部 が入る建物の 1 3 階（一部のフロア）に図書館がある。

館内の多くは、キャレル席で構成され、窓 に面したカウンター席にも仕切り

が設けられたキャレル席である。1 階には、 ラスで仕切られたディスカッショ

ンルー （3 分割可能）がつくられ、可動 の机、椅子、ホワイトボードがあ

り、LCとして運用されている。その他の学習場所として 生棟 4階には、メディ

ア ーンと ばれる PC を主としたス ースがあり、本館 2 階にも LC が導入

されている。そのため、館内には自由に利用できる PC（OPAC は有）を設置

していない。なお全フロアで Wi-Fi の利用が可能である。

3

4
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　14 学部 30 学科をもつ関西 でも有数の総合大学であり、4 つのキャンパス

に 7 つの図書館がある。その内、京都市内の北山にある衣笠キャンパスは、大

学に の中でも古いキャンパスで、主に文系の学生で められている。

県 市や大阪 茨木市にもキャンパスを持ち、そこに所属する学生は、一日

数 のシャトルバスで来ることができる。

　中 館である平井 一 記 図書館は、キャンパス北 の正門 に 置し、

館の衣笠図書館の 化に伴い、2016 年 4 月に 工した。館内は地上 3 階

地下 2 階で、地下 2 階部分は自動書庫である。日本 の自動 出 ートを設置

し、 出手続きを行わずに退館できる。 ート外はカフ が併設されている。

1 階の一部には、 ラススクリーンで仕切られた あら と ばれる LC を

整備している。これは 図書館 LC の 2.3 の広さである。LC 内は会話が

可能である他、デスクトップ型 PC 等による情報検索機能や、 1,500 の図書・

の 架、人的支援も行う。開架閲覧室は、ほとんどがキャレル席で構成され、

すべてのエリアで会話は禁止されている。 数の 1000 席以上にコンセント

がある。 書は、文系が主であることから人文科学・社会科学分野中心である。

なお、衣笠には他にも研究用資料の保存場所として、図書館の管 である「修

学館リサーチライ ラリ」と「人文系文献資料室」がある。
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　愛知県 日井市の丘 地にあり、文系から工学部などの理系を有する 7 学部

の総合大学である。中部は、附属三 記 図書館と別棟 LC の 言実行館コモ

ンズセンターが設置されている。大学に隣接し、北 には附属高校もあり、図

書館の利用が認められている。

　図書館は、全学教 の授業が開講される棟のそばに 置する。東西に長く、

北 窓には多くのカウンター席が並ぶ。1 階一部に「ラーニングス ース」注

1-3）と ばれる会話可能なエリア（70 席程度）がある。ラーニングス ース

での人的支援は行っていない。3 階は開架閲覧室の他に、個室のグループ学習

室や、文章作成や 計 のできるソフトが入ったデスクトップ型 PC、AV ー

スが設置されている。

　会話の可 について、ラーニングス ースとグループ学習室以外は、基本的

に会話禁止である。また、多くのエリアで無線 LAN 接続や ート PC の利用

ができようになっている。

　コモンズセンターの入る 言実行館は、2015 年にキャンパスの中心に 工

した 6 階建の建物である。 、学生支援課や 職関係の部 が入る。コモン

ズセンターは、2、3 階に 置する。2 階は、「スチ ーデント・コモンズ」と

ばれ、グループ席を中心にソファや可動 机など自由に利用できる。イ ン

ト開催用としても利用され、コモンズサ ーター（学生スタッフ）等が行う

画イ ントの使用がある（最大 300 名の利用が可）。

　3 階の「ラーニング・コモンズ」は、5 つのエリアで構成されている。その

一つに会話禁止で、個人利用を 定した、クワイエットルー が設けられてい

る。一方で、コンシ ル による人的支援も行われ、LC としての機能も有

する。また科学 や小説、 画が 架されているが、 出は行っていない。
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　総合大学として 8 学部を有している。キャンパスは山の中 に 置し、校

間ごとの高低 は大きい。開学 50 周年を え、キャンパス スタープランを

作成し、2030 年を目 にキャンパス施設を、教育・研究環境などの充実を図

り新校 の建設や 存校 の建て えなどを実施している。本研究では、3 つ

の学習場所を調査対象とした。LC である 館ラーニングコモンズとサ タ

リウス館グローバルコモンズは、教育支援研究開発センター（学長室管 ）が

管理している。

　図書館は、1986 年に日本図書館協会建築 を受 している。キャンパス計

画の一環として、2011 年に 80 書可能な書庫棟を整備し、自動書庫を

導入した。LC は整備されてていないが、1 階の図書館ホールでは、空いてい

る時間にグループ学習ス ースとして活用できる。その他、視 室や 56

のデスクトップ型 PC を設けたパソコン室がある。2 3 階は、研究個室と

ばれる個室型の閲覧席や仕切りの高いキャレル席を配置している。

　ラーニングコモンズは、京都産業大学グローバル人 育成 進事業の一環で、

大学図書館とは別棟の 館 2、3 階に設置している。室内は主に、32 インチ

の モニタが利用できる「ラーニングス ース」、100 名規模の勉強会や研

修会が行われる「パフ ー ングス ース」、L 型ソファを配した「クリエ

イ ィ ス ース」で構成している。

人的支援は、学習、ICT、館内利用法などに対応し、3 か所のカウンターには、

職員（専門職員 3 名）や学生スタッフが在籍している。学習支援の主な内容は、

日本語ライ ィング支援が 数以上を め（2013 2015 年実 ）、定期的に

予 にて支援活動を行っている。

2 3
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出は、 ート PC、iPad mini、 長コードがある。また 付 料の持ち込み

を全フロアで可能にしている。

　サ タリウス館（外国語学部棟）の 1 階にあり、 館とは り 下で接続

されている。2016 年 3 月に 工し、調査時は 1 年経過していない。授業外で

の外国語学習および異文化の理 めるために整備され、 語による個別学習

支援（1 回 30 分予 ）が行われている。館内は主に「セ ナース ース」、「 ー

プンクラスルー 」、「DVD ース」で構成され、DVD ースは 90 分間のみ

画 は 画の外国語 の視 資料を見ることができる。

　 出内容は、 ート PC が 30 、iPad が 10 、 イク 2 本が可能である。

さらに外国の語学や文化等が学べる多読本も 3000 ほど用意されており、2

3 日の 1 人 2 まで 出ができる。
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　大学図書館は、キャンパス施設の中 機関として学術研究を支援する学習場

所である。そして LC もまた、新しい学習を う形で計画され、キャンパス内

の学習ス ースとして主要な 置を確立しようとしている。この 2 つの学習場

所は、社会状況や要 に応じ、あらゆる変化を捉えて整備がされている。LC は、

開架閲覧室から発展し、 めて導入してから 20 年が経ち、現在も増加傾向

にある。

　本章では、どのようにして現在の開架閲覧室と LC が整備されてきたかを年

代別で明らかにする。平面構成の分析にあたり、先進事例である 国を参照し

たのち、国内の主要な文献より情報を得る。 に時代背 と共に発展した学習

場所整備の変 を整理する。

　その後、実際に現状、どのように開架閲覧室や LC が整備され、どのような

取り組みを行っているかを地域を限定して大学図書館職員にアンケート調査を

実施して把握する。そして、本研究の 置づけと本研究に対する問題点の整理

を行う。

　

　第 世界大戦後、連合国 の支配下で新しい教育の仕組みができ、 国を

模 とする大学の在り方が日本で 生する。しかし、社会構造や抱える問題が

日本と 国では異なるため、同じ空間づくりを行っても成 するとは言い難い。

大学図書館も例外ではなく、 国の影響を強く受ける 面がみられる。そこで、

国の図書館事情に れ、どの面が日本に影響を えたか整理する。

　

　19 世 はじめ 国は、当時世界の学術の中心であったドイツへ多くの 学

生を送り出す。第一 世界大戦以 、学術中心はドイツから 国に 行し、

大学図書館もまた同じように変化することになった。研究活動に必要な 書

と学生人口の増加は、建築空間に対して 第に 性（flexibility）や 性

（expansibility）を求めるようになる。

　そこで、これまで図書館計画の主流であった「機能 定型図書館」（図 2-1）
注 2-1）に対して「機能非 定型図書館」が生まれる。モデ ラー・プランニングは、

空間用 の 通性を最大限に求める平面計画手法であり、建物全体の空間用 ・

第 章　

2-1 能 （
・ の ）
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機能を 定させずに 来性を まえて可変的に利用できる特 があり、当時の

国のトレンドになった文 2-1）。

　そして、第 世界大戦以 、多くの 士が退役することになり、1944 年

に 員 援 法（Service-men's readjustment act of 1944）が 定され、大学の授

業料や生活 の が われた。それにより、大学に入学する学生数が増加し、

大学図書館では閲覧ス ースの 足となり、建設ラッシ が始まることになり、

単 明快なモデ ラープランが流行する。一方で、従来行ってきた研究のため

のレファレンスの対応も支 をきたしてきた。

　そこで、学習図書館（Undergraduate libraries）注 2-2）と ばれる大学図書館の

利用法に習 していない学生に、館内の 書や人的サービスを展開した学習支

援空間を整備した。学習図書館は、学習活動に対する支援を行い、 書（ほと

んどが副本）やス ースのみの提供に限らない場であった。すなわち学生への

人的支援が行われる場所であり、この時点で人（ライ ラリアン）によるサ ー

ト体 が 国には存在している。なお、学習図書館は 1970 年 ばを ークに

少していった。また、モデ ラープランも建設 用やエ ル ーの非効率性、

空間への問題意識から、 第に建設されなくなり、そこから 出する大学

図書館が計画されるようになった文 2-3）。

　

　LC の話を進める前に、LC の前進の考え方である IC（インフ メーション

コモンズ）と ばれる学習環境を整理する必要がある。 国は世界的にみても

早期に電子化の流れを受け、LC の前身として、インフ メーションコモンズ（以

下：IC）という空間が作られた。中でも、 ャクソン・コ ニ ィ・カレッ

は、IC が最 に整備された場所として有名である。

　Beagle 文 2-4）は、IC について、「学習支援のために組 された物理的、電子的、

人的、社会的支援を関連付けた、 ットワーク利用のためのアクセス イント

と、関連する IT のツール集合体」であるとしている。ICT 活用のためのバー

チャルな環境とそれを利用する物理的な環境の両方を指している。そして、IC

の構成として、以下の 3 つにまとめ、これらで 合的な議論を し量る必要性

を述べている。

・物理的コモンズ（物理的資源：ワークス ーション、グループ学習環境、印

刷コレクション等）

・ 的コモンズ（デ タル資源：ウ サイト、データべ ス、サーチエン

ン等）

・文化的コモンズ（社会的資源：共同研究、アカデ ックスキル、ワークショッ

プ等）

論
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を げている。

　MacWhinnie 文 2-5）によると、IC は、デ タル情報資源と印刷情報資源に素早

く なアクセスを提供し、快 で協力的な環境のもとで学術研究を 進する

ことができ、協同学習を促すスタッフの配置がある空間としている。

　また、Lippincott 文 2-6）は、学習のために多様なコン ンツや学生個人では

入できない ク ロ ーを提供し、協調と相 作用を促進するス ースを提供

することで、これらの活動を育成する環境をつくる場所として捉えている。さ

らに、IC は図書館に従来から存在していたサービス・空間と 置付けており、

大きな違いは、意図的であるかどうかであると述べている。

　これらは、先で述べた Beagle の定義と類 した認識であり、そのことから

IC は、 デ タル情報資源の閲覧・検索と 電子情報機器の利用を可能にし、

それらの閲覧や使い方に対して、 人（司書を む図書館職員）を通して学生

にサ ートする場所であると考えられる。また、IC は従来の開架閲覧室があっ

てこその空間であり、図書館機能の一部として学習する環境を提供している。

　IC の機能や概 を維持し、大学全体、あるいは学部学科の教育方針と連動

した場合にLCになるとしている。LCが機能するには、図書館や大学コン ー

ィングのような支援・サービス部 による協力だけでなく、当 機関の学習

目標を 定した大学の部 の関 が必要であり、大学図書館員の担当者だけで

は、LC の設置はできないとしている。図書館員は、支援者であるが 定者で

はないため、図書館員や 術者を加えなければならないと述べている。

　IC から LC への 行を図にしたもの図 2-2 に示す。 、 は IC に、 、

は LC に 当するとされている。

　また、Bennett 文 2-7）も同様に、Beagle の言葉を りながらも、IC を機関の使

命を支援し、LC はそれを 定する（成立させる）ことであるとしている。

　MacMullen 文 2-8）によると、LC には ルチメディアプロ クトを展開する

学生をサ ートした高度な ク ロ ー設備、利用者の要求の くままに変化

すること、人間中心の設計に 点を置くこと、を要求している。そして、9 つ

のス ースを例に げている（図 2-3）。

　その後、学士課程教育において、知識の 達ではなく知識の 造と自 的学

習が必要であるという認識で、LC は広まった。2000 年 に 137 大学を対象

にした web 調査によって、当時の LC のサービス内容を示す報告がある文 2-9）。

取組んでいるサービスは、「 出」102 大学、 いで「研究支援」92 大学、「

ク ロ ー支援」66 大学の であった。 出が上 にきていることで、これ

までのレファレンスデスクでのサービスに LC のサービスが付 したものであ

ると述べている。

A

C
D
E

G
H

I

ン ータ・ワークステーシ ン・クラスタ
ー スデスク

共同学習ス ース
プレ ンテーシ ン・ ート・センター
Dの の教育テク ロ ー・センター

電子教室
ライティング・センター 他大学 ート施設
会合，セミ ー，レセプシ ン，
プログラム 文 イ ントの のス ース
カフ ラ ン

Ma M en 米国の大学で ら ス ース

合

 
 
 
 

広 の

の

深

大学図書館の中 業務 て
の深 、大学 体 の

であ

大学図書館の業務 ー ス
は深く て
、大学 体 の は未

だ

大学 体 大
のの、連 の 階

ま て

図書館 ー ス の 大
く大学 体 広く

て

2-3 MacMullenに る の で
れ

2-2 構 の
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　また、 国の University of Rochester では、人類学者の Nancy Fried Foster 博

士が図書館で行動観察調査やニーズ調査を行い、その都度、 具を 動させた

り、図書を電子化するなどして空きス ースを作り、空間構成を検討している。

　Georgia Insititute of Technolgy では、Student Advisory Board と ばれる学生組

が代 して図書館のニーズを把握している文 2-10）。

　以上のように 国の大学は、20 世 には研究分野において世界をリードす

るところまで成長している。それに伴い図書館の役割は、学習と研究機能に明

確に分け、サービスを行う対象を り込んでいた。

　図書館に 慣れな学生に対しては、職員が支援する体 が早期につくられ、

付いている。LC 導入以前にそういった考え方が示されていることで、ICT

と人的支援が盛り込まれた LC が構築できたと考えられる。

　では、日本は施設整備においてどのような変 であるかを でみる。

　

　日本で最 にできた大学図書館は、1877 年（明治 10 年）に東京開成学校・

東京 学校を合併してできた 東京大学（東京 国大学）である注 2-3）。東京大

学の図書館は当 、 図書 スル所 という考えの基で運営されていた。

しかし、 ら文 2-1）によれば、中 図書館としてつくられたのではなく、各

部 に点在する複数の図書室の総 であったと述べている。その後 1918 年に、

東京 国大学附属図書館 東京 国大学所 図書 管理ニ関スル事 ル

（東京 国大学図書館規則・第一 ）としており、 から管理・ 理の場所

へと変化していった。

　私立大学でも古い を持つところもある。 谷大学や大谷大学は、東京

大学の設立以前に書物を管理する組 である文庫をもっていたとされている文

2-11）。近代的な大学としては、 義 大学の図書館が げられる。また、

義 大学の 立者で知られる福沢 は、日本に めて西 諸国の図書館を

持ち込んだ人物としても認識されている文 2-12）。

　戦後は、 国の指 のもと、1952 年に国公私立大学全てに 応する 大学

図書館基 を 定し、全国の大学図書館の最低基 ではなく、向上基 を目

指した。 ードに関わる部分として、基 の施設・設備の 目注 2-4）では、利

用ス ース（閲覧室）、利用者サービスの計画に配慮すると共に、利用の動向

を注視して 時改 することを図ることが述べられている。

　そして 4 年後の 1956 年に発 された大学設置基 注 2-5）では、大学図書館の

設置が義 づけられた。図書館が保存収集の機能を中心とする考え方を改め、

教育機関としての効果を十分に発 するよう、 仕の考え方に変化してきた。

　代 事例の収集は、以下の文献を対象にして資料収集を行った。その他代

第

第

第
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的な事例の詳細については、 複数の文献から把握した。それらの情報は章

の参考文献に記述（文 2-39~46）する。なお、得られたすべての大学図書館。

LC の学習環境は、付 に記載し、特に代 的な施設を年代を ったものは

2-1 に示す。

図書館建築図集 ：日本図書館協会編、1964 年

図書館建築図集 '79 ：日本図書館協会編、1979 年

日本図書館協会建築 作 集 1985-2006 - 図書館空間の 造 ：日本図書館

協会施設 員会図書館建築図集編集 員会編、2007 年

建築設計資料集成 7   建築 文化 : 日本建築学会編、1981 年

建築設計資料集成 全面改 教育 図書 ：日本建築学会編、2003 年

新建築 ：新建築社、1959 年 ~2019 年

近代建築　特集 図書館の設計と計画 2008 ：近代建築社、2008 年

わが国の大学図書館におけるラーニング・コモンズの事例研究：上田直人、

長谷川 、名古屋大学附属図書館研究年報 7、2009 年

　

　国立大学は、 高校や 学校の校 を引き いで新 大学の校 として

整備したことでキャンパスの分 が生じていた。さらには、 での 開発

の影響、経済からの要 によって、理工学の分野の を模索中であった。そ

こで、キャンパスの 合や理工系大学の新設に われ、図書館の改 に取り掛

かる時間はなく、特に地方はその問題は であったとされている。

　一方で、戦後のべビー ー の影響により、特に大学入学志願者の急増する

1966 69 年の対 として、私立大学を中心に入学定員の大幅な増加を図って

きた。そのような中で、 々と増築・新設した図書館が増えていく。中でもの

代 的な建築をいくつかあげたい文 2-13~15）。

　立教大学（図 2-4）は、閲覧室・ 書共に手狭になった 図書館（大正 5 年）

に増築させた事例である。 図書館との調和を図るため 度の 一を調整して

いる。また単なる書庫としてではなく、学生生活の中心である広場に向けて大

階段を設け、キャンパスの を意識して計画されている。一方館内は、当時の

基本的な配架方 で、入口に目 室と参考図書エリア、そして書架と閲覧室が

完全に分離した計画である。現在、改修によって 2,3 階は、メーザー・ラーニ

ング・コモンズとして整備している。

　閉架 が主流であった図書館は、1960 年代以 に開架方 で閲覧空間を提

供するようになった。現在のような全面的、あるいは広 囲で開架方 を 用
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前
1940年

前
1940年

1960年1960年

1950年1950年

1970年1970年

1980年1980年

1990年1990年

2000年2000年

2010年2010年

2020年

 ’60 立教大学図書館（丹下 健三）

 ’58 神奈川大学図書館（RIA建築 合研究所・山口文象）

 ’60 国際基督教大学図書館（アント ン・レーモンド）

 ’68 東京経済大学図書館（鬼頭梓建築設計事務所）

 ’73 同志社大学図書館（栗原研究室、冨家建築事務所）
 73 東京工業大学図書館（東京工業大学施設部＋石塚

建築事務所）

 ’79 筑波大学中央図書館（筑波大学中央図書館設計小委
員会、筑波大学施設部+岡田新一建築設計事務所）

 ’78 中央大学図書館（多摩）（久米設計）

 ’81 慶応義塾大学図書館 新館・三田情報センター
（槇総合計画研究所）

 ’82 金沢工業大学メディアセンター
（大谷幸夫＋大谷研究室）

 ’84 関西大学図書館（鬼頭梓建築設計事務所）

 ’87 京都産業大学図書館（日建設計）

 ’09 大手前大学さくら夙川キャンパスメディアライブラ
リー“CELL” （日建設計）

 ’10 国際教養大学図書館（環境デザイン研究所）

 ’07 多摩美術大学図書館（伊東豊雄建築設計事務所）
 ’06 の水女子大学図書館・ 修（ ）

 ’12 千葉大学アカデミックリンク（佐藤総合計画）

 ’12 明治大学和泉図書館（松田平田設計）

 ’13 同志社大学良心館（東畑建築事務所・類設計室）

 ’16 近畿大学 ACADEMIC THEATER
（NTTファシリティーズ）

 ’19 梅光学院大学 The Learning Station CROSSLIGHT
（小堀哲夫建築設計事務所）

 ’22 （ ・ ） 沢大学図書館（石本建築事務所）
 ’23 （ ・ ） 山学院大学図書館（清水建設）

 ’00 国際基督教大学 The Mi re  Topp Othmer Li rar
（レーモンド事務所）

 ’90 慶應義塾大学湘南藤沢メディアセンター
（槇総合計画研究所）

 ’96 大 市立大学学術情報総合センター

 ’00 公立はこだて未来大学（山本理顕設計工場）

 ’28 東京 国大学図書館（内田 三）
年 大学 く環境 図書館 LC の社会

関東大 で 、ロックフ ラー r. 図書館 建
資金400

面

’83 ファミ
リー ン ータ

’82 CDソフト プレイ
ーの

’84 電 回
ン ータネットワー

ク 、東大、東工大、慶
応大の3大学で

’85 一 Laptop
（ ート C）

’93 or  i e e
（ ） 自 公

’91 ブル

’95 Mi ro o t 社
in o 95  

’96 東芝 D Dプレ
イ ー 世 で

’07 App e社
i hone

’03 Goog e社
Goog e rint (

Goog e oo ) プロ
クト

’10 App e社 i a

’07 Ama on社 電子
書 Kin e の

’09 リー ン・シ ッ
クで経済

’45

’49 川 日本人
ー ル賞

GH の て、
公共図書館の ま

’60 国 所 増計画

’59 スプート クシ
ック

’57 カラーテレ

’54 高 経済成

’70 高 経済成

’74 書 上 高

’76 日本 クター社
HS( i eo Home 

S tem) 第一号

国大学 、 学部 ら
書 の整理

中央館 ての機 立

65 70 東大 ・ 学共
会 （学生 ）

’52 大学図書館設 基

’56 大学設 基

’59 工場 法 施
’60 理工 学部新設の 和

増

’75 立大学 成法施
（ 学 成 ）

’79 大学共 一

’92 18 人口 204 人
、 ま

’04 国立大学法人

数（学生数
10 ）の 安の規

’02 工場 法 さ 、
大学の都心回

’20 国立大学一法人 数大学
（アンブレラ ）の
（名大 岐大で ）

’19 門 大学の創設

’19 第5世 信シ
ステム（5G）の

’30 18 人口 100 人

’90 大学 センター

’63 中小都市
公共図書館の （中小
レ ート）

’82 大学図書館設
基 （ ）
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した めての大学図書館として、国際基督教大学附属図書館（以下：ICU）が

げられる（図 2-5）。

　ICU は、1957 年に 国のクレス ー とロックフ ラー の 付金に

よって図書館整備に向けた計画が動き出した。また、コンサルタントとして図

書館建築に詳しい建築 コーナー を し、1960 年に 国 の図書館を

完成させた。当時の 国 は、全面開架 を 用することであり、自由に学生

が入って閲覧が可能で最先 の配架シス であった。また、モデ ラープラ

ンニングを日本で めて 用し、 を少なくし壁があまり設けられていない建

築様 とした。

　1980 年代まで主流となるモデ ラープランを 用し、その原型とも べる

図書館であったのが、東京工業大学附属図書館（図 2-6）である。国立大学で

めて全面開架方 を 用し、閉架書庫は一切設けない ぶりである。図書

1：400

1：400

中 2

3

2-7 1
（ 1968） 1:700

2-5 2
（ ・ 1960） 1:700

2-6 1
（ 部 1973） 1:700

2-4 （ 1960）1:700
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利用の利用者を完全にター ットにしていることから自習室を 止している。

ICU と同様、当時の基本的な考えであった出入口のロッカールー は非常にゆ

とりがある。また視 室は、開架閲覧室を通過して利用する形 で、当時ま

だ、視 資料が充実しておらず、手探りで設計であったため、動線上の問題

を抱えているとされている。

　モデ ラープランがトレンドになりつつあるころだが、全く新しい建築の一

つとして、 が設計した東京経済大学図書館（図 2-7）が げられる。

エントランス階である 1 階は、館内には を設けず、目 、参考図書や な

どサービスの中 をまとめ、職員の要望を 実に再現している。一方、地下階

は書架と閲覧席が分離されており、スタッフの監視があるわけではないが、管

理上に配慮した点が されている。

　

　1960年代に起こった量的整備は70年代も続いた。第 ビー ー によっ

て高等教育機関に対する社会的 要に即応した変 はほとんど行われず、大学

教育自体では れをとった時期とされている。

　一方、図書館では利用者教育に力を入れるようになってきた。日本は先進国

に比べ、ソフト面が い付いておらず、相 や市 公開が進んでいない等

が課題として げられていた。そのような中で、基本的文献の案内、授業内容

に応じた文献案内などが重視され、さらに図書館職員の研修も積極的に実施さ

れてきた文 2-16）。

　施設としては、70 年 めにつくられた VHS の 場によって、視 室が新

しく 場する。伊藤ら文 2-17）に研究によると、VHS は、一 に 及し始めた 76

年 から増加し、80 年代に入り一気に増加した。特に 80 年代 工の 7 割は

AV ースを導入している。その後も AV ースは増加し、1990 年の 送アン

ケート調査によると、442 大学中、53.8 が AV ースを導入していることが

明らかになっており、当時のトレンドであった。また、私立大学でも図書資料

がキャンパス内に分 しており、集中化を図るために中 図書館の建設が進む

ようになった。以下は、当時先進的かつ、多くの建築 等に掲載された 4 大

学の図書館を事例にトレンドをみていく。

　最も先進的かつ大規模図書館として、さらに図書閲覧機能を管理や利用の観

点から総合的に見直し最良の形で示したた大学図書館として筑波大学中 図書

館（図 2-8）が げられる。

　全学的な集中管理 、全面開架方 、電 化を積極的に 用・導入している。
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全面開架方 は、日本では めての事例であり、さらに当時としては しかっ

た ック・ディ クション・シス （BDS）を 用した。一方で配架状況は、

目 や 資料が入口付近に設置されているなど大きな変 点行っていない。

また 出 、 書検索をコン ータによって管理する仕組みを 用し、そ

のため、目 コーナー付近に情報検索室が設けられている。 ードの面では、

研究資料も一 でまとめていることから、研究個室も 60 室以上を提供してお

り、研究図書館としての機能も充実させる計画がされた。

　他の私立大学同様に、都心部にキャンパスを整備する動きが始まる。 都

など、狭い 地に対応できるよう、高層の図書館建築（地下 5 階、地上 7 階）

として先進事例であったのが、 義 大学図書館新館である（図2-9）。 応は、

当時、私大では最大 の 100 以上の 書を っていた。そのため日本で最

N

2-8 中 2
（ 中

部
1979） 1:800

2-9 （ 1981） 1:800
31
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も広い 面積（ 15,000 ）が 生し、キャンパス内でも図書館は外観的

にも象 的な 置づけである。

　設備として、筑波大学と同様に BDS を導入している。図書館では しいセ

ンターコアを 用し、回 性を持たせ、さらに書架ス ースの内 8 割が開架方

として運用していることから、館内を自由に利用でき、図書資料を階を い

で、動き回れるようになった。

　また、図書館利用指導（特にグループ単 ）や資料展示など周辺サービスを

提供することを目標に掲げていたことから 80 席の AV ホールを設けた。その

ため、館内利用に限らず、学会等、館外活動の場所としても利用されるようにっ

た。このように、図書館内の活動だけでなく館外へ開いていく施設の先 けで

もあったと思われる文 2-18）。

　先の 2 大学を め、中 図書館への機能集中が話題になった時代である。図

書資料の集中に対して問題となるのが、学習・研究・収 ・管理のそれぞれの

機能空間をどのようにまとめるかである。全学 書の 90 の集中管理を実現

したものとして関西大学総合図書館（図 2-10）が げられる。最も多い学部

生を対象とした学習図書館機能は、メインの 2,3 階に配置し、利用者が最もア

クセスしやすい場所を確保している。学生数 1 人以上の学生を持つ大学の図

書館として、模 的な建築であった。

N

2-10 中 2 （ 1984） 1:800
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　日本図書館協会建築 を受 した京都産業大学図書館は、これまでの図書館

整備の潮流を集 した図書館であったと考えられる（図 2-11）。

　ここもまた各部 （6 か所）に らばった図書資料を一 管理するために、

中 図書館の建設を進めた。特 的な点として、学術情報センターとしての

置づけ、およびカードレスの図書館を目指すことであった。

　1 階には、大人数が収容できる視 ホールがある。また個人、グループで

利用できる AV ースがある。また イクロフィル の自動出 保管庫も設置

している。2,3 階は、開架閲覧室になっており、書架と閲覧席がセットになっ

ている。なお、京都産業は大規模な大学でありながら、閲覧室単体で整備部屋

はなく、いずれも書架と一体で座席が設けられている。また、照明も人感セン

サーを導入するなど最新設備で整備している。

　そのため、図書閲覧空間、AV 視 空間の確立、図書館サービスに限らない

ホールの建設、さらには、機 化としてパソコンによる自動出 シス の導

入、による早期情報センターとして け出し図書館と考えれる文 2-19）。

　

　ICT 等の発達によってデ タル化は、これまでの図書館業 を大きく変えて

きた。目 情報の電子化が行われ、これまでの印刷媒体としての図書や、

が CD-ROM 等での閲覧が行われるようになった。しかし、手に取っていた媒

体が、 から電子画面へと変化したことに まり、まだ図書館の役割が大きく

問われてはいなかった。 文 2-20）は、高山 注 2-6）の言葉を りて、 メディ

ア図書を ースにした「機 化図書館」の段階にある と述べている。

　90 年代では、インター ットの 及によって、 ットワーク上に資料が保

存されるようになり、図書館外でも電子資料の閲覧が可能になった。Google

2-11 中 2 （ 1987） 1:800
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ック検索もその一例として げられる。

　国際図書館連 （International Federation of Library Associations and Institutions: 

IFLA）は「場所と空間としての図書館（Libraries as place and space）」と題して

サ ライト会議を開き、社会的な「場」と物理的な「空間」の両 から図書館

を捉えてきた。そして第三の場、いわゆる third places の必要が論じられてきた。

図書館が、情報通信 術の発達によって、変化が求められるようになったこと

は間違いない。しかし、これらの議論は良い 期であり、従来型の建築計画、

資料のあり方、利用者を中心とした図書館の を再考するきっかけとなり、

成長として考えることができる。

　大学図書館に限らず当 、教育においても情報化に対応した学問分野の設置、

人 育成が求められるようになる。 義 大学は、神 川県藤沢市に情報

理能力や 造的能力開発の必要性などを理 に掲げた「総合 学部」と「環

境情報学部」を設置した（以下、SFC）。

　SFC の最大の特 は、ワークス ーションによって教員、学生が電子メール

等 ットワークで繋がっていることである。このメディアセンター（図2-12）は、

従来からある計 センターと図書館の境をなくしている。フロアは、「スタ

エリア（ 像編集 ース、OHP によるプロ クター）」、「 ープンエリア（自

由に使用できるワークス ーション PC に加え、スキャナ専用 PC、AV 資料の

視 ）」、「リサーチエリア（高機能ワークス ーション）」、「ライ ラリーエリ

ア（図書館機能）」、「ビスタルー （グループ学習室）」から構成され、利用目

8  . AVラウンジ　　　9  .ワークステーションラウンジ　　　10 .ワークステーションルーム　　　11 . リサーチエリア

21 . レファレンスコーナー　　22 . 研究者閲覧室　　　23 . 雑誌コーナー　　24 . 事務室

8  . AVラウンジ　　　9  .ワークステーションラウンジ　　　10 .ワークステーションルーム　　　11 . リサーチエリア

21 . レファレンスコーナー　　22 . 研究者閲覧室　　　23 . 雑誌コーナー　　24 . 事務室

2-12 SFC （ 1981） 1:800

2

1
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的に合わせた機器を各所で提供している文 2-21）。

　館内の 書資料の検索については、OPAC で行うようになっており、全国的

目 カードのみの 書検索ではない早期の事例である。さらには、市 に開か

れた大学としてのコンセプトを持っていることで、いち早く市 図書館との連

を図り、市 にも図書館サービスを提供している。

　

　 国の学習図書館や IC の導入背 をみると、レファレンスサービスへの要

求からきており、利用者のために何ができるかという使命が、図書館の第一主

義にあり、自 と LC のような概 を持つ空間が生まれていた。

　一方、日本では、90 年代に、電子化による資料の い方、電子化するため

に方法の議論が行われていたが、空間はもとより、学生に対して、どのように

活用を促すかまでは発展しなかった。しかし、LC 導入を期に利用者の学習場

所として整備が進んでいく。

　LC と ばれる言葉は、2006 年に東北大学の図書館職員であった 文 2-22）

によって日本に 入された。 は、 国の先進事例を し、LC 導入をきっ

かけに、大学図書館が学内においてリー ーシップを発 していくことに期待

し、 ット世代で学習支援を行う施設・サービスになることを述べている。

　その他、 田文 2-23,24）は、 のように整理している。

「「機関全体のビ ョンは使命と明確に整合し、機関の広 囲な教育的な 画で

ある」、「サービス資源、スタッフ、窓口を 合する視点を図書館全体に 」、

「これまでの図書館サービスや かな 術（ イ クなサービス）を提供する」、

「多様で 的で協 できる場所の提供」、「知識の 造やその構成を強調する」」

とを述べている。

　また、Beagle の言葉文 2-4）を げ、LC は学生に対して、図書館中心ではなく、

外部（学内）の機関での機能や活動を一緒に取り込み、学内全体に活動の効果

を行き らせる必要性を述べている。

　同じく、 上文 2-25）も、「学習・教育・研究のための共有資源、とりわけ多様

な情報資源と人的資源による「知の公共化」を具現し、かつ「主体的な学び」

を実現させる」と述べ、情報資源と、人によるサ ートの 2 つをキーワードに

げている。

　 海文 1-26,27）も学習支援の場としての立ち 置を示し、「総合的で ータル」

と言葉を用い、より広 囲で包 的な学習支援であるとし、教育・ と 密

に結びついたものとしている。

　建築の視点より、 文 2-28）は、LC の新規性について、「・・・図書館がレファ

レンス・デスクのような「待ち」の設備ではなく、能動的学習の場を設け、そ
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　国内の最も先進的な事例として、国際基督教大学（ICU） ルドレットトッ

プ ス ー図書館が げられる（図 2-13）。1991 年に 員会注 2-7）が発足し、電

子化を見 え「印刷物と 来の様々な媒体の資料を 合し総合的に提供できる

ス ースと設備を備えること。多様な資料と学習形態に対応する な設計を

行い、利用者の知的な 造力を ける大学の中心的 場 を構築すること」が

述べられた文 2-29）。また、「増築による図書館員の増加を最小限に えるため、

維持管理に 切な 術を導入する」ことについても提言している。

　そして、2000 年 9 月に、50 入る自動化書庫と、従来の図書館（先述し

た p.55）が行ってきた情報サービスの充実と指導を図り、自由に PC の利用が

可能な環境の構築を目指した、122 のパソコンを備えたスタディ・エリア、

ルチメディアルー 、グループ学習室が配置された。

　 的環境における大学全体の改 への動きを背 に大学の として、整備

が進められるようになる。学内外の情報関連機関と連 し情報発信・ 積、文

化交流の場となる多様な機能空間を持った中 的な場を整備することを目的に

改修を行った横浜国立大学附属中 図書館がある。

の利用を積極的に きかけるなど、教育組 と連 して学生の主体的な学習の

ためのスキル 得を支援する・・・」と述べ、学習支援を行う場所としてのス

タイルを発信する場（姿勢）と主 している。

　また建築的配慮として、「明るくて開放的で入りやすい 囲気をもたせる」、

「プレ ン ーションを めた多様な学習スタイルの開発を 発するような

様々な 具・設備を設置できるよう面積の確保」、「図書館の有する印刷資料と

インター ット上の電子的情報資源との併用ができる環境」、「静かさを求める

場所と遮音できるようにする」、「他者に かれたくない事 について相 する

利用者のための遮音された ース」の 4 点を げて、LC 内の整備の イント

を示している。

本館

2-13
（（ ・ 2000） 1:600
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　分 された中 図書館を有機的に一体化し、 ープンカフ や ルチメディ

ア利用ス ース等を備え、従来に 資料と電子情報が共存するメディア ック

ス型の新しい図書館として、SFC や ICU に いで先進事例である。また、　

ができるラウン 等を設けたグループ学習や PC 等を設置したエリア及び、

IT 関係職員によるサ ートを受けることができるエリアを図書館内に設けて

いる文 2-30）。

　名 として めて LC を したお茶の水女子大付属図書館がある。2007 年 4

月に 150 の場所を利用して、学生が自由にパソコンを使ってレ ートなどを

書くほか、図書館の論文検索講習会や授業、セ ナー会場としての活用を目指

した。設置直後の利用実態調査では、学生数 3200 人に対して、1450 人（2008

年 4~5 月，調査時 10-17 時）が来館している報告もある文 2-31）。

　また図書館では大学教育の動きに前後して「リ ラルアーツ支援図書館」を

キーワードに 来像の検討を行っており、外から見えやすい改 案として図書

館のフロアプランが されている。

　図書館内での取り組みとそれに対応した施設計画として、東京女子大学図書

館が げられる（図 2-14）。学内において学生同士の会話や ができる環境

が学内で望まれるようになったことで図書館の改修計画がスタートしている。

そして、平成 19 年度の学生支援 GP 文 2-32）の 択によって、学生アシスタント

の充実を図り、学生が他学生の手本となり、人間力と知力 方に きかけを試

みている。また、全学で計画に取り組み、LC の理 に った導入経過を歩んだ。

　1 階（1473 ）部分を主に改修し、全面会話を可能にした環境をコ ニケー

ション・ ープンス ース、リフレッシ ルー 、グループ閲覧室、メディア

ス ース（PC：50 ）、AV ース、プレ ン ーションルー の 6 つのエリ

アから構成されている。当時は、 ードもソフトも先進的であり、多くの大学

が参考にし、LC のモデルになっている。

EV

アシスタントアイランドアシスタントアイランド

メディアスペースメディアスペース

グループ閲覧室グループ閲覧室

プレゼンテーション
ルーム

プレゼンテーション
ルーム

コミュニケーション・オープンスペースコミュニケーション・オープンスペース
リフレッシュルームリフレッシュルーム

N

2-14 1 （ 2009） 1:600
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　大学教育方針と図書館での学びを結び付けたコンセプトを持つ 期の事例と

して、大手前大学メディアセンター CELL が げられる（図 2-15）。まだ文科

の 申が発 されていない時期から「社会人基 力」や「自分で る専門性」

などの能力 得を目標に掲げ、それを体現化している。発 の場を増やす、少

人数教育の実施、キャンパス内の滞 を増やすことを目指し、1 階開架閲覧室

内に内向きと外向きの小部屋（CELL）を 入させ、様々な使い方を意図して

いる。

　大学図書館は学術情報 の一部、研究基 として論じられてきた。そのた

め、教育 との関連で議論はされてこなかった。2010 年以 は、 申注 2-8）

の影響もあり、大学図書館が授業外学習環境提供の可能性を見出し、一気に整

備が広がる。ここでは、特に多くの建築 や図書館職員の間で話題になった

施設を概観する。

　明治大学は開学 130 周年を え、その記 事業のとして、1,2 年生の教 科

目が集まる和泉キャンパスに図書館の新築を行った（図 2-16）。和泉図書館は、

図書館建設の際に LC を同時に整備している。施設構成は、1 階から 4 階へ、

入口から へと段階的な空間性と音環境の ーニングを行い、活動的・賑わい

のエリアから、静寂な空間になるようにしている。また、什器も明るいから い、

といった の変 を行っている。低層階に LC を設置し、上階はキャレル席

を中心とした閲覧席が設置、最上階は PC の利用が禁止されている。滞在型図

書館としての機能を重視し、利用 限を図書閲覧だけに限定していない文 2-33）。

　 存の図書館棟を改修し、その図書館棟を取り巻くように LC の棟を増築さ

せた事例として千葉大学附属図書館（アカデ ックリンク）が げられる（図

2-15
CELL 1 （ 2009） 1:800
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17）。ここは、キャンパスの スタープランの中 をなす施設であり、12 年の

月をかけて計画が進められた。

　コンセプトは、「空間」、「人的サ ート」、「コン ンツ」の 3 つをキーワー

ドにし、「考える学生の 造」を目標に掲げた。図書館改修、LC 新設にあたっ

て、大学 （全学）が教育目標を明確に示して実行した 期の事例であると思

われる。

　館内は、見る、見られる、見せる、を重視し のある開放的な空間構成を

とっている。特に 1 階には、プレ ン ーションルー を設置し、 休中に教

N
N

2-17 （ ） 2
（ ・ 2012） 1:800

2-16 （ 2012） 1:800

2

3
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員が自分の専門分野をレクチャーし、自由に 講できるような利用が新しい。

さらには、その講義内容をアーカイ し、後日自由に閲覧できるようにしてお

り、コンセプトを具現化している。N 棟（南 ）2 階は全面 LC として整備し、

多くの利用者が見 せるようになっている。

　また、実態調査を独自で行い、施設に対する 足度が向上していること、そ

して開館して数年後に静かな環境を増設したといった内容もあった文 2-34）。

　

　私立大学の LC 整備は、文科 の 金（私立大学等改 総合支援事業など）

の積極的な交付も相 して、 上がりである。また多くが 1960 年代にキャ

ンパスが形成されており、校 の 化が進んできたことで、施設 新によっ

て LC が整備されている。

　また、図書館の中につくるのではなく、別棟で LC を導入する事例が増えて

きた。さらには、図書館や LC の 組みを大きく えてきたものも 場し、図

書機能 LC+ というように学習活動の場がさらに幅広くなってきている。

　まずは、図書館から独立した LC として先進事例である同志社大学良心館文

2-35）をみる。良心館（図 2-18）は、講義室が多くが入る建物でその内 2，3 階

に 置している。建設当時、国内最大規模の LC( 2.550 ) として整備され、

多くの大学職員が参考にする事例の一つである。その理由として げられるの

は、人的支援の充実である。「聞ける人がいる」をコンセプトに、9 類注 2-9）

の専属サ ートスタッフが 在しており、学習支援体 に力を入れている。さ

らに、それらの学習を可能にするために、それに応じたス ースも各所に配置

し知的探求を経験できるように工 している。

　LC が図書館から独立し、産学連 機能やアメニ ィ空間も 備えた近畿

大学 ACADEMIC THEATER がある（図 2-19）。1~5 号館で構成され、いずれの

館も 1，2 階に LC がある。特に中心の 5 号館（ビ リ シアター (1,2 階 )）は、

図書館と新たな 造のための「ACT」注 2-10）と ばれる 42 室のプロ ク

ト室が設けられ、今後の学術 点としている。ACT を繋ぐ通 は、リ ー

状になり、それを うように図書資料が並べられ、その周りに閲覧机や椅子が

置かれている。図書資料は十進分類法ではなく、 ー ごとに配架されている。

　2 階は主に ン が配架され、学習を広義に捉えた環境ともいえる。従来の

LC である可動 の机や椅子が並べられている環境だけではない空間がつくら

れている。



67

第 章　

　LC 機能に加え、学生を支援する環境として学生と教職員のス ースを一体

にした事例として、梅光学院大学 CROSS LIGHT がある（図 2-20）。

　教職協 で学生を支援するという考えの基、教員個別の研究室を 止して、

教職員ともにフリーアドレス を 用し、学生の居場所と同居している。これ

まで同じ空間であっても教員との仕切りのないス ース下での学習場所という

点では、全く新しい環境である。

　また施設内には、図書館の図書資料が期間限定で配架されていたり、教員の

2-18 （ 2013） 1:800
2 3

2-19 2
（NTT 2017） 1:800
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所有の本をス ース内に点在させた ープンライ ラリーと ばれるものがあ

り、従来のようにただ図書資料を並べるだけでなく、学生の興味関心を引き出

している。

　空間構成については、学生を交えた WS などから導き、3 つの異なる対人距

離文 1-36）を持つ空間を設け、かつ 365 類の椅子から、集中できる場、議論が

できる場、 講する場を意図して計画されている。

2-20 CROSS LIGHT （
2019） 1:800



69

第 章　

　

　

　開架閲覧室と LC が現状どのようにつくられているか平面構成のみの分析に

限らず、詳細に把握するために大学図書館職員のアンケート調査から分析を進

める。3 章以 での利用実態は、中 館を対象にするため、本 でも回 した

大学の中からを中 図書館を抽出し、機能と設置形態に着目して整備状況の傾

向を明らかにし、問題点を整理する。

　調査の対象として、 研究より地域 や大学法人の違いを考慮して分析

している事例注 2-11）もみられているが、東海 を対象にしたものはみられない。

また当 地域は、学生数が多い大学から少ない大学まで幅広い施設規模をカ

バーし、7 割以上を める私立大学も多く んでいる。そこで東海 を中心に

どのように整備がされているかを把握した注 2-12）。

　

　回収した有効数は 118 館で注 2-13）、その内、中 館は 6 割以上の 80 館（80 大学）

であった。 面積と学生数を分類して 2-2 を作成した。その結果、1000-

3000 の面積規模が 33 館と最も多い。9000 以上は、主に国立大学の回

であった。学生数は、1000-3000 人が最も多く 27 館であった。

　 面積と学生数の相関をみる（図 2-21）。なお、ここでは関西 に 置し、

本研究の対象である京都 内の立命と京産も数に足して図を作成した。82 館

の相関係数をみると 0.763 であり、面積に じて在籍する学生もいると

できる。対象とした大学図書館の規模は、比 的大きな大学図書館から中規模

の大学図書館である。

第
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　開架閲覧室注 2-14）で会話ができるか かをみる（図 2-22- ）。最も多いのは、

「全面で会話禁止」の 55 であった。 数以上が開架閲覧室内での会話が禁止

されている。 いで、「一部の階の一部の場所で会話可能」が 24 であった。

「全面的に可能」は 13 で、その内 数の 7 館は 3000 であることから、

面積が小さくなると開架閲覧室全体での会話が許容された環境がつくりやすい

と考えられる。

　開架閲覧室内にいくつのタイプの席が設置されているかをみる（図 2-22- ）。

最も多い座席タイプは、4,6 人掛けの「グループ席」で 91 であった。 いで 

「キャレル席」の 85 であった。また、何 類設置しているかをみると、「2

類」が最も多い 41 で、グループ席とキャレル席の 2 つの座席タイプで閲覧

室が構成されていることがわかる。選択肢全てに回 している大学は（4 類）

は、14 であった。その他の 目をみると「2 人掛けの机」や「椅子と机が一

体になったもの」などの回 が得られ、様々な座席タイプを提供している。

　開架閲覧室内で提供している内容をみる（図 2-22- ）。[ 有線・無線 LAN]

は最も多い 80 で、多くの大学でインター ット環境が構築されている。 ッ

ト環境が構築されていることで一部では、 出の情報機器として、「タ レッ

ト 出」16 や、「 ート PC 出」35 と電子化が進んでいる様子がみ

られる。一方で「プリンター・コ ー機」は 60 で、 媒体を通して学習す

るスタイルも多くみられた。

記
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　開架閲覧室以外の学習ス ースがどれだけ整備されているかをみる（

2-3）。LC は、名 が大学によって異なるため、LC に類 する「AL 学習室」

と「ディスカッションルー 」は「LC 的空間」としてまとめた。「LC 的空間」

は、 数の 51 で導入されている。最も多い学習ス ースは「グループ学習室」

で 63 であった。「視 室（AV ース）」の設置割合も高く、50 であった。

伊藤らによって視 室は 1980 年代に急増したことを整理したが、現在では

数が図書館内に AV ースが設置している。「パソコン室（PC エリア）」は、

28 であった。

　一つの館でいくつス ースを整備しているかをみると、平 2.8 室で、「LC

的空間」と「グループ学習室」を両方整備している館は 24 館と、グループで

利用できる学習環境は、充実してきていると考えられる。

　LC 的空間（以下、LC として う）内でのサービス内容を図 2-23 に示す。「イ

ンター ット環境」、「ホワイトボード」は 90 以上と他の 目に比べて高く、

LC内で学習活動を支えるツールとされているサービス内容注 2-15）に じて高い。

いで、「プロ クター」、「 出 ート PC」が 数以上で設置・導入されて

いる。一方、LC はアナログとデ タル資料が併用できるようにする場所とし

て考えられているが、「図書資料の配架」をみると 4 割に まっている。その

ため多くが LC の外にある開架閲覧室から図書資料を取り出して、LC 内で学

習するような探索行動になると考えられる。

0%
20%
40%
60%
80%

100%

図
書

資
料

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

PC

タ
ブ

レ
ッ

ト

出
ー

ト
PC

AV
機

プ
リ

ン
タ

ー
・

ｺ
ﾟｰ

機

プ
ロ

ク
タ

ー

ワ
イ

ト
ー

ド

自
機

で

人
学

習
あ

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境

24

そ
の

他

0%
20%
40%
60%
80%

100%

図
書

資
料

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

PC

タ
ブ

レ
ッ

ト

出
ー

ト
PC

AV
機

プ
リ

ン
タ

ー
・

ｺ
ﾟｰ

機

プ
ロ

ク
タ

ー

ワ
イ

ト
ー

ド

自
機

で

人
学

習
あ

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境

24

そ
の

他

0%
20%
40%
60%
80%

100%

図
書

資
料

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

PC

タ
ブ

レ
ッ

ト

出
ー

ト
PC

AV
機

プ
リ

ン
タ

ー
・

ｺ
ﾟｰ

機

プ
ロ

ク
タ

ー

ワ
イ

ト
ー

ド

自
機

で

人
学

習
あ

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境

24

そ
の

他

設
・

施

39大学

室

設
・

施

48 a i itie
室

設
・

施

22 a i itie

会 14館（64 ） 会 8館（36 ）室

部屋 の
LC 35 16%
L 室 8 4%

3 1%
40 19% 51%
22 10% 28%
49 23% 63%
16 8% 21%
40 19% 51%

213 100%
78
2

2.7部屋 （室）

50%
（ ）

LC的 間

なに ない・ （ ）

の

室
室（ C ）

室（ ）

室・

合
ー ス
内

テーブル
子

学習のスタイル 応 てセッ
ト のテーブル

子

ワイト ード
共同学習 て、

ード電子 ード

ソファー リラックス ソファー

電 ネット
ワーク（ 、

）
PC の電子 機 応

インフラ

PC (下記 ら ）

PC タブレット の機
自学自修、リテラシー教育

PC（備 付 ）

PC（ 出）

iPad 

ワーク
ステーシ ン

高 業
イエンドワークステーシ ン

プリンター 成 電子 出
プリンター機

プレ ンテーシ ン
設備
（プロ クター、

PC ）

プレ ンテーシ ンス ース
共同学習ス ース て、

電子 の
設備 情報リテラシー 業

テレ 会
システム 会 関連設備 イ ン

ト 信 の整備設備
（ustream ）

2-23 LCの

2-3 開架閲覧室 の の

2-4 的 の構成



72

第 章　

　先の LC の 39 大学を対象に、どのように開架閲覧室と仕切られているか、

導入した際は、どのような手法で整備をしているかをみる。両視点をクロスし

て、整備の ード面について整理したものを 2-5 に示した。仕切り方は、「壁」

が 13 大学で最も多く、整備手法は「一部改修」が 数以上であった。そのた

め最も多い組合せは、「壁 / 一部改修」で 10 大学であった。従来の図書館部分

の一部を改修して仕切りを設けた LC が多いことになる。また、多くは壁で仕

切られているが、「なし」も 11 大学と多く、学びの可視化が行われていると同

時に、様々な整備の手法がみられる傾向にあった。

　2.3.5 より、図書館の外に LC を導入する事例もあることが整理された。ここ

では、web 上での調査から、LC が図書館内部または分棟のいずれに設置され

ているか、内部の場合は開架閲覧室との間仕切りをもつか かによって LC の

設置形態を把握する（図 2-24）。

　図書館内に LC を持つ [ 一体隣接型 ] と [ 一体隔離型 ]、図書館と LC が分棟

になった [ 分棟併設型 ] と [ 分棟単独型 ] の 4 タイプを抽出することができた。

　なお、アンケート 送時の調査に比べて、LC の設置数は 58 大学と増加して

いるが、別棟に設置された図書館管 外の LC も数に入れているため、一概に

増加したとは言い切れないことを付記しておく。

　対象の大学図書館があるキャンパスには、27 が LC を設置していない。一

方 LC を導入したところは 73 で、分棟型で LC を整備した事例が多かった。

LC を導入していない大学は、1000 人 の比率が 数と最も多く、6000 人
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以上の割合も低い。一方、LC を導入している大学では、学生数が多い傾向が

みられる。中でも「分棟併設型」は、6000 人以上の学生数が 数以上を め、

人数が多いことで LC を図書館外にも分 して配置している。

　

　 に LC 以外の代 的な学習ス ースとして、[ グループ学習室 ] と [ パソコ

ン室 ] のサービス内容を図 2-25 からみる。「グループ学習室」は、「ホワイトボー

ド」の設置が 8 割で最も高い。 いで「インター ット環境」が 65 であっ

た。その他、目立った 目はないが、平 で 3 目程度に回 し、「ホワイトボー

ド」や「インター ット環境」とは別に各大学異なるサービスを提供している。

　[ パソコン学習室 ] は、「デスクトップ型 PC」、「インター ット環境」はも

ちろん、6 割以上でプリンターも設置されていた。

　また、[PC 学習室 ] で、会話ができるか かも聞いた。すると、64 は会話

ができると回 し、 りの 38 は会話ができる環境ではないことがわかった。

　

　学生への学習を支援するために、利用の周知のために取り組んでいることを

LC の有無で分けて 出した（図 2-26）。まず LC の有無にかかわらず、割合が

高いのは、「新 1 年生向けの利用 イ ンス」、「レファレンス」、「図書の 」

であった。また、「データ ース講習会」も 数以上で実施している。これらは、

図書館としての基本的サービスであるが、実施していない大学もみられた。

　LC の有無で大きな違いがみられた 目は、学習支援に関わる取組みであっ

た。「レ ートの作成講習」、「プレ ン ーションの 術講習」、「IT 等の情報

術支援」は、LC を導入している大学で高い。LC の役割として、学習支援

が げられているため、それらの 目は高くなったと考えられる。しかし、一

部の 目は 20 以下であり、LC の導入をした全ての大学で取組んでいるわけ

ではないことがわかる。
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　今後、必要となる取り組みや改 目について（図 2-27）、重要なものを 2

つまで回 してもらった。なお、2 つ以上回 があった大学については 外し

ている。

　LC を持たない大学は、「専門書や参考資料の充実」が 60 で最も高く、LC

を導入した大学は、「学習支援活動の充実」が 76 と最も高い。先の「（1）現

状の取り組み」と同様に、LC があることで学習支援をさらに強化しようして

いることがわかる。「他部 との連 を図る」は両方で 20 以上みられ、図書

館だけで問題 を図るだけではないといった意識があると思われる。

　 ードの面をみると、数は少ないが、LC がない館は「会話可能な環境の増設」

の実施を目指しており、グループ学習に関心を示している。一方で、「静かな

環境の増設」や「静かな環境を増設する」は LC の有無にかかわらず、回 し

た大学はなかった。
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　発祥の 国における LC の導入状況と東海北陸甲信越地方における大学図書

館の職員へのアンケート調査より、日本の開架閲覧室及び LC の整備状況、サー

ビス内容を整理した。また、建築系 、日本図書館協会の図 集より、開架

閲覧室と LC の計画の流れを読み取った。以下に明らかになったことを示す。

　

1） 国の大学図書館は、利用に 慣れな学生のために学習支援をしてきた

がある。そのため LC 導入においても、館内 PC で電子 ャーナルの利用

を支援するためであった。

2）LC 導入後、教員（人類・行動学専門）が学生の利用状況を把握し、 具配

置と館内ルールの見直しを行っていた。

　

1）日本では、1960 年から開架閲覧室がつくられ、その後視 室、PC 室の導入、

目 エリアの 止がされてきたが、平面計画はほとんど変化していない。

2）LC は 2000 年に めて導入されている。導入当 は、図書館の一部に設置

されているが、2010 年代以 になると、図書館外にも導入されるようになる。

しかし、主体的な学びを行う場所であることは図書館内外で変わらない。

3）開架閲覧室は、会話を禁止したルールが設定され、グループ利用者が 限

されている場合が多い。座席のタイプをみると 4，6 人掛けの席が多く配置

されているが、設置している座席の 類はさほど多くない。

4）LC は 50 の大学で導入されている。LC の設置の仕方は、4 つのタイプが

抽出された。中でも開架閲覧室内を一部改修して、壁や ラスで仕切る空

間構成は多い。

5）LC を設置している大学は、学習支援の実施率は高い。一方、空間や座席の

整備は導入後ほとんど行われていない。

　以上のことから、日本の LC は、 国の空間を 先して整備がされ、学習支

援や開架閲覧室との関係は、やや置き りである。しかし、多くの大学で整備

がされ、大学の学習場所として中心的な 置を めつつある。

　また、開架閲覧室は LC 導入時においても、大きな変 はされず、個人用の

学習場所として計画されている。LC は、グループで利用できることが第一

であり、そのために座席が配置されている。一方、学習支援や PC の設置に

ついては、導入している大学としていない大学ある。

　 章以 は、実際の利用者が開架閲覧室と LC 何を求めて、どこを選択して

いるかをみていく。
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　開架閲覧室や LC は、2 章で述べたように、個々の学習を達成するためにソ

フトから ードに るまでサ ートする 力がされている。

　両学習場所は、強 的な入室 限はなく、自由な活動が認められ、学習の目

的以外にも気軽に立ち れる。また、利用者も基本的にその大学の学生であれ

ば、 でも、どんな時でも利用することが可能である。つまり、開架閲覧室と

LC は小中学校の各教室や ープンス ース、大学の講義室とは違い、カリキ

ラ やプログラ に されない自由な空間である。そのため 研究文 3-1,2）

では、開架閲覧室にもかかわらず、図書を利用しない、いわゆる 閲覧利用者

が従来から一定数いることが報告されている。そして LC は様々な活動ができ

るよう検討されている。人によって、利用目的も違えば、行為や利用理由も様々

と予 される。

　本研究は、人によって違う利用目的や行為とそれを行う（達成する）ために

選択する場所を構造的に 明して、求められる学習環境を考察していくもので

ある。

　そこで本章では、まずはどのような利用者がいるのか、どのような行為がさ

れているのかといった利用実態の全体像を把握するために、利用者属性（3.1）、

利用目的、行為など（3.2）から整理する。

　 に、全体から学習目的の利用者を抽出して、学習利用に特化した場所づく

くりの全体像を捉える。まず、好みの学習場所をみるために、滞在場所を大ま

かに整理する（3.3）。そして、学習目的の違いで開架閲覧室、LC に対しての

要求が異なると考え、学習目的を 4 つに分類し、それぞれの利用の要求（3.4）

を来訪理由や利用イメー から明らかにする。

　ここでは、来館者アンケート調査と巡回プロット調査から分析を進めていく。

アンケートからは、所属や学年といった利用者層、滞在時間、利用目的、来訪

理由、利用イメー などをを整理する。巡回プロット調査からは、どこに滞在

しているか、どのような行為をしているかを把握する。

第 章　
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　キャンパスに在籍する学生の中で、本研究のアンケート調査回 者がどの程

度 め、どの学年の利用者で構成されているか、教職員・一 （その他）が

どれだけ利用しているかを把握したものを 3-1 に示す。学生は、学生数から

1000 人当たりの利用者数（(a/b）*1000）を割り出して分析した。

　学生全体では、1000 人当たり利用者数が 77 人程度となった。つまり、キャ

ンパスで対象となる学生の 7 がアンケートに回 している。しかし、図書

館の入館者数やアンケートの配 数を考慮すれば、10 ほどの学生が図書館や

LC に来ている。

　学部の合計では、1年生の1000人当たりの利用者数が最も高い92.3人である。

中でも、名学、愛知、京産の 1 年生の 1000 人当たりの利用者数は、100 人以

上であった。一方、椙山は 32.9 人、愛学は 61.4 人で比 的少なかった。

　学年ごとの割合を 出したものを 3-2 に示す。学部生の める割合は、ど

の大学でも最も高い。中部以外で91 以上、中部は86 となった。中部「その他」

は、附属高校生（ 日丘高校）が多く まれている。その他が 2 目に多い愛

学は、 講生（開放講座の利用者）が多くを めていた注 3-1）。

　学年ごとで割合を整理する。合計より 1 年生は 30 と最も高く、最も少な

い学生は 4 年生の 20 であった。1 年生の中でも、愛淑 31 、愛学 29 、名

学 32 、愛知 33 、立命 26 、京産 36 の 6 大学は高い。また、椙山は 2 年

生が多く 33 であった。いずれも、授業のコ 数が集中し、大学に来る頻度

が多いと思われる低学年の利用が多くなった。

　なお、本研究では、学生の利用実態から学習場所内での行動を明らかにして

いくことから、学部生と大学院生を んだ学生の利用者から分析を進めていく。

　

5 に 6 7 いる

a b
(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000 a b

(a/b)*
1000

1年生 133 1699 78.3 41 1247 32.9 168 2736 61.4 142 1164 122.0 197 1653 119.2 319 199 2678 74.3 417 3043 137.0 1616 17503 92.3
2年生 83 1542 53.8 80 1211 66.1 118 1598 73.8 118 1200 98.3 98 1594 61.5 250 174 2786 62.5 313 3109 100.7 1234 16615 74.3
3年生 110 1644 66.9 63 1385 45.5 124 1508 82.2 85 916 92.8 196 1691 115.9 288 214 2885 74.2 233 2959 78.7 1313 16678 78.7
4年生 106 1520 69.7 60 1280 46.9 159 1676 94.9 91 1128 80.7 97 1938 50.1 288 121 2613 46.3 158 3695 42.8 1080 17306 62.4
5年生 上 0 0 0 0 5 21 0 3 29

記 2 1 0 5 3 9 4 14 38
434 6405 67.8 245 5123 47.8 569 7518 75.7 441 4408 100.0 596 6876 86.7 1175 712 10962 65.0 1138 12806 88.9 5310 68863 77.1

修士・前期 6 42 142.9 1 23 43.5 12 95 126.3 3 79 38.0 4 47 85.1 53 10 244 41.0 8 144 55.6 97 1184 81.9
期 2 11 181.8 0 3 0.0 2 30 66.7 0 14 0.0 3 83 36.1 16 2 59 33.9 2 28 71.4 27 580 46.6

8 53 150.9 1 26 38.5 14 125 112.0 3 93 32.3 7 130 53.8 69 12 303 39.6 10 172 58.1 124 1764 70.3
442 6458 68.4 246 5149 47.8 583 7643 76.3 444 4501 98.6 603 7006 86.1

3283 97.2
3575 69.9
3690 78.0
3456 83.3
761 27.6

14765 79.6
510 103.9
352 45.5
862 80.0

15627 79.61244 724 11265 64.3 1148 12978 88.5 5434 70627 76.9
20 7 4 8 6 33 12 24 114
10 3 51 30 10 55 88 18 265

472 256 638 482 619 1332 824 1190 5813

京産中部立 合計知名学学山

小計
教 員
その他
合計

小計

小計

3-1 に る 1000 の
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　各大学での所属している学部の割合と 1000 人当たりの人数を 3-3 にみる。

各大学で学生数と利用者は比例し、学生数の多い学部の割合は高い。1000 人

当たりの利用者数をみると、いずれの大学も文学部、人文学部、文化学部注 3-2）

は多く、1000 人当たり 100 人程度が利用している。その他、京産の外国語学

部も多い。そのため、語学系、 系を取り う学問 域は、利用者が多い。

また、理系分野である工学や情報学分野の 1000 人当たりの利用者数は少ない

傾向にあった。

　

　学生の性別を 3-4 に示す。女性の学生が多い大学は女子大学の椙山の他に、

愛淑、立命であった。 性が多い大学は愛学、名学、愛大、中部、京産となっ

た。なお、本研究では、 女 による分析は行っていない。

　

　利用者が個人で来ているか、あるいはグループ利用の何人組で来ているかを

3-5 でみる。全ての大学で「個人利用」が最も多く、ほとんどが 7 割以上を

めている注 3-3）。仕切りのついた個人用のキャレル席を多く持つ愛知と立命は、

8 割以上の個人利用であった。

　グループ利用では、「2 人組」が最も多く 1 割程度である。開架閲覧室でも

会話が可能であり、グループ利用を許容している椙山は、「2 人組」が 21 と

他大学に比べて最も多い。また、LC を持たない愛淑でも 13 のグループ利用

がみられた。一方、開架閲覧室と LC が同程度の面積を める名学では、グルー

プ利用が 27 と他と大きく変わらない結果であった。

1年生
2年生
3年生
4年生
5年生 上

記

小計

修士・前期
期

京産中部立 合計知名学学山

30% 17% 29% 32% 33% 26% 27% 36% 30%
19% 33% 20% 27% 16% 20% 24% 27% 23%
25% 26% 21% 19% 33% 23% 30% 20% 24%
24% 24% 27% 20% 16% 23% 17% 14% 20%
0% 0% 0% 0% 1% 1% 0% 0% 0%
0% 0% 0% 1% 0% 1% 1% 1% 1%
1% 0% 2% 1% 1% 4% 1% 1% 2%
0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0%
442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434

92% 96% 89% 91% 96% 88% 86% 96% 91%
2% 0% 2% 1% 1% 5% 1% 1% 2%
4% 3% 1% 2% 1% 2% 1% 2% 2%
2% 1% 8% 6% 2% 4% 11% 2% 5%
472

(100%)
256

(100%)
638

(100%)
482

(100%)
619

(100%)
1332

(100%)
824

(100%)
1190

(100%)
5813

(100%)

学部生
大学院生
教 員
その他

合計

3-2 との
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学部名 回 者 合 学生数

文学部 138 31% 1431 96.4

人 情報学部 55 12% 981 56.1

心理学部 63 14% 862 73.1

創造 学部 61 14% 1043 58.5

健 医 科学部 55 12% 1148 47.9

福 学部 43 10% 582 73.9

文 学部 2 0% 1481 1.4

ネス学部 2 0% 1200 1.7

ﾞ ｰﾊﾞ ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 0 0% 202 0.0

メディアプロデ ース学部 13 3% 357 36.4

大学院 8 2% 57 140.4

記 2 0%

合計 442 100% 9344 47.3

生 科学部 74 30% 1098 67.4

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 63 26% 990 63.6

人 関 学部 15 6% 959 15.6

文 情報学部 39 16% 1065 36.6

ネ メント学部 12 5% 814 14.7

教育学部 19 8% 718 26.5

学部 23 9% 438 52.5

大学院 1 0% 44 22.7

記 0 0%

合計 246 100% 6126 40.2

文学部 192 33% 2272 84.5

心 科学部 98 17% 1674 58.5

学部 27 5% 1266 21.3

経 学部 33 6% 1397 23.6

経済学部 22 4% 547 40.2

法学部 143 25% 1409 101.5

総合 学部 31 5% 984 31.5

学部 14 2% 954 14.7

学部 7 1% 766 9.1

大学院 14 2% 282 49.6

記 2 0%

合計 583 100% 11551 50.5

経済学部 163 37% 1774 91.9

学部 158 36% 1331 118.7

法学部 23 5% 318 72.3

外国語学部 95 21% 985 96.4

ス ー 健 学部 0 0% 561 0.0

リ リテーシ ン学部 0 0% 354 0.0

人 健 学部 0 0% 4 0.0

大学院 3 1% 93 32.3

記 2 0%

合計 444 100% 5420 81.9

工学部 216 30% 3474 62.2

経 情報学部 42 6% 1318 31.9

国際関 学部 39 5% 584 66.8

人文学部 127 18% 1737 73.1

応 生 学部 85 12% 1539 55.2

生 健 科学部 157 22% 1620 96.9

教育学部 44 6% 690 63.8

大学院 12 2% 303 39.6

記 2 0%

合計 724 100% 11265 64.3

経済学部 181 16% 2576 70.3

経 学部 169 15% 2744 61.6

法学部 244 21% 2750 88.7

外国語学部 313 27% 2155 145.2

文 学部 118 10% 1038 113.7

理学部 28 2% 425 65.9

ン ータ理工学部 41 4% 635 64.6

総合生 学部 38 3% 483 78.7

大学院 10 1% 172 58.1

記 6 1%

合計 1148 100% 12978 88.5

学部名 回 者 合 学生数

法学部 138 23% 1523 90.6

経済学部 136 23% 1601 84.9

経 学部 146 24% 1761 82.9

中国学部 78 13% 857 91.0

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 93 15% 1134 82.0

文学部 3 0% 1678 1.8

地 学部 0 0% 1113 0.0

短期大学部 1 0% 247 4.0

大学院 7 1% 140 50.0

記 1 0%

合計 603 100% 10054 60.0

法学部 338 27% 3795 89.1

産業社会学部 216 17% 4029 53.6

国際関 学部 120 10% 1404 85.5

文学部 444 36% 4851 91.5

学部 35 3% 686 51.0

大学院 70 6% 862 81.2

その他の学部 11 1%

その他の研究科 2 0%

記 8 1%

合計 1244 100% 15627 79.6

1
たりの

1
たりの

中部

（ ） 96 0 394 333 327 544 488 721 2903

22% 0% 68% 75% 54% 44% 67% 63% 53%

（ ） 344 246 180 101 269 690 226 416 2472

78% 100% 31% 23% 45% 55% 31% 36% 45%

（ ） 2 0 9 10 7 10 10 11 59

0% 0% 2% 2% 1% 1% 1% 1% 1%

（ ） 442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

3-3 部 の か 1000 の と

3-4 との
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　入館前と退館後のそれぞれ居た場所を学内と学外注 3-4）に分け、それらを組

み合わせ、調査した学習環境がどのタイ ングで利用されているかを読み取っ

たものを 3-6 に示す。ここでは、調査の都合上 4 大学で分析を行った。なお、

椙山と愛知では「 めていない」の選択肢を設けていないため、並 して分析

することは難しいが、全体の傾向を読み取るものとして 置付ける。

　4大学共に大きな変化はみられない。「学内 /学内」が4割近くを め最も多く、

授業の合間等々に来ている。また、「学外 / 学外」も一定数みられ、図書館や

LC だけを目的に大学に来ている利用者もいる。中でも、名古屋 近くにある

愛知は、他大学に比べ、「学外 / 学外」が 12 とわずかに高く、立地の影響を

受けていると思われる。

　

　利用頻度を 3-7 に示す。いずれの大学も「一 間に 2、3 回」が最も多い

3 割以上であった。一 間以上の利用者を全て足し合わせると、最低でも 6 割

以上であった。利用している人は、利用頻度も高い傾向にある。

　「ほとんど毎日」は、立命で 31 が他の大学よりも高く、一 間以内に利用

する学生は 9 割程度であった。

　利用頻度の高さから、利用者の通常の利用実態を把握できているものと思わ

れる。また、場所選択において利用できる時間 などを予 して行動している

と考えられる。

ル

山 学 名学 知 立 中部 京産 合計

442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434

82% 68% 78% 73% 87% 86% 70% 74% 78%

13% 21% 14% 15% 8% 11% 16% 16% 13%

2% 9% 5% 7% 4% 1% 7% 5% 4%

2% 0% 1% 3% 1% 0% 3% 2% 2%

0% 2% 2% 2% 0% 1% 3% 1% 1%

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0%

0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 1% 1%

2人組

3人組

4人組

5人組 上

合計(人)

記

その他

中部

6% 7% 12% 8% 8%

21% 14% 17% 17% 17%

21% 36% 21% 23% 24%

38% 38% 41% 37% 39%

4% - - 7% 4%

11% 4% 9% 8% 9%

442 246 603 724 2015

いない

3-5 の

3-6 の
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　アンケート用 の受 しの際に記 した入退館時 から、滞在時間を 出し、

ストグラ にしたものを図 3-1 に示す。また同時に平 滞在時間も 出した。

立命と中部は 3 時間以上の利用が 10 を え、他大学よりも多い。どの大学

も 3 時間以上の利用を くと概 、「10 分 10 分」と「80 90 分」の利

用が多い傾向にある。また「100 分以上」になると利用者が っている。先の

入退館前後の場所の分析結果からみて、授業と授業の合間に利用していると考

えられる。

　愛淑は「10 分 10 分」が 30 以上と他の大学に比べて多く、平 滞在

時間も 1 時間を下回り最も い。愛知と名学は「30 40 分」の利用が多い。

　

　開架閲覧室と LC を利用する理由を 3-8 に示す。なお調査の都合上、愛学

と名学はアンケート用 で聞いていない。どの大学も来訪理由は多岐にわたっ

ている。中でも「静かで落ち着いている」が 6 割以上と最も多く、静かな場所

が要求されている。2 目に高いのは「図書資料がある」であった。中でも愛

淑は、 数の 51 を めている。これは LC がなく、開架閲覧室のみで構成さ

れているため、要求する事 が限定的になったと思われる。逆に京産は 10

と最も低かった。また「いつも席が空いている」は、どの大学でも 10 程度

みられ、大きな変化はなかった。

　愛淑以外は LC 内で、学習支援が受けられるが、どの大学も「学習支援サー

ビスが受けられる」は 1~3 程度と低く、あまり利用されていない。

　立命、中部、京産は、「利用していた建物から近い」の割合が高い。これら

3 大学は、比 的広大なキャンパスで建物間の 動距離が長いため、近さの

目が高くなったと考えられる。椙山は「賑やか・会話ができる」が 12 と他

よりも高く、グループで利用できる場所が限定されているからと思われる。

　また、図書資料だけでなく、PCや印刷機による選択理由もある。立命は「印刷・

コ ー機が利用できる」が 21 と高く、椙山は「PC 利用がしやすい」が 30

と高い。

中部

と ど 10% 11% 13% 15% 23% 31% 13% 19% 19%

間に , 38% 30% 38% 48% 43% 44% 43% 37% 41%

間に 21% 20% 25% 19% 18% 14% 18% 22% 19%

間に 13% 16% 7% 6% 7% 5% 9% 11% 8%

に 8% 11% 10% 7% 3% 3% 7% 5% 6%

に 6% 7% 4% 3% 3% 1% 5% 3% 4%

に , 4% 4% 2% 1% 1% 0% 3% 3% 2%

の 1% - 0% 1% 0% 0% 2% 1% 1%

0% 2% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 1%

442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434

3-7
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平 52min
442

平 52min
442

平 1h19min
246
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246

平 1h09min
583
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583

平 1h00min
444

平 1h00min
444

平 1h22min
602

平 1h22min
602

平 1h30min
1230

平 1h30min
1230

平 1h31min
724

平 1h31min
724

平 1h03min
1138

平 1h03min
1138

平 1h16min
5409

平 1h16min
5409

山 学

名学 知 立

中部 京産 合計

中部

し い か い 6% 4% 17% 12% 17% 13%

の の に い 2% 2% 3% 7% 8% 5%

かで い いる 69% 70% 75% 68% 65% 61% 67%

賑やか・会話できる 1% 12% 4% 2% 8% 7% 5%

等の が る 51% 25% 28% 22% 29% 10% 24%

Cの がしやすい 30% 7% 26% 20% 18% 18%

間の るさや が い 12% 17% 10% 27% 31% 23% 22%

開 間が い 7% 0% 8% 23% 12% 9% 12%

・ が できる 9% 21% 3% 11% 10%

が れる 2% 0% 3% 1% 1% 1%

いつ が い いる 11% 17% 18% 17% 12% 11% 14%

を ことができる 0% 3% 3% 2% 9% 4%

など が る 18% 2%

の 3% 13% 5% 4% 4% 4% 5%

1% 2% 0% 2% 1% 3% 2%

442 246 603 1244 724 1148 4407

3-1 間の と 間

3-8 （ ）
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　開架閲覧室と LC を利用する目的を 3-9 に示す。全ての大学で「一人で勉

強する」が最も高く、平 からみても 40 を めている。一方「友人と一緒

に勉強をする」は 4 20 と大学ごとで異なる。別棟に LC を持つ中部と京産

は 20 、12 と高い。多くの大学の 数は、勉強を目的に利用しているが、

名学は両 目を足し合わせても 28 と低かった。

　 いで高い利用目的は、「本を りる」で 2 割程度であった。この 目でも

名学は 12 と他に比べ最も低かった。図書閲覧系では、「本を読む」が に高く、

平 でも 19 だった。

　愛淑と立命は「本を りる」、「本を読む」の割合が高く、図書資料を目的に

利用している大学である。

　PC 利用系をみると「PC で文書、レ ートを作成する」は、多くの大学で

10 以上みられる。特に、名学は割合が高く、座席数に対して、PC の 数が

多いことが影響していると思われる。一方で、愛淑と愛知は低く、「PC で文書、

レ ートを作成する」は 3 、7 しかない。愛淑はインター ット設備がなく、

愛知は電源タップが少ないことが PC 利用を げていると考えられる。

　学習以外系をみると、「くつろぐ」は１割程度みられ、学習以外の目的も一

定数みられる。講義室と同じ棟内に図書館を持つ名学と愛知は「くつろぐ」が

23 と最も高かった。名学は「ただ らっと来た」も 14 と高い。

　来訪理由でも低かったが「学習支援を受ける」は 1 程度と低く、またその

他の 目にも学習支援に関する記述はほとんどみられなかった。LC があって

も学習支援を目的に利用していない。

　学習目的として利用しているか かを捉えるために、先の利用目的の選択

目から「学習利用」、「その他利用」に分類して割合を 出した。分類の基 は、

開架閲覧室と LC 内で着座して、学習利用ができるかどうかとした（図 3-2）。

設問は複数回 のため、学習に分類した目的とその他の目的の両方を選択して

いる利用者がいる。しかし、多くの回 者を捉えるため、学習利用に分類した。

　8 大学の合計からみると「学習」は、77 で、「その他」は 23% といずれの

大学も学習を目的に利用している利用者が多い。

　大学別の「学習利用」の割合は、愛淑が 67 と最も低い。これは、図書の

出 を目的とした利用が多かったからである。

　

　巡回プロット調査より、全体の利用者数に対して、どれだけ座っている行

為をしているかをみた着座行為率（着座人数 / 滞在者数）と、座席数に対して
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どれだけ まっているかをみた座席 有率（着座人数 / 座席数）を 出し、図

3-3 に示す。

　全体でみると平 88 であり、いずれの大学も共通して 8 割程度で し

ている。公共図書館が平 65 程文 3--4）に対して、開架閲覧室と LC は着座に

対して強い要求を持っている。 りの 2 割程は、図書資料の探索や、 動等の

利用者を捉えている。また、時 ごとで大きな りがあるわけではなく、どの

時 でも高い着座行為率を捉えた。中でも、名学は平 93 と最も高く、LC

内の 3 割を PC 席が めていることから、 研究文 3-5）と同様に PC の設置が

着座を促していると思われる。

・本,資料

・本，新 ，

・レファレンス （中部、京産の ）

・PCでWEB イト
・PCで文書，レ ート 成

・ Cでデータ ース

・一人で
・ 人 一

・本
・本

・DVD・ デ 賞

・ 人

・ だ ら 来
・ ・ ー

・他施設の で（立 、京産の ）

他施設 て、立 は カフ 、
京産は A e a(アス ラ) ・ 部室
その他は、
自 記 の内 分 てその都 分類

・ （ の ）
・ワークシ ップ （京産の ）
・アクティ ティ （京産の ）

・ 合 場所 て来

・く 来

・ 業, ミで

中部

67% 74% 76% 75% 80% 84% 78% 72% 77%

の の 33% 26% 23% 25% 20% 15% 21% 27% 23%

0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0%

442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434

的 中部

で をする 38% 36% 32% 24% 54% 50% 39% 35% 40%

と に をする 6% 8% 8% 4% 4% 7% 20% 12% 9%

を る 30% 26% 23% 12% 20% 26% 16% 20% 22%

を す 21% 16% 10% 5% 12% 16% 10% 12% 13%

・ 等を す 12% 21% 18% 7% 16% 22% 14% 9% 15%

を 22% 13% 20% 15% 13% 25% 16% 17% 19%

を 2% - 10% 5% 5% 8% 3% 4% 5%

を 4% - 9% 7% 1% 3% 2% 2% 3%

を - 4% - - - - - - 0%

・ 等を する 9% 2% 17% 6% - 4% 3% 6% 6%

Cで を する 0% 4% 4% 23% 2% 8% 5% 8% 7%

Cで を 成する 3% 17% 14% 19% 7% 19% 16% 12% 14%

Cで を する 4% 0% 7% 11% 2% 6% 4% 6% 5%

・ する 0% 3% 4% 8% 0% 11% 1% 6% 5%

で する 5% 4% 3% 2% 6% 2% 1% 2% 2%

（ ）で する - - 4% 2% - 3% 2% 3% 2%

くつ 16% 5% 13% 23% 23% 11% 15% 18% 16%

とき 12% 2% 8% 14% 8% 8% 10% 10% 9%

わ とし 1% 2% 5% 2% 1% 2% 3% 5% 3%

と し する 1% 2% 2% 3% 3% 1% 3% 6% 3%

を る - - - - - - 0% 1% 0%

・ に する - - - - - - 0% 1% 0%

ついで する 2% - - - - 1% - 0% 0%

とし - - - - - - - 1% 0%

の 4% 4% 2% 4% 3% 5% 4% 4% 4%

0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0%

442 246 583 444 603 1244 724 1148 5434

PC

閲覧

の

的

,

3-9 的（ ）

3-2 の

3-10 的と の 的の
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　着座行為率の平 は 11 程度であり、時 変動でみていくと、大 の時間

は 1 割以上 まり、 ーク時は 20 であった。中でも名学、愛知、立命は 3

割近くみられ、他の大学に比べて多く まっていた。

　しかし、いずれの大学も、全体の 3 割しか まらないことを考慮すると、座

席が空いていなかったから仕方なく着座するのではなく、利用者は求める場所

を自由に選択していると考えられる。

　巡回プロット調査で把握した利用行為注 3-5）から、開架閲覧室と LC 内で何が

行われているかを 3-11 に示す。名学以外は「読み書き」が全行為の 2 割程

度を めて最も多く、筆記具を利用して学習している。 いで、「 ・ス

ホ 作」、「PC 利用」となった。また、先の利用目的からもわかるように、「PC

利用」は名学が 32 と 倒的に高い。

　「会話」は、各大学 7 14 みられ、LC の める面積が多い京産が最も高かっ

た。愛知は、「居 り」が 9 と他大学よりも多く、先の利用目的からわかる

ように、休 の場所として捉えている可能性が高い。
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　開架閲覧室と LC に対するイメー を 3-12 に示し、開架閲覧室と LC をど

のようなところと認識しているかを把握する。なお、調査の都合上、椙山はア

ンケートで聞けておらず、愛学と名学は選択 目を増やして聞いている。全て

の大学で「自分の勉強をするところ」が 数以上と最も高く、勉強の場所と

して捉えられている。 いで、「知りたいこと、調べたいことがわかるところ」、

「 とりの時間を過ごせるところ」が 3 割以上であった。選択 目の多い、愛

学と名学をみると、「本を し りするところ」、「本を読むところ」の意識も

高く、利用目的を 案すると、他の大学でもそういった認識を多く持っている

と考えられる。

　いずれの大学も学習に対して利用する認識を持つ一方で、「友人、知人と交

流を めるところ」といった認識は低く、LC があるところでも交流の場所と

しては認識されていない。

　各大学で特 的な 目をみると、「知りたいこと、調べたいことがわかると

ころ」は、図書利用の高い愛淑と立命が他大学に比べて 50 以上と高い。図

書利用と知識習得は高い関係性があると思われる。また愛淑は「 なときに利

用するところ」が 36 と他大学以上に高い割合が得られ、 り 下で接続さ

れていることで行きやすく、気軽さがあると考えられる。「友人と一緒に学習、

議論するところ」は、LC が別で設置され、グループ利用者が多かった中部と

京産でわずかに高い。

中部

き（ に き の） 24% 31% 23% 14% 26% 29% 31% 19% 26%

・ 13% 8% 10% 18% 22% 14% 16% 16% 15%

Cの , 成など） 0% 4% 15% 32% 9% 17% 14% 15% 15%

（ ）を閲覧 7% 3% 3% 3% 3% 5% 3% 5% 4%

・ を閲覧 3% 3% 3% 1% 1% 1% 0% 1% 1%

・ を す 4% 2% 2% 1% 1% 2% 1% 2% 2%

に る 3% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

会話 8% 9% 7% 12% 11% 7% 13% 14% 10%

5% 3% 4% 4% 9% 5% 5% 5% 5%

C ・ 4% 1% 2% 0% 1% 1% 0% 0% 1%

・ 14% 15% 16% 5% 0% 1% 2% 5% 4%

し いる 5% 1% 1% 0% 10% 9% 5% 9% 7%

・ 1% 1% 1% 0% 1% 0% 1% 0% 1%

5% 6% 8% 4% 2% 4% 4% 4% 4%

・ 0% 8% 0% 0% 0% 1% 0% 2% 1%

の 4% 6% 7% 5% 3% 2% 2% 2% 3%

2717 2352 3919 3128 7546 22036 10379 12905 64982

3-11
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　利用者がどこを選択しているか整理する。まず、座席の 類を通常の閲覧席

（4,6 人掛けの席、カウンター席、キャレル席、机のあるソファ席）、個室タイ

プの個人学習室とグループ学習室、PC エリア、AV エリア、ソファ、の 6 つに

分類注 3-6）して、一日にどれだけその席が利用されているかをみた「利用率」と、

そこで学習がされているか かの比率をみた「学習率」注 3-7、8）を分析する（

3-13- 、 ）。

　まず、対象としている座席の割合を整理しておく。全ての大学で「通常の座席」

が 80 以上と最も多く めている。「通常の座席」は、愛知が最も多い 98

を めていた。

　全体より「グループ学習室」は 5 め、2 目に座席が多い場所であった。

愛淑、京産は 9 、8 を めている。特に京産は、調査概要に載せている図

面をみてもわかるように、様々な大きさのグループ学習室が設置されている。

「個人学習室」は 1 程度と席数はほとんどなく、椙山と名学は整備がされて

いない。名学は、「PC エリア」が多く め、その影響で利用目的や利用行為に

が生じていた。

　まず全体からみると、合計は 13 であった。これは、1 日を通して 13 の

座席が まっている（利用されている）ことを指す。「PC エリア」は、最も高

中部

とし るとこ 7% 5% 3% 10% 13% 8% 10% 9%

の するとこ 58% 56% 45% 70% 77% 62% 61% 61%

いこと いことがわかるとこ 55% 36% 28% 34% 53% 37% 26% 37%

をするとこ 17% 14% 12% 8% 14% 15% 14% 13%

と の 間を るとこ 46% 29% 30% 43% 41% 32% 36% 36%

と を るとこ 1% 3% 1% 3% 3% 3% 5% 3%

なときに るとこ 36% 19% 29% 31% 29% 24% 29% 27%

を れるとこ 16% 17% 13% 10% 13% 9% 10% 12%

と に するとこ 4% 8% 4% 8% 8% 13% 11% 8%

に くとこ がないか るとこ 9% - - 9% 9% 10% 9% 7%

を し するとこ - 51% 39% - - - - 9%

を とこ - 43% 38% - - - - 8%

Cを とこ - 13% 22% - - - - 3%

C を するとこ - 18% 8% - - - - 3%

の いとこ - 18% 14% - - - - 3%

な 間が され いるとこ - 6% 6% - - - - 1%

の 1% 1% 0% 1% 1% 1% 2% 1%

1% 0% 1% 0% 1% 1% 2% 1%

（ ） 442 583 444 603 1244 724 1148 5434

3-12 開架閲覧室と LCに する （ ）
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く、40 の利用率であった。特に名学、中部、京産で 50 以上と高い。いず

れもプリンターが用意されており、自ら作成した資料がプリントアウトできる

ため、高くなったと思われる。

　合計より、 いで「個人学習室」が 34 であった。周囲からの視線や音な

どをシャットアウトした場所は、一定の利用者に求められている。一方、「グルー

プ学習室」は、全体でも 5 しか着座しておらず、一部屋に対して用意されて

いる座席がほとんど まっていない。中でも椙山と立命の「グループ学習室」は、

比 的高く、椙山は室内で DVD の利用が可能、立命は調査当日に授業で利用

446 79% 1388 7% 899 65%
6 1% 16 6% 12 75%

48 9% 35 2% 32 91%
0 0% 0 0% 0 0%

38 7% 391 24% 2 1%
25 4% 94 9% 56 60%

563 100% 1924 8% 1001 52%

394 91% 1489 10% 1006 68%
0 0% 0 0% 0 0%
6 1% 77 33% 7 9%

12 3% 51 0% 45 88%
20 5% 285 37% 7 2%
0 0% 0 0% 0 0%

432 100% 1902 11% 1065 56%

1129 86% 2122 4% 1436 68%
4 0% 5 3% 5 100%

32 2% 12 1% 9 75%
45 3% 410 21% 388 95%
62 5% 666 25% 25 4%
35 3% 18 1% 8 44%

1307 100% 3233 6% 1871 58%

305 78% 1442 11% 841 58%
0 0% 0 0% 0 0%

12 3% 15 3% 14 93%
51 13% 1113 51% 949 85%
9 2% 116 30% 2 2%

13 3% 52 9% 35 67%
390 100% 2738 16% 1841 67%

817 98% 5336 14% 2977 56%
11 1% 239 45% 164 69%
0 0% 0 0% 0 0%
0 0% 0 0% 0 0%
0 0% 0 0% 0 0%
2 0% 5 5% 2 0%

830 100% 5580 14% 3143 56%

1600 84% 14881 18% 10902 73%
9 0% 222 47% 174 78%

92 5% 435 9% 215 49%
31 2% 424 26% 386 91%
12 1% 392 62% 25 6%

156 8% 288 3% 141 49%
1900 100% 16642 17% 11843 71%

1062 85% 6921 14% 4984 72%
5 0% 55 23% 45 82%

92 7% 4 0% 4 100%
19 2% 529 59% 429 81%
39 3% 284 15% 9 3%
32 3% 150 10% 137 91%

1249 100% 7943 14% 5608 71%

1421 81% 6455 10% 3956 61%
20 1% 314 35% 206 66%

138 8% 344 6% 237 69%
56 3% 1319 53% 1208 92%
93 5% 509 12% 11 2%
36 2% 52 3% 27 52%

1764 100% 8993 12% 5645 63%

7174 85% 40034 12% 27001 67%
55 1% 851 34% 606 71%

420 5% 922 5% 518 56%
214 3% 3846 40% 3405 89%
273 3% 2643 22% 81 3%
299 4% 659 5% 406 62%

8435 100% 48955 13% 32017 65%
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していたことが高い原因であると考えられる。立命は、一室 40 人規模まで利

用することができ、講義室として使うことができていた。

　「通常の座席」は、4~18 で し、全体では 12 の利用率であった。愛学

は最も少ない 4 、立命が最も高い 18 と大学間でばらつきが生じている。

　学習率は、座席で学習をした利用者数をその座席の全利用者数で割っている。

全体の合計は 65 で、6 割以上は何かしらの学習を行っている。最も座席数の

多い「通常の座席」は 67 であった。

　「PC エリア」は 89 で最も高く、これは PC の利用を学習行為に分類してい

るからである注 3-9）。 いで「個人学習室」が 71 であった。「AV エリア」は、

多くが 楽としての 画 が多いことから、学習利用としては低かった。

　「通常の座席」を各大学ごとで比 する。最も高い学習率は、立命で 73 、

低い学習率は愛知と名学の 56 、57 であった。先の 3.3.5 利用目的から、立

命が高くなった要因として、勉強利用系が他に比べて 6 割程度と高いからと考

えられる。一方、名学と愛知は、くつろぐの割合が高いため、学習率が低下し

たと思われる。利用目的と学習率の分析を 案すると、他の大学に比べて、学

習環境の 置が大きく影響している。名学と愛知は、講義室棟内に設置してお

り、アクセスはし いが、その分休 の場所として捉えていると考えられる。

その他の愛淑、愛学、京産、椙山は 61~68 で していた。

　

　先の利用率と学習率を図面に させ、どの場所が利用されて、学習利用が

されているかをみていく。 の大きさは利用率を し、どれだけ長い時間、あ

るいは多くの利用者がその場所に座っているかを捉えてみる。 の は、学

習率を示し、 になるにつれて学習の割合が高くなる。ここでは、会話行為注

3-10）も学習利用として分類している（図 3-4）。

　利用率が高いのは、両サイドが仕切られ壁に向いている 2D で、40 程度の

利用率が多くみられる。特に西 の利用率は高く、背後の 2B に利用者が少

ないことが影響していると思われる注 3-11）。また、書架と壁に囲まれたグルー

プ席である 1B も比 的利用されている。一つ とつの利用率は高くないが、

多くの席で着座している。

　一方で、利用者がほとんどいないエリアは、1E-a d や 2H であった。1E は、

職員の執 エリアを通過し、さらに出入口から まった いエリアである。

職員は、 まった場所が利用されと 定していたが、実態はそうではなかった。

2H も出入口から最も く、机と椅子が可動 になったグループ席である。そ

のため出入口から距離があるグループ席はあまり利用されていない。4 人掛け
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のグループ席が 3 つ並ぶ 2E は、真ん中の 4 席（机 1 つ分）がほとんど利用さ

れていない。利用者同士が間隔を空けて着座していた。一方で、先で説明した

1B は同じグループ席でも、机同士に 間（通過できるようになれば）があれば、

利用率が上がると思われる。

　学習率は、いずれのエリアでも高いところ、低いところがみられる。そのた

め、学習をする人と学習をしていない人が混在している。中でも高いエリアは、

2G で学習率が 6 割以上の利用者しかいない。ここは、2D と同じ什器であり、

間隔を空けて着座している。また周囲には座席がなく、他の利用者を感じさ

せないエリアである。その他、学習率 80 以上が集まるエリアとして 1A や

1B が げられる。1A は、館内で最も机が広いエリアであった。

　通常の座席より、利用率の高い場所として、B1A、B1B、1F、2C が げられる。

中でも B1B は利用率 40 以上の席が多い。両サイドの仕切りは人気が高く、

同じく１F も両サイドに仕切りがある。利用率が低いところは、3D、3E や 2B

である。3 階はグループワークが可能なエリアであるが、空席が多く、また 1

人当たりの利用時間も い。2B も会話が可能で同じグループ席である 2D に

比べて利用は少ない。2B は階段から上がってすぐのところにある座席で、通

過動線上は利用されない可能性が考えられる。

　学習率は、地下 1 階が全体的に高い。利用率の高かった B1B や B1J、B1K、

B1Lは高い。いずれも書庫と壁に まれた環境である。また、LCにあたる1Dは、

調査当日に つの机で イ ンスが行われ、学習率が低いところもあるが東

の 2 つの机は、8 割以上の座席が多い。

　愛学は、他の大学に比べて、仕切りのないグループ席が 倒的に多い。特に

中 部の階段から東 は 館と ばれ、2,3 階にある什器のほとんどは、図書

館開館以来から使用されている。

　利用率が高かったのは、2L、2O、LCM である。いずれも 30 以上が まり、

多い席では 70 以上も所々でみられる。2L、2O は、サイドに仕切りがあり、

他大学にはない個室のような場所がつくられている注 3-12）。またどの座席にも

着座しており、一席当たりの着座率も高い。個室のような環境によって、個人

学習室の 3E は、ほとんど利用がされていないと思われる。LCM は、 方がソ

ファ席で 2 人掛けができるところである。

　一方で利用率が低く空席が多いエリアは 館が多い。中でも 2E、2G、2M、

2N、3G が げられる。これらは、同じような机が一様に並ぶエリアで死角に

なるものがない、上階で まったエリアは選択されない可能性が考えられる。

また、2L もほとんど利用がみられない。2L に比べ仕切りが小さくなり、背
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後に書架がないことで利用されなかったと思われる。

　学習率は、PC エリアである 1B、1C を くと LCN、2A、2O が高い。LCN

は、LC に多くみられる可動 の机と椅子である。各所でグループ学習が行わ

れていた。また 2A も 60 以上の学習率が多くみられ、ほとんどが机の を利

用している。また、2Cはキャレル席で利用率や学習率が高くなると思われたが、

共に低かった。

　PC エリアの 4C、4D 注 3-13）は非常に利用率が高い。LC は PC の利用が多くを

めていた。ここは文章や web ー を印刷している様子もみられた。特に

両サイドに仕切りのついた 4C は、4D に比べて、多くの利用者が座っている。

PC 以外の座席をみると、利用率が高いエリアと低いエリアで が大きい。特

に 3Kは個人学習室のタイプに近い形であり、5席で 1部屋の構成をとっている。

利用者は当日 2 人だけであったが、長時間利用している様子をとらえた。また

3A は愛学（2O）と同じく、仕切りが座席まで取り囲むように設置されているが、

利用率はさほど高くない。これは、背後に他の利用者を感じることができるか

らと考えられる。その他、3F もあまり利用されておらず、通過動線上にある

ことが影響していると思われる。

　学習率は、PC エリアを くと、他の大学に比べ学習率が低い。また学習に

分類しない行為は、エリアによって大きな りはなく、どのエリアでも学習し

ない利用者がいる。

　愛知は、先でも少し述べた通り、2，3 階の多くが仕切りのあるキャレル席

で構成されている。そのため比 的密に座られていることがわかる。中でも最

も利用率の高かったキャレル席は、隣に並べない配置である 2F、2F、3E となっ

た注 3-14）。その他 LC に 当する 1A や、個人学習室である 2N、3H は、よく使

われている。一方、グループ席の 2C や 3D や 1B はほとんど利用されていない。

1B は、他と違い座席に背もたれもないことが影響していると思われる。

　学習率は、LC に 置する 1A や 1F、3G などが高い。中でも 1A は、8 割を

える席が多い。特に東 のエリアは、調査当日、経営学部の 3,4 年生の

活動で、ほ 終日利用しており、少数のグループでディスカッションをしてい

た。 対の は、特定の利用者ではないが、所々でよく利用している。しか

し、その間に まれた中 付近は利用率が低い。そのため、比 的狭い面積で

会話の盛り上がり方が異なると、両者が近づきにくく、利用率が低下すると考

えられる。また、通常の座席は名学と同じく学習率が低い。特に 2L の西 は、

20 以下が多く、学習をしていないエリアになっていた。
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　調査した 8 大学の中で、最も利用率が高く、学習率も 71 と中部に いで

高い大学である。全体的に空席は少なく、50 を える利用率も 見される。

利用率が高かったエリアは、1D、3K、3N、3O が げられる。特に 1D 北

は、両サイドが書架によって囲まれ、周囲から距離を保って着座ができる場所

注 3-15）である。新聞架の付近であるため、新聞閲覧の利用も一部でみられたが、

ートや図書を利用して学習する様子も観察した。 いで、3K、3N、3O はカ

ウンター席で 3K と 3O は同じタイプで、3N は少し机の幅が広い。そのため、

隣同士の間隔を空けずに着座している。また、3E や 3P も全体的に まってお

り、利用率も高い。

　利用率が低かったエリアは、2G、3G、3X のグループ席が げられる。しか

し、これまでグループ席があまり利用されていなかった。

　利用率が高いエリアは、3G の PC エリアを くと、カウンター席の 1C、

1D、2F、3J であった。1D 以外は、書架と壁に囲まれたエリアであり、他大学

同様によく利用される場所である。また1DはLCに 置づけられており、グルー

プ利用が可能であるが、対面しないカウンター席も利用されている。また前面

に 立がある 2A、2B も利用率が高い。特に 2B は壁 の席は利用率が 50 以

上みられ、前面に仕切りがあり、壁付けされたグループ席は利用率が上がると

考えられる。

　一方、利用率が低いエリアは、2D や 3N であった。両エリアもまた、通過

動線上に配置されたエリアであるため、利用がされていないと思われる。

　2D'、2F、3L などは 60 以上の学習率がほとんどを めている。特に 2D は、

机の前面が遮られ、通過動線上にはないエリアにある。

　別棟の LC は、2，3 階で構成されており、3 階の利用が多い。2 階はイ ン

ト利用ができるように計画されていることから、一定の頻度でイ ントが開催

されている。そのため調査日のように自由に利用できる期間は限られ、利用が

下がったと考えられる。3 階で利用率が高いエリアは 3B、3C、3D であった。

特に 3B のボックスタイプのソファ席は、利用率が高く図書館のグループ席に

比べて人気の座席注 3-16）である。また 6 人掛けであるが、 の大きさからみて

1 人で利用している様子もみられる。

　カウンター席である 3C と 3D に着目してみると、机の広さは共に同じ大き

さだが、3D は机の高さが 900 と イカウンター仕様になっている。 ラス

りになった 3C の方が学習率は高い傾向にある。
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　名学と同様に 1F の PC エリアや、窓際に設置された個人学習室の利用率が

高い。2 階と 3 階は、ほとんど同じ座席の並べ方になっているが、2 階の方が

利用率は高い。エリア別にみると、中でも 2B、2M、3G、3S は高い。2B や

2M 注 3-17）は、仕切りの高いキャレル席である。3G、3S は、他大学になく、壁

に う形で一方向に仕切りのある机が並べられた場所である。5/6 席は長時間

有されており、学習率も比 的高かった注 -18）。

　一方、利用率が低いエリアは、1 階の出入口から最も い 置にある 3K や

3L であった。また、2B や 2M と同じタイプである 3B、3F、3H、3R、3M の

学習率は低かった。中でも書架に まれた 3F と 3R のキャレル席は学習率が

下がっていた。1E と 1E は休憩室であるが、ところどころで学習している様

子が見られる。

　利用率が高いエリアは、3A、3D であった。3D は中部 LC と同じボックス席

である。また 2 階の 2C は、L のソファであるが、対面 の 3D の方が利用

は高くなった。そのため、背面に高さのあるソファ席は人気が高く、さらには

学習率も高いことから、学習利用がしやすい環境であると考えられる。また

3A、3B はフレー があり、それによってホワイトボードが掛けられ、学習率

も利用率も高くなったと思われる。

　一方で、利用率が低いエリアは、2A や 3E（ の席）注 3-19）であった。また

壁にもたれる形で座れる 3F のソファ席も利用が高いと思われたが、さほど高

くなかった。また、同時に 3D の東 もカウンターから視認できる。そのため、

いずれも利用率が低下したと考えられる。

　最も利用率が高いエリアは、LC 内 一のカウンター席である I である。し

かし、学習率は 40~60 とさほど高くはない。その他 A は、いくつかの席

で 40 以上の高い利用率がみられ、また 80 以上の学習率が確認できる。Aは、

2 人掛けで構成された席もあり、そこには、1 席だけプロットされている場所

も多くあり、個人で利用している様子がみられた。

　H は AV ース（外国語学学習のための 画の 専用・90 分の利用 限）

である。いずれも 20 程度の利用率であり、1 席当たり 2 人程度で利用してい

るエリアであった。
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　本研究では、学習利用者に着目して場所の選択理由及び選択場所を 明する

ものである。先より、学習を目的にした利用は 7 割以上みられ、学習場所とし

て滞在していた。本 からは、学習利用者の座席選択の実態を捉えていく。

　さて主体的な学びは、自主的に図書、電子資料を用いて学習し、知識や問題

意識を持つことが基本的な要素であると考えている。そこで利用する学習媒体

の違いから利用者を分類し、利用したい学習場所を検討・提案したい。

　また学習利用者は、学習目的達成のために場所の選択行動をとっている。利

用する媒体についても学習者自身で事前に めており、入館中に利用する媒体

が変わることはあまり考えられない。さらに、どの大学でも共通する学習活動

であることから多くの大学で知見を活かすことができると し、学習利用者

を利用する学習媒体ごとで分析をすすめ、どのような利用属性、要求を持って

いるかを捉えていく。

　なお、本 以 は、本研究が目標とする学習場所としての整備の知見を示す

ため、学習利用の多い大学を取り上げたい。そこで学習室などを いた開架閲

覧室や LC 内の一 的な座席で学習率の高い、愛淑、椙山、愛学、立命、中部、

京産の 6 大学で分析を進めていく。

　

　まずは、学習利用者を利用する学習媒体ごとに分類する。3.5.5 の利用目的

で学習利用として った 目から、図 3-5 のように、本を読む、探す目的の「図

書利用」、PC で WEB や作業をする「PC 利用」、両方を目的にした「併用利用」、

図書資料やPC等のツールを目的にせず、持込んだツールを利用する「持込利用」

の 4 つに分類してそれぞれの割合をみる（ 3-14）。

　平 は、「図書利用」、「持込利用」共に 37 で最も多い。 いで「PC 利用」

が 15 、「併用利用」が最も少ない 10 であった。

　大学別にみると、概 全体と同じ傾向にあるが、特に変化がみられた大学も

ある。LAN 環境のない愛淑で「PC 利用」が少なく、「図書利用」と「場所利

用」の割合が高い。愛学は「図書利用」が 4 割以上、「場所利用」の割合は低い。

中部は「図書利用」と「PC 利用」が同程度みられた。

, を す

書
や を に た 。

を に た 。 も も 。

書 、 の の両 を した 。

書や の の はなく、 を の 。

を

レ レ を る（ 、 のみ）

PCでWEBサイ を する
PCで 書 レ を する

で を する

する（一 一 に）

の の

, で する

中部

46% 39% 50% 38% 24% 34% 37%

C 4% 21% 15% 14% 23% 15% 15%

4% 5% 7% 14% 13% 8% 10%

持 45% 34% 29% 33% 40% 43% 37%

293 182 445 1046 560 811 3337

3-14 の

3-5 の
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　学習媒体別で、どの学年が多いかをみていく（ 4-15）。まず全利用者（p.85）

でみた平 の合計と比べて、学習利用者だからと言って学年に 異はみられず、

どの学年も同じように学習しに来ている。

　平 より、持込利用以外の学習媒体を用いた利用は、学年ごとに大きな変化

はみられない注 3-20）。持込利用は、学部 1 年生で 35 と多い。開架閲覧室や LC

にまだ慣れない低学年は、開架閲覧室や LC 内の学習媒体はあまり利用しない

と思われる。一方の 4 年生は、16 と他の学年より低い。

　まず、学習媒体ごとの分析を行うにあたり、学習利用者の割合が、文系理系

注 3-21）で 異があるかを確認した（ 3-16）。ここでは、理系文系別に学習利用

を読み取った。その結果、共に学習利用は 7 割以上で はみられなかった。

　学習媒体ごとの専 分野は 4-17 に示す。

　6 大学の平 からみると、合計で文系学部が 83 、理系学部が 17 である

のに対し、図書利用は、文系学部で 88 と かに高い。一方 PC 利用は、理系

学部で 21 と高い。

　しかし、大学ごとの分析をみると専門分野での違いより、大学ごとで がみ

られた。つまり、一概に文系だからといって図書利用が多くなるわけではない。

学部学科関係なく、様々な学習媒体が利用されている。

章

30% 13% 25% 28% 4% 0% 136

C 8% 42% 33% 17% 0% 0% 12

17% 17% 17% 50% 0% 0% 12

持 32% 23% 23% 21% 0% 1% 133
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77% 23% 31 100%
77% 23% 4270 100%

3-15 に 構成

3-16
の の



110

第 章　

　

　全大学の学習媒体別で滞在時間を度数分 で示したものを図 3-6 に示す注

3-22）。図書利用とそれ以外の学習媒体で違いがみられる。図書利用は、40 分

までが他に比べて多く、 数の割合を めている。平 滞在時間（ 3-17）

をみても、1 時間 13 分と他に比べて最も い利用であった。一方、図書利用

以外では、同じ滞在時間を示している。

　持込利用は、80 100 分 の利用が多く、授業の空き時間を って利用し

ている。中部の持込利用は、1 時間 52 分と最も長い利用であった。
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　利用者の要求を捉えていくために、学習媒体別での来訪理由を 3-18 に示

す。まず平 からみてみると、「静かで落ち着いている」は、どの学習媒体利

用者も 65 を えて最も高い。どの学習媒体を利用していても静けさのある

落ち着いた場所を求めている。館内の学習媒体を目的にした利用者でも開架閲

覧室や LC の場所を して利用している。

　一方で、図書や PC など利用する媒体に伴って、その学習媒体を理由とした

目がある。図書利用と併用利用は、いずれも「図書資料があるから」が 3 割

を えて、他の利用目的より高い。PC 利用と併用利用は「PC が利用しやすい」

が 49 となった。また、併用利用は「空間の明るさや空調が良い」、「開館時

間が長い」の割合も高く、学習場所に求める事 は多い。持込利用は、館内の

資料を使わないため、様々な要求を持っていると思われたが、併用利用の方が

開架閲覧室や LC の場所に対しての要求が高い。

図書 PC 場所 計

て 建 ら近 5% 0% 0% 5% 5%

義の建 近 1% 8% 8% 2% 2%

で て 71% 92% 67% 83% 77%

・会 で 0% 8% 0% 2% 1%

図書資料 あ 66% 33% 67% 31% 49%

PCの

の明 さ 良 16% 33% 0% 6% 12%

館 10% 8% 8% 5% 8%

・ ー機 で

学習 ー ス

こ で 0% 0% 0% 0% 0%

て 10% 17% 0% 17% 13%

資料(DVD ) あ 19% 25% 17% 11% 15%

ネット環境 整 て

その他 3% 0% 0% 3% 3%

記 1% 0% 8% 1% 1%

n(人) 136 12 12 133 293

図書 PC 場所 計

62% 69% 80% 87% 73%

6% 21% 0% 13% 11%

38% 15% 50% 11% 25%

23% 51% 50% 16% 28%

18% 23% 20% 15% 18%

6% 23% 30% 2% 9%

4% 0% 0% 2% 2%

15% 23% 30% 19% 19%

10% 5% 10% 5% 7%

15% 8% 10% 15% 13%

1% 0% 0% 2% 1%

71 39 10 62 182

山

図書 PC 場所 計

20% 14% 11% 17% 17%

4% 3% 2% 4% 3%

67% 71% 78% 74% 71%

2% 2% 4% 1% 2%

30% 16% 29% 10% 21%

19% 51% 55% 18% 28%

29% 26% 43% 25% 29%

26% 21% 34% 17% 24%

18% 31% 42% 13% 22%

3% 1% 3% 1% 2%

3% 6% 5% 1% 3%

18% 18% 18% 20% 19%

4% 7% 1% 3% 4%

2% 2% 2% 1% 2%

400 147 150 349 1046

立

図書 PC 場所 計

て 建 ら近 11% 8% 18% 12% 12%

義の建 近 5% 5% 11% 8% 7%

で て 66% 64% 77% 70% 68%

・会 で 2% 8% 3% 14% 8%

図書資料 あ 57% 21% 52% 13% 30%

PCの 12% 48% 44% 5% 22%

の明 さ 良 32% 32% 39% 34% 34%

館 9% 18% 14% 14% 14%

・ ー機 で 4% 4% 7% 2% 3%

学習 ー ス 1% 0% 0% 0% 1%

こ で 1% 5% 0% 3% 3%

て 13% 9% 8% 14% 12%

資料(DVD ) あ

ネット環境 整 て

その他 2% 6% 1% 3% 3%

記 1% 1% 0% 0% 0%

n(人) 137 130 71 222 560

中部

図書 PC 場所 計

16% 15% 15% 22% 18%

5% 8% 3% 11% 8%

68% 55% 72% 66% 65%

2% 6% 3% 9% 6%

20% 4% 15% 4% 10%

13% 53% 49% 11% 21%

26% 19% 36% 24% 25%

10% 16% 19% 7% 10%

11% 26% 34% 5% 13%

1% 2% 3% 0% 1%

5% 14% 13% 12% 10%

13% 8% 13% 12% 12%

2% 3% 0% 3% 2%

4% 3% 0% 2% 2%

274 118 67 352 811

京産

図書 PC 場所 計

14% 11% 13% 16% 14%

4% 5% 5% 6% 5%

67% 65% 76% 72% 70%

2% 7% 3% 7% 5%

36% 15% 33% 11% 23%

14% 49% 49% 11% 22%

26% 26% 38% 24% 26%

16% 17% 24% 11% 15%

11% 20% 30% 6% 13%

2% 1% 2% 1% 1%

3% 7% 5% 4% 4%

15% 13% 15% 16% 15%

3% 1% 1% 1% 2%

1% 0% 0% 0% 0%

4% 6% 1% 4% 4%

2% 2% 1% 1% 2%

1018 446 310 1118 2892

平

3-18 に （ ）
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　利用者がどのように感じて利用しているかをみるために、学習媒体別に開架

閲覧室と LC の利用のイメー を 3-17 に示す。平 の合計は、先の全体の

利用者の分析結果（p.91）でも れたように、「自分の勉強するところ」が最

も高い。さらに学習利用者を抽出して分析したため、全利用者に比べて高い。

　学習媒体別にみると、特に併用利用と持込利用が「自分の勉強するところ」

の割合が高い。

　図書利用と併用利用は、「知りたいこと、調べたいことがわかるところ」が

高く、図書資料の利用によって、得られたイメー である。併用利用は、「日

課として来るところ」、「新しい興味や関心をみつけるところ」が他の利用者よ

り高い割合が得られている。

　愛学は調査の都合上、多くの選択 目を増やして調査を行った。図書に関係

するものは、図書利用で多くみられた。併用利用は、「居心地の良いところ」

が 34 と他よりも高い。

図書 PC 場所 計

日 て来 こ 13% 8% 8% 4% 8%

自分の こ 57% 75% 67% 78% 68%

知 こ 、 こ こ 65% 67% 67% 42% 55%

分 こ 24% 8% 8% 11% 17%

の こ 52% 75% 25% 40% 46%

人、知人 深 こ 1% 0% 0% 1% 1%

来 こ 38% 33% 42% 26% 32%

新 関心 こ 26% 8% 50% 4% 16%

他 く こ ら来 こ 7% 17% 17% 9% 9%

人 一 学習、 こ 3% 8% 17% 5% 5%

本 こ

本 こ

CD 、 デ 、DVD こ

PC こ

心地の こ

多 さ て こ

その他 1% 8% 0% 0% 1%

記 0% 0% 8% 0% 0%

回 者数 136 12 12 133 293

図書 PC 場所 計

7% 5% 14% 3% 6%

59% 46% 48% 71% 60%

44% 29% 72% 30% 40%

17% 8% 24% 7% 13%

32% 14% 41% 33% 30%

3% 5% 7% 3% 4%

25% 12% 24% 11% 19%

23% 14% 41% 9% 19%

0% 0% 0% 0% 0%

7% 15% 7% 10% 9%

54% 54% 41% 44% 50%

63% 34% 52% 30% 48%

14% 14% 24% 16% 15%

9% 35% 24% 8% 13%

21% 12% 34% 12% 18%

5% 8% 3% 7% 6%

0% 0% 0% 1% 0%

0% 0% 0% 1% 0%

222 65 29 129 445

学

図書 PC 場所 計

17% 12% 18% 12% 14%

74% 83% 88% 85% 81%

60% 46% 76% 40% 54%

15% 12% 16% 11% 13%

42% 42% 53% 37% 42%

3% 3% 3% 4% 3%

31% 24% 31% 25% 28%

17% 11% 17% 8% 13%

7% 8% 11% 10% 9%

7% 10% 9% 10% 9%

2% 1% 1% 1% 1%

0% 2% 1% 0% 0%

400 147 150 349 1046

立

図書 PC 場所 計

日 て来 こ 9% 7% 10% 8% 8%

自分の こ 52% 72% 75% 72% 67%

知 こ 、 こ こ 62% 29% 54% 21% 37%

分 こ 20% 12% 24% 11% 15%

の こ 47% 32% 51% 21% 34%

人、知人 深 こ 1% 5% 3% 3% 3%

来 こ 28% 23% 27% 14% 21%

新 関心 こ 16% 5% 18% 4% 9%

他 く こ ら来 こ 4% 15% 17% 7% 9%

人 一 学習、 こ 4% 18% 6% 23% 15%

本 こ

本 こ

CD 、 デ 、DVD こ

PC こ

心地の こ

多 さ て こ

その他 1% 2% 0% 0% 1%

記 1% 1% 0% 0% 0%

回 者数 137 130 71 222 560

中部

図書 PC 場所 計

12% 8% 19% 9% 11%

59% 57% 69% 70% 64%

48% 24% 51% 14% 30%

17% 14% 19% 13% 15%

41% 41% 51% 36% 39%

4% 9% 6% 6% 6%

31% 31% 36% 27% 30%

18% 3% 21% 5% 10%

9% 9% 13% 9% 9%

6% 15% 9% 18% 13%

0% 0% 1% 2% 1%

3% 2% 0% 1% 2%

274 118 67 352 811

京産

図書 PC 場所 計

12% 8% 16% 9% 11%

63% 68% 77% 76% 70%

55% 34% 65% 28% 43%

17% 12% 19% 11% 14%

41% 36% 50% 34% 39%

3% 5% 4% 4% 4%

30% 24% 31% 22% 26%

19% 8% 21% 6% 13%

6% 9% 12% 8% 8%

6% 14% 9% 14% 11%

11% 1% 1% 1% 1%

1% 1% 1% 0% 1%

1169 472 329 1185 3155

平

図書 PC 場所 計

日 て来 こ 13% 8% 8% 4% 8%

自分の こ 57% 75% 67% 78% 68%

知 こ 、 こ こ 65% 67% 67% 42% 55%

分 こ 24% 8% 8% 11% 17%

の こ 52% 75% 25% 40% 46%

人、知人 深 こ 1% 0% 0% 1% 1%

来 こ 38% 33% 42% 26% 32%

新 関心 こ 26% 8% 50% 4% 16%

他 く こ ら来 こ 7% 17% 17% 9% 9%

人 一 学習、 こ 3% 8% 17% 5% 5%

本 こ

本 こ

CD 、 デ 、DVD こ

PC こ

心地の こ

多 さ て こ

その他 1% 8% 0% 0% 1%

記 0% 0% 8% 0% 0%

回 者数 136 12 12 133 293

図書 PC 場所 計

7% 5% 14% 3% 6%

59% 46% 48% 71% 60%

44% 29% 72% 30% 40%

17% 8% 24% 7% 13%

32% 14% 41% 33% 30%

3% 5% 7% 3% 4%

25% 12% 24% 11% 19%

23% 14% 41% 9% 19%

0% 0% 0% 0% 0%

7% 15% 7% 10% 9%

54% 54% 41% 44% 50%

63% 34% 52% 30% 48%

14% 14% 24% 16% 15%

9% 35% 24% 8% 13%

21% 12% 34% 12% 18%

5% 8% 3% 7% 6%

0% 0% 0% 1% 0%

0% 0% 0% 1% 0%

222 65 29 129 445

学

図書 PC 場所 計

17% 12% 18% 12% 14%

74% 83% 88% 85% 81%

60% 46% 76% 40% 54%

15% 12% 16% 11% 13%

42% 42% 53% 37% 42%

3% 3% 3% 4% 3%

31% 24% 31% 25% 28%

17% 11% 17% 8% 13%

7% 8% 11% 10% 9%

7% 10% 9% 10% 9%

2% 1% 1% 1% 1%

0% 2% 1% 0% 0%

400 147 150 349 1046

立

図書 PC 場所 計

日 て来 こ 9% 7% 10% 8% 8%

自分の こ 52% 72% 75% 72% 67%

知 こ 、 こ こ 62% 29% 54% 21% 37%

分 こ 20% 12% 24% 11% 15%

の こ 47% 32% 51% 21% 34%

人、知人 深 こ 1% 5% 3% 3% 3%

来 こ 28% 23% 27% 14% 21%

新 関心 こ 16% 5% 18% 4% 9%

他 く こ ら来 こ 4% 15% 17% 7% 9%

人 一 学習、 こ 4% 18% 6% 23% 15%

本 こ

本 こ

CD 、 デ 、DVD こ

PC こ

心地の こ

多 さ て こ

その他 1% 2% 0% 0% 1%

記 1% 1% 0% 0% 0%

回 者数 137 130 71 222 560

中部

図書 PC 場所 計

12% 8% 19% 9% 11%

59% 57% 69% 70% 64%

48% 24% 51% 14% 30%

17% 14% 19% 13% 15%

41% 41% 51% 36% 39%

4% 9% 6% 6% 6%

31% 31% 36% 27% 30%

18% 3% 21% 5% 10%

9% 9% 13% 9% 9%

6% 15% 9% 18% 13%

0% 0% 1% 2% 1%

3% 2% 0% 1% 2%

274 118 67 352 811

京産

図書 PC 場所 計

12% 8% 16% 9% 11%

63% 68% 77% 76% 70%

55% 34% 65% 28% 43%

17% 12% 19% 11% 14%

41% 36% 50% 34% 39%

3% 5% 4% 4% 4%

30% 24% 31% 22% 26%

19% 8% 21% 6% 13%

6% 9% 12% 8% 8%

6% 14% 9% 14% 11%

11% 1% 1% 1% 1%

1% 1% 1% 0% 1%

1169 472 329 1185 3155

平

3-17 的 の開架閲覧室と LCに する （ ）
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　全学生の利用者を対象に、アンケート調査と巡回プロット調査より、開架閲

覧室と LC の目的と場所選択を概観した。各大学で共通してみられた点と、大

学 有の状況に分けて、それぞれ記述する。

　

1）学部学生の める割合が 9 割以上と 倒的に多く、中でも授業数等関係で

大学へ来る頻度が高い 1 年生の利用が多い。

2）人数は、個人利用が 7 割以上を めて最も多く、グループでは 2 人組が 2

割 である。LC がない大学や LC の座席が開架閲覧室と変わらない大学

でも個人とグループ利用の割合に大きな変化はない。

3）学生の利用者は、授業と授業の空き時間に来ており、利用頻度は、1 間

に 1 回以上が 8 割を え、利用者はよく利用している。

4）利用者の来訪理由として、静かで落ち着いている場所、自分の勉強をする

場所を求める利用者は多い。一方、学習支援を求める利用者は 1 程度と

低く、 受されていない。

5）利用目的のうち、7 割以上は学習を目的に来ており、筆記具を用いての学習、

PC を使った WEB 閲覧、文書作成を行っている。

6）着座行為率は 80 以上と高く、多くの利用者が椅子に座わって場所を選択

している。 ーク時の 有率は、30 以下で空席が発生している。そのため、

過ごしたい場所があり、仕方なく座るといった行動は少ないと思われる。

7）愛淑は、従来型の図書館であるため、閲覧に特化している環境である。

8）椙山は、開架閲覧室内も会話が許容されているため、グループ利用の割合

が高くなった。

9）図書館が講義棟内に 置していると、休憩目的として利用されやすい。

　

1）学習利用者は、開架閲覧室と LC の様々な場所に分 している。個人学習

室や机の両サイドにある仕切り が高い席といった閉鎖的な席は、学習利

用が多くみられた。

2）一方で、ほとんど利用されない場所もある。それは、 出入口から平面的

にも 面的にも いグループ席、 グループ席が連なり一様に並べられて

いる、 通過動線上に配置された座席であった。

　

　学習利用者のうち、学習媒体を利用する「図書利用」、「PC 利用」、「併用利用（図

書と PC の両方を利用）」と、学習媒体を持ち込む「持込利用」の割合を整理した。

1）全ての大学で、図書利用と持込利用は、それぞれ 3~4 割を めている。
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2）持込利用は、1 年生の利用で多いが、他の学習媒体は学年ごとの 異がみ

られない。また文系学部と理系学部でも違いはみられない。

3）来訪理由をみると、利用する学習媒体の 類に関わらず、「静かで落ち着い

ている」とする割合が 7 割以上と最も高い。

4）図書、PC、併用利用者は、「静かで落ち着いている」に いで、学習媒体

の利用を理由にしている。

5）持込利用は、開架閲覧室と LC 内の学習媒体を利用しないため、講義棟か

らの近さや、学内の他に利用したい施設がなく利用していると考えられた

が、それらの来訪理由は得られず、居心地の良さを求めて来ている。

　以上のことから、学習利用者の静かで落ち着いた場所への要求は、開架閲覧

室と LC において開放的な席から閉鎖的な席まで様々である。また持込利用以

外は、図書利用や PC の利用のしやすさも来訪理由としており、利用する媒体

による作業のしやすさは、学習媒体で選択する席が異なると考えられる。

　 章では、利用人数に着目して分析を進めていく。

参考文献
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演梗概集、計画系、pp.493-494、1969.8

文 3-2） 治、 、門谷真一 、川島 、 原 一 ：大学図書館の利用状況 1-4、日本建築学会大会学術講

演梗概集、計画系、pp.1093-1100、1981.9

文 3-3） ：図書館施設論 - 現代図書館情報学シリーズ 12、 村 、2014

文 3-4）中井孝幸、 野 大、谷口 子：図書館における利用者属性からみた座席の選択行動と過ごし方「場」としての
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　1 章で述べたように、学生の学習習慣を促すために、主体的な学びが注目さ

れている。習得内容は、コ ニケーション能力、情報リ ラシ能力、問題

能力などが げられ、「グループ」を中心とした学習が求められている。

　一方、個人での学びは、文科 の 申においてほとんど れられていない。

施設計画においても、個人学習の場所として考えられている開架閲覧室は、

LC が整備されても現状維持であり、学習場所として十分に検討されていると

は言えない。グループの学習は、個人での知識を出し合い集 する学びでもあ

り、グループ、個人ともに学習場所としての整備検討が必要である。

　個人、グループの利用を対象にした研究において、 ・ 文 4-1）は、個

人席をグループ利用者が、グループ席を個人が利用する様子を捉えている。

・田上文 4-2）は、LC 内のように ープンな空間ほど、個人から共同まで多様

な使い方がされていることを捉えている。また、 間文 4-3）、川角文 4-4）らも、個

人やグループでも利用できる場所を提供することを述べている。

　しかし、実際の利用者の属性や利用意図、選択理由までは把握できていない

こと、どのような席を提供するべきかは明確になっていない。

　そこで本章では、個人とグループそれぞれの要求を聞き出して施設計画の手

がかりを得るために、学習を目的にした利用者を個人、2 人組、多人数の利用

人数に分け、利用行動を明らかにする。詳しくは以下の点を明らかにする。

・利用人数別で利用者属性、利用する学習媒体、来訪理由の違いを明らかにする。

・開架閲覧室と LC（会話可能エリアと禁止エリア）に分けて、個人とグルー

プの滞在場所を明らかにする。

　調査対象は、先の 3.5 以 の分析と同じく、学習利用者の利用状況を多く捉

えるために、学習行為が高かった（p.94）、愛淑、椙山、愛学、立命、中部、

京産の 6 大学を対象にする。

　研究の方法は、まず学習利用者を個人、2 人組、多人数に分けて、利用者属

性、来訪理由、利用目的などを整理し、人数ごとの利用状況と要求を把握する

（4.2）。 に巡回プロット調査から、2 人組と多人数をまとめてグループ利用と

し、個人とグループでの実際の学習活動を把握する（4.5）。 に会話可能エリ

アと禁止エリアに分けて、会話行為から個人とグループ利用における滞在場所

の大まかな傾向を捉える（4.4）。

第 章　
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　学習利用者がどのような人数で利用しているかを 4-1 でみる。個人利用が

最も多く、平 で 8 割を めている。 いで、2 人組が 13 であった。中でも

愛淑、立命は 8 割を えて高い。椙山、中部、京産は比 的、グループ利用の

割合が高い。

　また、3 章の利用者全体の分析でも、いずれの大学も個人利用、 いで 2 人

組の利用が多いことは れていたが、学習利用者に限定した本結果でも変わら

ず、学習利用者だからといって、利用人数に いが生じるわけではない。

　

　利用人数に対して、どの学年が多く めているかを 4-2 にみる。学部生を

中心にみていく。全大学を通して、1 年生は個人利用に比べてグループ利用が

多い傾向にある。特に、LC を持たない愛淑以外は、その比率が にみられる。

1 年生は最も多い学年であるため、グループで持込利用ができる場所を検討す

ることが必要になる。

　2 年生は、多人数利用が 少し、個人で利用している。一方 3，4 年生は、

同じ傾向にあることが読み取れず、各大学で変わっている。例えば、椙山や愛

学の 4 年生は、 業研究等をグループで利用している可能性が考えられる。

　利用人数別の利用頻度の違いを 4-3 に示す。まず、全体的に 3 章での全利

用者の利用頻度に比べて、「ほとんど毎日」や「一 間に 2,3 回」は高い。学

習利用者は、利用頻度が高いことがわかる。

　多人数は、「一 間に 2,3 回」以上の高い利用頻度が他の利用人数に比べて

低く、多人数は利用頻度が低い傾向にある。個人と 2 人組では大きな違いはみ

られない。

4-1 の
山 立学 京産中部

人

2人組

多人数

294合計（人）

記

平

グループ

83% 72% 79% 87% 72% 78% 80%

14% 18% 13% 10% 16% 13% 13%

3% 9% 8% 3% 10% 7% 6%

0% 1% 0% 0% 1% 3% 1%

183 445 1050 567 832 3371
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4-2 に 構成

4-3 に

31% 17% 25% 25% 2% 0% 245

30% 30% 23% 18% 0% 0% 40

0% 13% 13% 75% 0% 0% 8

30% 18% 24% 25% 2% 0% 293

16% 28% 33% 21% 1% 1% 132

6% 45% 21% 27% 0% 0% 33

6% 47% 0% 47% 0% 0% 17

13% 33% 28% 25% 1% 1% 182

24% 19% 26% 28% 3% 0% 352

34% 29% 19% 19% 0% 0% 59

35% 15% 9% 41% 0% 0% 34

26% 20% 23% 28% 2% 0% 445

25% 20% 23% 24% 5% 3% 913

34% 21% 20% 22% 3% 0% 105

32% 18% 43% 4% 4% 0% 28

26% 20% 24% 23% 5% 2% 1046

部

中部 22% 26% 31% 19% 2% 0% 409

35% 14% 28% 22% 0% 1% 93

38% 10% 26% 22% 2% 2% 58

26% 22% 30% 19% 2% 1% 560

32% 27% 23% 16% 1% 2% 648

45% 25% 12% 12% 1% 4% 106

46% 25% 25% 4% 0% 2% 57

35% 27% 22% 14% 1% 2% 811

26% 22% 25% 22% 3% 1% 2699

35% 24% 20% 19% 1% 1% 436

35% 19% 22% 22% 1% 1% 202

28% 23% 24% 21% 3% 1% 3337

部

と ど 間に
,

間に 間に
に

に
に ,

に の n

12% 45% 20% 11% 5% 5% 1% 0% 0% 1% 0% 245

8% 50% 10% 15% 10% 3% 5% 0% 0% 0% 0% 40

0% 0% 13% 25% 0% 25% 38% 0% 0% 0% 0% 8

11% 44% 18% 12% 6% 5% 3% 0% 0% 1% 0% 293

14% 33% 24% 15% 7% 5% 2% 0% - - 0% 132

9% 45% 12% 9% 15% 6% 0% 3% - - 0% 33

18% 24% 6% 29% 6% 6% 12% 0% - - 0% 17

14% 35% 20% 15% 8% 5% 2% 1% - - 0% 182

14% 42% 23% 7% 10% 3% 1% 0% 0% 0% 1% 352

7% 37% 22% 3% 17% 5% 5% 2% 0% 2% 0% 59

24% 32% 24% 9% 12% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 34

14% 40% 23% 7% 11% 3% 1% 0% 0% 0% 1% 445

36% 44% 12% 5% 2% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 913

22% 42% 15% 10% 6% 5% 0% 0% 0% 1% 0% 105

11% 46% 29% 4% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 28

34% 44% 13% 5% 2% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 1046

中部 14% 49% 17% 10% 5% 3% 0% 0% 0% 1% 0% 409

11% 42% 22% 6% 5% 9% 0% 0% 2% 3% 0% 93

16% 29% 21% 7% 10% 5% 0% 2% 3% 7% 0% 58

14% 46% 18% 9% 6% 4% 0% 0% 1% 2% 0% 560

20% 44% 21% 7% 3% 2% 0% 0% 0% 1% 0% 648

20% 31% 22% 7% 9% 8% 1% 0% 1% 0% 1% 106

21% 28% 16% 12% 7% 11% 4% 0% 0% 2% 0% 57

20% 41% 21% 7% 4% 4% 1% 0% 0% 1% 0% 811

23% 44% 18% 8% 4% 2% 0% 0% 0% 1% 0% 2699

15% 40% 18% 8% 9% 6% 1% 0% 1% 1% 0% 436

17% 30% 19% 11% 8% 6% 3% 0% 1% 2% 0% 202

21% 43% 18% 8% 5% 3% 1% 0% 0% 1% 0% 3337
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　利用人数ごとの学習活動を捉えるために、まず利用する学習媒体から把握

する。利用人数ごとの学習媒体を 4-4 に示す。まず平 をみると個人は、

「図書利用」が 40 と最も多い。2 人組は「図書利用」よりも「持込利用」が

47 と多くなる。そして、多人数になると「持込利用」が 数以上を めてい

る。これらは概 、各大学で共通してみられる。

　特に変化があったものとして、椙山は、グループ利用で「持込利用」が多く

なるわけではなく、「PC 利用」が多くを めている。これは、PC 利用と多人

数利用が多かった 4 年生が めていたからと考えられる。愛学のグループ利用

は、「図書利用」が 4 割以上みられ、「持込利用」の割合は低かった。

　利用人数別に滞在時間をみる。全大学の人数別における滞在時間を度数分

で図 4-1 に示す。その結果、60 分 を境に、個人、少人数と多人数で割合に

違いがみられる。多人数は、60分を えると多く、3時間以上の割合も最も多い。

平 の平 滞在時間（ 4-5）をみても 10 分程度、個人と 2 人組に比べて長い。

なおこれらは、各大学でみても比 的同じ傾向が示されている。　

　先の学習媒体別で、「持込利用」の滞在時間は長いことが整理されている

（p.116）。多人数は、持込利用が多く めていたため、滞在時間が長いと 察

できる。

4-4 の
C 持 （ ）

49% 4% 4% 42% 245

30% 3% 3% 65% 40

50% 0% 0% 50% 8

46% 4% 4% 45% 293

43% 16% 7% 34% 132

27% 33% 0% 39% 33

29% 41% 6% 24% 17

39% 21% 5% 34% 182

52% 13% 7% 28% 352

41% 19% 5% 36% 59

44% 26% 6% 24% 34

50% 15% 7% 29% 445

39% 13% 14% 33% 913

36% 18% 16% 30% 105

25% 21% 7% 46% 28

38% 14% 14% 33% 1046

C 持 （ ）

中部 29% 23% 16% 33% 409

15% 26% 4% 55% 93

9% 22% 3% 66% 58

24% 23% 13% 40% 560

38% 15% 9% 38% 648

22% 14% 4% 60% 106

9% 11% 5% 75% 57

34% 15% 8% 43% 811

40% 14% 11% 34% 2699

28% 19% 7% 47% 436

20% 20% 5% 54% 202

37% 15% 10% 37% 3337
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　利用人数別で開架閲覧室と LC に来訪する理由の違いをみる（ 4-6）。

　まず平 からみると、個人から多人数にかけて変化していく 目が 5 目み

られる。最も高い「静かで落ち着いているため」は、2 人組、多人数になるに

つれて割合が 少し、要求は少なくなる。一方、「賑やか・会話ができるため」

は増加し、2 人組に比べて、多人数は友人と話すために選択している。しかし、

多人数でも 17 であるため、グループだからと言って全員が、会話ができる

場所を求めているわけではなく、静かで落ち着いた場所を求めている。

　 に「利用していた建物から近いから」は、多人数にかけて割合が高い。特に、

京産は に れ、開架閲覧室と を分けてみると、グローバルコモンズで

は、割合が高い。学部棟内に設置され、アクセスが良いことで高くなったと

できる。グループは、開架閲覧室や LC への距離によって選択されている。

　「印刷・コ ー機が利用できるため」は、多人数が他に比べて 倒的に低い。

PC 利用はさほど変わらないが、人数が増えると、印刷することは少なくなる。

「いつも席が空いている」は、個人に比べて、グループの割合が高く、場所の

選択理由が重要に感じていると思われる。一方、中部の「いつも席が空いている」

は、多人数で 12 と高い。これは、先の利用率の図（p.105 ）をみても LC 内

で空いている座席が多かったからと考えられる。

　「学習支援サービスが受けられる」は、利用人数別で変わらず低い。LC は、

学習支援よりも会話ができる場所、PC が利用できる場所として捉えている可

能性が考えられる。

4-1 の 間

4-5 の 間

間 間 間 間 間 間 間

間 245 間 132 間 352 間 903 間 409 間 646 間 2687

間 40 間 33 間 59 間 103 間 93 間 102 間 430

間 8 間 17 間 34 間 28 間 58 間 57 間 202

間 293 間 182 間 445 間 1034 間 560 間 805 間 3319

中部

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

10

10 20 30 40 50 60 70 80 90 10
0

11
0

12
0

13
0
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0

15
0

16
0

17
0

18
0

2
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4-6 に （ ）

人 人数 多人数 計

て 建 ら近 4% 10% 13% 5%

義の建 近 2% 3% 0% 2%

で て 76% 80% 88% 77%

・会 で 0% 8% 0% 1%

図書資料 あ 48% 55% 38% 49%

PCの

の明 さ 良 12% 13% 0% 12%

館 8% 3% 13% 8%

・ ー機 で

学習 ー ス

こ で 0% 0% 0% 0%

て 12% 13% 38% 13%

資料(DVD ) あ 16% 8% 25% 15%

ネット環境 整 て

その他 2% 8% 13% 3%

記 2% 0% 0% 1%

n(人) 245 40 8 293

人 人数 多人数 計

80% 48% 71% 73%

5% 39% 6% 11%

23% 18% 47% 25%

24% 48% 18% 28%

20% 9% 18% 18%

10% 12% 0% 9%

2% 3% 0% 2%

22% 15% 6% 19%

8% 6% 0% 7%

16% 6% 6% 13%

2% 0% 0% 1%

132 33 17 182

山

人 人数 多人数 計

17% 16% 25% 17%

3% 3% 4% 3%

73% 69% 43% 71%

1% 6% 11% 2%

22% 17% 21% 21%

29% 29% 11% 28%

30% 23% 32% 29%

25% 18% 14% 24%

21% 26% 18% 22%

2% 4% 0% 2%

3% 5% 7% 3%

20% 10% 7% 19%

3% 10% 0% 4%

2% 1% 0% 2%

913 105 28 1046

立

人 人数 多人数 計

て 建 ら近 12% 12% 9% 12%

義の建 近 8% 3% 9% 7%

で て 70% 69% 53% 68%

・会 で 4% 17% 24% 8%

図書資料 あ 34% 24% 12% 30%

PCの 23% 19% 19% 22%

の明 さ 良 33% 37% 33% 34%

館 12% 20% 14% 14%

・ ー機 で 4% 2% 0% 3%

学習 ー ス 0% 0% 2% 1%

こ で 2% 3% 2% 3%

て 13% 8% 12% 12%

資料(DVD ) あ

ネット環境 整 て

その他 2% 6% 5% 3%

記 0% 0% 0% 0%

n(人) 409 93 58 560

中部

人 人数 多人数 計

13% 34% 47% 18%

7% 12% 9% 8%

69% 53% 40% 65%

4% 10% 19% 6%

12% 4% 7% 10%

21% 15% 28% 21%

25% 24% 28% 25%

11% 8% 9% 10%

14% 10% 2% 13%

1% 2% 0% 1%

9% 17% 12% 10%

13% 8% 2% 12%

2% 5% 4% 2%

2% 3% 4% 2%

648 106 57 811

京産

人 人数 多人数 計

13% 18% 24% 14%

5% 5% 7% 5%

72% 64% 51% 70%

2% 13% 17% 5%

24% 19% 17% 23%

22% 21% 20% 22%

27% 24% 28% 26%

16% 12% 11% 15%

13% 12% 4% 13%

1% 2% 1% 1%

4% 7% 6% 4%

16% 10% 8% 15%

2% 1% 1% 2%

0% 1% 0% 0%

3% 7% 4% 4%

2% 1% 1% 2%

2347 377 168 2892

平

2人組 2人組 2人組

2人組 2人組 2人組
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　どのように個人利用とグループ利用が学習活動をしているかと選択状況を捉

えるために、巡回プロット調査からみていく。なおグループ利用者の は、

会話行為の有無とし、会話をしていないグループ利用者は、個人利用として分

類している。

　

　調査で捉えた全利用行為から学習活動を行っていたものを抽出して 4-7 に

示した。選択状況の全体像を大きく把握するために、立 、着座など全て姿勢

を対象にしている。平 をみると個人利用は、「筆記作業」が 48 と最も高い。

多くが ート、プリント、参考書などへ書き込む作業である。 いで「PC 利用」

で、WEB サイトの閲覧やワープロソフト、 計 ソフトによる筆記作業が行

われていた。「その他」は、OPAC（ 書検索機）の利用、音楽を く、アンケー

ト記入、 動等が まれている。

　愛淑の「PC 利用」は、1 程度であり、Wi-Fi 環境もなく、PC 利用できる場

所がほとんどないことが影響している。椙山は、PC 利用が少ないが、アンケー

ト結果におけるPC利用は、他大学に比べて高い。これは巡回プロット調査（2014

年）時が、アンケート調査時（2019 年）に比べてコンセントの場所と ート

PC の 出 数が少ないためだと考えられる。

　グループ利用をみると、 数以上が「会話」であった。会話は、直接話して

いるだけでなく、その会話を聞いている利用者も めている。 いで「会話 +

筆記作業」が 3 割 であった。「会話 + 図書閲覧」は、4 と数は少ない。

　

4-7 と の

閲覧 C
閲覧
C

の 会話
会話 会話

閲覧
会話
C

会話
の

633 419 10 0 52 82 1196 87 13 43 0 16 159

53% 35% 1% 0% 4% 7% 100% 55% 8% 27% 0% 10% 100%

704 191 84 2 5 58 1044 135 26 11 5 4 181

67% 18% 8% 0% 0% 6% 100% 75% 14% 6% 3% 2% 100%

905 417 545 4 14 104 1989 163 51 4 21 9 248

46% 21% 27% 0% 1% 5% 100% 66% 21% 2% 8% 4% 100%

6252 1943 3304 41 106 246 11892 822 309 20 240 15 1406

53% 16% 28% 0% 1% 2% 100% 58% 22% 1% 17% 1% 100%

2952 655 1312 36 285 620 5860 430 562 35 176 18 1221

50% 11% 22% 1% 5% 11% 100% 35% 46% 3% 14% 1% 100%

2138 926 1742 40 284 946 6076 831 370 67 188 41 1497

35% 15% 29% 1% 5% 16% 100% 56% 25% 4% 13% 3% 100%

13584 4551 6997 123 746 2056 28057 2468 1331 180 630 103 4712

48% 16% 25% 0% 3% 7% 100% 52% 28% 4% 13% 2% 100%

中部
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　一日の利用者を会話行為とそれ以外に分けて、図面にプロットし、どの 置

に個人利用とグループ利用が滞在しているかをみる（図 4-3- ）。なお、

会話利用とそれ以外の利用に分けてプロットしている。学習以外の行為も ま

れているが、先で学習率が高い大学で分析をしているため、分析に大きく影響

しないと考えている。なお分析の整合性を うために、学習率の分 場所（3 章）

における分析を所々で まえながら考察する。

　

　館内を会話可能と会話禁止のエリアに分けて、どのくらいの割合でそれぞ

れの場所に個人とグループが滞在しているかを整理する（図 4-2）。ここでは、

着座して学習利用している利用者を抽出して分析する。なお個人利用は、会話

をしないグループ利用も まれるため「みなし個人利用」とした。グループ利

用は会話利用した人を示している。

　エリアの分類について、会話可能エリアは、LC やグループ学習室、大学によっ

ては PC 室も む。会話禁止エリアは、開架閲覧室、個人学習室である。

　平 からみると、「みなし個人利用」は、会話禁止エリアで 97 、会話可能

エリアで 61 であった。会話可能エリアであっても、「みなし個人利用」が

数以上を める結果となり、会話をしない利用者が 4 割いることになる。一方

グループ利用でも、会話禁止エリアに 3 の利用者がいる。

　愛淑は、7 のグループ利用者が会話禁止エリアに滞在し、他の大学に比べ

て高い。先で「会話 + 図書閲覧」が他の大学よりも多い。グループ学習室以

外を会話禁止にし、会話可能な場所が少ないこと影響していると考えられる。

　また、会話禁止のエリアに多くのキャレル席を設置する立命は、ほとんど会

話をするグループ利用者はみられなかった。

　このように、必ずしも館内に えられた会話の規則と人数の違いで場所を選

択しているわけではなく、学習活動によって、場所を選択している可能性が考

えられる。

4-2 会話可能 と禁止 の と の

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

開架閲覧室 室 室

みなし

ル （ ）

山

n=969

n=381

n=354

n=9550

n=3850

n=2231

n=18335

n=32

n=684

n=517

n=9550

n=1758

n=3414

n=8698平

京産

中部

立

学

山

平

京産

中部

立

学

93%93%

98%98%

96%96%

99%99%

92%92%

98%98%

97%97%

6%6%

78%78%

71%71%

55%55%

59%59%

63%63%

61%61%

94%94%

22%22%

29%29%

45%45%

41%41%

37%37%

39%39%
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　1 階のエントランス周辺、通過動線上にグループがみられる。特に、1A' 付

近のコ ー機周りに友人同士で利用し、さらにその付近にある課題図書を閲覧

していた。また、印刷した用 の整理で、1B でもグループがみられる。

　2 階は 2D の仕切りのあるキャレル席でもグループがみられる。また、書庫

である 2N にもグループがおり、他の利用者があまりいない静かな場所にも滞

在している。

　地下 1 階は、会話禁止のエリアであるため、静かに学習しており、計画運用

通りで利用されている。LC を む 1 3 階の開架閲覧室は会話可能エリアで

あり、どこのエリアでもグループ利用が滞在している。特に 2E は、カウンター

タイプの席であるが、グループ利用者がみられる。学習率の高い 2C も会話が

みられるが、静かにグループ学習している様子がみられた。3 階の 3B（グルー

プ学習室）以外は、利用率が低いが、会話中心の利用がみられる。

　2,3 階の開架閲覧室は、会話禁止のエリアであるが、所々でグループがみら

れる。それらの場所に共通するのが、周囲に利用者がいない場所で、2N や 3G

が げらえる。利用率、学習率が最も高いエリアの 2L、2O は、会話のプロッ

トは一切見られず、個人で静かに学習している。

　LC で最も利用率が高い 2M は、対面して 2 人で利用している時でも会話は

あまり確認できなかった。LC 内の 1O は、1 ー ル当たり利用率の の大き

さが同一であることから、個人で学習し、会話のないグループ学習であると考

えられる。

　開架閲覧室の 2,3 階は、キャレル席が多く、ほとんどが個人利用で静かに利

用している。キャレル席が多く、調査中グループでの利用もいくつかみられた

が、隣同士の机を仕切ることで会話行為が される可能性がある。B1 階は、

他の階に比べて、グループ席が多く配置しており、2,3 人で会話しながらの学

習活動がみられた。

　LC は、北 の PC 付近に個人が集中し、静かに PC 利用している人が多い。

また入口付近の西 エリアは、愛学と同じく 2 人掛けであるが、個人が多く、

会話を伴わない利用がされている。LCC や LCD では、多くの会話がみられ、

学習率も高いことからグループ学習がされている。

　図書館は、開架閲覧室であるがグループが各場所に滞在している。中でも、

3 階に比 的多くのグループがみられる。特に 3A 東 では、会話中心の学習
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が行われている。さらに 3A 付近の書架にもグループがみられ、友人同士で図

書資料を手にしていた。職員は、当エリアを め、グループ席を中心に、会話

利用の注意を口 で促しているが、効果があまりないとのことだった。

　LC である 1D、1E は終日多くのグループを観察した。2A、2B は、4 人掛け

の机の前面に仕切りがある座席である。窓 （南 ）を中心に、個人利用者多

く観察できた。一方で、グループが隣同士で座る様子もみられる。

　2 階は、利用者が少なく、他の利用者と大きく距離を保って利用している。

3 階は、多くの座席で 80 以上の学習率を捉えた場所である。グループ利用は、

ボックス席タイプのソファ席である 3B に多く集まっている。一方で、個人利

用も多くみられる。

　3C、3D のカウンター席は、個人利用がみられる。しかし、3C は ラスで

囲まれた個人 ースであるにもかかわらず、グループで会話している様子がみ

られ、明確な み分けができていない。

　1 階は、1E、1E'（休憩室）、1F（PC 席）にグループ利用者がみられる。1E

はわずかに学習利用者もいることが分かっており、それらグループで学習して

いる。会話禁止である開架閲覧室の 2,3 階は、個人利用を多く観察した。2M、

2L 付近ではグループ利用がみられた。この付近で、授業で されている

語の多読本が配架されており、課題のために友人同士で利用していると思われ

る。2 ,3 階のキャレル席は、個人が集中している。

　全体的にグループ利用が多くみられる。しかし、2B や 2C の一部では個人

で長時間学習している様子を観察した。3 階の 3A，3B は、会話を交えたグルー

プ学習を多く観察し、ホワイトボードを利用しながらの学習も確認できた。ホ

ワイトボードが え置きされている場所は、会話がしやすいと思われる。館内

には学 実行 員の部室があり、部室外での活動を行う様子もみられた。

　京産 LC に比べ、グループ利用は少ない。A のセ ナース ースの什器は、

他大学などの LC にある什器に比べて軽く、座席の配置を自由に変えやすい。

しかし、他大学同様に、当日動かして利用する人はほとんど見られず、2 人掛

けの席に 1 人で座る様子がいくつかみられる。I は イカウンター席（9 席）で、

ほとんどが個人利用であった。
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　本章では、学習利用が高い 6 大学の開架閲覧室と LC を対象に利用者属性や

来訪理由、滞在場所から整理した。以下に分かったことを示す。

　

1）利用人数の割合は、個人が 80 以上を め、 いで 2人組が 10 20 である。

LC がない大学でも 15 程度のグループ利用者が来訪している。

2）グループは、1 年生の利用が高い。個人は、学年の がみられない。

3）個人は図書利用が多く、グループは PC 利用、持込利用が多い。また多人数は、

会話を目的に利用し、持込利用が 2 人組に比べて多く 数以上みられる。

4）個人、グループ共に、開架閲覧室と LC に対して、「静かで落ち着いている」

の理由が最も高い。人数にかかわらず、多くが静かな場所を求めている。2

人組、多人数における「会話ができる」は 2 割以下と「静かで落ち着いている」

に比べて少ない。そのためグループ利用が賑やかで会話ができる場所を多

くが要求しているわけではない。

　

1）多くの個人利用は、開架閲覧室内に滞在し、キャレル席やグループ席等様々

な場所にいる。一方、会話ができるLCにも滞在し、ソファ席やカウンター席、

2 人掛けができる座席でみられる。周囲に会話がある環境に滞在しているこ

とは、静かな場所だけが個人利用の学習場所ではないことを示している。

2）グループ利用の会話は、LC 内やグループ学習室内がほとんどであるが、開

架閲覧室の一部にも所在している。主な場所は、開架閲覧室内の壁や書架

で閉ざされた場所、周囲に利用者がいない場所にも所在している。

　以上のことから、静穏が前提の開架閲覧室で会話をするグループ利用や、会

話のできる LC で個人利用があるなど、開架閲覧室と LC 内の会話の状況が座

席選択に影響していると考えられる。

　また、3 章では机に仕切りがある閉鎖的な場所からない開放的な場所まで座

席の開き具合で異なる選択行動が得られている。

　5 章では、座席の開き具合を示す開放度と場所周辺部での会話率の違いによ

るから座席選択を分析する。
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　3 章において学習利用者は、開架閲覧室内の閉鎖的な座席や開放的な座席ま

で様々な場所に滞在し、学習媒体の違いで来訪理由が一部異なることがわかっ

た。4 章の個人とグループの滞在場所からは、静穏が前提の開架で会話をする

グループ利用がみられたり、会話のできる LC で個人利用があるなど、開架閲

覧室と LC 内の会話の状況が座席選択に影響していること整理した。そして多

くの利用者が、静かで落ち着いた場所を求めて来訪している。

　さて、利用者が感じる落ち着きやすさは、各々で感じ方が違う。座席の選択

は、建築空間の要因である座席の開き具合を示した開放度、人の要因である場

所周辺部での会話率といった周辺状況が影響して座席が選択されていると考え

た。また、学習者の利用人数と利用する学習媒体によって、開放度と会話率に

よる座席選択行動が異なると考えた。

　そこで、利用人数と学習媒体の組合せで学習活動を 8 つに区分し、それぞれ

の選択している座席を読み取り、各学習活動に応じた場所の指針を得ることを

目的とし、以下の手 で明らかにしていく。

　本章では、引き続き学習利用が高い 6 大学を対象にする。

　まず、開架閲覧室と LC 内にある机椅子の仕切りや配置状況から、座席の開

き具合を 3 つに分類（開放度（閉・中・開））する。そして、周辺の会話の状

況が座席選択に影響を えていると考え、場所周辺部での会話がされているか

をみた会話率を 3 つに分類する（低・中・高）（5.2）。

　 に 8 つの学習活動ごとに選択理由と、開放度と会話率から座席場所の全体

像を把握する（5.3）。

　 に割合の高い選択理由である「集中・作業のしやすい」、「会話のしやすい」、

「他人からの視線が気にならない」、「リラックスできる」、「図書利用のしやす

い」、「PC 利用のしやすい」の 6 つを抽出し、学習活動毎にその理由別から開

放度と会話率による座席の選択を明らかにしていく（5.4）。

第 章　
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　開架閲覧室、LC には、いくつかのバリエーションを持った座席が整備され

ている。開架閲覧室と LC 内にある机のある座席全てに対して、座席の配置（壁

際や書架に囲まれているか、個室かどうか）と、机の仕切り（ や前面に仕

切り があるかないか）の 2 つの要素から場所を 3 つに分類（図 5-1，図 5-2）

した。なお個室（個人学習室とグループ学習室）は、周辺からの人や会話の影

響がほとんどないと設定し、3 つの開放度の分類に加えていない。

　各大学で個人学習室とグループ学習室を いた分類の内 を 5-1 に示す。

まず分類した場所ごとの比率をみると平 では、 開 が最も多く 数以上を

め、 いで 中 、 閉 と続く。

　 閉 は、「壁 +2」（机が壁付けされ、机の両サイドに仕切り がある席）が

多く めている。 中 は、「なし +2」（机が壁や書架に隣接せず、机の両サイ

ドが仕切られた席）や「壁 +0」（机が壁付けされ、机に仕切り がない席）の

席が多い。 開 は、「なし +0」（机が壁や書架に接しておらず、机に仕切りの

ない席）が 7 割以上を めている。

前面 あ周 、
て

前面あ は、
あ ( では )

あ

面 あ （人
の ）

面 あ
面 高

書 で ま ﾞﾗｽﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ で ら
て （ 人 グループ ）

0 1 2

室

書 書

周囲に壁や書架がない座席、または周囲に壁や
書架がなく、一面のみ仕切りがある座席

両サイドに仕切りがある座席、壁に接している座席、
囲まれているが、仕切りがない座席を対象にしている。

いずれも+2（キャレル席）であり、壁や書架に
接するか、囲まれている座席を対象にしている。

壁、机の仕切りが3面以上

壁、机の仕切りが
1~2面

机の仕切りが1面、
壁、書架への隣接はなし

開放度︓開 開放度︓中 開放度︓閉
A B C D E

壁 +2壁 +1壁 +0

壁 +0

壁 +0

なし +0

なし +1 壁 +1

なし +0

囲み +2

書 書 書 書

5-1 の と 切 の

5-2 開 の と
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　中部は 閉 に 当する場所はなく、京産もほとんどない。愛淑、中部は 中 、

開 の比率は変わらず、4 割以上である。

　椙山と立命で最も多かった場所は、 中 で 50 以上である。中でも「なし

+2」が最も多い。愛学と京産は 開 が 70 と 倒的に多い場所であった。

36 82% 8 18% 44
中 0 0% 30 16% 0 0% 160 84% 0 0% 190
開 110 52% 102 48% 212

110 25% 102 23% 0 0% 30 7% 0 0% 160 36% 0 0% 36 8% 8 2% 446

11 41% 16 59% 27
中 102 45% 72 32% 0 0% 52 23% 0 0% 226
開 141 100% 0 0% 141

141 36% 0 0% 102 26% 72 18% 0 0% 52 13% 0 0% 11 3% 16 4% 394

27 60% 18 40% 45
中 19 21% 71 79% 0 0% 0 0% 0 0% 90
開 906 91% 88 9% 994

906 80% 88 8% 19 2% 71 6% 0 0% 0 0% 0 0% 27 2% 18 2% 1129

128 91% 13 9% 141
中 648 81% 123 15% 0 0% 28 4% 0 0% 799
開 442 67% 218 33% 660

442 28% 218 14% 648 41% 123 8% 0 0% 28 2% 0 0% 128 8% 13 1% 1600

中部 0 0% 0 0% 0
中 72 14% 308 61% 80 16% 49 10% 0 0% 509
開 485 88% 68 12% 553

485 46% 68 6% 72 7% 308 29% 80 8% 49 5% 0 0% 0 0% 0 0% 1062

6 100% 0 0% 6
中 108 28% 246 65% 9 2% 16 4% 0 0% 379
開 632 61% 404 39% 1036

632 44% 404 28% 108 8% 246 17% 9 1% 16 1% 0 0% 6 0% 0 0% 1421

208 79% 55 21% 263
中 949 43% 850 39% 89 4% 305 14% 0 0% 2193
開 2716 76% 880 24% 3596

2716 45% 880 15% 949 16% 850 14% 89 1% 305 5% 0 0% 208 3% 55 1% 6052

なし なし なし
開

5-1 開 との の
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　場所の開放度から利用率と学習率をみたものを 5-2 に示す。

　全ての大学で最も高い利用率は 閉 であった。京産は、座席数が 6 席と少

ないが、50 以上の利用率が得られており、1 日の 分は まっている。一方、

閉 のない中部は、 中 が最も高く 21 であった。これは、他の大学に比

べても高いため、 閉 の場所がないことで 中 の場所が選択されていると

考えらえる。椙山は 閉 と 中 で はみられなかった。

　全体の平 をみると 開 は、全体平 で 7 割であった。特に立命、中部は

79,78 と高い学習率を得た。 閉 の学習率は、68 であった。中でも椙山は

86 と他大学に比べて最も高い。椙山は 一、会話が可能なエリアにも 閉

の場所があり、その場所の学習率が高かった。

　利用率が最も高い場所、すなわち人気のある座席は、学習率の高さは比例せ

ず、利用率の低い 開 も学習利用がされている。

　

　学習利用者を対象に分析を進めてるために、開放度別に学習利用者の会話率

（学習会話率）を 出し、どのような開放度で会話がされているかを 5-3 に

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

山

学 立

中部 京産

回回数 c 43(回) 回回数 c 39(回)

体

回回数 c 43(回) 回回数 c 53(回)

回回数 c 47(回) 回回数 c 44.3(回,平 )

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

回回数 c 45(回,平 )

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

44 288 10% 21% 15% 199 69%
190 580 43% 42% 7% 391 67%
212 520 48% 37% 6% 309 59%
446 1388 100% 100% 7% 899 65%

30 136 8% 9% 12% 117 86%
223 922 57% 62% 11% 694 75%
141 431 36% 29% 8% 195 45%
394 1489 100% 100% 10% 1006 68%

45 396 4% 19% 20% 261 66%
90 299 8% 14% 8% 163 55%

994 1427 88% 67% 3% 1012 71%
1129 2122 100% 100% 4% 1436 68%

141 2212 9% 15% 30% 1667 75%
799 8710 50% 59% 21% 6090 70%
660 3959 41% 27% 11% 3145 79%

1600 14881 100% 100% 18% 10902 73%

0 - - - - - -
509 4925 48% 71% 21% 3430 70%
553 1996 52% 29% 8% 1554 78%

1062 6921 100% 100% 14% 4984 72%

6 133 0% 2% 50% 88 66%
379 3023 27% 47% 18% 1872 62%

1036 3299 73% 51% 7% 1996 61%
1421 6455 100% 100% 10% 3956 61%

459 4483 6% 11% 22% 3045 68%
2862 22649 40% 57% 18% 14765 65%
3853 12902 54% 32% 7% 9191 71%
7174 40034 100% 100% 12% 27001 67%

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

山

学 立

中部 京産

回回数 c 43(回) 回回数 c 39(回)

体

回回数 c 43(回) 回回数 c 53(回)

回回数 c 47(回) 回回数 c 44.3(回,平 )

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

回回数 c 45(回,平 )

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

中

合計 t

数
a a/t b/t

者数
b b/(a*c)

学習
d/b

学習
者数

44 288 10% 21% 15% 199 69%
190 580 43% 42% 7% 391 67%
212 520 48% 37% 6% 309 59%
446 1388 100% 100% 7% 899 65%

30 136 8% 9% 12% 117 86%
223 922 57% 62% 11% 694 75%
141 431 36% 29% 8% 195 45%
394 1489 100% 100% 10% 1006 68%

45 396 4% 19% 20% 261 66%
90 299 8% 14% 8% 163 55%

994 1427 88% 67% 3% 1012 71%
1129 2122 100% 100% 4% 1436 68%

141 2212 9% 15% 30% 1667 75%
799 8710 50% 59% 21% 6090 70%
660 3959 41% 27% 11% 3145 79%

1600 14881 100% 100% 18% 10902 73%

0 - - - - - -
509 4925 48% 71% 21% 3430 70%
553 1996 52% 29% 8% 1554 78%

1062 6921 100% 100% 14% 4984 72%

6 133 0% 2% 50% 88 66%
379 3023 27% 47% 18% 1872 62%

1036 3299 73% 51% 7% 1996 61%
1421 6455 100% 100% 10% 3956 61%

459 4483 6% 11% 22% 3045 68%
2862 22649 40% 57% 18% 14765 65%
3853 12902 54% 32% 7% 9191 71%
7174 40034 100% 100% 12% 27001 67%

5-2- と 切 か ・

5-2- と 切 か ・



143

第 章　

示す。平 からみると 開 の会話率は最も高い 25 で、 いで 中 、 閉

と続く。 開 は、会話可能エリアの割合が高いことから、会話がしやすくなっ

ていると思われる。

　大学別でみてもほとんどの大学で 開 の座席の会話率は高い。一方の 閉

は、ほとんど会話行為はみられなかった。特に、 閉 の場所が多い立命では、

会話はほとんどなく、隣同士の机を仕切ることで会話行為が されている。

そのため、机に仕切りがあるかないかは、会話ができるかできないかに大きく

関係する。一方で、京産のみは 中 の会話率が他の開放度の中で最も高い

30 であった。

　以上より、開と中の開放度は、会話率が高い傾向が得られた。では、どういっ

た場所で会話率が高くなっているかを 5-4 で詳細にみる。 は、開放度別に

会話率が高い場所から に並べ注 6-1）、会話率が高い場所の詳細を先の 4 章の

会話行為の分 場所（図 4-3- ~ ）を参照しながらみていく。

　 開 は、1C で 67 みられ、館内で最も会話が多いエリアである。OPAC な

どを利用しながら友人との利用を捉えた。 いで 1A' が 31 であった。1A' は

周囲の利用者を気にせずに利用できる場所であり、出入口に最も近い机である。

周囲には、コ ー機や課題図書が配架さている。

会
エリア 合

学習者数 学習会 数 会

26% 140 8 6%

46% 671 81 12%

94% 195 50 26%

62% 1006 139 14%

会
エリア 合

学習者数 学習会 数 会

0% 261 0 0%

29% 163 17 10%

13% 1012 154 15%

13% 1436 171 12%

会
エリア 合

学習者数 学習会 数 会

0% 199 2 1%

0% 391 24 6%

0% 309 31 10%

0% 899 57 6%

会
エリア 合

学習者数 学習会 数 会

0% 1667 10 1%

3% 6090 149 2%

18% 3145 828 26%

9% 10902 987 9%

会
エリア 合

学習者数 学習会 数 会

0% 0 0 0%

18% 3430 472 14%

56% 1554 544 35%

38% 4984 1016 20%

会
エリア 合

学習者数 学習会 数 会

0% 88 0 0%

57% 1872 554 30%

31% 1996 479 24%

38% 3956 1033 26%

会
エリア 合

学習者数 学習会 数 会

3% 2355 20 1%

中 21% 12617 1297 10%

28% 8211 2086 25%

合計 24% 23183 3403 15%

中

合計

中

合計

平

山 学

立 中部 京産

70%60%50%40%30%20%10%

平 10

会 エリア内 あ +0

会 エリア内 あ +0

会

中

平 25大学

大学

93

109

0% 80% 90% 100%

会100%70%60%50%40%30%20%10%0% 80% 90%

会会 会 中会 中 会 高会 高

5-3- 開 とに 会話

5-3- 開 とに 会話
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　 開 で特に会話率が高かったのは、3 階の 3D である。全ての行為が会話で

あり、100 であった。また 3E も 67 と高い。これらは共に利用者がある程

度限定される場所で、 の中に入るという個室的な 面を持っている。

　 中 の中で、最も高い会話率の場所は、2Eで 59 であった。2Eは、カウンター

席で対面して会話できないが、壁と書架で囲まれた場所であるため、人目を気

にせず会話ができたと思われる。また、2A や 1B といった本 に囲まれた場

所は、30 程度の会話率が得られた。

　 開 は、会話禁止の 3G で 50 の会話率を得た。3G は同じタイプの座席

が一様に並び、見通しがよい。周囲に利用者は、ほとんどいない様子がわか

る。会話可能な場所では、LC 内の LCJ で 42 の会話率が得られた。壁 に多

くのプロットが集中している。 いで高かったのは、可動 の机と椅子がある

LCN で 36 であった。ディスカッションができるように計画がされているが

数以下は、会話のない学習を捉えた。

　 中 で会話率が最も高い場所であったのが、LCM の 22 であった。LCM は、

2 人掛けでソファと背のある椅子で構成され、周囲の様子が見 せる。

　 開 で会話率が高い場所は、LCD の 73 であった。LC 内で最も多い人数

に対応した 8 人掛けで、大型ディスプレイと持込の PC と接続が可能である。

と
切 会話

会話

3D なし 19 19 100%
3C なし 1 1 100%
[R]1B なし 8 8 100%

中部 [L]2B'' なし 7 6 86%
[L]2A なし 28 23 82%
[L]3B なし 111 90 81%
[R]3J なし 5 4 80%
LCD なし 131 95 73%
1C なし 21 14 67%
3E なし 18 12 67%
2V なし 16 9 56%
[L]3C なし 16 9 56%

中部 [R]1E なし 587 323 55%
LCC なし 990 530 54%

中部 [L]2B なし 135 71 53%
3G なし 12 6 50%
[G]E なし 73 36 49%
LCE なし 301 148 49%
[R]1E なし 85 41 48%
[G]A なし 289 135 47%
LCJ なし 38 16 42%
1E なし 29 12 41%

中部 [L]2A なし 70 28 40%
LCN なし 271 97 36%
[L]2F なし 45 15 33%
[G]G なし 61 20 33%
1A' なし 42 13 31%
2B なし 21 6 29%

中部 [L]3A なし 189 54 29%
[L]3A なし 86 22 26%
[G]F なし 69 17 25%

中部 [L]2B' なし 9 2 22%
[G]B なし 77 16 21%

中部 [R]2C なし 97 17 18%
なし 35 6 17%

LCO なし 82 14 17%
[R]2I なし 126 17 13%
2M なし 32 4 13%
2N なし 33 4 12%

中部 [R]3N なし 86 10 12%
[R]2G なし 35 4 11%
B1E なし 141 16 11%
[R]2J なし 18 2 11%

中部 [R]2D なし 153 16 10%
中部 [R]2D' なし 172 17 10%

3I なし 61 6 10%
2I なし 136 12 9%
[R]2L なし 140 12 9%
1G-a なし 26 2 8%
[R]3K なし 59 4 7%
3A なし 129 5 4%
B1D なし 57 2 4%
B1F なし 90 3 3%
2C なし 142 4 3%
[R]2A なし 182 4 2%
2H なし 235 4 2%
1D なし 106 1 1%
2U なし 121 1 1%
3AA なし 125 1 1%

と
切 会話

会話

3D なし 19 19 100%
3C なし 1 1 100%
[R]1B なし 8 8 100%

中部 [L]2B'' なし 7 6 86%
[L]2A なし 28 23 82%
[L]3B なし 111 90 81%
[R]3J なし 5 4 80%
LCD なし 131 95 73%
1C なし 21 14 67%
3E なし 18 12 67%
2V なし 16 9 56%
[L]3C なし 16 9 56%

中部 [R]1E なし 587 323 55%
LCC なし 990 530 54%

中部 [L]2B なし 135 71 53%
3G なし 12 6 50%
[G]E なし 73 36 49%
LCE なし 301 148 49%
[R]1E なし 85 41 48%
[G]A なし 289 135 47%
LCJ なし 38 16 42%
1E なし 29 12 41%

中部 [L]2A なし 70 28 40%
LCN なし 271 97 36%
[L]2F なし 45 15 33%
[G]G なし 61 20 33%
1A' なし 42 13 31%
2B なし 21 6 29%

中部 [L]3A なし 189 54 29%
[L]3A なし 86 22 26%
[G]F なし 69 17 25%

中部 [L]2B' なし 9 2 22%
[G]B なし 77 16 21%

中部 [R]2C なし 97 17 18%
なし 35 6 17%

LCO なし 82 14 17%
[R]2I なし 126 17 13%
2M なし 32 4 13%
2N なし 33 4 12%

中部 [R]3N なし 86 10 12%
[R]2G なし 35 4 11%
B1E なし 141 16 11%
[R]2J なし 18 2 11%

中部 [R]2D なし 153 16 10%
中部 [R]2D' なし 172 17 10%

3I なし 61 6 10%
2I なし 136 12 9%
[R]2L なし 140 12 9%
1G-a なし 26 2 8%
[R]3K なし 59 4 7%
3A なし 129 5 4%
B1D なし 57 2 4%
B1F なし 90 3 3%
2C なし 142 4 3%
[R]2A なし 182 4 2%
2H なし 235 4 2%
1D なし 106 1 1%
2U なし 121 1 1%
3AA なし 125 1 1%

と
切 会話

会話

3D なし 19 19 100%
3C なし 1 1 100%
[R]1B なし 8 8 100%

中部 [L]2B'' なし 7 6 86%
[L]2A なし 28 23 82%
[L]3B なし 111 90 81%
[R]3J なし 5 4 80%
LCD なし 131 95 73%
1C なし 21 14 67%
3E なし 18 12 67%
2V なし 16 9 56%
[L]3C なし 16 9 56%

中部 [R]1E なし 587 323 55%
LCC なし 990 530 54%

中部 [L]2B なし 135 71 53%
3G なし 12 6 50%
[G]E なし 73 36 49%
LCE なし 301 148 49%
[R]1E なし 85 41 48%
[G]A なし 289 135 47%
LCJ なし 38 16 42%
1E なし 29 12 41%

中部 [L]2A なし 70 28 40%
LCN なし 271 97 36%
[L]2F なし 45 15 33%
[G]G なし 61 20 33%
1A' なし 42 13 31%
2B なし 21 6 29%

中部 [L]3A なし 189 54 29%
[L]3A なし 86 22 26%
[G]F なし 69 17 25%

中部 [L]2B' なし 9 2 22%
[G]B なし 77 16 21%

中部 [R]2C なし 97 17 18%
なし 35 6 17%

LCO なし 82 14 17%
[R]2I なし 126 17 13%
2M なし 32 4 13%
2N なし 33 4 12%

中部 [R]3N なし 86 10 12%
[R]2G なし 35 4 11%
B1E なし 141 16 11%
[R]2J なし 18 2 11%

中部 [R]2D なし 153 16 10%
中部 [R]2D' なし 172 17 10%

3I なし 61 6 10%
2I なし 136 12 9%
[R]2L なし 140 12 9%
1G-a なし 26 2 8%
[R]3K なし 59 4 7%
3A なし 129 5 4%
B1D なし 57 2 4%
B1F なし 90 3 3%
2C なし 142 4 3%
[R]2A なし 182 4 2%
2H なし 235 4 2%
1D なし 106 1 1%
2U なし 121 1 1%
3AA なし 125 1 1%

と
切 会話

会話

[G]O 27 24 89%
LCG 42 35 83%
[L]3E 40 33 83%
[G]P 19 15 79%
[G]N 22 17 77%
[L]3D 341 241 71%
[G]M 33 20 61%
2E 22 13 59%
[L]2D 43 25 58%
[L]3F 97 55 57%
LCF 87 49 56%
[L]2C 183 95 52%

中部 [L]3A' 32 14 44%
3C 17 7 41%
[R]1E' 37 15 41%

中部 [L]3A'' 63 25 40%
2A 32 12 38%
1B 61 22 36%
B1I 43 15 35%

中部 [R]3A 441 145 33%
中部 [L]3B 385 124 32%
中部 [R]1D 202 64 32%

[G]Q 20 6 30%
中部 [R]2A' 34 9 26%

2S 4 1 25%
LCH 164 37 23%
LCM 77 17 22%
3V 10 2 20%
1B 105 20 19%
2C 48 9 19%
2D 53 7 13%

中部 [R]2E 125 12 10%
中部 [R]3L 188 17 9%

[G]I 67 5 7%
1G なし 122 9 7%

中部 [R]1C 280 18 6%
中部 [L]3C 187 10 5%

[G]C 41 2 5%
中部 [R]2B 394 16 4%

1G 51 2 4%
中部 [R]2A 212 6 3%

[R]2F 36 1 3%
中部 [R]3J 163 4 2%
中部 [R]3M なし 205 5 2%

2E 88 2 2%
B1B なし 123 2 2%

中部 [L]3D 75 1 1%
3R なし 175 2 1%
2A 272 2 1%

中部 [R]2F 330 2 1%
3F なし 809 4 0%
2F なし 834 2 0%

と
切 会話

会話

[G]O 27 24 89%
LCG 42 35 83%
[L]3E 40 33 83%
[G]P 19 15 79%
[G]N 22 17 77%
[L]3D 341 241 71%
[G]M 33 20 61%
2E 22 13 59%
[L]2D 43 25 58%
[L]3F 97 55 57%
LCF 87 49 56%
[L]2C 183 95 52%

中部 [L]3A' 32 14 44%
3C 17 7 41%
[R]1E' 37 15 41%

中部 [L]3A'' 63 25 40%
2A 32 12 38%
1B 61 22 36%
B1I 43 15 35%

中部 [R]3A 441 145 33%
中部 [L]3B 385 124 32%
中部 [R]1D 202 64 32%

[G]Q 20 6 30%
中部 [R]2A' 34 9 26%

2S 4 1 25%
LCH 164 37 23%
LCM 77 17 22%
3V 10 2 20%
1B 105 20 19%
2C 48 9 19%
2D 53 7 13%

中部 [R]2E 125 12 10%
中部 [R]3L 188 17 9%

[G]I 67 5 7%
1G なし 122 9 7%

中部 [R]1C 280 18 6%
中部 [L]3C 187 10 5%

[G]C 41 2 5%
中部 [R]2B 394 16 4%

1G 51 2 4%
中部 [R]2A 212 6 3%

[R]2F 36 1 3%
中部 [R]3J 163 4 2%
中部 [R]3M なし 205 5 2%

2E 88 2 2%
B1B なし 123 2 2%

中部 [L]3D 75 1 1%
3R なし 175 2 1%
2A 272 2 1%

中部 [R]2F 330 2 1%
3F なし 809 4 0%
2F なし 834 2 0%

と
切 会話

会話

[G]O 27 24 89%
LCG 42 35 83%
[L]3E 40 33 83%
[G]P 19 15 79%
[G]N 22 17 77%
[L]3D 341 241 71%
[G]M 33 20 61%
2E 22 13 59%
[L]2D 43 25 58%
[L]3F 97 55 57%
LCF 87 49 56%
[L]2C 183 95 52%

中部 [L]3A' 32 14 44%
3C 17 7 41%
[R]1E' 37 15 41%

中部 [L]3A'' 63 25 40%
2A 32 12 38%
1B 61 22 36%
B1I 43 15 35%

中部 [R]3A 441 145 33%
中部 [L]3B 385 124 32%
中部 [R]1D 202 64 32%

[G]Q 20 6 30%
中部 [R]2A' 34 9 26%

2S 4 1 25%
LCH 164 37 23%
LCM 77 17 22%
3V 10 2 20%
1B 105 20 19%
2C 48 9 19%
2D 53 7 13%

中部 [R]2E 125 12 10%
中部 [R]3L 188 17 9%

[G]I 67 5 7%
1G なし 122 9 7%

中部 [R]1C 280 18 6%
中部 [L]3C 187 10 5%

[G]C 41 2 5%
中部 [R]2B 394 16 4%

1G 51 2 4%
中部 [R]2A 212 6 3%

[R]2F 36 1 3%
中部 [R]3J 163 4 2%
中部 [R]3M なし 205 5 2%

2E 88 2 2%
B1B なし 123 2 2%

中部 [L]3D 75 1 1%
3R なし 175 2 1%
2A 272 2 1%

中部 [R]2F 330 2 1%
3F なし 809 4 0%
2F なし 834 2 0%

5-4- 開 開 会話が る 5-4- 開 中 会話が る
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また、周囲の座席とゆとりがあることも特 である。LCC、LCE は LC で一

的にみられる可動 の机と椅子がある席で、50 程度の会話率であった。

　 中 で会話率が高い場所は、LCG、LCF であった。特に LCF は、2 人掛け

で く 掛けれる座席で、2 人で利用している様子している。一方、会話禁止

の開架閲覧室の B1I でも 35 の会話率を得た。その他、2V でもみられた。2V

は、多くの利用者が集まる場所から大きく離れた場所にある。

　 開 は、先の 5-3 をみても他大学に比べて 35 と会話率が高い（ 5-3

参照）。中でも [R]1E は 55 で、利用者も比 的多く、常に会話をしている。

　 中 は、会話率が 14 程度と京産に いで高い（ 5-3）。そのため、 中

の開放度が多い開架閲覧室でも多くの会話をしている。中でも [R]3A は、33

の会話率を捉えた。会話行為の図をみると、3A 東 に多くの会話利用が集中

している。[R]3A は、フロアの に配置され、行き止りの場所であり、周囲

の視線を考慮せずに会話しやすいと感じていると思われる。その他、[L]3A'、

[L]3A''は4割以上の会話率を捉えた。3A'は壁 がソファ席になっている。一方、

利用者が多かった [L]3B のソファ席は、32 の会話率であった。

　 開 で会話率が高い場所は、[L]3B で 81 であった。ここは、アル の

で座席が囲まれ、ホワイトボードが設置されている。一方、隣の [L]3A は

26 の会話率であった。 いの利用者の話し や使用状況が分かるため、一方

は選択されない可能性がある。

　 中 は、他の大学に比べ、最も高い会話率である。特に [L]3E は、 が

かれ、 りごたつのようになっている。また、利用率が高かった [L]3D も会話

率が 71 と高く、グループ利用者によって利用されている。一方、2 階の同じ

場所に 置する [L]2C は、52 であり、ソファ席でも会話率に違いがみられた。

また、付属する イカウンター席とソファを した会話は、ほとんどみられな

かった。

　以上のように、会話可能な場所で、会話率が 100 の高い場所から低い場所

まである。そこで、会話率を「会話が多かったエリア（66 以上）」、「会話が

中程度のエリア（33 ~66 ）」、「会話が少ないエリア（会話率：33

）」の 3 つに分類する（ 5-5）。開放度の 開 と 中 における会話率が

高い場所 高 と中程度の場所 中 の特 をまとめる。

1）会話率が高い場所は、[ なし +0]（壁や書架に接さない仕切りのないグルー

プ席）である。特に机の面積が広く、一机当たりの席数が多い場所のホワ

イトボードや、 ディスプレイが附属してある場所は高い会話率である

表記 会話率 定義

に話し や会話を
が と ど

れない の 会話 が
い

中

会話の の が い に
さ ど くない

で話す 部 的に
でき

（
）

会話 が い
が くなく 会話

が い を す

5-5
会話 の の
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（例えば、立命 LCD、京産 [L]3A など）。

2）会話率が中程度の場所は、同じく、[ なし +0] で可動 の机や椅子があると

ころであった（例えば、中部 [R]1E、立命 LCC、京産 [G]A、愛学 LCN など）。

1）会話率が高い場所は、[ 壁 +0] で、対面して配置している背面が高いソファ

がある場所である（例えば、京産 [L]3D、立命 LCG）。

2）会話率が中程度の場所は、他の利用者から死角になるような場所に配置さ

れているグループ席である（例えば、中部 [L]3A など）。

　

　各大学の座席を開放度と場所の会話率をもとに図 5-4 のように分類して、ど

の程度の座席があるかをみる。

　まず平 より、開放度が 閉 における会話率が 中 、 高 はどの大学も

みられなかった。最も多い座席は、 開・低 で 42 であった。 いで、 中・

低 が 29 である。

　各大学でみると愛淑は、LC がないため、会話率の低い場所がほとんどであっ

た。椙山は、 中・低 が 数と最も多く め、他の座席との は大きい。京

産と愛学は、 数の座席を 開・低 が め最も多い。京産は会話率が 中 、

高 に分類された場所が他の大学に比べて多かった。

　立命は「中・低」が 45 、 開・低 が 30 であった。中部は、 一 閉・低

に分類した場所がなかった。 以 では、この開放度と会話率の分類を基に

場所選択をみていく。

9%9%

1%1%
10%10%
1%1%

1%1%
8%8%
2%2%

1%1%
9%9%
3%3%

1%1%
6%6%
3%3%

--
2%2%
3%3%

0%0%
3%3%
4%4%

1%1%
5%5%
2%2%

38%38%

39%39% 3%3%

数 504数 504

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高
会

7%7%

48%48%

17%17%

5%5%

8%8% 10%10%

数 396数 396

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高山
会

4%4%

7%7%

67%67% 15%15%

数 1210数 1210

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高学
会

8%8%

45%45% 1%1%

7%7%

0%0%

30%30% 1%1%

数 1724数 1724

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立
会

41%41% 2%2%

14%14%33%33% 1%1%

数 1178数 1178

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部
会

0%0%

12%12% 5%5% 6%6%

51%51% 7%7% 5%5%

2%2% 2%2%

9%9% 2%2%

数 1635数 1635

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産
会

4%4%

29%29%

42%42%

数 6647数 6647

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平
会

5-3 開 と会話 か の
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　アンケートから、選択理由と開放度と会話率からみた場所選択を整理し、4

章のまとめで分類した各学習活動の選択理由と場所の全体像を概観する。

　

　8 つに分類した学習活動別にアンケート調査から得た場所選択理由を 5-6

に示す注 6-2）。まず平 より、いずれの学習活動も「集中・作業ができるから」

が 40 を めて最も高い。多くの利用者が、集中や作業がしやすい場所を選

択している。中でも個人とグループの [ 併用利用 ] は、46 以上と高く、3 章

での利用理由の要求の高さからもわかるように集中できる場所が求められてい

る。また「他人の視線が気にならないから」や「リラックスできるから」も共

通して 10 以上と高い傾向が得られた。

　その他、個人利用は「周りが静かだから」が 12 16 以上、グループ利用

は「友人と会話ができるから」が 9 20 と高い。しかし [ グループ図書 ] は、

「友人と会話ができるから」が 9 と低く、他のグループの学習活動とは違って、

会話ができる場所を求めていない。

　[ 個人図書 ] と [ グループ図書 ] は、「図書・資料が利用しやすいから」が

31 、28 と 2 目に高い割合を めている。図書利用は、3 章の来訪理由で

も図書資料があることで利用しに来ており、場所選択においても図書資料が利

用しやすい場所を求めている。

　[ 個人 PC] と [ グループ PC] については、「PC 利用がしやすいから」が 20

以上みられる。

　[ 個人併用 ] は、図書と PC を目的にした学習であるが、「図書・資料の利用

がしやすいから」が 27 と「PC 利用がしやすいから」の 18 より高くなった。

[ グループ併用 ] は「図書・資料が利用しやすいから」、「PC 利用がしやすいか

ら」は、個人併用に比べて低くあまり求めているわけではなかった。

　大学ごとでみていくと、愛淑の個人とグループの図書利用は、「図書資料が

利用しやすい」が 43 、45 と他の大学に比べて高い。これは、従来型の図

書館であり、図書の閲覧に特化したサービスを提供しているからと思われる。

愛学と中部の [ 個人併用 ] は、「図書・資料の利用がしやすいから」と「PC 利

用がしやすいから」の両方が高く、同時に利用できる場所があるからと思われ

る。愛学の [ グループ持込 ] は、「友人と会話ができるから」が 44 と最も高い。
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PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 31% 9% 27% 11% 28% 15% 14% 9% 19%

C がしやすいか 8% 21% 18% 8% 9% 20% 17% 9% 11%
と会話ができるか 2% 1% 0% 3% 9% 16% 14% 20% 5%

中・ しやすいか 33% 39% 46% 46% 31% 47% 48% 35% 40%
の が にな ないか 17% 18% 19% 22% 12% 10% 14% 14% 18%
が か か 13% 12% 12% 16% 13% 7% 10% 9% 13%
が賑わ いるか 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0%
の が し いるか 2% 3% 5% 4% 4% 1% 7% 2% 3%

の が るいか 8% 13% 13% 8% 9% 12% 10% 8% 9%
が いか 6% 7% 9% 7% 5% 9% 3% 8% 7%

く が い いるか 7% 5% 6% 8% 9% 7% 14% 5% 7%
できるか 9% 11% 11% 12% 8% 16% 10% 14% 11%

の が いか 1% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 1% 1%
開 的 か 0% 0% 0% 0% 1% 0% 3% 0% 0%

的 か 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0%
の 3% 3% 6% 5% 4% 1% 7% 4% 4%

1% 2% 1% 1% 5% 4% 0% 4% 2%
（ ） 819 289 222 732 114 92 29 240 2537

PC 持 PC 持
28% 5% 63% 6% 50% 25% 100% 18% 22%
15% 19% 38% 6% 8% 19% 0% 12% 14%
0% 0% 0% 0% 8% 13% 0% 18% 4%

33% 52% 50% 47% 25% 69% 0% 35% 42%
7% 19% 0% 14% 8% 13% 0% 6% 10%

17% 10% 13% 17% 0% 0% 0% 0% 11%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
0% 10% 0% 6% 0% 0% 0% 0% 2%
2% 10% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6% 1%
6% 0% 13% 0% 8% 6% 0% 0% 4%
6% 5% 13% 11% 8% 19% 0% 6% 8%
2% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 0% 1%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
54 21 8 36 12 16 1 17 165

PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 43% 18% 50% 12% 45% 0% 0% 12% 27%

C がしやすいか 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
と会話ができるか 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 1%

中・ しやすいか 30% 64% 50% 47% 45% 100% 100% 44% 41%
の が にな ないか 20% 9% 0% 14% 9% 0% 0% 28% 17%
が か か 22% 27% 25% 23% 27% 0% 0% 8% 21%
が賑わ いるか 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0%
の が し いるか 6% 18% 0% 3% 0% 0% 0% 8% 5%

の が るいか 1% 9% 0% 4% 0% 0% 0% 12% 4%
が いか 4% 9% 0% 3% 9% 0% 0% 0% 4%

く が い いるか 19% 9% 13% 16% 18% 0% 0% 28% 18%
できるか 15% 27% 0% 8% 9% 0% 0% 12% 12%

の 4% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 4% 3%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

（ ） 100 11 8 91 11 1 1 25 248

PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 27% 14% 38% 14% 27% 15% 0% 6% 21%

C がしやすいか 3% 23% 8% 4% 5% 15% 25% 6% 6%
と会話ができるか 2% 0% 0% 4% 5% 8% 25% 44% 5%

中・ しやすいか 19% 23% 23% 22% 14% 23% 25% 38% 21%
の が にな ないか 23% 9% 15% 21% 14% 15% 0% 13% 19%
が か か 14% 5% 8% 11% 9% 0% 25% 25% 12%
が賑わ いるか 2% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 1%
の が し いるか 1% 0% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 1%

の が るいか 5% 5% 0% 11% 5% 8% 0% 13% 7%
が いか 4% 9% 0% 5% 5% 8% 25% 0% 5%

く が い いるか 4% 0% 0% 10% 14% 0% 0% 6% 5%
できるか 4% 5% 8% 7% 5% 0% 0% 13% 5%

の が いか 7% 0% 0% 3% 5% 0% 0% 13% 5%
開 的 か 3% 5% 0% 1% 5% 0% 25% 6% 3%

的 か 1% 0% 0% 4% 5% 0% 0% 0% 2%
の 3% 5% 0% 3% 0% 0% 0% 19% 3%

0% 9% 8% 4% 14% 8% 0% 6% 4%
（ ） 113 22 13 73 22 13 4 16 276

PC 持 PC 持
28% 14% 23% 12% 22% 11% 8% 3% 19%
12% 18% 15% 14% 22% 21% 15% 9% 14%
3% 1% 0% 3% 6% 5% 15% 13% 3%

41% 50% 54% 49% 53% 58% 54% 41% 47%
17% 22% 22% 30% 22% 16% 8% 9% 22%
11% 16% 15% 17% 19% 16% 8% 13% 14%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
2% 6% 6% 7% 6% 0% 8% 0% 5%

12% 12% 17% 10% 16% 16% 8% 16% 12%
10% 12% 15% 10% 9% 21% 0% 6% 11%
3% 6% 6% 5% 6% 11% 15% 3% 5%

10% 12% 12% 12% 9% 16% 8% 16% 11%

5% 4% 5% 6% 6% 5% 15% 3% 5%
1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 3% 1%
261 90 103 227 32 19 13 32 777

5-6- か

5-6- か 5-6- か

5-6- か 5-6- か
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　開放度と会話率から 8 つに分類した各学習活動の場所選択をみていく（図

5-4）。まず平 をみていく。 個人学習室 は学習活動ごとに違いはみられない。

[ 個人併用 ] は、他の学習活動に比べて、 中・低 （開放度・会話率）が 52

と最も多く選択されている。[ 個人図書 ]、[ 個人 PC]、[ 個人併用 ] は、会話率

が高い 中・高 、 開・高 をほとんど選択していない。一方、[ 個人持込 ] は、

全ての開放度と会話率を選択していることが読み取れ、他の学習活動に比べ多

様に場所を選択している。

　[ グループ図書 ] は、個人利用全体と同じような場所選択の傾向を示し、 中・

低 が最も高い。また先の選択理由からは、会話ができるからが低く、グルー

プでの図書利用は、あまり会話を求めていない。[ グループ PC] は、 開・中

が 24 と他の学習活動より高く、中間的に賑やかな場所を選択していた。

　[ グループ併用 ] は、母数は少ないが、 開・低 が 30 と他に比べ最も高い。

そのため、LC の学習目標の一つである図書と PC を併用した学習は、LC では

なく静かな場所で行われている割合が高い。[ グループ持込 ] は、他に比べて

会話率の高い 中・高 、 開・高 を選択している。会話率の高い場所の利用

者は、主に持込利用である。

　大学ごとでみると、愛淑は、会話率の高い場所は、ほとんど選択されておらず、

9 割以上が会話率の低い場所を選択している。これは、先の選択理由で「周り

が静かだから」の割合が高かったからだと思われる。中部は、どの学習活動も

中・低 の割合が 60 以上と高い。これらは、よく選択されており、最も利

用率が高い 閉・低 がないことが影響している。

PC 持 PC 持
・ の がしやすいか 30% 6% 29% 6% 14% 20% 25% 11% 16%

C がしやすいか 12% 25% 27% 8% 7% 30% 0% 12% 16%
と会話ができるか 1% 1% 2% 4% 21% 30% 25% 19% 8%

中・ しやすいか 28% 35% 41% 45% 21% 33% 25% 27% 34%
の が にな ないか 13% 15% 18% 25% 7% 3% 0% 16% 16%
が か か 4% 10% 6% 16% 0% 7% 25% 4% 8%
が賑わ いるか 0% 0% 0% 1% 0% 3% 0% 0% 0%
の が し いるか 1% 1% 6% 0% 0% 3% 0% 0% 1%

の が るいか 5% 15% 14% 9% 7% 17% 25% 5% 10%
が いか 0% 3% 4% 8% 7% 3% 0% 5% 4%

く が い いるか 5% 6% 10% 8% 0% 3% 25% 1% 6%
できるか 7% 7% 10% 13% 0% 20% 25% 8% 10%

の 1% 3% 4% 4% 0% 0% 0% 1% 2%
4% 1% 2% 5% 14% 10% 0% 7% 5%

（ ） 98 72 49 109 14 30 4 74 450

中部

PC 持 PC 持
35% 5% 20% 11% 26% 0% 17% 8% 18%
6% 26% 17% 6% 0% 0% 33% 8% 9%
2% 3% 0% 4% 13% 15% 0% 26% 6%

36% 27% 37% 52% 17% 54% 67% 38% 40%
15% 21% 20% 18% 4% 8% 50% 12% 16%
12% 11% 10% 15% 17% 8% 0% 12% 13%
0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
1% 0% 2% 3% 4% 0% 17% 3% 2%

12% 15% 12% 6% 13% 15% 17% 7% 10%
8% 5% 5% 7% 0% 15% 0% 14% 8%

10% 5% 0% 8% 9% 15% 17% 4% 8%
10% 14% 15% 16% 13% 23% 17% 22% 14%
4% 3% 17% 5% 9% 0% 0% 4% 5%
0% 1% 2% 1% 4% 0% 0% 3% 1%
193 73 41 196 23 13 6 76 621

5-6- 中部 か 5-6- か
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PC
PC

PC
PC

15%15%

4%4%
0%0%

44%44%

35%35% 1%1%

233233

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高
計

15%15%

1%1%
4%4%

45%45% 5%5%

9%9%19%19% 2%2%

164164

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高山
計

23%23%

0%0%
0%0%
8%8%

5%5%

15%15%46%46%

240240

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高学
計

15%15%

1%1%
1%1%
2%2%

65%65% 0%0%

4%4%11%11% 0%0%

0%0%

690690

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立
計

2%2%
1%1%
4%4%

67%67% 3%3%

11%11%12%12% 0%0%

418418

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部
計

1%1%

2%2%
2%2%
7%7%

27%27% 3%3%

9%9%41%41% 2%2%

4%4%

 60 上の の大 さは、 の都合上同 大 さ 一 て 60 上の の大 さは、 の都合上同 大 さ 一 て
584584

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産
計

10%10%

2%2%
1%1%
4%4%

46%46% 2%2%

8%8%25%25% 1%1%

1%1%

23292329

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平
計

9%9%

18%18%
0%0%

36%36%

36%36% 0%0%

2222

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高

0%0%

6%6%
0%0%

41%41% 0%0%

29%29%12%12% 12%12%

1717

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高山

13%13%

0%0%
6%6%
6%6%

0%0%

44%44%31%31%

1616

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高学

21%21%

0%0%
0%0%
0%0%

52%52% 0%0%

17%17%10%10% 0%0%

0%0%

0%0%

0%0%

0%0%

0%0%

0%0%

0%0%

0%0%

2929

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立

3%3%
0%0%
1%1%

65%65% 7%7%

18%18%6%6% 0%0%

7171

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部

0%0%

3%3%
8%8%
0%0%

10%10% 12%12%

21%21%27%27% 5%5%

7373

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産

4%4%

4%4%
4%4%
1%1%

36%36% 6%6%

20%20%18%18% 3%3%

4%4%

228228

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平

0%0%

0%0%
0%0%

0%0%

100%100% 0%0%

11

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高

0%0%

0%0%
0%0%

0%0% 0%0%

0%0%100%100% 0%0%

11

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高山

33%33%

0%0%
0%0%
0%0%

0%0%

67%67%0%0%

33

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高学

23%23%

0%0%
8%8%
0%0%

38%38% 8%8%

8%8%15%15% 0%0%

1313

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立

0%0%
33%33%
0%0%

33%33% 0%0%

0%0%33%33% 0%0%

33

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部

0%0%

0%0%
0%0%
17%17%

33%33% 17%17%

0%0%33%33% 0%0%

66

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産

15%15%

0%0%
7%7%
4%4%

33%33% 7%7%

11%11%22%22% 0%0%

0%0%

2727

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平

100%100%

0%0%
0%0%

0%0%

0%0% 0%0%

11

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高

13%13%

6%6%
0%0%

38%38% 19%19%

13%13%13%13% 0%0%

1616

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高山

17%17%

0%0%
0%0%
17%17%

25%25%

33%33%8%8%

1212

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高学

12%12%

0%0%
0%0%
6%6%

47%47% 0%0%

18%18%18%18% 0%0%

1717

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立

0%0%
0%0%
0%0%

59%59% 0%0%

41%41%0%0% 0%0%

2727

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部

0%0%

0%0%
0%0%
0%0%

0%0% 23%23%

8%8%38%38% 8%8%

1313

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産

7%7%

1%1%
1%1%
3%3%

38%38% 7%7%

24%24%13%13% 1%1%

3%3%

8686

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平

0%0%

0%0%
10%10%

60%60%

30%30% 0%0%

1010

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高

33%33%

0%0%
8%8%

25%25% 0%0%

17%17%17%17% 3%3%

1212

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高山

17%17%

6%6%
0%0%
11%11%

6%6%

17%17%44%44%

1818

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高学

13%13%

3%3%
0%0%
3%3%

70%70% 3%3%

0%0%7%7% 0%0%

3030

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立

8%8%
0%0%
0%0%

83%83% 0%0%

0%0%8%8% 0%0%

1212

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部

0%0%

0%0%
0%0%
5%5%

10%10% 0%0%

25%25%50%50% 0%0%

2020

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産

11%11%

3%3%
1%1%
5%5%

42%42% 1%1%

10%10%25%25% 0%0%

2%2%

102102

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平

2%2%

2%2%
0%0%

26%26%

31%31% 2%2%

9090

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高

8%8%

0%0%
0%0%

69%69% 0%0%

3%3%19%19% 0%0%

3636

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高山

21%21%

3%3%
0%0%
1%1%

6%6%

11%11%57%57%

7070

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高学

8%8%

1%1%
0%0%
0%0%

70%70% 0%0%

4%4%16%16% 0%0%

202202

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立

2%2%
1%1%
0%0%

64%64% 3%3%

12%12%19%19% 0%0%

102102

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部

2%2%

3%3%
2%2%
2%2%

31%31% 2%2%

11%11%41%41% 3%3%

182182

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産

9%9%

2%2%
1%1%
1%1%

48%48% 1%1%

7%7%29%29% 1%1%

1%1%

682682

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平

13%13%

13%13%
0%0%

75%75%

0%0% 0%0%

88

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高

38%38%

0%0%
0%0%

38%38% 0%0%

0%0%25%25% 0%0%

88

人学習室
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Cエリア室

中

中 高山

8%8%

0%0%
0%0%
25%25%

0%0%

25%25%42%42%

1212

人学習室
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Cエリア室

中

中 高学

16%16%

2%2%
2%2%
1%1%

70%70% 0%0%

0%0%9%9% 0%0%

9696

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高立

0%0%
4%4%
7%7%

76%76% 0%0%

4%4%9%9% 0%0%

4646

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高中部

0%0%

5%5%
0%0%
21%21%

21%21% 3%3%

3%3%46%46% 0%0%

3939

人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高京産

11%11%

2%2%
2%2%
7%7%

57%57% 2%2%

3%3%18%18% 0%0%

0%0%

209209
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グループ学習室
Cエリア室

中

中 高平

9%9%

0%0%
10%10%

27%27%

64%64% 0%0%
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人学習室
グループ学習室
Cエリア室

中

中 高

33%33%

0%0%
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5%5%24%24% 0%0%
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中
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中

中 高
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5353

人学習室
グループ学習室
Cエリア室
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5-4 との開 と会話 か
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　詳細に各学習活動の座席選択を捉えていくために、それぞれの理由に対応し

た場所選択を把握する。ここでは、割合の高い選択理由に着目し、座席選択を

把握した。

　

　まず、選択理由で最も回 者が多かった「集中・作業がしやすいから」の場

所選択をみていく。「集中・作業がしやすいから」と回 した利用者とそれ以

外の理由を回 した利用者（その他の理由）別で開放度と会話率から座席選択

をみていく（ 5-7）。

　まず、平 からみていく。個人の 4 つの学習活動と [ グループ図書 ] の集中・

作業ができるとした人は、その他の理由に比べて、 中・低 の割合が高い。

特に [ 個人併用 ] は、他の学習活動に比べて 中・低 が 58 と最も多く選択

されている。 中・低 の場所は、個人利用全体、グループ図書利用者にとって、

集中・作業ができる座席になっている。その他 [ 個人 PC] は、閉・低 が 13 で、

それ以外の理由を回 した利用者よりわずかに高い。

　[ 個人図書 ]、[ 個人 PC]、[ 個人併用 ] は、 中・高 、 開・高 の会話率が

高い席が 0 で、集中できるとして選択していなかった。[ 個人持込 ] は、全

ての開放度と会話率の座席を集中できるとして選択し、他の学習活動に比べ選

択肢の幅が広い。

　[ グループ PC] は、 閉・低 、 中・中 が選ばれる傾向があり、閉ざされ

た場所や会話率が中程度の席が集中しやすいとして選択されている。[ グルー

プ併用 ] は、母数が少ないが、 開・低 が 43 と他に比べ最も高い。LC の

学習目標の一つである図書と PC の併用した学習は、LC ではなく静かな場所

で行われている。[ グループ持込 ] は、他の学習活動に比べて 中・高 、 開・

高 の会話率の高い席が選択されている。特に、 開・高 は、6 と少ないが、

その他の理由より高い。

　 に大学ごとでみていく。まず最も利用者が多い「中・低」に着目する。[ 個

人併用 ] は、中部で 90 以上と他の大学に比べて最も高い。座席を詳しくみ

ると、壁 +0（壁際にある仕切りのないグループ席）や壁 +1（壁際にある仕切

りのないグループ席）が多く選択されている。また、京産の [ 個人 PC]、[ 個

人持込 ] の 中・低 は、特に他の大学に比べて割合が高く、集中・作業がで

きる場所として選択している。その場所は、なし +2（壁に隣接していないキャ

レル席）が多く選択されていた。

　[ グループ持込 ] で選択している割合が高かった「開・高」は、特に京産で

がみられ、14 であった。場所を詳しくみると、[L]3A の なし +0 でホ

ワイトボードが設置された可動 の机と椅子が並べられているところである。
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室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

中・ の 0% 11% 48% 41% 0% 0% 0% 27
の の 3% 8% 49% 38% 2% 0% 0% 63
中・ の 0% 0% 29% 71% 0% 0% 0% 7
の の 0% 25% 25% 50% 0% 0% 0% 4
中・ の 0% 25% 75% 0% 0% 0% 0% 4
の の 25% 0% 75% 0% 0% 0% 0% 4
中・ の 2% 26% 30% 40% 2% 0% 0% 43
の の 2% 26% 47% 23% 2% 0% 0% 47
中・ の 0% 0% 71% 14% 0% 14% 0% 7
の の 0% 0% 33% 67% 0% 0% 0% 3
中・ の 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0
中・ の 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0
中・ の 11% 11% 33% 44% 0% 0% 0% 9
の の 23% 8% 38% 31% 0% 0% 0% 13
中・ の 3% 16% 40% 38% 1% 1% 0% 99
の の 5% 14% 47% 32% 1% 0% 0% 134

4% 15% 44% 35% 1% 0% 0% 233の

PC

持

PC

持

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室 PC

24% 41% 6% 29% 0% 0% 0% 0% 17
6% 47% 8% 14% 8% 3% 0% 14% 36

36% 36% 9% 18% 0% 0% 0% 0% 11
30% 20% 10% 30% 10% 0% 0% 0% 10
25% 75% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4
50% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 4
12% 76% 0% 12% 0% 0% 0% 0% 17
5% 63% 0% 26% 5% 0% 0% 0% 19

33% 0% 0% 33% 33% 0% 0% 0% 3
33% 33% 0% 11% 11% 0% 0% 11% 9
18% 27% 27% 9% 9% 0% 9% 0% 11
0% 60% 0% 20% 20% 0% 0% 0% 5

0
0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 33% 0% 17% 17% 17% 17% 0% 6
0% 45% 0% 9% 36% 9% 0% 0% 11

20% 46% 7% 17% 4% 1% 3% 0% 69
12% 44% 4% 20% 12% 2% 0% 6% 95
15% 45% 5% 19% 9% 2% 1% 4% 164

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室 PC

中・ の 2% 12% 51% 0% 0% 27% 4% 0% 0% 3% 252
の の 1% 11% 44% 1% 0% 32% 4% 1% 0% 6% 470
中・ の 2% 13% 55% 3% 0% 19% 3% 0% 0% 6% 109
の の 2% 10% 38% 1% 1% 23% 7% 0% 1% 17% 164
中・ の 2% 9% 65% 0% 1% 14% 4% 0% 0% 4% 97
の の 3% 10% 47% 1% 0% 24% 2% 0% 4% 10% 112
中・ の 3% 7% 52% 1% 1% 28% 5% 1% 1% 0% 313
の の 1% 10% 43% 1% 1% 32% 9% 1% 1% 1% 369
中・ の 6% 6% 56% 0% 3% 18% 6% 0% 3% 3% 34
の の 1% 13% 34% 1% 1% 31% 12% 0% 0% 6% 68
中・ の 3% 13% 38% 13% 3% 15% 13% 0% 3% 3% 40
の の 0% 2% 39% 2% 4% 11% 35% 2% 0% 4% 46
中・ の 0% 0% 36% 7% 0% 36% 14% 0% 0% 7% 14
の の 0% 31% 23% 8% 0% 15% 8% 0% 15% 0% 13
中・ の 6% 9% 33% 2% 5% 20% 15% 6% 4% 0% 81
の の 2% 2% 37% 8% 4% 18% 22% 1% 3% 1% 147
中・ の 3% 9% 51% 2% 1% 24% 6% 1% 1% 2% 940
の の 1% 10% 42% 2% 1% 28% 9% 1% 1% 6% 1389

2% 10% 46% 2% 1% 25% 8% 1% 1% 4% 2329

PC

持

PC

持

の

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室 PC

中・ の 0% 38% 10% 48% 0% 0% 5% 21
の の 1% 29% 0% 55% 10% 0% 4% 69
中・ の 0% 20% 40% 20% 0% 0% 20% 5
の の 0% 21% 7% 21% 7% 0% 43% 14
中・ の 0% 0% 0% 33% 67% 0% 0% 3
の の 0% 11% 0% 44% 11% 0% 33% 9
中・ の 6% 19% 6% 69% 0% 0% 0% 16
の の 2% 22% 6% 54% 15% 0% 2% 54
中・ の 0% 33% 0% 33% 0% 0% 33% 3
の の 7% 13% 7% 47% 20% 0% 7% 15
中・ の 0% 67% 33% 0% 0% 0% 0% 3
の の 0% 0% 22% 11% 44% 0% 22% 9
中・ の 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 1
の の 0% 50% 0% 0% 50% 0% 0% 2
中・ の 0% 33% 0% 33% 33% 0% 0% 6
の の 0% 0% 0% 30% 50% 10% 10% 10
中・ の 2% 29% 10% 45% 9% 0% 5% 58
の の 2% 21% 4% 47% 16% 1% 9% 182

2% 23% 5% 46% 15% 0% 8% 240

持

PC

持

PC

の

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

0% 15% 65% 0% 0% 12% 5% 0% 1% 2% 95
0% 19% 64% 1% 0% 9% 4% 1% 0% 2% 126
2% 20% 61% 0% 0% 10% 5% 0% 0% 2% 41
2% 24% 56% 0% 0% 5% 2% 0% 0% 10% 41
4% 14% 67% 0% 0% 14% 0% 0% 0% 2% 51
0% 18% 73% 0% 0% 4% 0% 0% 4% 0% 45
2% 5% 73% 0% 0% 17% 3% 0% 0% 0% 99
1% 11% 67% 0% 0% 15% 5% 0% 1% 1% 103
7% 0% 80% 0% 0% 13% 0% 0% 0% 0% 15
0% 27% 60% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 7% 15
0% 11% 44% 0% 0% 22% 11% 0% 0% 11% 9
0% 13% 50% 0% 0% 13% 25% 0% 0% 0% 8
0% 0% 57% 0% 0% 29% 14% 0% 0% 0% 7
0% 50% 17% 17% 0% 0% 0% 0% 17% 0% 6
0% 31% 46% 0% 0% 8% 15% 0% 0% 0% 13
0% 13% 56% 0% 0% 13% 19% 0% 0% 0% 16
2% 12% 66% 0% 0% 14% 4% 0% 0% 2% 330
1% 18% 64% 1% 0% 9% 4% 0% 1% 3% 360
1% 15% 65% 0% 0% 11% 4% 0% 1% 2% 690

5-7- ・ 中 の

5-7- ・ 中 の
5-7- ・ 中

の

5-7- ・ 中 の
5-7- ・ 中

の
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　 に先の理由で高かった個人利用の学習活動に着目して、「他人の視線が気

にならないから」と回 した利用者の座席選択を開放度と会話率からみる（

5-8）。個人の学習活動全てで、視線が気にならないと回 した人は、 閉・低

や 中・低 の割合が高い。

　視線が気にならない割合が高かった持込利用は、当回 者は、その他の理由

に比べ 中・低 が 62 と高い。これは他の学習活動よりも高い。また持込

利用は、わずかではあるが、 中・中 、 中・高 も視線が気にならないとし

て選択している。個人持込利用は、視線が気にならない座席を多様に持ち合わ

せていると言える。

　大学ごとにみると個人持込利用において、他人の視線が気にならない理由の

割合が高かった中部と立命の座席選択は、 中・低 が両大学共に 77 と有意

な がみられる。中部は、[R]2A 壁 +1 （壁に接している前面に仕切りのつ

いたグループ席）や [L]3C 壁 +0 （カウンター席）を多く選択している。立

命は、 なし +2 （キャレル席）の選択がほとんどを めていた。

　個人図書利用は、 5-6 より当 の選択理由は高くなかったが、他人の視線

を気にした人は、閉・低 が 20 と他の学習活動よりも高い。個人図書利用は、

閉じられた場所を求めている。中でも愛学の 閉・低 は 46 と他の大学よ

りも高い。愛学は、他の大学に比べて開放度が 中 の場所が少ないことから、

高くなったと思われる。

中部

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室 PC

中・ の 12% 80% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 25
の の 0% 68% 2% 21% 2% 0% 0% 8% 62
中・ の 0% 76% 4% 8% 4% 0% 0% 8% 25
の の 4% 60% 2% 9% 11% 0% 0% 13% 45
中・ の 0% 90% 0% 0% 5% 0% 0% 5% 20
の の 2% 68% 2% 18% 11% 0% 0% 0% 57
中・ の 2% 58% 4% 20% 13% 0% 2% 0% 45
の の 0% 65% 0% 15% 4% 0% 8% 8% 26
中・ の 33% 67% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 3
の の 0% 89% 0% 11% 0% 0% 0% 0% 9
中・ の 0% 78% 0% 0% 22% 0% 0% 0% 9
の の 0% 50% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 18
中・ の 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0% 50% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 2
中・ の 11% 79% 0% 5% 5% 0% 0% 0% 19
の の 0% 60% 10% 6% 23% 0% 0% 2% 52
中・ の 5% 73% 2% 10% 7% 0% 1% 2% 147
の の 1% 64% 3% 13% 13% 0% 1% 5% 271

2% 67% 3% 12% 11% 0% 1% 4% 418

PC

持

PC

持

の

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

3% 0% 37% 0% 0% 43% 9% 1% 0% 6% 67
0% 2% 36% 1% 1% 47% 1% 3% 1% 9% 114
5% 5% 40% 5% 0% 35% 0% 0% 0% 10% 20
0% 0% 22% 0% 2% 44% 6% 0% 2% 24% 50
0% 0% 33% 0% 7% 40% 7% 0% 0% 13% 15
0% 2% 21% 2% 6% 47% 13% 2% 2% 3% 89
5% 2% 40% 1% 3% 34% 9% 3% 1% 1% 93
8% 0% 13% 4% 0% 50% 0% 0% 0% 25% 24
0% 0% 0% 0% 33% 33% 33% 0% 0% 0% 3
0% 0% 12% 0% 6% 53% 24% 0% 0% 6% 17
0% 0% 0% 29% 14% 43% 14% 0% 0% 0% 7
0% 0% 0% 17% 33% 33% 0% 17% 0% 0% 6
0% 0% 0% 25% 0% 50% 0% 0% 0% 25% 4
0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2
7% 0% 4% 7% 14% 25% 21% 14% 7% 0% 28
0% 0% 13% 16% 13% 29% 20% 0% 9% 0% 45
4% 1% 32% 3% 4% 37% 10% 3% 1% 4% 237
1% 1% 24% 3% 5% 44% 8% 2% 2% 9% 347
2% 1% 27% 3% 4% 41% 9% 2% 2% 7% 584

5-7- 中部・ 中 の
5-7- ・ 中

の
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室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

の 2% 20% 52% 0% 0% 24% 2% 0% 0% 0% 128
の の 1% 9% 45% 1% 0% 32% 4% 1% 0% 6% 594
の 4% 16% 56% 0% 0% 16% 4% 0% 0% 4% 50

の の 1% 10% 42% 2% 0% 23% 5% 0% 0% 14% 223
の 5% 10% 58% 0% 3% 20% 0% 0% 3% 3% 40

の の 2% 8% 54% 1% 0% 23% 4% 0% 2% 7% 192
の 1% 13% 62% 1% 1% 18% 4% 0% 0% 0% 152

の の 2% 8% 41% 1% 1% 34% 8% 1% 1% 1% 507
の 2% 15% 57% 0% 1% 20% 3% 0% 0% 1% 370

の の 2% 9% 44% 1% 1% 30% 6% 1% 1% 6% 1516
2% 10% 44% 2% 1% 27% 8% 1% 1% 4% 2329

PC

持

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

の 6% 22% 44% 0% 0% 28% 0% 0% 0% 0% 18
の の 1% 6% 50% 0% 0% 42% 0% 1% 0% 0% 72
の 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1

の の 0% 0% 30% 0% 0% 70% 0% 0% 0% 0% 10
の 0

の の 13% 13% 75% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 8
の 8% 38% 23% 0% 0% 31% 0% 0% 0% 0% 13

の の 1% 23% 42% 0% 0% 31% 0% 3% 0% 0% 77
の 6% 31% 34% 0% 0% 28% 0% 0% 0% 0% 32

の の 2% 14% 46% 0% 0% 37% 0% 2% 0% 0% 167
4% 15% 44% 0% 0% 35% 0% 1% 0% 0% 233

PC

持

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

0% 25% 25% 0% 0% 25% 25% 0% 0% 0% 4
0% 10% 47% 8% 0% 18% 4% 2% 0% 10% 49
0% 50% 25% 0% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 4
0% 29% 29% 12% 0% 24% 6% 0% 0% 0% 17

0
0% 10% 65% 0% 0% 23% 3% 0% 0% 0% 31
0% 0% ### 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 5
0% 38% 38% 0% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 8
0% 23% 54% 0% 0% 15% 8% 0% 0% 0% 13
0% 15% 49% 6% 0% 21% 4% 1% 0% 5% 105
0% 15% 45% 5% 0% 19% 9% 2% 1% 4% 164

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

0% 21% 74% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 0% 42
0% 16% 59% 1% 0% 15% 6% 1% 1% 3% 179
6% 22% 72% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 18
2% 22% 50% 0% 0% 14% 5% 0% 0% 8% 64
0% 14% 52% 0% 0% 29% 0% 0% 5% 0% 21
3% 16% 61% 0% 0% 17% 0% 0% 1% 1% 75
0% 10% 77% 0% 0% 11% 2% 0% 0% 0% 62
2% 7% 61% 0% 0% 23% 5% 0% 1% 1% 140
1% 15% 72% 0% 0% 10% 1% 0% 1% 0% 143
1% 14% 59% 0% 0% 17% 4% 0% 1% 3% 458
1% 15% 58% 0% 0% 18% 4% 0% 1% 2% 690

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

の 4% 46% 0% 0% 0% 46% 4% 0% 0% 0% 26
の の 0% 25% 3% 0% 0% 56% 9% 0% 0% 6% 64
の 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 2

の の 0% 18% 18% 0% 0% 24% 6% 0% 0% 35% 17
の 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 2

の の 0% 0% 0% 0% 0% 50% 30% 0% 0% 20% 10
の 7% 43% 0% 0% 0% 36% 14% 0% 0% 0% 14

の の 2% 16% 7% 0% 0% 63% 11% 0% 0% 2% 56
の 5% 45% 0% 0% 0% 39% 7% 0% 0% 5% 44

の の 1% 19% 6% 0% 0% 54% 11% 0% 0% 9% 147
2% 23% 5% 0% 0% 46% 15% 0% 0% 8% 240

持

PC

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

0% 0% 73% 0% 0% 27% 0% 0% 0% 0% 26
1% 1% 30% 1% 1% 49% 5% 3% 1% 9% 155
7% 0% 47% 0% 0% 40% 0% 0% 0% 7% 15
0% 2% 22% 2% 2% 42% 5% 0% 2% 24% 55

25% 0% 38% 0% 13% 25% 0% 0% 0% 0% 8
0% 0% 16% 3% 0% 52% 3% 0% 0% 26% 31
0% 6% 56% 0% 6% 28% 3% 0% 0% 0% 32
3% 1% 25% 2% 4% 43% 13% 3% 2% 3% 150
4% 2% 58% 0% 4% 30% 1% 0% 0% 1% 81
2% 1% 26% 2% 2% 46% 8% 2% 1% 10% 391
2% 1% 27% 3% 4% 41% 9% 2% 2% 7% 584

中部

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

の 8% 0% 58% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 0% 12
の の 3% 0% 73% 1% 0% 15% 1% 0% 0% 7% 75
の 0% 0% 70% 0% 0% 10% 20% 0% 0% 0% 10

の の 3% 0% 65% 3% 0% 8% 7% 0% 0% 13% 60
の 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 9

の の 0% 0% 70% 0% 0% 11% 5% 0% 5% 8% 37
の 0% 0% 77% 4% 0% 12% 8% 0% 0% 0% 26

の の 3% 0% 59% 3% 0% 21% 13% 0% 1% 0% 76
の 2% 0% 75% 2% 0% 14% 7% 0% 0% 0% 57

の の 2% 0% 67% 2% 0% 15% 7% 0% 1% 6% 248
2% 0% 68% 2% 0% 14% 7% 0% 1% 5% 305

PC

持

5-8- ・ の

5-8- ・ の
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　「友人と会話がしやすいから」と回 した利用者の座席選択をみる。ここでは、

割合の高いグループ利用に着目した（ 5-9）。

　全大学の平 からみると会話割合が高かったグループ PC、持込利用は、 開・

中 が 40 以上、 中・中 が 10 以上と開放度が高い場所から中程度にかけ

た場所が選択されている。両学習活動は、会話のしやすさで選択している。

　 開・中 の場所を詳しくみると、中部 [R]1E、愛学 LCN などの机と椅子が

自由に動かせる場所が 当する。LC 内の広々したエリアにある可動 の机や

椅子は、グループ持込、PC 利用にとって会話がしやすい場所になっている。

その他、グループ持込利用は、京産 [G] の A、立命 LCC も多く選択していた。

　グループ持込利用者の 中・中 の場所は、京産 [L]2C の L 型のソファ席が、

グループ PC 利用は椙山 2A の 6 人掛けの閲覧机がよく選択されている。

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

会話しやすい 0% 0% 38% 0% 13% 25% 25% 0% 0% 0% 8
の の 3% 12% 39% 1% 1% 29% 9% 0% 1% 5% 94

会話しやすい 0% 0% 27% 13% 7% 13% 40% 0% 0% 0% 15
の の 1% 8% 41% 6% 3% 13% 21% 1% 1% 4% 71

会話しやすい 0% 0% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 3
の の 0% 17% 25% 4% 0% 33% 13% 0% 4% 4% 24

会話しやすい 0% 0% 21% 10% 6% 8% 50% 0% 4% 0% 48
の の 4% 6% 39% 5% 4% 23% 12% 3% 3% 1% 180

会話しやすい 0% 0% 24% 11% 7% 11% 43% 0% 4% 0% 74
の の 3% 8% 38% 4% 3% 23% 13% 2% 2% 3% 369

2% 10% 44% 2% 1% 27% 8% 1% 1% 4% 2329

PC

持

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 36% 27% 0% 0% 9% 18% 0% 0% 9% 11
0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2
0% 14% 43% 7% 0% 14% 14% 0% 7% 0% 14

0
0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 0% 67% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 3
0% 0% 36% 0% 0% 14% 29% 14% 7% 0% 14
0% 0% 33% 33% 0% 17% 17% 0% 0% 0% 6
0% 15% 35% 3% 0% 15% 20% 5% 5% 3% 40
0% 15% 45% 5% 0% 19% 9% 2% 1% 4% 164

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

会話しやすい 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 1
の の 6% 18% 6% 0% 0% 47% 12% 0% 0% 12% 17

会話しやすい 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 1
の の 0% 18% 27% 0% 0% 9% 27% 0% 0% 18% 11

会話しやすい 0
の の 0% 33% 0% 0% 0% 0% 67% 0% 0% 0% 3

会話しやすい 0% 0% 0% 0% 0% 14% 86% 0% 0% 0% 7
の の 0% 22% 0% 0% 0% 44% 11% 0% 11% 11% 9
の 0% 0% 0% 0% 0% 11% 89% 0% 0% 0% 9

の の 3% 20% 10% 0% 0% 33% 20% 0% 3% 13% 40
2% 23% 5% 0% 0% 46% 15% 0% 0% 8% 240

PC

持

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

0% 0% 50% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 2
4% 14% 61% 4% 0% 14% 0% 0% 0% 4% 28
0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 1
0% 13% 50% 0% 0% 13% 19% 0% 0% 6% 16
0% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 2
0% 27% 27% 0% 0% 36% 9% 0% 0% 0% 11
0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 4
0% 24% 48% 0% 0% 24% 4% 0% 0% 0% 25
0% 0% 11% 11% 0% 22% 44% 0% 11% 0% 9
1% 19% 50% 1% 0% 20% 6% 0% 0% 3% 80
1% 15% 58% 0% 0% 18% 4% 0% 1% 2% 690

中部

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

会話しやすい 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2
の の 10% 0% 80% 0% 0% 10% 0% 0% 0% 0% 10

会話しやすい 0% 0% 44% 0% 0% 0% 56% 0% 0% 0% 9
の の 0% 0% 67% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 18

会話しやすい 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1
の の 0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0% 50% 0% 2

会話しやすい 0% 0% 57% 14% 0% 0% 29% 0% 0% 0% 14
の の 4% 0% 67% 5% 0% 7% 16% 0% 0% 2% 57
の 0% 0% 58% 8% 0% 0% 35% 0% 0% 0% 26

の の 3% 0% 67% 3% 0% 7% 17% 0% 1% 1% 87
2% 0% 67% 3% 0% 12% 11% 0% 1% 4% 418

持

PC

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

0% 0% 0% 0% 50% 0% 50% 0% 0% 0% 2
0% 0% 11% 0% 6% 56% 22% 0% 0% 6% 18
0% 0% 0% 0% 50% 50% 0% 0% 0% 0% 2
0% 0% 0% 27% 18% 36% 9% 9% 0% 0% 11

0
0% 0% 33% 17% 0% 33% 0% 0% 0% 17% 6
0% 0% 0% 15% 15% 15% 45% 0% 10% 0% 20
4% 0% 13% 11% 13% 32% 11% 8% 8% 0% 53
0% 0% 0% 13% 21% 17% 42% 0% 8% 0% 24
2% 0% 13% 11% 11% 38% 13% 6% 5% 2% 88
2% 1% 27% 3% 4% 41% 9% 2% 2% 7% 584

5-9- ・会話 の
5-9- ・会話 の

5-9- ・会話 の

5-9- ・会話 の
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　個人とグループの図書利用が「図書・資料の利用がしやすい」と えた利用

者の場所選択をみていく。ここからは、座席数の影響、利用者がどのように場

所を選択しているかを詳細にみるために、大学間の分析だけでなく、6 大学の

合計を示した平 で分析を行う。

　図書利用の場所選択は、開放度と会話率からの議論を進める前に、書架との

　

　「リラックスできるから」と回 した利用者の座席選択をみる。本理由は、

個人、グループに関わらず 10 程度みられたことから、8 つの学習活動全てを

対象にした（ 5-10）。なお、リラックスできる理由は、全体の母数が少ない

ことから全大学の平 のみを示す。

　まず全体をみると、リラックスできる人の座席選択は、 中・中 、 開・中 、

中・低 である。グループ PC、持込利用は、 中・中 で 15 、13 とその

他の理由に比べて高く、有意な がみられる。またグループ持込利用は、 開・

高 でも 13 と、その他の理由に比べて高い。

　個人持込利用は、 開・中 で 15 と静かではなく、ある程度会話がされて

いる席がリラックスできる席として利用されている。そのため会話率が中程度

から高い席までの選択はリラックスできるかどうかが関係している。

　一方、個人図書や個人 PC は、 閉・低 を選択する割合が 16 、14 で、

他の学習活動に比べて高い傾向にある。リラックスできる席は、学習活動によっ

て異なる傾向が示された。

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

の 0% 16% 48% 2% 2% 21% 8% 2% 0% 2% 61
の の 1% 11% 46% 1% 0% 32% 3% 1% 0% 5% 661

の 0% 14% 50% 0% 4% 18% 4% 0% 0% 11% 28
の の 2% 11% 44% 2% 0% 22% 5% 0% 0% 13% 245

の 0% 9% 52% 0% 0% 30% 9% 0% 0% 0% 23
の の 3% 10% 52% 1% 1% 22% 2% 0% 2% 8% 186

の 1% 1% 52% 1% 1% 24% 15% 1% 1% 1% 82
の の 2% 10% 45% 1% 1% 33% 6% 1% 1% 1% 600

の 0% 0% 50% 0% 13% 0% 13% 0% 13% 13% 8
の の 3% 12% 38% 1% 1% 31% 10% 0% 0% 4% 94

の 0% 8% 46% 15% 0% 15% 15% 0% 0% 0% 13
の の 1% 7% 37% 5% 4% 12% 26% 1% 1% 4% 73

の 0% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 3
の の 0% 13% 25% 8% 0% 33% 13% 0% 4% 4% 24

の 3% 3% 27% 13% 13% 17% 20% 0% 3% 0% 30
の の 4% 5% 36% 5% 3% 20% 20% 3% 4% 1% 198

の 1% 8% 47% 3% 3% 21% 12% 1% 2% 2% 248
の の 2% 10% 44% 2% 1% 28% 7% 1% 1% 4% 2081

2% 10% 44% 2% 1% 27% 8% 1% 1% 4% 2329

PC

PC

持

持

5-10 ・ の
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近さが影響すると思われる。そこで、書架との隣接状況注 5-3）から、図書資料

の利用がしやすいと回 した利用者とそれ以外の回 者に分けて、選択した場

所を整理する（ 5-11- ）。

　平 では、個人とグループ共に利用しやすいと回 した利用者は、「隣接」

が 78 と、その他の理由に比べて高いことが分かる。図書利用のしやすさの

要因の一つは、個人もグループも変わらず書架からの近さであると思われる。

愛淑、京産は、個人とグループ共に利用しやすいと回 した利用者の「隣接」は、

9 割以上と高く、近くが書架に近い場所を選択している。

　 に巡回プロット調査より実際の利用行為から、図書閲覧の行為が書架に隣

接しているところで展開されているかをみる（ 5-11- ）。ここでは、座席

数の大小が行為数に影響を えると し、1000 席当たりの行為人数も 出

し、アンケートの座席選択と同様に、6 大学の合計を示す。図書閲覧は、「隣接」

は 10.7 人 /1000 席と「隣接なし」に比べて、多い人数が得られた。多くの利用

者が書架に近い座席で閲覧が行われていることになる。会話+図書閲覧（グルー

プ利用）は、隣接状況で大きな はなく、両方の場所で同じ程度の閲覧がみら

れる。

　 に、先の指標で用いた書架の隣接と隣接なしの 2 つに分けて、それぞれの

開放度と会話率の場所選択をみていく（ 5-12）。まず書架に隣接した場所か

らみる。

　平 より、個人利用において利用しやすいと えた人は、 中・低 53 、

開・低 で 40 と、わずかにその他の理由の回 者より高いことから、この

2 つの場所が選択されてる。場所を詳しくみると、[ なし +1] や [ なし +2] が多

く選択されている。

　グループにおいて、利用しやすいと えた人は、 閉・低 が 16 と高い。

図書資料の利用しやすい場所は、閉ざされた静かなところである。

　大学ごとでみると個人において愛学と京産は、特に 開・低 が高い。これ

らは、書架近くに仕切りがない机がほとんどを めるため、書架から近く、資

料が広げやすい場所は、利用しやすいと思われる。

章

接 接なし
閲覧 10.5 7.1 97.9 10.6
閲覧 C 0.3 0.5 0.2 0.4

会話 閲覧 0.2 0.2 2.3 0.3
11.0 7.9 100.4 11.3

）

接し 接し
いない

しやすい 78% 13% 9% 243
れ の の 64% 33% 3% 516
しやすい 78% 16% 6% 32

れ の の 54% 44% 1% 72
68% 28% 5% 863
3916 2727 116 6759
58% 40% 2% 100%

5-11- に る 架の 接 か

5-11- 架の 接 か 閲覧の の
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　 に書架に隣接していない場所における開放度と会話率の座席選択をみる

（ 5-13）。

　個人で利用しやすいと えた人は、 閉・低 が 31 と、その他の利用者に

比べて高い。一方、会話率の高い 中・高 、 開・高 、 個人学習室 は図書

利用がしやすいとして選択していない。

　平 のグループをみる。母数は少ないが、「閉・低」、「開・低」を選択しており、

書架から離れて図書利用が利用しやすい場所は、個人、グループ共に閉ざされ

た場所である。

　

　個人とグループの図書利用が「PC の利用がしやすい」と えた利用者の場

所選択をみていく。

　先の図書利用と同様に、電源コンセントの設置状況が場所選択に影響を え

ていると考え、電源コンセント有り、なし、PC エリアに分けて、選択した場

所を整理していく（ 5-14- ）。愛淑は PC の利用者がいないため、分析から

いた。

　平 より、個人で利用しやすいと回 した人は、「PC エリア」が 37 と高く、

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室 PC

がしやすい 0% 5% 53% 1% 0% 40% 1% 1% 0% 0% 188
れ の 0% 9% 49% 1% 0% 36% 3% 1% 0% 2% 331
がしやすい 0% 16% 36% 0% 0% 40% 4% 0% 0% 4% 25

れ の 0% 5% 49% 0% 0% 36% 10% 0% 0% 0% 39
0% 8% 50% 1% 0% 38% 3% 1% 0% 1% 583

0 73 1231 23 15 2261 242 59 0 12 3916
の

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室 PC

がしやすい 0% 31% 38% 3% 0% 19% 9% 0% 0% 0% 32
れ の 4% 20% 34% 1% 1% 12% 9% 2% 1% 17% 169
がしやすい 0% 40% 0% 20% 0% 40% 0% 0% 0% 0% 5

れ の 6% 9% 38% 0% 6% 9% 16% 0% 3% 13% 32
4% 21% 34% 1% 1% 13% 10% 1% 1% 13% 238
40 190 609 124 175 561 370 95 412 155 2731

の

が る がない
C （ ）

しやすい 39% 24% 37% 62

れ の の 43% 52% 5% 212

しやすい 44% 44% 11% 18

れ の の 59% 40% 1% 68

46% 44% 10% 360

1873 4723 167 6763

28% 70% 2% 100%

る ない
C

C 38.6 7.4 288.5 23.0
閲覧 C 0.7 0.2 2.7 0.4

会話 C 4.6 0.5 14.0 2.0
1873 4723 167 6763

）

5-12 ・ 架に 接し の

5-13 ・ 架に 接し いない の

5-14- PC に る の か

5-14- の か
PC の の
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その他の利用者に比べて、 がある。PC の利用がしやすい座席は、PC エリア

であり、電源コンセントの有無は、PC の利用がしやすいといった直接的な選

択理由ではない。

　 に巡回プロット調査より、電源コンセント有り、なし、PC エリアの 3 つ

に場所を分けて、1000 席当たりの行為人数を 出した（ 5-14- ）。「PC 利用」

は、PC エリアが最も多く、233.3 人 /1000 席の利用者を捉えた。コンセントが

ある場所は 38.6 人と、コンセントがない場所に比べて多くの PC 利用者がいる。

「会話 PC 利用」についても、電源コンセントがある場所で、4.6 人 /1000 席

の利用者を観察し、コンセントがない場所よりも多い。これらは、行為で捉え

ており、一人の利用者が長時間の滞在をしている可能性も考えられる。そのた

め、数は少ないが、PC 利用がしやすい理由での開放度と会話率における場所

を把握していく。

　電源コンセントの有無から、開放度と会話率の座席選択をみる。

　まず、電源コンセントありの座席から分析する（ 5-15）。個人は、 開・低

がその他の理由に比べて 25 と高い。 開・低 の場所をみると京産グローバ

ルコモンズの f（壁や書架が周りにない開かれたカウンター席）で主にみられた。

　グループ利用は、 中・中 、 開・中 が多く選択されている。 中・中 の

座席を詳細にみると椙山 2a（書架と壁に囲まれた 4,6 人掛けグループ席）、開・

中 をみると立命 LCc と LCe（ ディスプレイのあるグループ席）でいず

れも会話ができ、会話率が中程度の座席であった。

　 に電源コンセントなしの座席での座席選択をみる（ 5-18）。個人は 閉・

低 や 開・中 を選択している利用者が多く、特に 閉・低 は 33 であった。

椙山と立命で高い が得られたが、立命は、 閉・低 の座席にも電源コンセ

ントがあるにもかかわらず選択されている。そこで詳細に場所をみてみると、

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室

C がしやすい 3% 15% 49% 0% 0% 26% 5% 0% 3% 39
れ の 2% 12% 51% 4% 2% 23% 6% 2% 1% 195

C がしやすい 0% 0% 39% 11% 0% 0% 39% 0% 0% 18
れ の 2% 11% 42% 3% 2% 16% 24% 0% 0% 62

2% 11% 48% 4% 1% 20% 11% 1% 1% 314
4 85 1042 83 38 2448 401 73 38 4212

C の （ なし）

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室

C がしやすい 4% 4% 63% 0% 0% 25% 0% 0% 4% 24
れ の 3% 13% 61% 5% 3% 8% 5% 1% 0% 95

C がしやすい 0% 0% 50% 20% 0% 0% 30% 0% 0% 10
れ の 3% 9% 54% 6% 3% 6% 20% 0% 0% 35

3% 10% 59% 5% 2% 10% 9% 1% 1% 164
30 134 698 80 130 142 220 30 320 1784

C の

5-15 ・PC が る の

5-16 ・PC がない の
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　併用利用において、選択場所が、書架への隣接と電源コンセントの設置状況

が影響するのかをみていく。書架への隣接の有無、電源コンセントの有無の組

み合わせより 4 つのタイプに分けて選択した座席を整理する（ 5-17）。愛淑

は PC の利用者がほとんどいないことから、分析から いた。利用者の分類は、

「図書・資料の利用がしやすいから」と「PC の利用がしやすいから」を回 し

た利用者を足し合わせたものと、それ以外の理由の回 者とした。

　その結果、図書・PC の利用のしやすい座席は、書架や電源コンセントの

置との影響は受けていないことが分かった。特に個人併用は、全併用利用者と

比べても、どの座席もほとんど変化していない。グループ併用は、合計が少な

いが、「書架に隣接、電源あり」を 33 選択している。

　以上のことから、書架への隣接、電源コンセントの設置状況の影響はない。

に開放度と会話率からみた座席選択をみていく。

壁と書架に囲まれているキャレル席で 50 得られた。つまり、 閉・低 の中

でも、周辺から閉ざされた場所が求められていると思われる。

　グループ利用では、電源がある場所とない場所では変わらない座席選択で

あった。そのため、 開・中 が 数の 50 で、会話ができる ープンな場所

がグループで PC 利用に求められている。

架に 接 架に 接 架 接なし 架 接なし

なし なし

・ Cが しやすい 19% 38% 34% 9% 79

れ の の 20% 36% 35% 9% 125

・ Cが しやすい 33% 17% 33% 17% 6

れ の の 10% 35% 30% 25% 20

19% 36% 34% 10% 230

585 3077 1368 1211 6241

9% 49% 22% 19% 100%

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

しやすいか 0% 6% 65% 0% 0% 24% 4% 0% 0% 0% 49
の の 3% 11% 47% 1% 1% 24% 3% 0% 3% 10% 152
しやすいか 0% 0% 33% 0% 0% 67% 0% 0% 0% 0% 3

の の 0% 17% 22% 9% 0% 26% 13% 0% 9% 4% 23
しやすいか 0% 6% 63% 0% 0% 27% 4% 0% 0% 0% 52

の の 2% 11% 43% 2% 1% 24% 4% 0% 3% 9% 175
2% 10% 48% 1% 0% 25% 4% 0% 3% 7% 227持

5-17 に る 架 の 接と の か

5-18 ・ の がしやすい に る
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　本章では、2 つの利用人数と 4 つの学習媒体の組合せで区分される 8 つの学

習活動毎に、選択理由と座席の開き具合を示す開放度と場所周辺部での会話率

の違いから座席選択を分析した。

　

1）学習活動の違いに関わらず、「集中・作業がしやすい」の理由が最も高い。

特に個人持込利用、グループ PC 利用、併用利用は、45 以上である。

2）利用人数に関わらず、持込利用以外の図書、PC、併用の学習活動は、「集中・

作業がしやすい」に いで、学習媒体の利用のしやすさが理由である。

　

1）どの学習活動も、会話率が低い席が選択されている。特に会話率が低く、

　併用利用において、「図書・資料の利用がしやすい」理由における座席選択

を開放度と会話率からみる（ 5-18）。個人グループ共に、図書利用がしやす

い座席は、中・低 である。特に個人併用は、中・低 を 65 が選択している。

また、個人、グループ共に 閉・低 は利用がしやすいとして、あまり選択さ

れていない。

　「PC の利用がしやすい」理由における座席選択をみる（ 5-19）。個人は 中・

低 と PC エリア が、その他の理由に比べて高い。そのため、 中・低 と

PC エリア は利用がしやすい座席と考えられる。グループは、会話率が中程

度の座席をが選択されている。

　以上のことから、個人併用で、図書資料、PC のいずれも利用しやすいと回

した利用者は、 中・低 であった。個人併用は、図 5-4 の選択場所をみても、

中・低 の座席が他の学習活動に比べて最も多く選択されている。そのため、

図書、PCの利用のしやすさによって割合が高くなったと考えられる。一方、閉・

低 はあまり選択されていない。これは、机に仕切りがあることで、図書と

PC が同時に げにくいからと考えられる。

室
・ 中・ 中・

中
中・ 開・ 開・

中
開・

室
PC

しやすいか 0% 5% 55% 0% 0% 8% 3% 0% 5% 24% 38
の の 2% 10% 50% 1% 1% 28% 3% 0% 1% 4% 163
しやすいか 0% 0% 20% 20% 0% 20% 20% 0% 0% 20% 5

の の 0% 19% 24% 5% 0% 33% 10% 0% 10% 0% 21
しやすいか 0% 5% 51% 2% 0% 9% 5% 0% 5% 23% 43

の の 2% 11% 47% 1% 1% 28% 4% 0% 2% 3% 184
2% 10% 48% 1% 0% 25% 4% 0% 3% 7% 227持

5-19 ・ PCの がしやすい の
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開放度が中程度の座席を選択する割合が高い。

2）持込利用、グループで PC を利用する場合は、会話率の高い席と開放的で

会話率が中程度の席が選択される。個人・グループの図書、併用と個人の

PC による学習活動は、会話率が高い席の選択がほとんどみられない。

　

　開放度と会話率の異なる座席の選択割合と主な選択理由を学習活動別に図

5-5 に示す。

1）個人・グループ持込と個人 PC 利用者が、会話率の高い席や開放的で会話

率が中程度の席を選択する理由は、会話利用を求めること、集中・作業、

リラックスできることを げている。これらの学習活動は、他の学習活動

に比べて、集中・作業、リラックスできるための座席の選択肢を多く持ち

合わせている。

2）個人持込は、他人の視線を気にする割合が高く、その座席選択は、会話率

の低い少し開かれた席や、会話率が中程度の開放的な席も選択している。

3）学習媒体を持ち込まない場合は、図書資料や、PC 利用が利用しやすいとして、

会話率が低い席を選択している。特に個人併用は、図書資料、PC が利用し

やすいとして、やや開放的で静かな席を選択している。またグループの図書、

併用は、会話利用をあまり求めないため、会話率の高い席（会話がしやす

い席）は選択されないことがわかった。

中

中 高

集中・ 業集中・ 業

図書・資料図書・資料

図書・資料図書・資料

図書・資料図書・資料

CC

CC

CC
リラックスでリラックスで

他人の ら他人の ら

他人の ら他人の ら

人 会 で人 会 でリラックスでリラックスで

集中・ 業集中・ 業

集中・ 業集中・ 業

集中・ 業集中・ 業

集中・ 業集中・ 業

集中・ 業集中・ 業

集中・ 業集中・ 業

集中・ 業集中・ 業

集中・ 業集中・ 業

図書・資料図書・資料

1010
1 5 未満1 5 未満

者 合者 合

会会

4040
3030

2020

人 会 で人 会 で
CC

リラックスでリラックスで

リラックスでリラックスでリラックスでリラックスで

中

中 高
PC

中

中 高

中

中 高

中

中 高

PC

中

中 高

中

中 高

中

中 高

5-5 に る し と な との
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　5 章では、利用者一人がどこを選択したかを把握した座席の選択行動を開架

閲覧室と LC を対象に分析した。しかし、利用者の選択場所は一つとは限らず、

状況に応じた選択場所をいくつ持ち合わせているのか、個人もグループも開架

閲覧室、LC を両方選択しているのかまでは把握できていない。

　そこで本章は、開架閲覧室と LC の複数の場所を選択した「使い分け行動」

に着目した。開架閲覧室と LC を状況に応じて使い分け行動を捉えることで、

座席選択理由の意味をより く理 できると考えている。

　ところで、LC は 2 章で述べたように、最近は図書館から独立して設置され

る場合もある。そのため、開架閲覧室と LC の設置形態が大学によって多様な

様相を示し始めている。

　本章では、対象を設置形態の違う LC を有する 4 大学を対象にする。図書館

内にLCを持つ [一体隣接型 ]と [一体隔離型 ]、図書館とLCが分棟になった [分
棟併設型 ] と [ 分棟単独型 ] の 4 タイプに分けて分析を進める。調査は、来館

者アンケート調査と巡回プロット調査を用いた。

　まず開架閲覧室と LC の面積や座席数などの規模、個人とグループの滞在状

況を整理し、LC 設置形態の 4 タイプの施設利用の全体像を える。その後、「使

い分ける利用者」と「使い分けない利用者」の割合、来訪理由と利用目的から

使い分ける要因を大まかに捉える。

　そして、使い分ける利用者の利用人数（個人かグループか）を把握し、同じ

利用人数で使い分ける人（例えば開架・個人、LC・個人）の使い分け理由と

座席の選択行動を明らかにする。

　なお、使い分け利用を読み取っていく際、 方の利用が学習かどうかまでは

できない。そこで、3~5 章で分析した学習利用者だけの回 だけでなく、

学習に分類されない利用者も めて分析し、利用の全体像を捉えて議論してい

く。

第 章　
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　個人・グループ利用者が館内のどこで滞在し、会話しているかを先の 3 章を

もとに再整理する。エリア別に会話行為とそれ以外の行為に分け、会話率（会

話行為 / プロット数）を 出した。ただプロット数の大小が会話率に大きな影

響を えるため、座席 有率（プロット数 /（座席数 巡回回数））を 出し、

エリアに対する利用者数を まえた会話の発生状況を捉えた（図 6-2- ~ ，

6-2）。ここでは、一部会話率が高い傾向にあるものを賑わっている場所と

捉えて、分析を進める。

　地上階（1~3 階）は、会話が可能で会話率は全体的に高い。LCc では当日講

義が行われ、その利用者の会話も捉えた。LC を む 1 階から 2 階は のため、

　

　

　調査対象大学並びに LC の設置形態を図 6-1 に示す。また、4 大学の 面積・

座席数・利用者数（プロット数）を開架閲覧室と LC に分けてそれぞれの比率

は 6-1 に示す注 6-1）。

　 面積、座席数の比率は、どの大学も開架閲覧室の方が高い。[ 一体型 ]2 館

の 面積は、9 割以上が開架閲覧室であり、書架が める面積が大きい。し

かし開架閲覧室の座席数は、[ 一体隔離型 ] が 90 に対し、[ 一体隣接型 ] は

78 と LC が める座席数は多い。[ 分棟型 ] の座席数は、3 割程度と [ 一体型 ]

の LC に比べると多い。利用者比率は、最も LC の面積が広い [ 分棟単独型 ]

の LC で高い。

6-1 LCの と の

6-1 LCの の開架閲覧室と LCの規

室

室

室

LC
合計

合計

合計
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LC
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（ 山）
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接
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会話は 2 層にわたって広がり、1b は 2 階や LC の会話音が聞こえてくる場所で

ある。地下階は全体的に会話率は低く、静かな環境が保たれていた。

　開架閲覧室 1 階から B1 階は、あまり会話がみられない。特にキャレル席が

多い 3 階は、会話率の少ない場所が多い。2f は ラスパー ーションで仕切

られた 3 つの部屋があり、当日は講義が行われていた。1 階にある LC は、全

体的に会話率が高く、LCa~LCd はいずれも 2 割以上と 有率も高い。

　分棟併設型 ( 図書館 )（図 6-2- ）の 1c，1d と 3a は賑やかな場所である。

特にグループ席で会話できる 1dは会話率が 49 と高い。3aは 6人掛けのグルー

プ席で、グループ利用者は小 での会話であった。2 階は、全エリア 20 以下

の会話率であった。

　分棟併設型 (LC)（図 6-2- ）の 2b は可動 の机と椅子が並べられ、52 が

会話を交えた活動であった。しかし 有率は 4 と低く、静かな時間 も多かっ

た。3b は LC 内で最も利用者が集まるエリアで 33 の会話率である。3c、3d

はカウンター席であるが、空間の作りが異なっており、3c は ラスパー ー

ションで仕切られ、3d は仕切られていない。3a、3b から会話音などが聞こえる。

なお 3c、3d 共に個人利用が多い。

6-2 LCの の開架閲覧室と LCに る会話 と
一体 ( 立 )一体 ( 山 ) 分棟 設 （中部） 分棟 （京産）
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29% 7

3b Carrel seats 0%

108

2j Other 0% 17

3c Group rooms 59%

6

3a Carrel seats 0% 891

3d Personal rooms 0%

33

3b Carrel seats 0% 1037

3e Group seats 67%

234

3c Group seats 4% 159

3f Sofa seats 0%
3d Carrel seats 0% 459

3g Group seats 2%
3e Carrel seats 0% 1272

体 7% 6113
3f Carrel seats 0% 627
3g Carrel seats 0% 535

2a Group seats 53% 58
3h Carrel seats 1% 561

2b Sofa seats 45% 233
3i Personal rooms 0% 222

2c Sofa seats 50% 66
3j Sofa seats 0% 39

2d Group seats 29% 68
3k Seats for two 4

Seats for two 4

13% 16

2e Relax seat 0% 0
3l Other 3% 38

2f Sofa seats 30% 33
B1a Carrel seats 0% 374

3a Group seats 52% 229
B1b Carrel seats 0% 1190

3b Chairs 3

3 Chairs integrated with des 子 一体 て

17% 60
B1c Group seats 9% 412

3c Sofa seats 67% 388
B1d Sofa seats 0% 45

3d Tatami 80% 41
B1e Other 43% 23

3e Sofa seats 53% 139
LCa PC area 9% 421

3f Relax seat 0% 2
LCb Group rooms 47% 178

体 53% 1317
LCc Seats for two 5

5 Seats for two (sofa seats)
  2人 （ソファ）

36% 361
LCd Group seats 49% 1619

a Group seats 39% 389
LCe Other 75% 8

b Group seats 18% 108
体

体

7% 16939

c Seats for two 6% 49
d Sofa seats 94% 17
e Group seats 40% 110
f Group seats 2

2 Group seats (high chairs) グループ （ 面 高 ）

29% 96

2a Sofa seats 37% 81

g Group seats 24% 90

2b Group seats 52% 180

h Audiovisual station 3% 354

3a Group seats 32% 334

i Counter seats 5% 141

3b Sofa seats 33% 432

j Group rooms 24% 92

3c Counter seats 5% 211

k Group seats 59% 153

3d Counter seats 1% 108

体 26% 1599

3e Group seats 0% 0
3f Group rooms 0% 0

体 29% 1346

17%
11%
13%
8%

25%
37%
11%
6%

16%
33%
4%
2%

11%
0%
7%
3%
3%
9%
8%
3%

11%

34%
27%
28%
18%
21%
16%
7%
6%

20%
4%
1%
1%

23%
14%
3%
8%

30%
19%
36%
27%
47%
3%
3%
2%

24%
23%
7%
4%
4%

24%
21%
27%
26%
2%

16%

5%
4%
7%

21%
17%
26%
0%
0%
7%

10%
31%
36%
24%
20%
27%
7%

28%
32%
11%
23%
0%

20%
59%
12%
32%
10%
8%

16%

5%
15%
52%
8%
7%

47%
9%

45%
9%
6%
7%
5%

25%
8%

30%
1%
7%
4%

11%

3%
11%
19%
13%
0%

10%
17%
8%

19%
10%
20%
1%

12%

19%
25%
19%
6%

28%
18%
5%

17%
36%
4%

10%
13%

ﾘｱ
名 のタイプ

会 ﾌﾟ
数（人）

ﾘｱ
名 のタイプ

会 ﾌﾟ
数（人）

ﾘｱ
名 のタイプ

会 ﾌﾟ
数（人）

ﾘｱ
名 のタイプ

会 ﾌﾟ
数（人）



168

第 章　

0% 1-20% 21-40% 41-60% 61-%

(     )(     )

会

会 エリア 数

2a(112)2a(112)

Info.Info.

Info.Info.

Info.Info.

Info.Info.
Info.Info.

Info.Info.

2b
(16)
2b

(16)

2c
(34)
2c

(34)

2e
(16)
2e

(16)

2f
(18)
2f

(18)

2g
(149)

2g
(149)

2a(96)2a(96) 2b
(16)
2b

(16)

2d
(8)
2d
(8)

2g
(50)
2g

(50)

Info.Info.

2c(36)2c(36)2c(32)2c(32)

2e(106)2e(106)

2e2e

2f(76)2f(76)

2  36+32 68      2e  86+20 106      2g  65+65 130
3a 23+51 74       3  56+54 110      3e  40+40 80      3i  7+2 11
2  36+32 68      2e  86+20 106      2g  65+65 130
3a 23+51 74       3  56+54 110      3e  40+40 80      3i  7+2 11

1a  18+11 29 1  6+7+11 241a  18+11 29 1  6+7+11 24分 エリアの 数の合計分 エリアの 数の合計

1a  76+20 96      1  31+14 35      2a  112+96 208      2  16+16 32
2g  149+50 199      3a  70+98 168      3  16+16+17+17+16 82      3g  77+68 145
1a  76+20 96      1  31+14 35      2a  112+96 208      2  16+16 32
2g  149+50 199      3a  70+98 168      3  16+16+17+17+16 82      3g  77+68 145

分 エリアの 数の合計分 エリアの 数の合計

2  175+37 212      3g  17+17+12 462  175+37 212      3g  17+17+12 46分 エリアの 数の合計分 エリアの 数の合計

2g
(65)
2g

(65)
2g

(65)
2g

(65)

2a(53)2a(53)

2b(140)2b(140)

2d(44)2d(44)

2i(9)2i(9)

2h
(34)
2h

(34)

1a(76)1a(76)

o eo e

o eo e

o eo e

o eo e

o eo e

1b(43)1b(43)

1c(56)1c(56)

1d(31)1d(31)

1d(14)1d(14)

1a(20)1a(20)

LCa
(33)
LCa
(33)

o eo e

o eo e

1b(7)1b(7)

LCc
(25)
LCc
(25)

LCb
(16)
LCb
(16)

LCe
(8)
LCe
(8)

LCd
(118)
LCd

(118)

1a(55)1a(55)

B1a
(18)
B1a
(18)

B1a(11)B1a(11)

B1b
(96)
B1b
(96)

B1c(114)B1c(114)

B1e(10)B1e(10)

B1d(6)B1d(6)

B1d(7)B1d(7)

B1d
(11)
B1d
(11)

(cafe)(cafe)

0 10m

3a(70)3a(70)

3a(98)3a(98)

3b
(16)
3b

(16)

3b
(17)
3b

(17)

3b
(16)
3b

(16)

2a(48)2a(48)

a(47)a(47)

2b
(48)
2b

(48)

2a
(35)
2a

(35)

2b
(90)
2b

(90)

3a
(109)

3a
(109)

3b
(44)
3b

(44)

3c(27)3c(27)

3d(9)3d(9)

3f
(30)
3f

(30)

3e(50)3e(50)

2c
(8)
2c
(8)

c
(6)
c

(6)

d(6)d(6) e(9)e(9) f(12)f(12)

g(45)g(45) h(48)h(48) i(9)i(9)

j(54)j(54)k(36)k(36)b(10)b(10)

2d
(12)
2d

(12)

2e(4)2e(4)

2f(8)2f(8)
3a(32)3a(32)

3b
(18)
3b

(18)

3c
(48)
3c

(48)

3d(10)3d(10)3e
(16)
3e

(16)

3f(4)3f(4)

3b
(17)
3b

(17)

3c
(34)
3c

(34)

3b
(16)
3b

(16)

3d
(8)
3d
(8)

3e(16)3e(16)

3f
(11)
3f

(11)

3g(68)3g(68)

3g
(77)
3g

(77)

3a(51)3a(51)3a(23)3a(23)

3i(7)3i(7)

3i(2)3i(2)

3h(39)3h(39)

3b(140)3b(140)3k(9)3k(9)

3d(56)3d(56)3d(54)3d(54)

3e(40)3e(40)3e(40)3e(40)

3j(24)3j(24)

3f
(62)
3f

(62)

3c(88)3c(88)

3g(28)3g(28)

立  3立  3

立  2立  2

中部 2中部 2

中部 3中部 3

山 3山 3
山 2山 2

山 1山 1
山 2山 2

山 1山 1

中部 1中部 1

33

中部 LC 3中部 LC 3 中部 LC 2中部 LC 2

22

K o an 1K o an 1 K o an 2K o an 2 K o an 3K o an 3

立 1立 1

立  1立  1

0 10m

0 10m

0 10m

2e(31)2e(31)

2a(38)2a(38)
2b(54)2b(54)

2d(18)2d(18)

2c(175)2c(175) 2c(37)2c(37)

o eo e

o eo e

o eo e

ラー ングス ース（LC）ラー ングス ース（LC）

3a(120)3a(120)

3b(5)3b(5)

3i(30)3i(30)

3g(11)3g(11)
3g(17)3g(17)3g(17)3g(17)

3d(18)3d(18)

3e(19)3e(19)

3h(72)3h(72)3f(21)3f(21)

3c(62)3c(62)

0 10m

1a(32)1a(32)
1b(30)1b(30)1c(18)1c(18)

1d(64)1d(64)

0 10m
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図 6-2-⑦　【京産GC・分棟単独型】エリア別会話率

図 6-2-⑥　【京産 LC・分棟単独型】エリア別会話率
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図 6-2-②　【立命・一体隔離型】エリア別会話率

図 6-2-①　【椙山・一体隣接型】エリア別会話率
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　本章から使い分け利用に着目して分析を進める。

　

　LC の設置形態別に開架閲覧室と LC の使い分け利用を整理したものを図 6-3

に示す。使い分け利用は、アンケート調査の設問から把握し、アンケートを配

した場所とは別の場所注 6-2）の利用頻度から得ている。「使い分ける際の利用

頻度はどのくらいですか」の問より、「ほとんど毎日」から「年に一回」まで

8 段階の選択肢を設け、いずれかに回 した場合は「使い分ける」と した。

選択肢には「使い分けない」も加え、使い分け利用の状況を把握した。

　[ 立命・一体隔離型 ] 注 6-3）は「使い分ける利用者」が 74 と最も高い。[ 分棟型 ]

のうち [ 京産・分棟単独型 ] は、58 であり、図書館と LC が 250 と離れて

いるにもかかわらず、距離の近い [ 中部・分棟併設型 ] に比べて使い分ける利

用者が多い。同日での使い分け利用を聞いていないが、一概に距離によって使

い分け利用が変動するわけではない。

　一方 [ 椙山・一体隣接型 ] の使い分け利用者は 28 と最も低い。なお、参

考として [ 椙山・一体隣接型 ] で、LC と開架閲覧室の使い分けに限らず、館

内での場所の使い分けを聞いた。すると 62 が複数の場所を使い分けており、

LC に限らず、開架閲覧室内に複数を選択したい場所があると考えられる。

　分棟単独型 ( 図書館 )（図 6-2- ）の会話禁止エリアは、8 以下の会話率で、

全体的に静かな場所を維持しつつ個人利用が めている。2c、3c のグループ

室は、グループ利用しか認められてないため、会話率が高い。また 1b の休憩

室は、会話率が 3 割以上みられ、グループでも利用している。

　分棟単独型 (LC・ラーニングコモンズ )（図 6-2- ）の会話率は、全体で

53 と他の型の LC に比べて高い。2a は会話率が 53 と高いが、5 割を えた

他のエリアに比べ、 有率は低く静かな時間 が多い。賑わったエリアは、

有率を考慮して 3a、3c、3e が げられる。

　分棟単独型 (LC・グルーバルコモンズ )（図 6-2- ）の a、e、f は、会話率

や 有率も全体と比べて高く、賑わっている場所である。また d も 9 割の会話

率であるためカウンター南 エリアは比 的賑わっている場所であった。一方

で i は、個人利用者が多く会話が少ない。

　以上、4 章で整理したように、会話が許容されるエリアであっても会話率に

ばらつきが生じ、会話が発生した場所でも個人利用がみられた。逆に周辺に会

話がなく、静寂と思われる場所でもグループが利用している。また同じフロア

に静かと賑やかな場所が混在していたことを整理した。



170

第 章　

　

　 に使い分けている人といない人より、来訪理由と利用目的から利用状況を

概観する。まず来訪理由からみていく。開架閲覧室と LC の選択理由を足し合

わせ（分棟型は図書館と別棟の LC を足す）、使い分けの有無から選択理由の

大まかな傾向を把握したものを 6-3 に示す。

　各大学の合計からみる。「静かで落ち着いているから」が最も高く、63 以

上が選択している。2 目に高くなったのは、[ 一体型 ] と [ 京産・分棟単独型 ]

は、「PC・印刷機の利用ができるから」で [ 立命・一体隔離型 ] が 37 と高い。[ 中

部・分棟併設型 ] は、「空調・明るさがよいから」31 であった。[ 京産・分棟

単独型 ] は、「建物が近いから」も高く 23 得られた。

　使い分け利用ごとでみていく。使い分け利用者をみると「静かで落ち着いて

いるから」は、一体型で高い傾向を示めし、[ 椙山・一体隣接型 ]82 、[ 立命・

一体隔離型 ]72 と多くの利用者が静かな場所を選択している。一方、[ 分棟型 ]

では、使い分けない利用者がより多くを め、[ 中部・分棟併設型 ]68 、[ 京産・

分棟単独型 ]70 であった。また [ 立命・一体隔離型 ] 以外は、「賑やか・会話

できる環境があるから」が使い分ける利用者で高く、グループ利用として学習

場所を使い分けていると考えられる。

　「建物が近いから」において、[ 一体隣接型 ] と [ 分棟単独型 ] は、使い分け

6-3 LC の に い の
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る利用者で 29 、28 であった。[ 一体隣接型 ] は開架閲覧室と LC に隔てが

ないこと、[ 分棟単独型 ] は LC（グローバルコモンズ）が外国語学部棟内にあ

ることで、アクセスの良さが行きやすさに影響を えると思われる。

　「PC・印刷機の利用ができるから」をみると、[ 一体型 ] の使い分ける利用者は、

全体でも高かったが、が 50 、41 と使い分けない利用者に比べて高い。使

い分ける要因の一つになっている。一方 [ 分棟型 ] では、プリンターや PC の

利用場所は限定されているが、使い分け利用別に はみられず、使い分け利用

の大きな要因でないと思われる。

　「図書資料があるから」をみると [ 分棟型 ] の 2 大学の使い分けない利用者は、

[ 一体型 ] に比べ、が使い分ける利用者より高くなる傾向があり、特に [ 中部・

分棟併設型 ] は、35 と高い。

　その他、全ての設置形態で「空調・明るさがいいから」が、使い分ける利用

者で高く、「空席があるから」では、LC の設置形態に加え、使い分け行動の違

いもあまりみられなかった。

　

　使い分け利用ごとに分け、LC の設置形態別で利用目的の違いをみたものを

6-4 に示す。なお、使い分けない利用者は「開架閲覧室のみ」と「LC のみ」

に分けて分析した。

　どの設置形態も合計は、「一人で勉強をする」が最も高い。使い分け利用者

をみても、全体の割合と大きく変わらず「一人で勉強する」は高い。[ 一体型 ] は、

「PC を利用する」が [ 椙山・一体隣接型 ]31 、[ 立命・一体隔離型 ]35 と高

い。選択理由（図 6-3）からもわかるように、PC を利用するために使い分け

ている可能性がある。[ 立命・一体隔離型 ] 以外は「友人と会話・勉強をする」

が全体に比べて高い。特に [ 椙山・一体隣接型 ] は 16 と高く、開架閲覧室内

でも会話ができるからだと考えられる。

　[ 一体型 ] は、図書資料に関する 目が、使い分ける利用者で 干高くなる

傾向がある。図書館内に LC があり、図書利用が [ 分棟型 ] に比べて容 であ

る。一方、[ 分棟単独型 ] は「図書資料を し りする」が 25 と使い分けな

い利用者（開架閲覧室のみ）に比べて高い。これは、LC（グルーバルコモンズ）

でも多読本の 出注 6-4）がされているからと思われる。

　開架閲覧室のみの利用者をみる。[ 一体隣接型 ] 以外では「くつろぐ」が全

体に比べてわずかに高い。一方の [ 一体隣接型 ] は、LC のみの利用者で 11

と高い。つまり [ 一体隣接型 ] は、くつろぐために複数の場所を使い分ける利

用者が少ない。では、何が多いかをみてみると、[ 一体隣接型 ] は「図書資料
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を し りする」が LC のみの利用者で 43 と本に関する 目が高い。開架閲

覧室と LC が連続的につながることで、図書資料にアクセスしやすくなってい

ると考えられる。

　[ 分棟型 ]2 館の LC のみの利用者は「友人と会話・勉強をする」がどの 目

よりも高く、LC としての機能している。

　

　利用者が選択している場所から学習場所を提案していくために、複数の場所

を利用している使い分ける利用者に着目して分析を進める。

　

　開架閲覧室と LC で、個人とグループのどちらを使い分けているかを分析す

る（ 6-5）。

　[ 一体型 ] は、「開架閲覧室 - 個人 / LC - 個人」が高い。特に、[ 椙山・一体隣接型 ]

は 56 と最も高く、 いで [ 立命・一体隔離型 ] は 45 であった。一方 [ 分棟型 ]

は、それぞれ 36 、38 と一体型に比べて低い。また [ 椙山・一体隣接型 ] は「開

架閲覧室 - 個人 / LC - グループ」が 15 と他の設置形態に比べて低い。これは

先で述べたように、開架閲覧室も会話を許容し、LC 内だけにグループ利用が

許容されていないからと考えられる。

　[ 中部・分棟併設型 ] は、「開架閲覧室 - グループ / LC - グループ」が 18 と

最も高く、どちらもグループ利用できる場所があるからと思われる。

　各学習場所で人数形態が同じタイプを「同形態」、個人とグループで使い分

けているタイプを「異形態」とし、それぞれ足し合わせて 出した。それによ

り 50 以上が「同形態」で使い分け、特に [ 椙山・一体隣接型 ] で 67 と

最も高かった。「異形態」は、[ 椙山・一体隣接型 ] 以外で 40% 程度である。
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　異形態は、4 割程度みられ、開架閲覧室や LC 内の会話の可 によって、個

人とグループで使い分ける割合が高い傾向にある。しかし、先より静かな場所

を求める利用者が 6 割以上いること等から、使い分けには会話規則のルールや、

利用人数に影響を受けず、学習場所そのものに選択要因があると思われる。そ

こで、「同形態」に着目して、開架閲覧室と LC それぞれの選択理由と使い分

け理由をクロス集計したものを 6-6 に示す。

　[ 椙山・一体隣接型 ] と [ 分棟型 ]2 館は、開架閲覧室と LC をいずれも静か

で落ち着いているから（以下：静かな場所）として、25 以上が使い分けてい

る。特に [ 中部・分棟併設型 ] は 36 と最も高い。一方、[ 立命・一体隔離型 ]

は、LC を静かな場所と認識して使い分けている利用者が 2 に まっている。

特に LC を静かな場所としては認識していない。

　[ 立命・一体隔離型 ] の最も高い組み合せは、「開架閲覧室 - 静かな場所 / LC 
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-学習ツール」が61 で、開架閲覧室には静かな場所を、LCではPCやプリンター

などの学習ツール求めている。[ 椙山・一体隣接型 ] もそれらの使い分け利用

が 45 と [ 分棟型 ] に比べて高い傾向がみられる。また [ 立命・一体隔離型 ] は、

両環境を学習ツールがあるとした割合も 52 と高い。図書資料や PC 利用に関

する利用目的（ 6-4）が使い分ける利用者で高いことを考えると開架閲覧室

で図書資料を LC で PC 等を求めていることになる。

　[ 中部・分棟併設型 ] は、「開架閲覧室 - 学習ツール / LC - 静かな場所」が

35 となった。開架閲覧室利用者の図書資料に関する利用目的は、低いが多く

求めるため当 の組み合せが高くなったと考える。以上のように [ 一体型 ] と

[ 分棟型 ] では、使い分け行動の選択理由が異なる。

　

　同形態利用者の多くは、開架閲覧室と LC を静かな場所と認識して使い分け

ており、それらは [ 分棟型 ] と [ 椙山・一体隣接型 ] で比 的多くみられている。

そこで、分棟型の同形態利用者の図書館と LC の両方を「静かな場所」と選択

した利用者（LCQ、LBQ）とそれ以外（LCO、LBO）に分けて注 6-5）座席選択

をみた（ 6-7）。なお本 は、各エリアの会話率（図 6-2、 6-8）や PC の設

置状況などをもとに分析した。なお、ここでは一人の利用者が 2 つの場所を必

ずしも選択しているとは限らない。そのため、静かな場所として利用している

人がどこなのかをみていく。

　

　図書館の LCQ（LC も静かな場所として利用）利用者は 2a が 11 と多い。

ここは会話率 5 と低いことから、LC より図書館が静かな場所として使い分

けている。また会話ができる 1d は、LCO（LC は静かな場所以外の理由とし

て利用）利用者が多く、周辺の静けさに対しての選択ではないため、グループ

で図書などの学習ツールを理由にした選択と考えられる。会話率が比 的高

かった 1c（会話率 26 ）は、カウンター席で個人利用が多く見られていたが、

LCQ 利用者が多い結果であった。これは図書館内のラーニングス ースと別

棟の LC の両方を利用している結果であり、静かな場所の中にも、違った静け

さや賑やかさを選択していると思われる。

　LC の LBQ（図書館も静かな場所として利用）利用者では、静かな場所の 2b（会

話率 52 、しかし 有率 4 ）や 3d（会話率 1 ）の割合が 29 、20 と LBO（図

書館は静かな場所以外の理由として利用）利用者より高い。そのため図書館を

静かな場所として選択している。

　図書館で LCQ 利用者の 3a は、20 と LCO 利用者との が最も大きい。3a

は前面に 立のある机で、会話率が 0 であり、その周辺（3b，3g）も静かな
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場所が形成されている。そのため LC には静かな場所、図書館には LC 以上の

静寂さを求めている。

　[ グローバルコモンズ ] の LBQ 利用者は、賑やかであった a（会話率 39 ）

を 37 と最も選択している。静かな場所としての理由を持つも、賑やかな場

所を選択している。その一方で比 的静かな場所であった i（会話率 5 ）も

LBQ 利用者が高かった。ここもまた、図書館との違う静けさを求めて選択し

ていると考えられる。

　

　先の使い分け割合（図 6-3）にて、椙山・一体型隣接型利用者の 62 が LC

に限らず、館内のどこかのエリアを使い分けていることを整理した。そこで使

い分け行動を開架閲覧室と LC に限定せず、館内全体でとらえて分析を試みた

（ 6-8）。ここでも対象を静かな場所として使い分ける利用者に限定している

が、母数が少ないく、数にばらつきが生じるため、同形態と異形態を足し合わ

せて分析した。

　開架閲覧室と LC を静かな場所として使い分ける利用者は、使い分けている

6-8 かな とし い いる の （ ）
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　本章では、利用者が状況に応じて複数の場所を選択する使い分け行動に着目

した。LC の設置形態の違う 4 大学から、使い分け利用者の割合、利用人数、

使い分け理由と座席選択を明らかにした。

　

1）開架閲覧室と LC を使い分ける人の割合は、一体隔離型が最も高く 74 、

一体隣接型は最も少なく 28 、分棟型は 50 程度であった。

2）どの大学も開架閲覧室と LC を共に個人で使い分ける割合が最も多く、全

体で 42 であった。中でも一体隣接型は 56 で最も高い。

　

　利用人数の異なる使い分けは、会話規則の可 と会話率の高低で行われてい

る。しかし、同じ利用人数での使い分け行動には、利用人数の影響を受けず、

開架閲覧室と LC そのものに選択要因があると考え、同じ利用人数に着目した。

1）一体型では、開架閲覧室を「静かで落ち着いている」、LC を「学習ツール

がある（PC・印刷）」での使い分けが主である。

2）一体隣接型は、上記の理由に いで、開架閲覧室と LC を「静かで落ち着

いている」として使い分ける人がいる。

3）分棟型は、開架閲覧室と LC を「静かで落ち着いている」が 2 割以上みら

れ他の理由に比べて最も高い。その利用者の座席選択をみると、開架と LC で

会話率の違う席を選択する傾向を捉えた。

　

　一体隔離型は、LC と開架閲覧室が区切られ、LC は部屋として捉えられる

ことで、場所の静けさや落ち着きやすさとして使い分ける理由は少ない。

　使い分けている人自体が少ない要因は、開架閲覧室と LC が連続的に繋がり、

館内全体が利用できるからである。

　分棟型の 2 つは、開架閲覧室と LC が足し合わさることで、会話率が低い席

から高い席まで幅広い座席が選択でき、開架閲覧室と LC でそれぞれ会話率の

違う席を選択して使い分けることができたと考える。

利用者 151 人注 6-6）中、41 人（27 ）であった。

　最も多い組合わせは「地上階と地下階」46 で、静かな場所と賑やかな場所

を使い分け、多くが個人利用であった。また 4 割が地上階の中で使い分けてい

た。
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　本章では、研究のまとめを行う。

　

　

　まず、日本の開架閲覧室及び LC の現状を把握し、計画課題を抽出するため

に、東海北陸甲信越地方にある大学図書館へのアンケートから学習場所の整備

状況を整理した。

　LC は 7 割設置され、図書館の一部を改修して整備する事例が多い。開架閲

覧室は従来通り、個人用として会話を禁止している。LC は、グループ用とし

て利用人数に基づいて計画されている場合が多い。また、LC 導入後、図書資

料や学習支援の充実を検討し、空間や座席の見直しの予定はほとんどない。

　開架閲覧室だけでなく LC が学習場所として中心的な役割を示している。開

架閲覧室と LC を個々で捉えるのではなく総合的に検討すること、利用者の実

態を通して検討することの重要性を提示した。

　

　開架閲覧室と LC でどのような利用がされているかの全体像を把握するため

に、利用者の属性、利用頻度、目的、行為から明らかにした。

　その結果、開架閲覧室と LC は、学部生中心の学習の場所であること、自分

の意志で過ごしたい座席を選択している施設であった。一方で、近年の潮流と

して交流などがキーワードになって施設整備が進められているが、交流を求め

る学生は非常に少なかった。

　そして、本研究が捉えようとしている学習活動と個々が主体的に選択する場

所の選択行動の分析が可能であることを示した。

　

　利用する学習媒体や利用人数の違いで開架閲覧室と LC の利用に対する要求

や、利用する場所が異なると考えた。そこで、学習利用者に着目し、学習媒体

を図書、PC、併用、持込の 4 つ、利用人数を個人とグループに分けて来訪理

由と滞在場所を明らかにした。

　開架閲覧室及び LC の来訪理由は、どの学習媒体、利用人数でも「静かで落

ち着いている」が最も高いことが分かった。グループ利用は、会話目的の利用

者が多いと思われたが、「静かで落ち着いている」に比べ「賑やかで会話がで

第７章　結論
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きる」とした理由が少ない。

　静穏が前提の開架閲覧室で会話をするグループ利用がみられたり、会話ので

きる LC で個人利用があり、必ずしも LC がグループ利用の場所だけなかった。

　

　2 つの利用人数と 4 つの学習媒体の組合せで区分される 8 つの学習活動毎に、

選択理由と場所に対する座席の開き具合を示す「開放度」と場所周辺部での「会

話率」の違いから座席選択場所を分析した。

　その結果、学習活動によって選択場所の状況が異なり、学習媒体を持込まな

い利用者は会話率が低く、閉鎖的な座席を選択し、学習媒体を持込んだ利用者

は会話率が高く、開放的な座席も選択する傾向がある（図 7-1）。

　個人、グループ共に学習媒体を持ち込んでの利用や、グループで PC を利用

する場合は、会話率の高い席や開放的で会話率が中程度の席を選択している。

その選択理由は「会話行為への要求」、「集中・作業」、「他者からの視線」、「リ

ラックスできる」であった。これらの理由に対応した席を会話率の低い静かな

席だけでなく、複数持ち合わせている。

　個人グループの図書、併用と個人 PC の学習活動は、会話率が高い席の選択

はみられない。学習媒体を持込まない場合は、図書・PC が利用しやすいとして、

会話率が低い席を選択する。グループの図書、併用は、会話利用をあまり求め

ないため、会話率の高い席は選択されない。

　

　利用者が状況に応じて複数の場所を選択する使い分け行動に着目した。LC

の設置形態の違う 4 大学（一体隣接型、一体隔離型、分棟併設型、分棟単独型）

の使い分け利用者の割合、利用人数、使い分け理由と座席選択から使い分け行

動を明らかにした。

　その結果、LC の設置形態の違いで使い分け利用の割合、利用人数、理由は

異なり、学習場所に会話率の低い席から高い席までが幅広く用意されているか

どうかが関係していた（図 7-2）。

　一体隣接型は、使い分けている人自体が少ない。その要因は、会話率によっ

て開架閲覧室と LC を使い分けていないからであった。開架閲覧室と LC が連

続的に繋がり、館内全体に会話率が低い席から高い席までが内包されたため、

開架閲覧室にも LC にも多様な選択肢ができたからであった。

会
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　一体隔離型は、利用する媒体による使い分けが中心で、静けさや落ち着きや

すさとして利用する理由は少ない。その要因は、LC と開架閲覧室が区切られ

たことで LC が独立し、段階的に会話率の高低がある席が形成されなかったか

らと考えられる。

　分棟型は、静かで落ち着いているとした使い分けが最も多く、それらの利用

者は、開架閲覧室と LC でそれぞれ会話率の違う席を選択して使い分けている。

その要因は、LC の面積を十分確保したことで、会話率の異なる席がつくられ

たからである。そのため開架閲覧室と LC が足し合わさることで、会話率が低

い席から高い席まで幅広く選択できる。

　

　ここからは、自主学習のために、どのように学習場所を整備していくべきか、

得られた知見から計画の指針を提案していく。

　

　

　まず学習利用者は、学習場所を選択する際、自宅やその他の学習場所に比べ

て、開架閲覧室や LC を静かに落ち着いた場所として利用している。選択理由

からは、他人の視線が気にならないからといった選択理由もあったり、巡回プ

ロット調査では、人混みの中で学習している様子を何度も捉えた。学習活動に

よって座席の選択は異なり、開放的な場所から閉鎖的な場所、会話がしやすい

場所からしにくい場所まで様々な好みの場所をもっている。

　そのため、開架閲覧室と LC 内には、様々な学習活動に対応した開放的な場

所から閉鎖的な場所、会話がしやすい場所からしにくい場所までの「選択肢」

が必要になると考える。「選択肢」を構築していくことが、学生の主体性を生

み自主学習を促すきっかけになる。
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　さて、学習媒体を持ち込む利用者は、自分の勉強をする場所として求める利

用者が多く、集中できる場所や視線を遮る場所を複数持ち合わせている。つま

り資料の充実だけでなく、選択肢のある場所が整備されることで、これまで来

訪しなかった利用者を増やすことができる。そして、選択肢を設けることで場

所を使い分けて利用することも可能である。

　

　学習場所に対して、会話禁止から会話可能まで段階的に規則を設ける必要が

あると考える。この際、会話規則のルールだけでなく、建築的な仕掛けが重要

になる。ここでは会話規則の設定を前提にし、座席配置や机・椅子の形状、座

席を取り巻く周辺の什器を検討する。

　会話可能な場所に、利用者が周囲にいることが感じられ、会話をしやすくな

ることが重要である。逆を言えば、利用者が少なく、まばらであると周囲を意

識してか会話は起こりにくい。またグループ同士が近すぎて密になり過ぎても

隣を意識して会話が生まれない。

　会話可能な場所に利用者を増やすには、エントランスフロアを中心に館内で

最もアクセスが良い場所にすることが望まれる。そして、できるだけグループ

利用者が専有できる場所とする必要がある。

　机・椅子の形状は、大きな机であること、ソファ席であることが望ましいと

考える。大きな机は、会話利用の頻度が多くなる 3 人組以上のグループ利用に

対応できる。ソファ席は、背もたれの高いタイプが望まれる。その際、ソファ

を対面で配置することでより会話行為が生まれやすくなる。

　座席を取り巻く周辺の什器については、ホワイトボードと授業課題で利用す

る図書がまとめて配架された書架を設置することが望まれる。ホワイトボード

の設置方法は、他の利用者から干渉されないよう、隣同士が仕切られた壁掛け

のタイプが望まれる。もちろんホワイトボードの利用によって、議論がしやす

くなると思われるが、他者からの視線を遮り、グループ学習者自身が自分達の

の空間として意識できるという点で有効と考える。授業課題で利用する図書資

料は、グループで利用される場合が多いため、会話率を高める。

　実際に計画する際は、これら各要素を組合わせる必要がある（図 7-3）。また、

様々な開放度に対応して各要素を組合わせた計画が求められる。例えば、中程

度の開放度だけでなく、開放度の高い場所でも会話を生む計画を考えなければ

ならない。

　また、個人利用でも会話率の高い場所を選択するため、上述した机・椅子付

近、それらの周辺部にカウンター席、あるいは一人で掛けれる席を設ける必要

がある。
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　会話禁止の規則を前提に、会話を伴うグループ利用者の利用を防ぐことが重

要である。机に仕切りのある席を積極的に設け、隣同士で干渉しないようにす

ること、壁や書架で死角になるような場所に大きな机のグループ席の設置を避

けること、は静かな場所を作り出せると思われる。

　その他、静かな場所を担保するために、グループ利用者の逃げ場である会話

ができる場所を確保することも重要になる。

　開架閲覧室と LC を物理的に仕切られることで、会話率による多様な場所が

生まれにくいことを整理した。そのため、個々の部屋として独立した空間とす

るのではなく、連続させ中間的に賑やかな場所を作ることが学習場所づくりに

おいて非常に重要である（図 7-4）。先の（1）、（2）の場所が同一空間であり、

それらと接続していることで、中間的に賑やかな場所を作り出せる。

　その場所での設えは、前面が壁や窓によって構成しているカウンター席や、

2 人掛けのデスクなどが求められ、個人から 2 人組程度のグループに対応でき

るようにすることが望ましい。

　これからの学習場所は、シーンとした静寂な場所だけでなく、少しざわつき

のある中間的な賑わいがある学習場所が求められている。

　

　現在、開架閲覧室が個人用、LC がグループ用として計画・運用がなされて

いる。しかし、それらの学習場所と利用人数の選択行動は必ずしも合致するわ

けではない。そのため、利用人数を計画・運用要素に盛り込むのではなく、目

的（本研究では学習媒体）にも対応させて、座席の配置を行う必要があると考

える。ここでは、本研究で分類した 4 つの学習媒体ごとにどのような座席を提

供するべきかを検討したい。

　持込利用者は、開架閲覧室や LC 内の学習ツールを求めず、座席の周辺環境

を意識している。4 つのタイプの中でも最もバリエーションが求められる。中

でも会話を生む場所は、その他の学習媒体利用に比べ最も選択しているため、

整備が重要になる。個人の持込利用については、周囲の賑やかさを許容できる

よう、会話がしやすい場所での個人掛けの席が望まれる。また、開放度は、中

程度から高を積極的に整備したい。

　個人グループ共に、図書、PC の両方の利用がしやすく、会話率が低い、や

や閉鎖的な場所が求められている。特に壁や書架で囲まれたカウンタータイプ

の設置が望まれる。また、図書、PC が同時に広げられるよう、机の幅にゆと

7-4 中間的な賑わいの る
の構成

会話可能会話可能

緩やかに接続する
ことが望ましい
緩やかに接続する
ことが望ましい

これまでの
構成

これまでの
構成

会話禁止会話禁止

会話可能会話可能 会話禁止会話禁止

開架閲覧室開架閲覧室LCLC

・会話規則で賑やかさを制御
・部屋で区切る
・会話規則で賑やかさを制御
・部屋で区切る

会話が
しやすい
什器など

会話が
しやすい
什器など

会話が
できる
什器など

会話が
できる
什器など

中間的な
賑わいを
持つ構成

中間的な
賑わいを
持つ構成 会話が

しにくい
什器等

会話が
しにくい
什器等

（開架閲覧室・LC）（開架閲覧室・LC）

・家具,什器で賑やかさを制御・家具,什器で賑やかさを制御
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りある座席は有効と考える。

　個人、グループ共に、会話率の低い静かな場所を求め、電源タップがある場

所に依存していない。むしろ静かな中にある様々な開放度や、印刷機、Wi-Fi

に接続できる環境が求められている。

　両サイドに仕切りがある閉鎖的な座席は、PC 画面がみられず有効である。

また、カウンタータイプで館内からアクセスしやすく、手軽に利用できる場所

や、自分の PC から印刷ができる場所が望まれる。

　図書利用者にとって、書架と近接することは選択要素の一つであり、素早い

情報探索行動を可能にする。さらに、資料が広げやすい座席は重要であり、書

架付近に仕切りのある狭い席を多く並べることは、図書利用者の場所を奪う恐

れがあるため、注意するべきと考える。またグループ利用のためにも、会話が

しやすい場所にも書架の設置が望まれる。

　

　

　本研究では、利用者に着目して、学習活動に即した開架閲覧室と LC の環境

整備のためにどのような理由で、どの場所を選択しているかを分析してきた。

しかし、環境整備において LC の目標の一つである人的支援についての検討も

必要と考える。授業方法が変化することで、学生支援の仕方も変わる。学生の

学びたい意思を尊重することが大学の使命になりつつある。支援の内容や方法

によって、設える環境は異なるべきと考える。教職員が学生を支援する際の行

動、支援を受ける学生の行動把握から、人的支援を行う場所としての環境整備

のありかを検討したいと考える。

　

　本研究の巡回プロット調査は、目視によって行動を観察してきたが、同一人

物の行動であるのか、PC の画面や、開いている図書資料の分類などは把握で

きていない。特に図書館等はカメラの持込や個人の特定がされないような配慮

が必要なため、調査の限界性を感じる。巡回プロット調査は、調査人数と巡回

回数を考慮して、少ない利用者を対象にしてでも詳細なデータ収集を行う必要

がある。

　またアンケート調査では、利用する学習媒体を聞き、その違いから学習活動

を読み取った。しかし、利用者が学習において置かれている状況（授業課題を

やらなければいけいないのか、資格試験が間近にせまっているのか）までは把

握できていない。利用者がどのような状況下に置かれて利用しているのかの視

点を分析の視点に加えることで、より計画に近い学習環境の提案が考えられる。
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　2 章でも述べたように、90 年代から地域に開かれたキャンパスといったコン

セプトを持つ大学が増え始めてきた。しかし大学図書館の利用は、管理運営上

の観点からほとんどが学生利用である。今後は、公共施設維持の体力が厳しい

とされ、大学と公共の図書館が一体で整備する事例が増える可能性が考えられ

る注 7-1）。そのため、学生の利用者層だけの学習環境ではなくなる可能性があり、

地域に目を向ける必要があると考える。地域に開放する大学の学習環境の視点

からの環境整備を模索したい。

参考文献

文 7-1）大阪大学附属図書館：大阪大学箕面新キャンパス ( 令和 3(2021) 年度 ) における図書館について、掲載日 2019 年

8 月 19 日、https://www.library.osaka-u.ac.jp/newlibrary2021/#overview（最終参照日 2020.10.10）
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修了まで研究に対する基本的な知識等様々な事を教わりました。後期課程進学後もお忙しい中、何か

と面倒見て頂きました。丁寧なご指導ありがとうございます。心より感謝申し上げます。

　また本学、佐藤泰先生には、研究に対する姿勢や励ましの言葉頂きました。ありがとうございます。

　さらに調査にあたり各館の館長様、ならびに職員の皆様には、お忙しい中調査の段取りを図って頂

き、また館内のデータ資料の提供などのご協力に感謝を申し上げます。ありがとうございました。ア

ンケート調査において快くご記入いただいた各大学生の皆様にもお礼申し上げます。

　長時間に及ぶ調査やデータ作成の中、ご協力して下さった名古屋市立大学鈴木研究室、愛知工業大

学中井研究室の皆さんには、多大なる尽力と集計、分析にご協力していただきました。皆さんがいな

ければ本論文は、完成していません。本当にありがとうございます。

　また、同じ研究室の博士後期課程に在籍する高野真悟さん、Pietro Vecchi さんにはどれだけ勇気づ

けられたかわかりません。コロナ渦で会えない日が多かったですが、一緒にいた時間は、僕にとって

すごく楽しかったです。またいろんなことを知るきっかけにもなりました。

　その他、数えきれない友人、諸先輩にお世話になりました皆様のお名前を申し上げたいところです

が割愛させていただきます。皆さん本当にありがとうございました。

　学部から修士、博士へと進学を認めてくれ、様々なことに悩んだ時にいつも励ましてくれたのは父・

量啓、母・清子と妹・裕子です。特に今年になってからは、電話の度に悲しい思いをさせてしまいま

した。ありがとう。

　最後に祥子には、自身の博士論文の執筆が忙しいにもかかわらず、気を配っていただき支えていた

だきました。本当にありがとう。

2021 年 3 月 12 日

楠川充敏
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1

付録

1 2 3 4 5 6 10

11

8 9

14

7

1312

愛
知

淑
徳

大
学

図
書

館
20

18
.1

1.
05

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い 図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

学
習

環
境

の
場

」
と

し
て

の
図

書
館

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
て

い
ま

す
。

得
ら

れ
た

調
査

結
果

は
研

究
以

外
の

目
的

に
は

使
用

致
し

ま
せ

ん
。

ご
協

力
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

名
古

屋
市

立
大

学
大

学
院

芸
術

工
学

研
究

科
鈴

木
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

　
   

   
   

：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
12

下
記

の
　

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

 あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

 あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 文

学
部

  2
. 人

間
情

報
学

部
  4

. 創
造

表
現

学
部

  3
. 心

理
学

部
  5

. 健
康

医
療

科
学

部
  6

. 福
祉

貢
献

学
部

  7
. 交

流
文

化
学

部
  8

. ビ
ジ

ネ
ス

学
部

  9
. グ

ロ
ー

バ
ル

･コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

部
10

. ﾒ
ﾃﾞ

ｨｱ
ﾌﾟ

ﾛﾃ
ﾞｭ

ｰｽ
学

部
11

. 大
学

院
(　

　
　

　
　

　
　

　
)研

究
科

13
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
)

12
. 留

学
生

別
科

問
4　

問
3　

 今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
　

(○
は

一
つ

だ
け

)
  1

.  一
人

で
  2

. 友
人

と
(本

人
+(

　
　

)名
)

  3
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
5

 あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

を
ど

の
程

度
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

　
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
 8

. 年
に

1回
  9

. 初
め

て
来

た
10

. そ
の

他
(　

 　
   

   
  　

　
　

　
　

　
)

こ
の

図
書

館
で

「
一

人
で

利
用

」
,「

二
人

以
上

で
利

用
」

を
す

る
時

、
a～

f の
活

動
を

ど
ん

な
と

こ
ろ

で
行

っ
て

い
ま

す
か

。
ま

た
は

、
行

い
た

い
で

す
か

。
右

の
太

枠
よ

り
A～

C 
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

き
1つ

ず
つ

選
ん

で
【

　
】

の
、

最
も

あ
て

は
ま

る
数

字
に

○
を

し
て

く
だ

さ
い

。
そ

の
活

動
を

行
わ

な
い

場
合

は
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

に
×

を
し

て
下

さ
い

。

  c
. く

つ
ろ

ぐ
･休

息
す

る

問
6

 今
日

は
、

こ
の

図
書

館
に

ど
の

よ
う

な
目

的
で

来
ま

し
た

か
。

　
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 本
を

借
り

る
た

め
  2

. 本
を

返
す

た
め

  3
. 本

･雑
誌

･視
聴

覚
資

料
等

を
探

す
た

め
  4

. 本
を

読
む

た
め

  5
. 新

聞
を

読
む

た
め

  6
. D

VD
・

ビ
デ

オ
等

を
鑑

賞
す

る
た

め
  7

. 雑
誌

を
読

む
た

め
  8

. P
Cで

W
EB

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

た
め

  9
. P

Cで
文

書
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
10

. P
Cで

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
す

る
た

め
11

. 一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

13
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
す

る
た

め
14

. た
だ

ふ
ら

っ
と

き
た

15
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
16

. 授
業

･ゼ
ミ

･サ
ー

ク
ル

で
利

用
す

る
た

め
17

. く
つ

ろ
ぐ

た
め

18
. 通

り
抜

け
る

た
め

19
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
  　

　
　

　
　

　
　

）

問
7

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

こ
の

図
書

館
で

学
習

す
る

際
ど

の
よ

う
な

も
の

を
用

い
ま

す
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. ど

れ
も

利
用

し
な

い
  2

. 一
般

的
な

雑
誌

  3
. 学

術
雑

誌
  4

. 辞
書

、
辞

典
な

ど
  5

. 一
般

的
な

図
書

  6
. 専

門
に

関
す

る
図

書
  7

. 白
書

・
統

計
書

10
. 新

聞
  8

. デ
ー

タ
ベ

ー
ス

  9
. D

VD
、

CD
等

視
聴

覚
資

料
11

. 指
定

図
書

・
課

題
図

書
12

. 資
格

本
13

. W
EB

サ
イ

ト
14

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
の

最
も

よ
く

利
用

す
る

座
席

に
☆

印
を

し
て

下
さ

い
。

ま
た

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

問
14

図
書

館
が

よ
り

よ
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
、

よ
い

と
思

わ
れ

る
も

の
は

な
ん

で
す

か
。

　
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 図

書
資

料
の

充
実

  2
. ﾈ

ｯﾄ
ﾜｰ

ｸ環
境

の
充

実
  3

. 静
か

な
学

習
環

境
の

充
実

  4
. グ

ル
ー

プ
で

の
学

習
環

境
の

充
実

問
13

  1
. 何

も
利

用
し

な
い

  1
. 自

宅

  1
. 授

業
  2

. 研
究

･ゼ
ミ

活
動

  3
. 食

事
  4

. サ
ー

ク
ル

･部
活

  5
.そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

『
2.

 学
内

の
棟

』
で

の
活

動
内

容
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  4
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）
  2

. 学
内

の
棟

〔
　

　
　

　
　

棟
〕

  3
. 自

宅
以

外
の

学
外

  2
. 図

書
館

内
の

図
書

資
料

  3
. 図

書
館

内
の

雑
誌

a.
 利

用
す

る
学

習
ツ

ー
ル

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

b.
 ど

の
よ

う
な

勉
強

　
（

○
は

一
つ

だ
け

）

場
所

(○
は

一
つ

だ
け

)

  1
. 自

宅
  4

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
 ）

  2
. 学

内
の

棟
〔

　
　

　
　

　
棟

〕
  3

. 自
宅

以
外

の
学

外
場

所
(○

は
一

つ
だ

け
)

  a
. 課

題
･レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

  b
. テ

ス
ト

･資
格

･受
験

勉
強

を
す

る

  1
. 無

音
な

と
こ

ろ
  2

. 少
し

賑
わ

っ
て

い
る

と
こ

ろ
  3

. 賑
わ

っ
て

い
る

と
こ

ろ

  1
. 他

人
の

視
線

を
気

に
す

る
  2

. 他
人

の
視

線
を

気
に

し
な

い

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】

【
  1

 　
2 

 】
【

  1
 　

2 
 】

【
  1

 　
2 

 】

A.
周

辺
の

賑
や

か
さ

活
動

内
容

一
人

で
利

用
B.

人
と

の
距

離
感

C.
他

人
の

視
線

【
  1

 　
2 

 】
【

  1
 　

2 
 】

【
  1

 　
2 

 】

C.
他

人
の

視
線

  f
 . く

つ
ろ

ぐ
･休

息
す

る

  d
. 課

題
･レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

  e
. テ

ス
ト

･資
格

･受
験

勉
強

を
す

る
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】

A.
周

辺
の

賑
や

か
さ

活
動

内
容

二
人

以
上

で
利

用
B.

人
と

の
距

離
感

  1
. 授

業
  2

. 研
究

･ゼ
ミ

活
動

  3
. 食

事
  4

. サ
ー

ク
ル

･部
活

  5
.そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

『
2.

 学
内

の
棟

』
で

の
活

動
予

定
（

○
は

一
つ

だ
け

）

A.

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

「
こ

の
図

書
館

」
と

「
キ

ャ
ン

パ
ス

内
の

他
の

学
習

ス
ペ

ー
ス

」
を

使
い

分
け

て
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

a 
利

用
し

て
い

る
棟

と
あ

れ
ば

部
屋

の
名

称
を

記
入

し
て

下
さ

い
。

a 
で

『
1』

を
選

ん
だ

人
は

、
b 

利
用

す
る

時
の

同
伴

形
態

、
 

c 
使

い
分

け
て

い
る

理
由

 を
教

え
て

下
さ

い
。

問
11

 あ
な

た
に

と
っ

て
こ

の
図

書
館

は
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
だ

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

問
8

  1
.  日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  3

. 知
り

た
い

こ
と

、
調

べ
た

い
こ

と
が

わ
か

る
と

こ
ろ

  4
.  気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
  5

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  6
. 友

人
、

知
人

と
交

流
を

深
め

る
と

こ
ろ

  7
. 暇

な
と

き
に

来
る

と
こ

ろ
  8

. 新
し

い
興

味
や

関
心

を
見

つ
け

る
と

こ
ろ

10
. 友

人
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
  9

. 他
に

行
く

と
こ

ろ
が

な
い

か
ら

来
る

と
こ

ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

を
す

る
と

こ
ろ

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  7
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

問
10

 あ
な

た
が

、
日

ご
ろ

こ
の

図
書

館
を

利
用

す
る

理
由

は
な

ん
で

す
か

。
　

(〇
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
11

. い
つ

も
座

席
が

空
い

て
い

る
た

め
12

. そ
の

他
　

(  
   

   
   

   
   

   
   

  　
　

　
　

　
　

　
   

)

  4
. 賑

や
か

･会
話

で
き

る
た

め

10
. 飲

み
物

を
飲

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

  6
. 視

聴
覚

資
料

(D
VD

な
ど

)が
あ

る
た

め
  5

. 図
書

･雑
誌

等
の

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め

問
9

 あ
な

た
は

、
今

日
こ

の
図

書
館

に
 A

 来
館

す
る

前
は

ど
こ

か
ら

来
ま

し
た

か
。

ま
た

、
 B

 図
書

館
を

退
館

し
た

後
は

ど
こ

に
行

く
予

定
で

す
か

。
『

2.
 学

内
の

棟
』

を
選

択
し

た
人

は
、

校
舎

の
名

称
と

そ
こ

で
何

を
し

て
い

た
か

 o
r 何

を
す

る
予

定
で

す
か

。

  6
. 研

究
活

動
・

論
文

執
筆

  4
. 資

格
･受

験
･公

務
員

試
験

勉
強

  2
. 授

業
の

予
習

  3
. テ

ス
ト

勉
強

  5
. 就

職
活

動
関

連
  7

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  5
. 持

込
み

の
図

書
資

料
(教

科
書

･参
考

書
含

)
  6

. 持
込

み
の

PC
等

の
電

子
機

器
  4

. デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
の

電
子

資
料

  1
. 授

業
課

題
･レ

ポ
ー

ト
の

作
成

 問
6で

『
11

.一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

』
『

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

』
を

選
択

し
た

人
に

聞
き

ま
す

。
ど

の
よ

う
な

勉
強

を
し

に
来

ま
し

た
か

。
 今

日
、

a 
利

用
す

る
学

習
ツ

ー
ル

  と
  そ

の
学

習
ツ

ー
ル

を
使

っ
て

、
b 

ど
の

よ
う

な
勉

強
 を

行
い

ま
す

か
。

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  (
○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 利

用
す

る
書

架
の

近
く

だ
か

ら

14
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
か

ら
  2

. 集
中

で
き

る
か

ら
  4

. 図
書

・
資

料
を

広
げ

ら
れ

る
か

ら
  5

. 作
業

が
し

や
す

い
か

ら
  6

. 座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
囲

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
か

ら
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

か
ら

11
. 友

人
と

座
る

か
ら

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら
  8

. 周
囲

が
賑

わ
っ

て
い

る
か

ら

13
. P

Cの
持

ち
込

み
が

で
き

る
か

ら
15

. 水
分

補
給

が
で

き
る

か
ら

16
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

か
ら

18
. そ

の
他

（
　

  　
　

　
　

　
　

　
　

  ）
17

. よ
く

席
が

空
い

て
い

る
か

ら

  a
. キ

ャ
ン

パ
ス

内
の

学
習

ス
ペ

ー
ス

（
○

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

  b
. 1

.他
の

学
習

ス
ペ

ー
ス

の
同

伴
形

態
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  c
. 1

.他
の

学
習

ス
ペ

ー
ス

を
利

用
し

て
い

る
理

由
（

○
は

い
く

つ
で

も
）

  1
. 他

の
学

習
ス

ペ
ー

ス
〔

　
　

　
　

棟
　

部
屋

名
(番

号
):　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〕

  2
. 他

は
利

用
し

な
い

11
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

12
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

　
　

　
　

   
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  8
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  9
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  4

. 賑
や

か
・

会
話

で
き

る
た

め
  6

. P
Cの

利
用

が
し

や
す

い
た

め
  5

. 図
書

･雑
誌

等
の

資
料

が
あ

る
た

め
  7

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め
10

. 飲
食

が
で

き
る

た
め

来 館 前

A. 賑 や か さ B. 距 離 感 C. 視 線

  5
. 決

め
て

い
な

い
B. 退 館 後

  2
. 2

ｍ
以

内
に

人
(友

人
以

外
)が

い
る

  3
. 2

m
以

上
離

れ
て

人
(友

人
以

外
)が

い
る

  1
. 人

(友
人

以
外

)が
い

な
い

と
こ

ろ

1階

書
庫

B

ﾌﾞ
ﾗｳ

ｼﾞ
ﾝｸ

ﾞ

新
刊

雑
誌

室

事
務

室

書
庫

A
書

庫
D

書
庫

C

11
号

棟

9号
棟

マル
チメ

ディ
アリ

ソー
ス室

2階

例

学 習 室

個 人 学 習 室



2-

1 2

8

3 4

7 9

5 6-
1

6-
2

椙
山

女
学

園
大

学
中

央
図

書
館

20
19

.1
1.

28

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い 図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
学

習
環

境
と

し
て

の
大

学
図

書
館

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
て

い
ま

す
。

得
ら

れ
た

調
査

結
果

は
研

究
以

外
の

目
的

に
は

使
用

致
し

ま
せ

ん
。

ご
協

力
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

名
古

屋
市

立
大

学
大

学
院

芸
術

工
学

研
究

科
鈴

木
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

　
   

   
   

：

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

下
記

の
　

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

 あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

 あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 生

活
科

学
部

  2
. 国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ学

部
  4

. 文
化

情
報

学
部

  3
. 人

間
関

係
学

部
  5

. 現
代

ﾏﾈ
ｼﾞ

ﾒﾝ
ﾄ学

部
  6

. 教
育

学
部

  7
. 看

護
学

部
  8

. 大
学

院
(　

　
　

　
　

　
　

)研
究

科
  9

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
3　

問
8

 今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
　

(○
は

一
つ

だ
け

)
  1

.  一
人

で
  2

. 友
人

と
(本

人
+(

　
　

)名
)

  3
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
4

 今
日

は
、

こ
の

図
書

館
に

ど
の

よ
う

な
目

的
で

来
ま

し
た

か
。

　
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 本
を

借
り

る
た

め
  2

. 本
を

返
す

た
め

  3
. 本

･資
料

等
を

探
す

た
め

  4
. 本

を
読

む
た

め
  5

. 新
聞

･雑
誌

を
読

む
た

め
  6

. D
VD

･ビ
デ

オ
等

を
鑑

賞
す

る
た

め
  7

. P
Cで

W
EB

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

た
め

  8
. P

Cで
文

書
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
  9

. P
Cで

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
す

る
た

め
10

. 印
刷

を
す

る
た

め
11

. 一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

13
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
(ﾌ

ﾟﾗ
ｲﾍ

ﾞｰ
ﾄな

)す
る

た
め

14
. た

だ
ふ

ら
っ

と
き

た
15

. く
つ

ろ
ぐ

た
め

16
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
17

. 授
業

･ゼ
ミ

で
利

用
す

る
た

め
18

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

問
5

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

こ
の

図
書

館
で

学
習

す
る

際
ど

の
よ

う
な

も
の

を
用

い
ま

す
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. ど

れ
も

利
用

し
な

い
  2

. 一
般

的
な

雑
誌

  3
. 学

術
雑

誌
  4

. 辞
書

、
辞

典
な

ど
  5

. 一
般

的
な

図
書

  6
. 専

門
に

関
す

る
図

書
  7

. 白
書

・
統

計
書

10
. 新

聞
  8

. デ
ー

タ
ベ

ー
ス

  9
. D

VD
、

CD
等

視
聴

覚
資

料
11

. 指
定

図
書

・
課

題
図

書
12

. 資
格

本
13

. W
EB

サ
イ

ト
14

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
の

最
も

よ
く

利
用

す
る

座
席

に
☆

印
を

し
て

、
そ

の
理

由
も

お
答

え
く

だ
さ

い
。

問
9

  1
. 自

宅

  7
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

 ）

  2
. 自

分
の

学
部

棟
  4

. 学
内

の
他

の
棟

  3
. 大

学
会

館
・

体
育

館
  5

. 日
進

キ
ャ

ン
パ

ス
  6

. 自
宅

以
外

の
学

外

 A
.図

書
館

に
来

る
前

の
場

所
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 自

宅

  7
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

 ）

  2
. 自

分
の

学
部

棟
  4

. 学
内

の
他

の
棟

  3
. 大

学
会

館
・

体
育

館
  5

. 日
進

キ
ャ

ン
パ

ス
  6

. 自
宅

以
外

の
学

外

 B
.図

書
館

を
出

た
後

の
場

所
(○

は
一

つ
だ

け
)

問
7

 あ
な

た
は

、
今

日
こ

の
図

書
館

に
 A

 来
る

前
は

ど
こ

か
ら

、
 図

書
館

を
B 

出
た

後
は

ど
こ

に
行

く
予

定
で

す
か

。

  6
. 研

究
活

動
・

論
文

の
執

筆
  4

. 資
格

･受
験

･公
務

員
試

験
勉

強
  2

. 授
業

の
予

習
  3

. テ
ス

ト
勉

強
  5

. 就
職

活
動

関
連

の
作

業
  7

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
  1

. 授
業

課
題

･レ
ポ

ー
ト

の
作

成

 問
4で

『
11

.一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

』
『

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

』
を

選
択

し
た

人
に

お
尋

ね
し

ま
す

。
ど

の
よ

う
な

勉
強

を
し

に
来

ま
し

た
か

。
（

〇
は

い
く

つ
で

も
）

　
最

も
よ

く
利

用
す

る
座

席
を

選
ん

だ
理

由
  (

○
は

一
つ

だ
け

)
  1

. 利
用

す
る

書
架

の
近

く
だ

か
ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
か

ら
  2

. 集
中

で
き

る
か

ら
  4

. 机
が

広
く

図
書

を
広

げ
ら

れ
る

か
ら

  5
. 作

業
が

し
や

す
い

か
ら

  6
. 椅

子
の

座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
囲

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
か

ら
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
が

で
き

る
か

ら
11

. 友
人

と
利

用
が

で
き

る
か

ら
  8

. 周
囲

が
賑

わ
っ

て
い

る
か

ら
12

. P
Cの

利
用

が
で

き
る

か
ら

13
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

か
ら

15
. そ

の
他

（
　

  　
　

　
　

　
　

　
　

  ）
14

. よ
く

席
が

空
い

て
い

る
か

ら

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

問
6

こ
の

図
書

館
に

来
た

時
の

利
用

し
て

い
る

エ
リ

ア
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。

利
用

し
て

い
る

エ
リ

ア
を

2ヶ
所

ま
で

挙
げ

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（

1ヶ
所

の
み

し
か

利
用

し
て

い
な

い
方

は
、

問
6-

1の
み

に
回

答
し

て
く

だ
さ

い
。

）
a 

利
用

し
て

い
る

場
所

は
ど

こ
で

す
か

。
そ

こ
の

b 
利

用
頻

度
と

、
c 

利
用

す
る

時
の

利
用

人
数

と
、

d 
選

択
し

て
い

る
理

由
を

教
え

て
下

さ
い

。
問

6-
1　

  b
. a

で
選

択
し

た
場

所
の

利
用

頻
度

（
○

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  c
. a

で
選

択
し

た
場

所
の

利
用

人
数

（
○

は
一

つ
だ

け
）

  d
. a

で
選

択
し

た
場

所
の

利
用

し
て

い
る

理
由

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

  a
. 利

用
し

て
い

る
場

所
（
○
は
一
つ
だ
け
）

  6
. ネ

ッ
ト

環
境

が
整

っ
て

い
る

た
め

10
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

  9
. レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
た

め
11

. 図
書

館
自

体
が

近
い

か
ら

12
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

　
　

　
　

　
　

   
)

  1
. 出

入
口

か
ら

近
い

た
め

  2
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  3

. 賑
や

か
・

会
話

で
き

る
た

め
  5

. P
Cの

利
用

が
し

や
す

い
た

め

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回

  7
. 空

間
の

明
る

さ
や

空
調

が
良

い
た

め
  4

. 図
書

資
料

が
近

く
に

あ
る

た
め

  8
. 印

刷
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  1
. ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

(iサ
ー

ク
ル

)
  5

. 一
階

ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

  5
. 一

階
ラ

ー
ニ

ン
グ

エ
リ

ア

  2
. ブ

ラ
ウ

ジ
ン

グ
コ

ー
ナ

ー
  3

. 一
階

 情
報

検
索

コ
ー

ナ
ー

  4
. A

Vコ
ー

ナ
ー

  7
. 三

階
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

  8
. 三

階
(個

室
)グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

  9
. 地

下
一

階
 ラ

ー
ニ

ン
グ

エ
リ

ア
10

. 地
下

二
階

 ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

a 
も

う
一

つ
の

利
用

し
て

い
る

場
所

は
ど

こ
で

す
か

。
そ

こ
の

b 
利

用
頻

度
と

、
c 

利
用

す
る

時
の

利
用

人
数

と
、

d 
選

択
し

て
い

る
理

由
を

教
え

て
下

さ
い

。
問

6-
2　

  b
. a

で
選

択
し

た
場

所
の

利
用

頻
度

（
○

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  c
. a

で
選

択
し

た
場

所
の

利
用

人
数

（
○

は
一

つ
だ

け
）

  d
. a

で
選

択
し

た
場

所
の

利
用

し
て

い
る

理
由

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

  a
. 利

用
し

て
い

る
場

所
（
○
は
一
つ
だ
け
）

  6
. ネ

ッ
ト

環
境

が
整

っ
て

い
る

た
め

10
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

  9
. レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
た

め
11

. 図
書

館
自

体
が

近
い

か
ら

12
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

　
　

　
　

　
　

   
)

  1
. 出

入
口

か
ら

近
い

た
め

  2
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  3

. 賑
や

か
・

会
話

で
き

る
た

め
  5

. P
Cの

利
用

が
し

や
す

い
た

め

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回

  7
. 空

間
の

明
る

さ
や

空
調

が
良

い
た

め
  4

. 図
書

資
料

が
近

く
に

あ
る

た
め

  8
. 印

刷
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  1
. ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

(iサ
ー

ク
ル

)
  2

. ブ
ラ

ウ
ジ

ン
グ

コ
ー

ナ
ー

  3
. 一

階
 情

報
検

索
コ

ー
ナ

ー
  4

. A
Vコ

ー
ナ

ー
  6

. 二
階

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

エ
リ

ア

  6
. 二

階
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
エ

リ
ア

  7
. 三

階
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

  8
. 三

階
(個

室
)グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

  9
. 地

下
一

階
 ラ

ー
ニ

ン
グ

エ
リ

ア
10

. 地
下

二
階

 ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

（
記

入
欄

）

2
0

5
10

ｍ

2
0

5
10

ｍ

2
0

5
10

ｍ

2
0

5
10

ｍ

2
0

5
10

ｍ

1F
2F

3F

B1
F

B2
F例

iサ
ー

ク
ル

iサ
ー

ク
ル

情
報

検
索

コ
ー

ナ
ー

情
報

検
索

コ
ー

ナ
ー

地
下

一
階

ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

地
下

一
階

ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

地
下

二
階

ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

地
下

二
階

ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

AV
コ

ー
ナ

ー
AV

コ
ー

ナ
ー

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
A

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
A

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
B

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
B

(個
室

)グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
C,

D
(個

室
)グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

C,
D

ブ
ラ

ウ
ジ

ン
グ

コ
ー

ナ
ー

ブ
ラ

ウ
ジ

ン
グ

コ
ー

ナ
ー

ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

ラ
ー

ニ
ン

グ
エ

リ
ア

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

エ
リ

ア
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
エ

リ
ア



3

付録

12

11

13

愛
知

学
院

大
学

20
14

.1
0.

16

　
　

お
帰

り
の

際
に

お
渡

し
く

だ
さ

い

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

場
」

と
し

て
の

図
書

館
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
得

ら
れ

た
調

査
結

果
は

研
究

以
外

の
目

的
に

は
使

用
致

し
ま

せ
ん

。
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

下
記

の
口

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

2
問

2
あ

な
た

の
専

攻
す

る
学

科
は

何
で

す
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)　

　
  1

. 歴
史

学
科

   
2.

 日
本

文
化

学
科

  4
. グ

ロ
ー

バ
ル

英
語

学
科

  3
. 国

際
文

化
学

科
  5

. 宗
教

文
化

学
科

   
6.

 心
理

学
科

  7
. 健

康
科

学
科

  8
. 健

康
栄

養
学

科
  9

. 商
学

科
10

. 経
営

学
科

11
. 経

済
学

科
12

. 法
律

学
科

13
. 現

代
社

会
法

学
科

14
. 総

合
政

策
学

科
15

. 医
療

薬
学

科
16

. 歯
学

科
17

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
　

   
   

   
   

   
   

)  

3
問

3　
今

日
は

、
ど

な
た

と
一

緒
に

来
ま

し
た

か
。

(○
は

一
つ

だ
け

)　
　

 1
. 一

人
で

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
 　

　
　

　
 2

. 友
人

と
(本

人
+

(　
　

)名
)

  3
. そ

の
他

(　
　

   
   

 　
　

　
　

　
 　

　
)

問
12

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
の

最
も

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
◯

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

。
そ

の
理

由
も

お
答

え
く

だ
さ

い
。

愛
知

工
業

大
学

工
学

部
建

築
学

科
中

井
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

   
   

   
：

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

 (○
は

1つ
だ

け
)

6
問

6
あ

な
た

は
、

ど
の

よ
う

な
種

類
の

図
書

資
料

を
よ

く
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 新

聞
  2

. 一
般

的
な

雑
誌

  3
. 学

術
雑

誌
  4

. 辞
書

、
辞

典
な

ど
  5

. 一
般

的
な

図
書

  6
. 専

門
に

関
す

る
図

書
  7

. 白
書

・
統

計
書

10
. W

EB
サ

イ
ト

  8
. デ

ー
タ

ベ
ー

ス
  9

. D
VD

、
CD

等
視

聴
資

料
11

. 課
題

図
書

・
指

定
図

書
12

. 資
格

本
13

. ど
の

図
書

資
料

も
利

用
し

な
い

14
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

1
問

1
あ

な
た

の
性

別
、

学
年

、
所

属
等

を
お

書
き

下
さ

い
。

１
. 男

　
   

  2
.女

  1
. 学

部
(  

   
   

 ) 
年

  4
. 教

員
  2

. 修
士

(  
   

   
 ) 

年
  5

. 職
員

  3
. 博

士
(  

   
   

 ) 
年

  6
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

4
問

4
あ

な
た

は
、

こ
の

図
書

館
を

ど
の

程
度

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
１

回
 5

. 月
に

1回
  6

. 二
、

三
ケ

月
に

1回
 4

. 二
週

間
に

1回
 7

. 年
に

2,
3回

 8
. 年

に
1回

 9
. 初

め
て

来
た

10
. そ

の
他

(　
 　

   
   

  　
　

　
　

　
　

)

8
問

8
あ

な
た

は
、

借
り

た
り

、
読

ん
だ

り
す

る
図

書
・

資
料

を
ど

の
よ

う
に

探
し

ま
す

か
。

（
○

は
い

く
つ

で
も

）
  1

. レ
フ

ァ
レ

ン
ス

デ
ス

ク
（

相
談

な
ど

）
を

利
用

す
る

  2
. 書

架
（

本
棚

）
か

ら
探

す
  3

. 館
外

の
PC

で
調

べ
て

か
ら

来
る

  4
. 館

内
の

O
PA

C（
PC

の
蔵

書
検

索
機

）
を

利
用

す
る

  5
. フ

ロ
ア

内
で

作
業

中
の

職
員

に
聞

く
  6

. サ
ー

ビ
ス

カ
ウ

ン
タ

ー
の

職
員

に
聞

く
  7

. 探
さ

な
い

  8
. そ

の
他

（
　

   
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 　

　
　

　
　

　
　

）

9
問

9
  1

. 増
え

た
  3

. 今
ま

で
利

用
し

た
こ

と
が

な
か

っ
た

が
利

用
す

る
よ

う
に

な
っ

た
  4

. リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

前
の

図
書

館
を

知
ら

な
い

  2
. 減

っ
た

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

が
20

14
年

4月
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

す
る

以
前

と
比

べ
て

、
利

用
の

頻
度

は
変

わ
り

ま
し

た
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

場
所

場
所

理
由

理
由

10
  1

. ラ
ー

ニ
ン

グ
・

コ
モ

ン
ズ

  2
. 情

報
検

索
コ

ー
ナ

ー
  3

. 一
階

書
架

・
閲

覧
席

  7
. 特

に
な

し
  4

.二
階

書
架

・
閲

覧
席

  5
.三

階
書

架
・

閲
覧

席
  6

.視
聴

覚
学

習
セ

ン
タ

ー
  8

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

）

  1
. ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
  2

. 情
報

検
索

コ
ー

ナ
ー

  3
. 一

階
書

架
・

閲
覧

席
  7

. 特
に

な
し

  4
.二

階
書

架
・

閲
覧

席
  5

.三
階

書
架

・
閲

覧
席

  6
.視

聴
覚

学
習

セ
ン

タ
ー

  8
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

良
く

な
っ

た
場

所
・

悪
く

な
っ

た
場

所
は

あ
り

ま
す

か
。

あ
れ

ば
そ

の
理

由
は

何
で

す
か

。
(○

は
一

つ
ず

つ
)

問
10

（
自

由
記

述
）

  1
.  

一
人

で
の

利
用

が
行

い
や

す
い

  4
.  

賑
や

か
・

喋
る

こ
と

が
で

き
る

  2
.  

二
人

以
上

で
の

利
用

が
行

い
や

す
い

  6
.  

図
書

が
探

し
や

す
い

  5
.  

静
か

  3
.  水

分
補

給
が

で
き

る

  7
.  

明
る

い
  8

.  プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

練
習

が
で

き
る

  9
.  充

電
で

き
る

11
.  デ

ス
ク

ト
ッ

プ
PC

が
利

用
し

や
す

い
12

. ノ
ー

ト
PC

が
利

用
で

き
る

10
.  集

中
し

て
勉

強
を

行
い

や
す

い
13

.  そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  ）

良 く な っ た 場 所 悪 く な っ た 場 所

1.
 図

書
館

だ
け

を
利

用

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

   
   

   
 オ

ー
プ

ン
す

る
前

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

   
   

   
 オ

ー
プ

ン
し

た
後

[ [
] ]

  2
. 他

の
場

所
を

利
用

（
下

の
　

　
　

　
　

　
　

に
記

入
し

て
下

さ
い

）

5
問

5
今

日
は

、
こ

の
図

書
館

に
ど

の
よ

う
な

目
的

で
来

ま
し

た
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 本
を

借
り

る
た

め
  2

. 本
を

返
す

た
め

  3
. 本

・
資

料
等

を
探

す
た

め
  4

. 本
を

読
む

た
め

  5
. 新

聞
を

読
む

た
め

  6
. D

VD
・

ビ
デ

オ
等

を
鑑

賞
す

る
た

め
  7

. 雑
誌

を
読

む
た

め
  8

. P
Cで

W
EB

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

た
め

  9
. P

Cで
文

書
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
10

. P
Cで

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
す

る
た

め
11

. 一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
す

る
た

め
13

. 友
人

と
お

し
ゃ

べ
り

す
る

た
め

14
. た

だ
ふ

ら
っ

と
き

た
15

. 待
ち

合
わ

せ
場

所
と

し
て

16
. ゼ

ミ
、

サ
ー

ク
ル

で
利

用
す

る
た

め
17

. 授
業

で
利

用
す

る
た

め
18

. く
つ

ろ
ぐ

た
め

20
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  　

　
　

　
　

　
　

）
19

. 印
刷

す
る

た
め

7
問

7
あ

な
た

に
と

っ
て

図
書

館
は

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

だ
と

考
え

て
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
.  本

を
貸

し
借

り
す

る
と

こ
ろ

  3
. 知

り
た

い
こ

と
、

調
べ

た
い

こ
と

が
わ

か
る

と
こ

ろ
  4

. 自
分

の
勉

強
す

る
と

こ
ろ

  5
. 日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  6

. 友
人

、
知

人
と

交
流

を
深

め
る

と
こ

ろ
  7

. 興
味

を
深

め
ら

れ
る

と
こ

ろ
  8

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  9
. 気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
10

. 雑
誌

を
読

む
と

こ
ろ

11
. 新

聞
を

読
む

と
こ

ろ
12

. C
D

 、
ビ

デ
オ

、
D

VD
を

利
用

す
る

と
こ

ろ
13

. P
Cを

使
う

と
こ

ろ
14

. 暇
な

と
き

に
来

る
と

こ
ろ

15
. 先

生
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
16

. 友
人

と
一

緒
に

学
習

、
議

論
す

る
と

こ
ろ

17
. 居

心
地

の
よ

い
と

こ
ろ

18
. 多

様
な

空
間

が
用

意
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ

  2
. 本

を
読

む
と

こ
ろ

19
. そ

の
他

（
　

　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

問
11

問
13

図
書

館
が

よ
り

よ
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
に

、
あ

な
た

の
ご

意
見

や
お

考
え

を
お

尋
ね

し
ま

す
。

よ
い

と
思

わ
れ

る
も

の
い

ず
れ

か
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 専

門
書

や
参

考
資

料
な

ど
の

充
実

  2
. 電

子
情

報
（

E-
Bo

ok
、

E-
Jo

ur
na

l）
の

充
実

  3
. C

D
.D

VD
の

充
実

  4
. 一

般
雑

誌
、

漫
画

の
種

類
の

充
実

  5
. ノ

ー
ト

PC
の

貸
し

出
し

台
数

を
増

や
し

て
欲

し
い

  6
. 図

書
を

見
つ

け
や

す
く

し
て

欲
し

い
  7

. 閲
覧

席
や

ソ
フ

ァ
な

ど
が

も
っ

と
増

え
た

方
が

良
い

  8
. 電

子
書

籍
を

w
eb

上
で

閲
覧

で
き

る
  9

. 閉
館

時
間

の
延

長
し

て
欲

し
い

10
. 飲

食
で

き
る

場
の

充
実

11
. フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

が
欲

し
い

12
. S

N
Sの

利
用

（
fa

ce
 b

oo
k 

.m
ix

i.T
w

itt
er

)
13

. デ
ス

ク
ト

ッ
プ

PC
の

台
数

を
増

や
し

て
欲

し
い

14
. 展

示
ギ

ャ
ラ

リ
ー

を
設

け
て

欲
し

い
15

. 静
か

に
学

習
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

16
. 会

話
し

な
が

ら
学

習
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

17
. 授

業
の

課
題

等
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

る
学

習
支

援
コ

ー
ナ

ー
18

. グ
ル

ー
プ

学
習

室
を

増
や

し
て

欲
し

い
19

. 個
人

学
習

室
を

増
や

し
て

欲
し

い
　

20
. そ

の
他

（
記

入
欄

）

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

14
. 充

電
で

き
る

た
め

  1
. 利

用
す

る
書

架
の

近
く

だ
か

ら
  2

. 周
り

の
雰

囲
気

の
よ

さ
  3

. 他
人

の
視

線
が

気
に

な
ら

な
い

た
め

  4
. 図

書
・

資
料

を
広

げ
ら

れ
る

た
め

  5
. 作

業
の

し
や

す
さ

  6
. 座

り
心

地
が

良
い

か
ら

  7
. 周

り
が

静
か

だ
か

ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
た

め
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

た
め

11
. 友

人
と

座
る

た
め

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら

  8
. 賑

わ
っ

て
い

る
か

ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

15
. 開

放
的

だ
か

ら

18
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

16
. 閉

鎖
的

だ
か

ら

19
. 水

分
が

取
れ

る
か

ら

22
. よ

く
席

が
空

い
て

い
る

た
め

17
. 集

中
で

き
る

か
ら

20
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

21
. 周

り
の

グ
ル

ー
プ

が
勉

強
し

て
い

る

23
. そ

の
他

（
　

   
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ）

ラ
ー

ニ
ン

グ・
コ

モ
ン

ズ

視
聴

覚
学

習
セ

ン
タ

ー

情
報

検
索

コ
ー

ナ
ー

ブ
ラ

ウ
ジ

ン
グ

コ
ー

ナ
ー

1F2F
3F

例
：

け
や

き
テ

ラ
ス

の
2階
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例
：

お
茶

し
な

が
ら

勉
強

出
来

る
場

所
理

由

場
所

理
由

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

す
る

前
と

し
た

後
は

、
図

書
館

以
外

の
ど

こ
で

学
習

活
動

を
し

て
い

た
、

ま
た

は
し

て
い

ま
す

か
。

例

問
11

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

す
る

前
と

し
た

後
は

、
図

書
館

以
外

の
ど

こ
で

学
習

活
動

を
し

て
い

た
、

ま
た

は
し

て
い

ま
す

か
。



4-

あ
な

た
は

、
図

書
館

以
外

の
ど

こ
で

学
習

活
動

を
し

て
い

ま
す

か
。

(○
は

一
つ

だ
け

)

例
：

法
学

部
資

料
室

(  
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  )

例
：

静
か

に
勉

強
で

き
る

か
ら

場
所

理
由

1110

名
古

屋
学

院
大

学
20

14
.1

0.
21

　
　

お
帰

り
の

際
に

お
渡

し
く

だ
さ

い

図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

問
11

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
最

も
よ

く
利

用
す

る
座

席
を

◯
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

愛
知

工
業

大
学

工
学

部
建

築
学

科
中

井
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

   
   

   
：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
12

図
書

館
が

よ
り

よ
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
に

、
あ

な
た

の
ご

意
見

や
お

考
え

を
お

尋
ね

し
ま

す
。

よ
い

と
思

わ
れ

る
も

の
い

ず
れ

か
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 専

門
書

や
参

考
資

料
な

ど
の

充
実

  2
. 電

子
情

報
（

E-
Bo

ok
、

E-
Jo

ur
na

l）
の

充
実

  3
. C

D
.D

VD
の

充
実

  4
. 一

般
雑

誌
、

漫
画

の
種

類
の

充
実

  5
. ノ

ー
ト

PC
の

貸
し

出
し

  6
. 図

書
を

見
つ

け
や

す
く

し
て

欲
し

い
  7

. 閲
覧

席
や

ソ
フ

ァ
な

ど
が

も
っ

と
増

え
た

方
が

良
い

  8
. 電

子
書

籍
を

w
eb

上
で

閲
覧

で
き

る
  9

. 閉
館

時
間

の
延

長
し

て
欲

し
い

10
. 飲

食
で

き
る

場
の

充
実

11
. フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

が
欲

し
い

12
. S

N
Sの

利
用

（
fa

ce
 b

oo
k 

.m
ix

i.T
w

itt
er

)
13

. パ
ソ

コ
ン

の
台

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
14

. 展
示

ギ
ャ

ラ
リ

ー
を

設
け

て
欲

し
い

15
. 静

か
に

学
習

で
き

る
ス

ペ
ー

ス
16

. 会
話

し
な

が
ら

学
習

で
き

る
ス

ペ
ー

ス
17

. 授
業

の
課

題
等

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
く

れ
る

学
習

支
援

コ
ー

ナ
ー

18
. グ

ル
ー

プ
学

習
室

を
増

や
し

て
欲

し
い

19
. 個

人
学

習
室

を
増

や
し

て
欲

し
い

　
20

. そ
の

他
（

記
入

欄
）

下
記

の
口

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

場
」

と
し

て
の

図
書

館
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
得

ら
れ

た
調

査
結

果
は

研
究

以
外

の
目

的
に

は
使

用
致

し
ま

せ
ん

。
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

1
問

1
あ

な
た

の
性

別
、

学
年

、
所

属
等

を
お

書
き

下
さ

い
。

１
. 男

　
   

  2
. 女

  1
. 学

部
(  

   
   

 ) 
年

  4
. 教

員
  2

. 修
士

(  
   

   
 ) 

年
  5

. 職
員

  3
. 博

士
(  

   
   

 ) 
年

  6
. 高

校
(  

   
   

 ) 
年

  6
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

2
  1

. 経
済

学
科

  2
. 総

合
政

策
学

科
  4

. 商
学

科
  3

. 政
策

学
科

  5
. 経

営
情

報
学

科
  6

. 法
学

科
  7

. 英
米

語
学

科
  8

. 中
国

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

科
  9

. 国
際

文
化

協
力

学
科

10
. ス

ポ
ー

ツ
健

康
学

科
11

. 理
学

療
法

学
科

12
. 人

間
健

康
学

科
13

. リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
学

科
14

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

問
2

あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

3
問

3　
今

日
は

、
ど

な
た

と
一

緒
に

来
ま

し
た

か
。

(○
は

一
つ

だ
け

)
 1

.  一
人

で
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

 　
　

　
　

 2
. 友

人
と

(本
人

+(
　

　
)名

)
  3

. そ
の

他
(　

　
   

   
 　

　
　

　
　

 　
　

)

4
問

4
あ

な
た

は
、

こ
の

図
書

館
を

ど
の

程
度

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2，
3回

  3
. 一

週
間

に
１

回
 5

. 月
に

1回
  6

. 二
、

三
ケ

月
に

1回
 4

. 二
週

間
に

1回
 7

. 年
に

２
、

３
回

 8
. 年

に
１

回
 9

. 初
め

て
来

た
10

. そ
の

他
(　

 　
   

   
  　

　
　

　
　

　
)

6
問

6
あ

な
た

は
、

ど
の

よ
う

な
種

類
の

図
書

資
料

を
よ

く
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 新

聞
  2

. 一
般

的
な

雑
誌

  3
. 学

術
雑

誌
  4

. 辞
書

、
辞

典
な

ど
  5

. 一
般

的
な

図
書

  6
. 専

門
に

関
す

る
図

書
  7

. 白
書

・
統

計
書

10
. W

EB
サ

イ
ト

  8
. デ

ー
タ

ベ
ー

ス
  9

. D
VD

、
CD

等
視

聴
資

料
11

. 課
題

図
書

・
指

定
図

書
12

. 資
格

本
13

. ど
の

図
書

資
料

も
利

用
し

な
い

14
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

5
問

5
今

日
は

、
こ

の
図

書
館

に
ど

の
よ

う
な

目
的

で
来

ま
し

た
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 本
を

借
り

る
た

め
  2

. 本
を

返
す

た
め

  3
. 本

・
資

料
等

を
探

す
た

め
  4

. 本
を

読
む

た
め

  5
. 新

聞
を

読
む

た
め

  6
. D

VD
・

ビ
デ

オ
等

を
鑑

賞
す

る
た

め
  7

. 雑
誌

を
読

む
た

め
  8

. P
Cで

W
EB

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

た
め

  9
. P

Cで
文

書
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
10

. P
Cで

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
す

る
た

め
11

. 一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
す

る
た

め
13

. 友
人

と
お

し
ゃ

べ
り

す
る

た
め

14
. た

だ
ふ

ら
っ

と
き

た
15

. 待
ち

合
わ

せ
場

所
と

し
て

16
. ゼ

ミ
、

サ
ー

ク
ル

で
利

用
す

る
た

め
17

. 授
業

で
利

用
す

る
た

め
18

. く
つ

ろ
ぐ

た
め

20
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  　

　
　

　
　

　
　

）
19

. 印
刷

す
る

た
め

7
問

7
あ

な
た

に
と

っ
て

図
書

館
は

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

だ
と

考
え

て
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
.  本

を
貸

し
借

り
す

る
と

こ
ろ

  3
. 知

り
た

い
こ

と
、

調
べ

た
い

こ
と

が
わ

か
る

と
こ

ろ
  4

. 自
分

の
勉

強
す

る
と

こ
ろ

  5
. 日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  6

. 友
人

、
知

人
と

交
流

を
深

め
る

と
こ

ろ
  7

. 興
味

を
深

め
ら

れ
る

と
こ

ろ
  8

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  9
. 気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
10

. 雑
誌

を
読

む
と

こ
ろ

11
. 新

聞
を

読
む

と
こ

ろ
12

. C
D

 、
ビ

デ
オ

、
D

VD
を

利
用

す
る

と
こ

ろ
13

. P
Cを

使
う

と
こ

ろ
14

. 暇
な

と
き

に
来

る
と

こ
ろ

15
. 先

生
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
16

. 友
人

と
一

緒
に

学
習

、
議

論
す

る
と

こ
ろ

17
. 居

心
地

の
よ

い
と

こ
ろ

18
. 多

様
な

空
間

が
用

意
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ

  2
. 本

を
読

む
と

こ
ろ

19
. そ

の
他

（
　

　
　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

8
問

8
あ

な
た

は
、

借
り

た
り

、
読

ん
だ

り
す

る
図

書
・

資
料

を
ど

の
よ

う
に

探
し

ま
す

か
。

（
○

は
い

く
つ

で
も

）
  1

. レ
フ

ァ
レ

ン
ス

デ
ス

ク
（

相
談

な
ど

）
を

利
用

す
る

  2
. 書

架
（

本
棚

）
か

ら
探

す
  3

. 館
外

の
PC

で
調

べ
て

か
ら

来
る

  4
. 館

内
の

O
PA

C（
PC

の
蔵

書
検

索
機

）
を

利
用

す
る

  5
. フ

ロ
ア

内
で

作
業

中
の

職
員

に
聞

く
  6

. サ
ー

ビ
ス

カ
ウ

ン
タ

ー
の

職
員

に
聞

く
  7

. 探
さ

な
い

  8
. そ

の
他

（
　

   
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

   
   

   
 　

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

　
　

　
　

　
　

　
）

1.
 図

書
館

だ
け

を
利

用

問
10

  2
. 他

の
場

所
を

利
用

（
下

の
　

　
　

に
記

入
し

て
下

さ
い

）

14
. 充

電
で

き
る

た
め

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  (
○

は
1つ

だ
け

)
  1

. 利
用

す
る

書
架

の
近

く
だ

か
ら

  2
. 周

り
の

雰
囲

気
の

よ
さ

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
た

め
  4

. 図
書

・
資

料
を

広
げ

ら
れ

る
た

め
  5

. 作
業

の
し

や
す

さ
  6

. 座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
り

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
た

め
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

た
め

11
. 友

人
と

座
る

た
め

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら
  8

. 賑
わ

っ
て

い
る

か
ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

15
. 開

放
的

だ
か

ら
18

. し
ゃ

べ
れ

る
か

ら
16

. 閉
鎖

的
だ

か
ら

19
. 水

分
が

取
れ

る
か

ら
22

. よ
く

席
が

空
い

て
い

る
た

め

17
. 集

中
で

き
る

か
ら

20
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

21
. 周

り
の

グ
ル

ー
プ

が
勉

強
し

て
い

る
23

. そ
の

他
（

　
   

   
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）

4F
3F

新
聞・

雑
誌

コ
ー

ナ
ー

セ
ミ

ナ
ー

ル
ー

ム

語
学

学
習

コ
ー

ナ
ー

個
人

学
習

室ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
コ

ー
ナ

ー

パ
ソ

コ
ン

コ
ー

ナ
ー

メ
デ

ィ
ア

コ
ー

ナ
ー

例

場
所

場
所

理
由

9
  1

. パ
ソ

コ
ン

コ
ー

ナ
ー

  3
. 語

学
学

習
コ

ー
ナ

ー
  2

. メ
デ

ィ
ア

コ
ー

ナ
ー

  4
. ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

コ
ー

ナ
ー

  5
. セ

ミ
ナ

ー
ル

ー
ム

  6
. 三

階
書

架
・

閲
覧

席
  7

. 雑
誌

・
新

聞
コ

ー
ナ

ー
  8

. 個
人

学
習

室
  9

. 特
に

な
し

10
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

  1
. パ

ソ
コ

ン
コ

ー
ナ

ー
  3

. 語
学

学
習

コ
ー

ナ
ー

  2
. メ

デ
ィ

ア
コ

ー
ナ

ー
  4

. ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
コ

ー
ナ

ー
  5

. セ
ミ

ナ
ー

ル
ー

ム
  6

. 三
階

書
架

・
閲

覧
席

  7
. 雑

誌
・

新
聞

コ
ー

ナ
ー

  8
. 個

人
学

習
室

  9
. 特

に
な

し
10

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

）

こ
の

図
書

館
の

良
い

場
所

・
気

に
な

る
場

所
は

そ
れ

ぞ
れ

ど
こ

で
す

か
。

ま
た

そ
の

理
由

は
何

で
す

か
。

(○
は

一
つ

ず
つ

)
問

9

  1
.  

一
人

で
の

利
用

が
行

い
や

す
い

  4
.  

賑
や

か
・

喋
る

こ
と

が
出

来
る

  2
.  

二
人

以
上

で
の

利
用

が
行

い
や

す
い

  6
.  

図
書

が
探

し
や

す
い

  5
.  

静
か

  3
.  水

分
補

給
が

で
き

る

  7
.  

明
る

い
  8

.  プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

練
習

が
で

き
る

  9
.  充

電
出

来
る

10
.  人

が
増

え
た

11
.  人

が
減

っ
た

13
.  デ

ス
ク

ト
ッ

プ
PC

が
利

用
で

き
る

14
.  タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
が

利
用

で
き

る
12

.  集
中

し
て

勉
強

が
出

来
る

15
.  そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  ）

良 い 場 所 気 に な る 場 所
理

由
（

自
由

記
述

）



5

付録

1 2 3 4 5 6 10

11

8 9

15

7

1412 13

愛
知

大
学

名
古

屋
図

書
館

20
18

.1
2.

05

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い 図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

学
習

環
境

の
場

」
と

し
て

の
図

書
館

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
て

い
ま

す
。

得
ら

れ
た

調
査

結
果

は
研

究
以

外
の

目
的

に
は

使
用

致
し

ま
せ

ん
。

ご
協

力
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

名
古

屋
市

立
大

学
大

学
院

芸
術

工
学

研
究

科
鈴

木
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

　
   

   
   

：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
12

下
記

の
　

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

 あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

 あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 法

学
部

  2
. 経

済
学

部
  4

. 現
代

中
国

学
部

  3
. 経

営
学

部
  5

. 国
際

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ学
部

  6
. 文

学
部

  7
. 地

域
政

策
学

部
  8

. 短
期

大
学

部
  9

. 大
学

院
(　

　
　

　
　

　
　

)研
究

科
10

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

)

問
4　

問
3　

 今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
　

(○
は

一
つ

だ
け

)
  1

.  一
人

で
  2

. 友
人

と
(本

人
+(

　
　

)名
)

  3
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
5

 あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

を
ど

の
程

度
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

　
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
 8

. 年
に

1回
  9

. 初
め

て
来

た
10

. そ
の

他
(　

 　
   

   
  　

　
　

　
　

　
)

こ
の

図
書

館
で

「
一

人
で

利
用

」
,「

二
人

以
上

で
利

用
」

を
す

る
時

、
a～

f の
活

動
を

す
る

際
、

ど
ん

な
と

こ
ろ

を
選

択
(意

識
)し

て
い

ま
す

か
。

ま
た

は
、

選
択

(意
識

)し
た

い
で

す
か

。
右

の
太

枠
よ

り
A～

C 
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

き
1つ

ず
つ

選
ん

で
【

　
　

】
の

、
最

も
あ

て
は

ま
る

数
字

に
○

を
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

活
動

を
行

わ
な

い
場

合
は

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
に

×
を

し
て

下
さ

い
。

  c
. く

つ
ろ

ぐ
･休

息
す

る

問
6

 今
日

は
、

こ
の

図
書

館
に

ど
の

よ
う

な
目

的
で

来
ま

し
た

か
。

　
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 本
を

借
り

る
た

め
  2

. 本
を

返
す

た
め

  3
. 本

･資
料

等
を

探
す

た
め

  4
. 本

を
読

む
た

め
  5

. 新
聞

を
読

む
た

め
  6

. 雑
誌

を
読

む
た

め
  7

. P
Cで

W
EB

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

た
め

  8
. P

Cで
文

書
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
  9

. P
Cで

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
す

る
た

め
10

. 一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

11
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

12
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
す

る
た

め
13

. た
だ

ふ
ら

っ
と

き
た

14
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
15

. 授
業

･ゼ
ミ

･サ
ー

ク
ル

で
利

用
す

る
た

め
16

. く
つ

ろ
ぐ

た
め

17
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
  　

　
　

　
　

）

問
7

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

こ
の

図
書

館
で

学
習

す
る

際
ど

の
よ

う
な

も
の

を
用

い
ま

す
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. ど

れ
も

利
用

し
な

い
  2

. 一
般

的
な

雑
誌

  3
. 学

術
雑

誌
  4

. 辞
書

、
辞

典
な

ど
  5

. 一
般

的
な

図
書

  6
. 専

門
に

関
す

る
図

書
  7

. 白
書

・
統

計
書

10
. 新

聞
  8

. デ
ー

タ
ベ

ー
ス

  9
. D

VD
、

CD
等

視
聴

覚
資

料
11

. 指
定

図
書

・
課

題
図

書
12

. 資
格

本
13

. W
EB

サ
イ

ト
14

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
の

最
も

よ
く

利
用

す
る

座
席

に
☆

印
を

し
、

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

問
15

あ
な

た
に

と
っ

て
図

書
館

が
よ

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
と

思
わ

れ
る

も
の

は
な

ん
で

す
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 図

書
資

料
の

充
実

  2
. P

C台
数

の
充

実
  3

. 静
か

な
学

習
環

境
の

充
実

  4
. グ

ル
ー

プ
で

の
学

習
環

境
の

充
実

問
14

  1
. 何

も
利

用
し

な
い

  1
. 自

宅

  1
. 授

業
  2

. 研
究

･ゼ
ミ

活
動

  3
. 食

事
  4

. サ
ー

ク
ル

･部
活

  5
.そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

『
2～

4』
学

内
に

あ
る

棟
で

の
活

動
内

容
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  6
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
 ）

  2
. 厚

生
棟

〔
　

 階
〕

  3
. 講

義
棟

〔
　

　
階

〕
  4

. 研
究

棟
〔

　
　

階
〕

  5
. 自

宅
以

外
の

学
外

  2
. 図

書
館

内
の

図
書

資
料

a.
 利

用
す

る
学

習
ツ

ー
ル

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

b.
 ど

の
よ

う
な

勉
強

　
（

○
は

一
つ

だ
け

）

場
所

(○
は

一
つ

だ
け

)

  1
. 自

宅
  6

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

 ）
  2

. 厚
生

棟
〔

　
 階

〕
  3

. 講
義

棟
〔

　
　

階
〕

  4
. 研

究
棟

〔
　

　
階

〕
  5

. 自
宅

以
外

の
学

外
場

所
(○

は
一

つ
だ

け
)

  a
. 課

題
･レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

  b
. テ

ス
ト

･資
格

･受
験

勉
強

を
す

る

  1
. 無

音
な

と
こ

ろ
  2

. 少
し

賑
わ

っ
て

い
る

と
こ

ろ
  3

. 賑
わ

っ
て

い
る

と
こ

ろ

  1
. 他

人
の

視
線

を
気

に
す

る
  2

. 他
人

の
視

線
を

気
に

し
な

い

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】

【
  1

 　
2 

 】
【

  1
 　

2 
 】

【
  1

 　
2 

 】

A.
周

辺
の

賑
や

か
さ

活
動

内
容

一
人

で
利

用
B.

人
と

の
距

離
感

C.
他

人
の

視
線

【
  1

 　
2 

 】
【

  1
 　

2 
 】

【
  1

 　
2 

 】

C.
他

人
の

視
線

  f
 . く

つ
ろ

ぐ
･休

息
す

る

  d
. 課

題
･レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

  e
. テ

ス
ト

･資
格

･受
験

勉
強

を
す

る
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】
【

  1
   

  2
   

  3
  】

【
  1

   
  2

   
  3

  】

A.
周

辺
の

賑
や

か
さ

活
動

内
容

二
人

以
上

で
利

用
B.

人
と

の
距

離
感

  1
. 授

業
  2

. 研
究

･ゼ
ミ

活
動

  3
. 食

事
  4

. サ
ー

ク
ル

･部
活

  5
.そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

『
2～

4』
学

内
に

あ
る

棟
で

の
活

動
予

定
（

○
は

一
つ

だ
け

）

A.

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

「
こ

の
図

書
館

」
と

「
4階

メ
デ

ィ
ア

ゾ
ー

ン
」

を
使

い
分

け
て

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
a 

利
用

頻
度

は
ど

の
く

ら
い

で
す

か
。

ま
た

、
a 

利
用

頻
度

 で
『

1～
8』

を
選

択
し

た
人

に
お

聞
き

し
ま

す
。

b 
利

用
す

る
時

の
同

伴
形

態
、

 c
 使

い
分

け
て

い
る

理
由

、
d 

主
な

活
動

内
容

 を
教

え
て

下
さ

い
。

問
11

 あ
な

た
に

と
っ

て
こ

の
図

書
館

は
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
だ

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

問
8

  1
.  日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  3

. 知
り

た
い

こ
と

、
調

べ
た

い
こ

と
が

わ
か

る
と

こ
ろ

  4
.  気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
  5

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  6
. 友

人
、

知
人

と
交

流
を

深
め

る
と

こ
ろ

  7
. 暇

な
と

き
に

来
る

と
こ

ろ
  8

. 新
し

い
興

味
や

関
心

を
見

つ
け

る
と

こ
ろ

10
. 友

人
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
  9

. 他
に

行
く

と
こ

ろ
が

な
い

か
ら

来
る

と
こ

ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

を
す

る
と

こ
ろ

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  6
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

問
10

 あ
な

た
が

、
日

ご
ろ

こ
の

図
書

館
を

利
用

す
る

理
由

は
な

ん
で

す
か

。
　

(〇
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
講

義
室

か
ら

近
い

た
め

  2
. 次

の
講

義
室

に
近

い
た

め

  8
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  4

. 賑
や

か
･会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. 図

書
資

料
が

あ
る

た
め

問
9

 あ
な

た
は

、
今

日
こ

の
図

書
館

に
 A

 来
館

す
る

前
は

ど
こ

か
ら

来
ま

し
た

か
。

ま
た

、
 B

 図
書

館
を

退
館

し
た

後
は

ど
こ

に
行

く
予

定
で

す
か

。
『

2～
4』

の
学

内
に

あ
る

棟
を

選
択

し
た

人
は

、
そ

こ
で

何
を

し
て

い
た

か
 o

r 何
を

す
る

予
定

で
す

か
。

  6
. 研

究
活

動
・

論
文

の
執

筆
  4

. 資
格

･受
験

･公
務

員
試

験
勉

強
  2

. 授
業

の
予

習
  3

. テ
ス

ト
勉

強
  5

. 就
職

活
動

関
連

  3
. 資

格
･受

験
･公

務
員

試
験

勉
強

  2
. テ

ス
ト

勉
強

  4
. 就

職
活

動
関

連

  7
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  3
. 持

込
み

の
図

書
資

料
(教

科
書

･参
考

書
含

)
  5

. 持
込

み
の

PC
等

の
電

子
機

器
  4

. 図
書

館
内

の
PC

等
の

電
子

機
器

  1
. 授

業
課

題
･レ

ポ
ー

ト
の

作
成

 問
6で

『
10

.一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

』
『

11
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

』
を

選
択

し
た

人
に

聞
き

ま
す

。
ど

の
よ

う
な

勉
強

を
し

に
来

ま
し

た
か

。
 今

日
、

a 
利

用
す

る
学

習
ツ

ー
ル

  と
  そ

の
学

習
ツ

ー
ル

を
使

っ
て

、
b 

ど
の

よ
う

な
勉

強
 を

行
い

ま
す

か
。

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 利

用
す

る
書

架
の

近
く

だ
か

ら

14
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
か

ら
  2

. 集
中

で
き

る
か

ら

  4
. 図

書
・

資
料

を
広

げ
ら

れ
る

か
ら

  5
. 作

業
が

し
や

す
い

か
ら

  6
. 座

り
心

地
が

良
い

か
ら

  7
. 周

囲
が

静
か

だ
か

ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
か

ら
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

か
ら

11
. 友

人
と

座
る

か
ら

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら

  8
. 周

囲
が

賑
わ

っ
て

い
る

か
ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

利
用

で
き

る
か

ら

15
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

か
ら

17
. そ

の
他

　
（

　
  　

　
　

　
　

　
　

　
　

  ）

16
. よ

く
席

が
空

い
て

い
る

か
ら

  a
. メ

デ
ィ

ア
ゾ

ー
ン

の
利

用
頻

度
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

  b
. メ

デ
ィ

ア
ゾ

ー
ン

の
同

伴
形

態
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  c
. メ

デ
ィ

ア
ゾ

ー
ン

を
利

用
し

て
い

る
理

由
（

○
は

い
く

つ
で

も
）

12
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

13
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

　
　

　
　

　
　

   
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
講

義
室

か
ら

近
い

た
め

  2
. 次

の
講

義
室

に
近

い
た

め

  8
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  4

. 賑
や

か
・

会
話

で
き

る
た

め
  6

. P
Cの

利
用

が
し

や
す

い
た

め

来 館 前

A. 賑 や か さ B. 距 離 感 C. 視 線

B. 退 館 後

  2
. 2

ｍ
以

内
に

人
(友

人
以

外
)が

い
る

  3
. 2

m
以

上
離

れ
て

人
(友

人
以

外
)が

い
る

  1
. 人

(友
人

以
外

)が
い

な
い

と
こ

ろ

  5
. 研

究
活

動
･論

文
の

執
筆

  7
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
）

  6
. く

つ
ろ

ぐ
た

め
　

  1
. 授

業
の

課
題

･ﾚ
ﾎﾟ

ｰﾄ
の

作
成

  d
. メ

デ
ィ

ア
ゾ

ー
ン

で
の

主
な

活
動

内
容

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
  9

. 使
い

分
け

な
い

(行
か

な
い

)

11
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

12
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
   

)
  9

. レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

た
め

  7
. 空

間
の

明
る

さ
や

空
調

が
良

い
た

め
10

. 飲
み

物
を

飲
む

こ
と

が
で

き
る

た
め

  7
. 空

間
の

明
る

さ
や

空
調

が
良

い
た

め
11

. 飲
み

物
を

飲
む

こ
と

が
で

き
る

た
め

  5
. 語

学
雑

誌
･D

VD
が

あ
る

た
め

  9
. 印

刷
機

が
利

用
で

き
る

た
め

10
. 就

職
活

動
支

援
等

を
受

け
る

た
め

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回

 あ
な

た
は

、
「

本
館

2階
 ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

」
を

ど
の

程
度

、
使

い
分

け
て

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
　

(○
は

一
つ

だ
け

)
問

13

  9
. 使

い
分

け
な

い
(行

か
な

い
)

sc
al

e：
1/

10
0

sc
al

e：
1/

10
0

scale：1/100

1階
ﾃﾞ

ｨｽ
ｶｯ

ｼｮ
ﾝﾙ

ｰﾑ

学
術

雑
誌

書
架

 等

カ
ウ

ン
タ

ー

事
務

室

書
庫

C

2階

3階

例

個 人 ブ ー ス

個 人 ブ ー ス個 人 ブ ー ス



6-

1 2 3 4 5 6 7

1211

8 9

10

立
命

館
大

学
 平

井
嘉

一
郎

記
念

図
書

館
20

16
.1

0.
12

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い 図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

問
1

あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

場
」

と
し

て
の

図
書

館
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
得

ら
れ

た
調

査
結

果
は

研
究

以
外

の
目

的
に

は
使

用
致

し
ま

せ
ん

。
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

問
2

あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

 1
. 法

学
部

  2
. 産

業
社

会
学

部
  4

. 文
学

部
  3

. 国
際

関
係

学
部

 5
. 映

像
学

部
  6

. 法
学

研
究

科
  7

. 社
会

学
研

究
科

  8
. 文

学
研

究
科

 9
. 応

用
人

間
科

学
研

究
科

10
. 言

語
教

育
情

報
研

究
科

11
. 先

端
総

合
学

術
研

究
科

 1
2.

 映
像

研
究

科

問
3　

今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
.  一

人
で

 2
. 友

人
と

(本
人

+(
　

　
)名

)
  3

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
4

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

を
ど

の
程

度
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

(○
は

一
つ

だ
け

)
 1

. ほ
と

ん
ど

毎
日

  2
. 一

週
間

に
2,

3回
  3

. 一
週

間
に

1回
 5

. 月
に

1回
  6

. 二
、

三
ケ

月
に

1回
 4

. 二
週

間
に

1回
  7

. 年
に

2,
3回

 8
. 年

に
1回

 9
. 初

め
て

来
た

10
. そ

の
他

(　
 　

   
   

  　
　

　
　

　
　

)

問
5

今
日

は
、

こ
の

図
書

館
に

ど
の

よ
う

な
目

的
で

来
ま

し
た

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 本

を
借

り
る

た
め

  2
. 本

を
返

す
た

め
  3

. 本
・

資
料

等
を

探
す

た
め

  4
. 本

を
読

む
た

め
  5

. 新
聞

を
読

む
た

め
  6

. D
VD

・
ビ

デ
オ

等
を

鑑
賞

す
る

た
め

  7
. 雑

誌
を

読
む

た
め

  8
. P

Cで
W

EB
サ

イ
ト

を
利

用
す

る
た

め
  9

. P
Cで

文
書

、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

た
め

10
. P

Cで
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

す
る

た
め

11
. 一

人
で

勉
強

を
す

る
た

め
12

. 友
人

と
一

緒
に

勉
強

す
る

た
め

13
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
す

る
た

め
14

. た
だ

ふ
ら

っ
と

き
た

15
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
16

. ゼ
ミ

、
サ

ー
ク

ル
で

利
用

す
る

た
め

17
. 授

業
で

利
用

す
る

た
め

20
. カ

フ
ェ

を
利

用
す

る
つ

い
で

18
. く

つ
ろ

ぐ
た

め
21

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

  　
　

　
　

　
　

　
）

19
. 印

刷
す

る
た

め

問
6

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

で
学

習
す

る
際

ど
の

よ
う

な
も

の
を

用
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. ど

の
図

書
資

料
も

利
用

し
な

い
  2

. 一
般

的
な

雑
誌

  3
. 学

術
雑

誌
  4

. 辞
書

、
辞

典
な

ど
  5

. 一
般

的
な

図
書

  6
. 専

門
に

関
す

る
図

書
  7

. 白
書

・
統

計
書

10
. 新

聞
  8

. デ
ー

タ
ベ

ー
ス

  9
. D

VD
、

CD
等

視
聴

資
料

11
. 課

題
図

書
・

指
定

図
書

12
. 資

格
本

13
. W

EB
サ

イ
ト

15
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

問
7

あ
な

た
に

と
っ

て
図

書
館

は
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
だ

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

.  日
課

と
し

て
来

る
と

こ
ろ

  3
. 知

り
た

い
こ

と
、

調
べ

た
い

こ
と

が
わ

か
る

と
こ

ろ
  4

.  気
分

転
換

を
す

る
と

こ
ろ

  5
. ひ

と
り

の
時

間
を

過
ご

せ
る

と
こ

ろ
  6

. 友
人

、
知

人
と

交
流

を
深

め
る

と
こ

ろ
  7

. 暇
な

と
き

に
来

る
と

こ
ろ

  8
. 新

し
い

興
味

や
関

心
を

見
つ

け
る

と
こ

ろ
10

. 友
人

と
一

緒
に

学
習

、
議

論
す

る
と

こ
ろ

  9
. 他

に
行

く
と

こ
ろ

が
な

い
か

ら
来

る
と

こ
ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

す
る

と
こ

ろ

  2
. ４

人
掛

け
の

グ
ル

ー
プ

席
  6

. セ
ミ

ナ
ー

ル
ー

ム
  4

. 仕
切

り
の

な
い

カ
ウ

ン
タ

ー
席

  7
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)
  5

. 個
人

研
究

ブ
ー

ス
  1

. キ
ャ

レ
ル

席
（

仕
切

り
が

あ
る

席
）

  3
. 6

人
掛

け
の

グ
ル

ー
プ

席

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

愛
知

工
業

大
学

工
学

部
建

築
学

科
中

井
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

   
   

   
：

14
. 充

電
で

き
る

た
め

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  (
○

は
1つ

だ
け

)
  1

. 利
用

す
る

書
架

の
近

く
だ

か
ら

15
. 薄

暗
い

か
ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
た

め
  4

. 図
書

・
資

料
を

広
げ

ら
れ

る
た

め
  5

. 作
業

の
し

や
す

さ
  6

. 座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
り

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
た

め
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

た
め

11
. 友

人
と

座
る

た
め

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら
  8

. 周
囲

が
賑

わ
っ

て
い

る
か

ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

16
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

17
. 水

分
補

給
が

で
き

る
か

ら
20

. よ
く

席
が

空
い

て
い

る
た

め

  2
. 集

中
で

き
る

か
ら

問
12

図
書

館
が

よ
り

よ
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
に

、
あ

な
た

の
ご

意
見

や
お

考
え

を
お

尋
ね

し
ま

す
。

よ
い

と
思

わ
れ

る
も

の
い

ず
れ

か
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 専

門
書

や
参

考
資

料
な

ど
の

充
実

  2
. 電

子
情

報
（

E-
Bo

ok
、

E-
Jo

ur
na

l）
の

充
実

  3
. A

Vコ
ー

ナ
ー

の
充

実
  4

. 一
般

雑
誌

、
漫

画
の

種
類

の
充

実
  5

. P
Cの

台
数

を
増

や
し

て
欲

し
い

  6
. 図

書
を

見
つ

け
や

す
く

し
て

欲
し

い
  7

. 閲
覧

席
や

ソ
フ

ァ
な

ど
が

も
っ

と
増

え
た

方
が

良
い

  9
. 開

館
時

間
の

延
長

を
欲

し
い

10
. 飲

食
で

き
る

場
の

充
実

11
. 静

か
に

学
習

で
き

る
ス

ペ
ー

ス
12

. ぴ
あ

ら
の

ス
ペ

ー
ス

を
増

や
し

て
欲

し
い

  8
. 学

習
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

14
. セ

ミ
ナ

ー
ル

ー
ム

を
増

や
し

て
欲

し
い

13
. 個

人
研

究
ブ

ー
ス

を
増

や
し

て
欲

し
い

　
15

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
そ

の
他

の
ご

意
見

や
ご

要
望

が
あ

れ
ば

自
由

に
裏

面
に

お
書

き
く

だ
さ

い
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

問
11

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
の

最
も

よ
く

利
用

す
る

座
席

に
☆

印
を

し
て

下
さ

い
。

ま
た

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

下
記

の
口

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

18
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

19
. 周

り
の

グ
ル

ー
プ

が
勉

強
し

て
い

る
21

. そ
の

他
（

　
   

   
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）

13
. そ

の
他（

　
　

　
　

　
　

　
　

  　
　

）学
部

問
8

問
10

平 井 嘉 一 郎 記 念

図 書 館 を 選 ぶ 理 由

図 書 館 以 外

を 選 ぶ 理 由あ
な

た
が

、
日

ご
ろ

こ
の

図
書

館
を

利
用

す
る

際
に

選
ぶ

理
由

は
な

ん
で

す
か

。
(〇

は
い

く
つ

で
も

)ま
た

こ
の

図
書

館
以

外
に

学
習

・
研

究
活

動
の

場
所

を
使

い
分

け
て

い
ま

す
か

。
あ

れ
ば

学
内

の
中

か
ら

一
つ

だ
け

場
所

を
記

入
し

、
そ

の
理

由
を

教
え

て
下

さ
い

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)

問
9

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

で
座

り
た

い
座

席
の

タ
イ

プ
は

な
ん

で
す

か
。

(〇
は

一
つ

ま
で

)

  1
. ど

こ
も

利
用

し
て

い
な

い
  3

. 修
学

館
リ

サ
ー

チ
ラ

イ
ブ

ラ
リ

  4
. 人

文
系

文
献

資
料

室
  5

. (
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)キ
ャ

ン
パ

ス
  2

. 衣
笠

キ
ャ

ン
パ

ス
図
書
館
以
外

の
場
所

館
施

設
名【

　
　

　
　

　
　

　
　

　
】

【
　

　
　

　
　

】

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

ぴ
あ

ら
と

図
書

館
の

開
架

閲
覧

席
(ぴ

あ
ら

以
外

の
場

所
)を

使
い

分
け

て
い

ま
す

か
。

利
用

頻
度

と
い

つ
も

利
用

し
て

い
る

同
伴

形
態

(○
は

一
つ

だ
け

)と
使

い
分

け
て

い
る

理
由

を
教

え
て

下
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 1

階
に

あ
る

か
ら

行
き

や
す

い

  8
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  9
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  2
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  6
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め

10
. 学

習
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

  3
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

12
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

  5
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  4
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め

  7
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

11
. 飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

ぴ
あ

ら
の

利
用

頻
度

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
・

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

ぴ
あ

ら
の

同
伴

形
態

ぴ
あ

ら
を

利
用

し
て

い
る

理
由

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
  9

. 使
い

分
け

な
い

(図
書

館
の

み
)

13
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
 　

　
　

　
　

　
  )

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
10

. 印
刷

・
コ

ピ
ー

機
が

利
用

で
き

る
た

め
13

. い
つ

も
座

席
が

空
い

て
い

る
た

め
14

. そ
の

他
　

(  
   

   
   

   
   

   
   

  　
　

　
　

　
　

   
)

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

12
. 飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め
11

. 学
習

支
援

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
れ

る
た

め

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
10

. 印
刷

・
コ

ピ
ー

機
が

利
用

で
き

る
た

め
13

. い
つ

も
座

席
が

空
い

て
い

る
た

め
14

. そ
の

他
　

(  
   

   
   

   
   

   
   

  　
　

　
　

　
　

   
)

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

12
. 飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め
11

. 学
習

支
援

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
れ

る
た

め

1階
兼

ぴ
あ

ら

2階3階

B1
階

例



7

付録

1 2 3 4 5 6

10

8 9

1413

7

1211

中
部

大
学

附
属

三
浦

記
念

図
書

館
20

17
.1

0.
16

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い 図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

学
習

環
境

の
場

」
と

し
て

の
図

書
館

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
て

い
ま

す
。

得
ら

れ
た

調
査

結
果

は
研

究
以

外
の

目
的

に
は

使
用

致
し

ま
せ

ん
。

ご
協

力
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

名
古

屋
市

立
大

学
大

学
院

芸
術

工
学

研
究

科
鈴

木
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：　
　

　
　

　
退

館
時

間
　

   
   

   
：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
12

下
記

の
　

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 工

学
部

  2
. 経

営
情

報
学

部
  4

. 人
文

学
部

  3
. 国

際
関

係
学

部
  5

. 応
用

生
物

学
部

  6
. 生

命
健

康
科

学
部

  7
. 現

代
教

育
学

部
  8

. 大
学

院
(　

　
　

　
　

　
　

　
)研

究
科

  9
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
)

問
4　

問
3　

今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
　

(○
は

一
つ

だ
け

)
  1

.  一
人

で
  2

. 友
人

と
(本

人
+(

　
　

)名
)

  3
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
5

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

を
ど

の
程

度
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

　
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
 8

. 年
に

1回
  9

. 初
め

て
来

た
10

. そ
の

他
(　

 　
   

   
  　

　
　

　
　

　
)

問
6

今
日

は
、

こ
の

図
書

館
に

ど
の

よ
う

な
目

的
で

来
ま

し
た

か
。

　
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 本
を

借
り

る
た

め
  2

. 本
を

返
す

た
め

  3
. 本

・
資

料
等

を
探

す
た

め
  4

. 本
を

読
む

た
め

  5
. 新

聞
を

読
む

た
め

  6
. D

VD
・

ビ
デ

オ
等

を
鑑

賞
す

る
た

め
  7

. 雑
誌

を
読

む
た

め
  8

. P
Cで

W
EB

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

た
め

  9
. P

Cで
文

書
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
10

. P
Cで

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
す

る
た

め
11

. 一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

13
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
す

る
た

め
14

. た
だ

ふ
ら

っ
と

き
た

15
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
16

. ゼ
ミ

、
サ

ー
ク

ル
で

利
用

す
る

た
め

17
. 授

業
で

利
用

す
る

た
め

18
. く

つ
ろ

ぐ
た

め
20

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

  　
　

　
　

　
　

　
）

19
. P

Cで
印

刷
す

る
た

め

問
7

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

で
学

習
す

る
際

ど
の

よ
う

な
も

の
を

用
い

ま
す

か
。

　
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. ど
の

図
書

資
料

も
利

用
し

な
い

  2
. 一

般
的

な
雑

誌
  3

. 学
術

雑
誌

  4
. 辞

書
、

辞
典

な
ど

  5
. 一

般
的

な
図

書
  6

. 専
門

に
関

す
る

図
書

  7
. 白

書
・

統
計

書
10

. 新
聞

  8
. デ

ー
タ

ベ
ー

ス
  9

. D
VD

、
CD

等
視

聴
覚

資
料

11
. 課

題
図

書
・

指
定

図
書

12
. 資

格
本

13
. W

EB
サ

イ
ト

14
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
の

最
も

よ
く

利
用

す
る

座
席

に
☆

印
を

し
て

下
さ

い
。

ま
た

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

問
14

図
書

館
が

よ
り

よ
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
、

よ
い

と
思

わ
れ

る
も

の
は

な
ん

で
す

か
。

　
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 図

書
資

料
の

充
実

  2
. P

C台
数

の
充

実
  3

. 静
か

な
学

習
環

境
の

充
実

  4
. グ

ル
ー

プ
で

の
学

習
環

境
の

充
実

問
13

小
・

中
学

校
の

時
に

学
校

の
図

書
室

や
、

公
共

図
書

館
を

利
用

し
て

い
ま

し
た

か
。

(A
.B

- ○
は

一
つ

だ
け

　
C-

 ○
二

つ
ま

で
)

  1
. よ

く
利

用
し

て
い

た
  2

. 時
々

利
用

し
て

い
た

 A
.小

学
校

の
時

  3
. 利

用
し

て
い

な
か

っ
た

  1
. よ

く
利

用
し

て
い

た
  1

. 小
学

校
の

時
に

利
用

し
て

い
た

  2
. 中

学
校

の
時

に
利

用
し

て
い

た
  3

. ど
ち

ら
の

時
も

利
用

し
て

い
な

か
っ

た

  2
. 時

々
利

用
し

て
い

た
 B

.中
学

校
の

時
 C

.公
共

図
書

館
  3

. 利
用

し
て

い
な

か
っ

た

  1
. 何

も
利

用
し

な
い

  1
. 自

宅

  1
. 授

業
  2

. 研
究

・
ゼ

ミ
活

動
  3

. 食
事

  4
. 自

主
勉

強
  5

. サ
ー

ク
ル

・
部

活
  6

.そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  5
. 研

究
室

［
　

　
　

　
　

］
館

『
4.

 講
義

室
』

『
5.

 研
究

室
』

『
6.

 食
堂

』
『

7.
 そ

の
他

』
で

の
活

動
内

容
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  4
. 講

義
室

［
　

　
　

　
　

］
館

  6
. 食

堂
［

　
　

　
　

　
　

　
　

］
  7

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
  2

. 学
生

寮
  3

. コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

[2
,3

階
]

  2
. 図

書
館

内
の

図
書

資
料

  3
. 持

込
み

の
図

書
資

料
a.

 利
用

す
る

学
習

ツ
ー

ル
（

○
は

い
く

つ
で

も
）

b.
 ど

の
よ

う
な

勉
強

　
（

○
は

一
つ

だ
け

）

場
所

（
○

は
一

つ
だ

け
）

A.

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

「
図

書
館

」
と

「
不

言
実

行
館

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

(2
,3

階
)」

を
使

い
分

け
て

い
ま

す
か

。
a 

利
用

頻
度

は
ど

の
く

ら
い

で
す

か
。

 ま
た

、
a.

 利
用

頻
度

の
「

1」
~「

8」
を

選
択

し
た

人
に

お
聞

き
し

ま
す

。
b 

利
用

す
る

時
の

同
伴

形
態

と
 c

 使
い

分
け

て
い

る
理

由
 と

 d
 主

な
活

動
内

容
を

教
え

て
下

さ
い

。

問
11

あ
な

た
に

と
っ

て
図

書
館

は
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
だ

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

問
8

  1
.  日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  3

. 知
り

た
い

こ
と

、
調

べ
た

い
こ

と
が

わ
か

る
と

こ
ろ

  4
.  気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
  5

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  6
. 友

人
、

知
人

と
交

流
を

深
め

る
と

こ
ろ

  7
. 暇

な
と

き
に

来
る

と
こ

ろ
  8

. 新
し

い
興

味
や

関
心

を
見

つ
け

る
と

こ
ろ

10
. 友

人
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
  9

. 他
に

行
く

と
こ

ろ
が

な
い

か
ら

来
る

と
こ

ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

を
す

る
と

こ
ろ

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  6
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

問
10

あ
な

た
が

、
日

ご
ろ

図
書

館
を

利
用

す
る

際
に

選
ぶ

理
由

は
な

ん
で

す
か

。
　

(〇
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
10

. 印
刷

・
コ

ピ
ー

機
が

利
用

で
き

る
た

め
13

. い
つ

も
座

席
が

空
い

て
い

る
た

め
14

. そ
の

他
　

(  
   

   
   

   
   

   
   

  　
　

　
　

　
　

   
)

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

12
. 飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. 図

書
資

料
が

あ
る

た
め

  8
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

11
. レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
た

め

問
9

あ
な

た
は

、
今

日
こ

の
図

書
館

に
 A

 来
館

す
る

前
は

ど
こ

か
ら

来
ま

し
た

か
。

ま
た

、
 B

 図
書

館
を

退
館

し
た

後
は

ど
こ

に
行

く
予

定
で

す
か

。
『

4.
 講

義
室

』
『

5.
 研

究
室

』
『

6.
 食

堂
』

『
7.

 8
. そ

の
他

』
を

選
択

し
た

人
は

、
校

舎
の

名
称

と
そ

こ
で

何
を

し
て

い
た

か
・

何
を

す
る

予
定

で
す

か
。

  4
. 論

文
の

執
筆

作
業

  3
. 研

究
に

向
け

た
勉

強
  5

. 資
格

勉
強

  2
. 授

業
の

予
習

  6
. 部

活
・

サ
ー

ク
ル

内
で

の
勉

強
  7

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  4
. 図

書
館

内
の

PC
等

の
電

子
機

器
  5

. 持
込

み
の

PC
等

の
電

子
機

器

  1
. 授

業
の

課
題

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

  4
. 論

文
の

執
筆

作
業

  3
. 研

究
に

向
け

た
勉

強
  5

. 資
格

勉
強

  2
. 授

業
の

予
習

  6
. 部

活
・

サ
ー

ク
ル

内
で

の
勉

強
  8

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
  7

. く
つ

ろ
ぐ

た
め

　

  1
. 授

業
の

課
題

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

問
6で

『
11

.一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

』
『

12
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

』
を

選
択

し
た

人
に

聞
き

ま
す

。
ど

の
よ

う
な

勉
強

を
し

に
来

ま
し

た
か

。
今

日
、

a 
利

用
す

る
学

習
ツ

ー
ル

  と
  そ

の
学

習
ツ

ー
ル

を
使

っ
て

、
b 

ど
の

よ
う

な
勉

強
 を

行
い

ま
す

か
。

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 利

用
す

る
書

架
の

近
く

だ
か

ら

15
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

14
. 充

電
が

で
き

る
か

ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
か

ら
  2

. 集
中

で
き

る
か

ら

  4
. 図

書
・

資
料

を
広

げ
ら

れ
る

か
ら

  5
. 作

業
が

し
や

す
い

か
ら

  6
. 座

り
心

地
が

良
い

か
ら

  7
. 周

囲
が

静
か

だ
か

ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
か

ら
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

か
ら

11
. 友

人
と

座
る

か
ら

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら

  8
. 周

囲
が

賑
わ

っ
て

い
る

か
ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

16
. 水

分
補

給
が

で
き

る
か

ら
17

. 周
り

の
人

が
勉

強
し

て
い

る
か

ら

19
. そ

の
他

（
　

  　
　

　
　

　
　

　
　

   
）

18
. よ

く
席

が
空

い
て

い
る

か
ら

  a
. 不

言
実

行
館

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

の
利

用
頻

度
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

  b
. 不

言
実

行
館

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

の
同

伴
形

態
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  c
. 不

言
実

行
館

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

て
い

る
理

由
（

○
は

い
く

つ
で

も
）

  d
. 不

言
実

行
館

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

で
の

主
な

活
動

内
容

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
  9

. 使
い

分
け

な
い

(行
か

な
い

)

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
   

)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

10
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
11

. コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
の

支
援

を
受

け
る

た
め

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. 図

書
資

料
が

あ
る

た
め

  8
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

12
. 飲

み
物

を
持

ち
込

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

来 館 前

  1
. 自

宅

  1
. 授

業
  2

. 研
究

・
ゼ

ミ
活

動
  3

. 食
事

  4
. 自

主
勉

強
  5

. サ
ー

ク
ル

・
部

活
  6

.そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  5
. 研

究
室

［
　

　
　

　
　

］
館

『
4.

 講
義

室
』

『
5.

 研
究

室
』

『
6.

 食
堂

』
『

8.
 そ

の
他

』
で

の
活

動
予

定
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  4
. 講

義
室

［
　

　
　

　
　

］
館

  6
. 食

堂
［

　
　

　
　

　
　

　
　

］
  7

. 決
め

て
い

な
い

  8
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  2
. 学

生
寮

  3
. コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
[2

,3
階

]
場

所
（

○
は

一
つ

だ
け

）
B. 退 館 後

24,200

6,4006,4006,4005,000

1
5
,
3
5
5

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

2
,
5
5
5

E
V

24,200

6,4006,4006,4005,000

1
5
,
3
5
5

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

2
,
5
5
5

1階2階

3階

B1
階

B2
階

例



8-

1 2 4 5 6 8 97
12

3

1110 1413

中
部

大
学

 不
言

実
行

館
AC

TI
VE

 P
LA

ZA
コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
20

17
.1

0.
16

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

学
習

環
境

の
場

」
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
得

ら
れ

た
調

査
結

果
は

研
究

以
外

の
目

的
に

は
使

用
致

し
ま

せ
ん

。
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

名
古

屋
市

立
大

学
大

学
院

芸
術

工
学

研
究

科
鈴

木
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

   
　

　
   

   
：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
12

下
記

の
　

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

  1
. 工

学
部

  2
. 経

営
情

報
学

部
  4

. 人
文

学
部

  3
. 国

際
関

係
学

部
  5

. 応
用

生
物

学
部

  6
. 生

命
健

康
科

学
部

  7
. 現

代
教

育
学

部
  8

. 大
学

院
(　

　
　

　
　

　
　

　
)研

究
科

  9
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
)

問
4　

問
3　

今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
　

(○
は

一
つ

だ
け

)
  1

.  一
人

で
  2

. 友
人

と
(本

人
+(

　
　

)名
)

  3
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
5

あ
な

た
は

、
こ

の
コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
を

ど
の

程
度

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
　

(○
は

一
つ

だ
け

)
  1

. ほ
と

ん
ど

毎
日

  2
. 一

週
間

に
2,

3回
  3

. 一
週

間
に

1回
  5

. 月
に

1回
  6

. 二
、

三
ケ

月
に

1回
 4

. 二
週

間
に

1回
  7

. 年
に

2,
3回

 8
. 年

に
1回

  9
. 初

め
て

来
た

10
. そ

の
他

(　
 　

   
   

  　
　

　
　

　
　

)

問
6

今
日

は
、

こ
の

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

に
ど

の
よ

う
な

目
的

で
来

ま
し

た
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

17
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
  　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

16
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
を

す
る

た
め

  3
. 本

・
資

料
等

を
探

す
た

め
  4

. 本
を

読
む

た
め

  7
. P

Cで
W

EB
サ

イ
ト

を
利

用
す

る
た

め
  8

. P
Cで

文
書

、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

た
め

  9
. P

Cで
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

す
る

た
め

  1
. 一

人
で

勉
強

を
す

る
た

め
  2

. 友
人

と
一

緒
に

勉
強

を
す

る
た

め

10
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
す

る
た

め
11

. た
だ

ふ
ら

っ
と

き
た

12
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
13

. ゼ
ミ

、
サ

ー
ク

ル
で

利
用

す
る

た
め

14
. 授

業
で

利
用

す
る

た
め

問
7

あ
な

た
は

、
こ

の
コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
で

学
習

す
る

際
ど

の
よ

う
な

も
の

を
用

い
ま

す
か

。
　

(○
は

い
く

つ
で

も
)

問
8

あ
な

た
に

と
っ

て
コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
は

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

だ
と

考
え

て
い

ま
す

か
。

　
(○

は
い

く
つ

で
も

)

問
9

あ
な

た
が

、
日

ご
ろ

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

を
利

用
す

る
際

に
選

ぶ
理

由
は

な
ん

で
す

か
。

　
(〇

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 利
用

し
て

い
た

建
物

か
ら

近
い

た
め

  2
. 次

講
義

の
建

物
に

近
い

た
め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
10

. 印
刷

・
コ

ピ
ー

機
が

利
用

で
き

る
た

め
13

. い
つ

も
座

席
が

空
い

て
い

る
た

め
14

. そ
の

他
　

(  
   

   
   

   
   

   
   

  　
　

　
　

　
　

   
)

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

12
. 飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. 図

書
資

料
が

あ
る

た
め

  8
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

11
. コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

の
支

援
を

受
け

る
た

め

11
. レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
た

め

あ
な

た
が

こ
の

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

の
最

も
よ

く
利

用
す

る
座

席
に

☆
印

を
し

て
下

さ
い

。
ま

た
そ

の
理

由
も

お
答

え
く

だ
さ

い
。

  1
. 何

も
利

用
し

な
い

  3
. 附

属
三

浦
記

念
図

書
館

  3
. 附

属
三

浦
記

念
図

書
館

  2
. コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
内

の
図

書
資

料
  3

. 持
込

み
の

図
書

資
料

a.
 利

用
す

る
学

習
ツ

ー
ル

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

b.
 ど

の
よ

う
な

勉
強

　
（

○
は

一
つ

だ
け

）

問
11

  1
.  日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  3

. 知
り

た
い

こ
と

、
調

べ
た

い
こ

と
が

わ
か

る
と

こ
ろ

  4
.  気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
  5

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  6
. 友

人
、

知
人

と
交

流
を

深
め

る
と

こ
ろ

  7
. 暇

な
と

き
に

来
る

と
こ

ろ
  8

. 新
し

い
興

味
や

関
心

を
見

つ
け

る
と

こ
ろ

10
. 友

人
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
  9

. 他
に

行
く

と
こ

ろ
が

な
い

か
ら

来
る

と
こ

ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

を
す

る
と

こ
ろ

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  6
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

問
10

  5
. 持

込
み

の
PC

等
の

電
子

機
器

  4
. コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
内

の
PC

等
の

電
子

機
器

問
6で

『
1.

一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

』
『

2.
 友

人
と

一
緒

に
勉

強
を

す
る

た
め

』
を

選
択

し
た

人
に

聞
き

ま
す

。
ど

の
よ

う
な

勉
強

を
し

に
来

ま
し

た
か

。
今

日
、

a 
利

用
す

る
学

習
ツ

ー
ル

  と
  そ

の
学

習
ツ

ー
ル

を
使

っ
て

、
b 

ど
の

よ
う

な
勉

強
 を

行
い

ま
す

か
。

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  　
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. な

に
も

利
用

し
な

い
  2

. 貸
出

ノ
ー

ト
PC

  3
. D

VD
プ

レ
イ

ヤ
ー

  4
. 備

え
付

け
TV

モ
ニ

タ
ー

  5
. プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

  6
. ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

  7
. セ

ン
タ

ー
内

の
図

書
資

料
10

. 私
物

の
図

書
資

料
11

. 私
物

の
ノ

ー
ト

PC
  8

. セ
ン

タ
ー

内
の

文
房

具
類

  9
. 大

学
図

書
館

の
図

書
資

料
12

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

）

  5
. コ

モ
ン

ズ
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

に
相

談
す

る
た

め
  6

. コ
モ

ン
ズ

・
カ

フ
ェ

に
参

加
す

る
た

め

15
. く

つ
ろ

ぐ
た

め

  1
. 自

宅

  1
. 授

業
  2

. 研
究

・
ゼ

ミ
活

動
  3

. 食
事

  4
. 自

主
勉

強
  5

. サ
ー

ク
ル

・
部

活
  6

.そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  5
. 研

究
室

［
　

　
　

　
　

］
館

『
4.

 講
義

室
』

『
5.

 研
究

室
』

『
6.

 食
堂

』
『

7.
 そ

の
他

』
で

の
活

動
内

容
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  4
. 講

義
室

［
　

　
　

　
　

］
館

  6
. 食

堂
［

　
　

　
　

　
　

　
　

］
  7

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
  2

. 学
生

寮
場

所
（

○
は

一
つ

だ
け

）
A.あ

な
た

は
、

今
日

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

に
 A

 来
る

前
は

ど
こ

か
ら

来
ま

し
た

か
。

ま
た

、
 B

 コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

を
出

た
後

は
ど

こ
に

行
く

予
定

で
す

か
。

『
4.

 講
義

室
』

『
5.

 研
究

室
』

『
6.

 食
堂

』
『

7.
 8

. そ
の

他
』

を
選

択
し

た
人

は
、

校
舎

の
名

称
と

そ
こ

で
何

を
し

て
い

た
か

・
何

を
す

る
予

定
で

す
か

。

来 館 前

  1
. 自

宅

  1
. 授

業
  2

. 研
究

・
ゼ

ミ
活

動
  3

. 食
事

  4
. 自

主
勉

強
  5

. サ
ー

ク
ル

・
部

活
  6

.そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  5
. 研

究
室

［
　

　
　

　
　

］
館

『
4.

 講
義

室
』

『
5.

 研
究

室
』

『
6.

 食
堂

』
『

8.
 そ

の
他

』
で

の
活

動
予

定
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  4
. 講

義
室

［
　

　
　

　
　

］
館

  6
. 食

堂
［

　
　

　
　

　
　

　
　

］
  7

. 決
め

て
い

な
い

  8
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  2
. 学

生
寮

場
所

（
○

は
一

つ
だ

け
）

B. 退 館 後

  4
. 論

文
の

執
筆

作
業

  3
. 研

究
に

向
け

た
勉

強
  5

. 資
格

勉
強

  2
. 授

業
の

予
習

  6
. 部

活
・

サ
ー

ク
ル

内
で

の
勉

強
  7

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
  1

. 授
業

の
課

題
・

レ
ポ

ー
ト

の
作

成

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

「
コ

モ
ン

ズ
セ

ン
タ

ー
(2

,3
階

)」
と

「
附

属
三

浦
記

念
図

書
館

」
を

使
い

分
け

て
い

ま
す

か
。

a 
利

用
頻

度
は

ど
の

く
ら

い
で

す
か

。
 ま

た
、

a.
 利

用
頻

度
の

「
1」

~「
8」

を
選

択
し

た
人

に
お

聞
き

し
ま

す
。

b 
利

用
す

る
時

の
同

伴
形

態
と

 c
 使

い
分

け
て

い
る

理
由

 と
 d

 図
書

館
で

の
主

な
活

動
内

容
を

教
え

て
下

さ
い

。

  4
. 論

文
の

執
筆

作
業

  3
. 研

究
に

向
け

た
勉

強
  5

. 資
格

勉
強

  2
. 授

業
の

予
習

  6
. 部

活
・

サ
ー

ク
ル

内
で

の
勉

強
  8

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
  7

. く
つ

ろ
ぐ

た
め

　

  1
. 授

業
の

課
題

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

  a
. 中

部
大

学
附

属
三

浦
記

念
図

書
館

の
利

用
頻

度
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

  b
. 中

部
大

学
附

属
三

浦
記

念
図

書
館

の
同

伴
形

態
（

○
は

一
つ

だ
け

）

  c
. 中

部
大

学
附

属
三

浦
記

念
図

書
館

を
利

用
し

て
い

る
理

由
（

○
は

い
く

つ
で

も
）

  d
. 中

部
大

学
附

属
三

浦
記

念
図

書
館

で
の

主
な

活
動

内
容

（
○

は
い

く
つ

で
も

）

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
  9

. 使
い

分
け

な
い

(行
か

な
い

)

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
   

)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

10
. P

Cで
印

刷
が

利
用

で
き

る
た

め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
  4

. 賑
や

か
・

会
話

で
き

る
た

め
  6

. P
Cの

利
用

が
し

や
す

い
た

め
  5

. 図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め
12

. 飲
み

物
を

持
ち

込
む

こ
と

が
で

き
る

た
め

  1
. 利

用
す

る
書

架
の

近
く

だ
か

ら

15
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

14
. 充

電
が

で
き

る
か

ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
か

ら
  2

. 集
中

で
き

る
か

ら
  4

. 図
書

・
資

料
を

広
げ

ら
れ

る
か

ら
  6

. 座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
囲

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
か

ら
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

か
ら

11
. 友

人
と

座
る

か
ら

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら

  8
. 周

囲
が

賑
わ

っ
て

い
る

か
ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

16
. 水

分
補

給
が

で
き

る
か

ら
17

. 周
り

の
人

が
勉

強
し

て
い

る
か

ら
19

. そ
の

他
（

　
  　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

   
）18
. よ

く
席

が
空

い
て

い
る

か
ら

  5
. 作

業
が

し
や

す
い

か
ら

問
14

コ
モ

ン
ズ

セ
ン

タ
ー

が
よ

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
、

よ
い

と
思

わ
れ

る
も

の
は

な
ん

で
す

か
。

　
(○

は
一

つ
だ

け
)

  1
. 図

書
資

料
の

充
実

  2
. P

C台
数

の
充

実
  3

. 静
か

な
学

習
環

境
の

充
実

  4
. 会

話
が

で
き

る
学

習
環

境
の

充
実

問
13

小
・

中
学

校
の

時
に

学
校

の
図

書
室

や
、

公
共

図
書

館
を

利
用

し
て

い
ま

し
た

か
。

(A
.B

- ○
は

一
つ

だ
け

　
C-

 ○
二

つ
ま

で
)

  1
. よ

く
利

用
し

て
い

た
  2

. 時
々

利
用

し
て

い
た

 A
.小

学
校

の
時

  3
. 利

用
し

て
い

な
か

っ
た

  1
. よ

く
利

用
し

て
い

た
  1

. 小
学

校
の

時
に

利
用

し
て

い
た

  2
. 中

学
校

の
時

に
利

用
し

て
い

た
  3

. ど
ち

ら
の

時
も

利
用

し
て

い
な

か
っ

た

  2
. 時

々
利

用
し

て
い

た
 B

.中
学

校
の

時
 C

.公
共

図
書

館
  3

. 利
用

し
て

い
な

か
っ

た

2階
3階

例



9

付録

1 2 3 4 5 6 7 8

13

9

12

10

11

京
都

産
業

大
学

 中
央

図
書

館
20

16
.1

0.
13

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い 図
書

館
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

場
」

と
し

て
の

図
書

館
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
得

ら
れ

た
調

査
結

果
は

研
究

以
外

の
目

的
に

は
使

用
致

し
ま

せ
ん

。
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

愛
知

工
業

大
学

工
学

部
建

築
学

科
中

井
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

   
   

   
：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
12

下
記

の
口

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

 1
. 経

済
学

部
  2

. 経
営

学
部

  4
. 外

国
語

学
部

  3
. 法

学
部

 5
. 文

化
学

部
  6

. 理
学

部
  7

. コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

理
工

学
部

  8
. 総

合
生

命
科

学
部

 9
. 大

学
院

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)研

究
科

10
. 法

務
研

究
科

 1
1.

 そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

問
3　

今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
.  一

人
で

 2
. 友

人
と

(本
人

+(
　

　
)名

)
  3

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

問
4

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

を
ど

の
程

度
利

用
し

て
い

ま
す

か
。

(○
は

一
つ

だ
け

)
 1

. ほ
と

ん
ど

毎
日

  2
. 一

週
間

に
2,

3回
  3

. 一
週

間
に

1回
 5

. 月
に

1回
  6

. 二
、

三
ケ

月
に

1回
 4

. 二
週

間
に

1回
  7

. 年
に

2,
3回

 8
. 年

に
1回

 9
. 初

め
て

来
た

10
. そ

の
他

(　
 　

   
   

  　
　

　
　

　
　

)

問
5

今
日

は
、

こ
の

図
書

館
に

ど
の

よ
う

な
目

的
で

来
ま

し
た

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 本

を
借

り
る

た
め

  2
. 本

を
返

す
た

め
  3

. 本
・

資
料

等
を

探
す

た
め

  4
. 本

を
読

む
た

め
  5

. 新
聞

を
読

む
た

め
  6

. D
VD

・
ビ

デ
オ

等
を

鑑
賞

す
る

た
め

  7
. 雑

誌
を

読
む

た
め

  8
. P

Cで
W

EB
サ

イ
ト

を
利

用
す

る
た

め
  9

. P
Cで

文
書

、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

た
め

10
. P

Cで
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

す
る

た
め

11
. 一

人
で

勉
強

を
す

る
た

め
12

. 友
人

と
一

緒
に

勉
強

す
る

た
め

13
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
す

る
た

め
14

. た
だ

ふ
ら

っ
と

き
た

15
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
16

. ゼ
ミ

、
サ

ー
ク

ル
で

利
用

す
る

た
め

17
. 授

業
で

利
用

す
る

た
め

18
. く

つ
ろ

ぐ
た

め
20

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

  　
　

　
　

　
　

　
）

19
. P

Cで
印

刷
す

る
た

め

問
6

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

で
学

習
す

る
際

ど
の

よ
う

な
も

の
を

用
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. ど

の
図

書
資

料
も

利
用

し
な

い
  2

. 一
般

的
な

雑
誌

  3
. 学

術
雑

誌
  4

. 辞
書

、
辞

典
な

ど
  5

. 一
般

的
な

図
書

  6
. 専

門
に

関
す

る
図

書
  7

. 白
書

・
統

計
書

10
. 新

聞
  8

. デ
ー

タ
ベ

ー
ス

  9
. D

VD
、

CD
等

視
聴

覚
資

料
11

. 課
題

図
書

・
指

定
図

書
12

. 資
格

本
13

. W
EB

サ
イ

ト

問
7

あ
な

た
に

と
っ

て
図

書
館

は
ど

の
よ

う
な

と
こ

ろ
だ

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)

問
8

問
10

あ
な

た
が

、
日

ご
ろ

図
書

館
を

利
用

す
る

際
に

選
ぶ

理
由

は
な

ん
で

す
か

。
(〇

は
い

く
つ

で
も

)

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

図
書

館
と

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

を
使

い
分

け
て

い
ま

す
か

。
利

用
頻

度
と

い
つ

も
利

用
し

て
い

る
同

伴
形

態
(○

は
一

つ
だ

け
)

と
使

い
分

け
て

い
る

理
由

を
教

え
て

下
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
10

. P
Cで

印
刷

が
で

き
る

た
め

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
   

)

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
　

　
   

)

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

12
. 休

憩
室

で
飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め
11

. 学
修

支
援

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
れ

る
た

め

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

10
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  7

. 空
調

設
備

が
整

っ
て

い
る

た
め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  8
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
   

)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

10
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め

14
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

あ
な

た
が

こ
の

図
書

館
の

最
も

よ
く

利
用

す
る

座
席

に
☆

印
を

し
て

下
さ

い
。

ま
た

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

問
13

図
書

館
が

よ
り

よ
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
に

、
あ

な
た

の
ご

意
見

や
お

考
え

を
お

尋
ね

し
ま

す
。

よ
い

と
思

わ
れ

る
も

の
い

ず
れ

か
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 専

門
書

や
参

考
資

料
な

ど
の

充
実

  2
. 電

子
情

報
（

E-
Bo

ok
、

E-
Jo

ur
na

l）
の

充
実

  3
. A

Vコ
ー

ナ
ー

の
充

実
  4

. 一
般

雑
誌

の
種

類
の

充
実

  5
. P

Cの
台

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
  6

. 図
書

を
見

つ
け

や
す

く
し

て
欲

し
い

  7
. 閲

覧
席

や
ソ

フ
ァ

な
ど

が
も

っ
と

増
え

た
方

が
良

い
  9

. 開
館

時
間

の
延

長
を

欲
し

い
10

. 飲
食

で
き

る
場

の
充

実
11

. 静
か

に
学

習
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

12
. L

ib
コ

モ
ン

ズ
の

よ
う

な
場

所
を

増
や

し
て

欲
し

い

  8
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

14
. グ

ル
ー

プ
学

習
室

を
増

や
し

て
欲

し
い

13
. 研

究
個

室
を

増
や

し
て

欲
し

い
　

15
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

 5
. 月

に
1回

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

の
利

用
頻

度

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

の
同

伴
形

態

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

を
利

用
し

て
い

る
理

由

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
 9

. 使
い

分
け

な
い

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

図
書

館
と

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

を
使

い
分

け
て

い
ま

す
か

。
利

用
頻

度
と

い
つ

も
利

用
し

て
い

る
同

伴
形

態
(○

は
一

つ
だ

け
)と

使
い

分
け

て
い

る
理

由
を

教
え

て
下

さ
い

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)
問

11

  1
.  日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  3

. 知
り

た
い

こ
と

、
調

べ
た

い
こ

と
が

わ
か

る
と

こ
ろ

  4
.  気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
  5

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  6
. 友

人
、

知
人

と
交

流
を

深
め

る
と

こ
ろ

  7
. 暇

な
と

き
に

来
る

と
こ

ろ
  8

. 新
し

い
興

味
や

関
心

を
見

つ
け

る
と

こ
ろ

10
. 友

人
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
  9

. 他
に

行
く

と
こ

ろ
が

な
い

か
ら

来
る

と
こ

ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

を
す

る
と

こ
ろ

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  2
. ４

人
掛

け
机

の
席

  6
. 研

究
個

室
  8

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

  4
. 仕

切
り

の
な

い
カ

ウ
ン

タ
ー

席
（

窓
側

な
ど

）
  7

. グ
ル

ー
プ

学
習

室
  1

. キ
ャ

レ
ル

席
（

仕
切

り
の

あ
る

席
）

  3
. 6

人
掛

け
机

の
席

問
9

あ
な

た
は

、
こ

の
図

書
館

で
座

り
た

い
座

席
の

タ
イ

プ
は

な
ん

で
す

か
。

(〇
は

一
つ

ま
で

)

14
. 薄

暗
い

か
ら

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  (
○

は
1つ

だ
け

)
  1

. 利
用

す
る

書
架

の
近

く
だ

か
ら

15
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
た

め
  4

. 図
書

・
資

料
を

広
げ

ら
れ

る
た

め
  5

. 作
業

の
し

や
す

さ
  6

. 座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
り

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
た

め
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

た
め

11
. 友

人
と

座
る

た
め

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら
  8

. 周
囲

が
賑

わ
っ

て
い

る
か

ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

16
. 休

憩
室

で
水

分
補

給
が

で
き

る
か

ら
17

. 周
り

の
人

が
勉

強
し

て
い

る
か

ら
20

. そ
の

他
（

　
   

   
 　

　
　

　
　

　
   

   
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  　
 ）

  2
. 集

中
で

き
る

か
ら

18
. 周

り
の

グ
ル

ー
プ

が
勉

強
し

て
い

る
か

ら
19

. よ
く

席
が

空
い

て
い

る
た

め

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

の
利

用
頻

度

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

の
同

伴
形

態

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

を
利

用
し

て
い

る
理

由

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
  9

. 使
い

分
け

な
い

  5
. IC

Tに
関

す
る

質
問

が
で

き
る

た
め

12
. 飲

み
物

を
持

ち
込

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

12
. 飲

み
物

を
持

ち
込

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

縮尺：1/500
愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

京都産業大学中央図書館　座席配置図面 B１階

縮尺：1/500
愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

京都産業大学中央図書館　座席配置図面 3 階

1階2階
3階

B1
階

例

縮尺：1/500
愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

京都産業大学中央図書館　座席配置図面 3 階
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1 2 3 4 5

12

6 7 8 9

1110

京
都

産
業

大
学

 ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
20

16
.1

0.
13

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

 に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

場
」

と
し

て
の

図
書

館
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
得

ら
れ

た
調

査
結

果
は

研
究

以
外

の
目

的
に

は
使

用
致

し
ま

せ
ん

。
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

愛
知

工
業

大
学

工
学

部
建

築
学

科
中

井
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

   
   

   
：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
11

下
記

の
口

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

問
3

今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
.  一

人
で

 2
. 友

人
と

(本
人

+
(　

　
)名

)
  3

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
)

問
4

あ
な

た
は

、
こ

の
雄

飛
館

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
を

ど
の

程
度

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

 5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
 8

. 年
に

1回
 9

. 初
め

て
来

た
10

. そ
の

他
(　

 　
   

   
  　

　
　

　
　

　
)

問
5

今
日

は
、

こ
の

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

に
ど

の
よ

う
な

目
的

で
来

ま
し

た
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. 本
を

読
む

た
め

  5
. 学

習
の

個
別

相
談

を
す

る
た

め
  7

. P
Cで

W
EB

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

た
め

  8
. P

Cで
文

書
、

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
た

め
  9

. P
Cで

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
利

用
す

る
た

め
  4

. 一
人

で
勉

強
を

す
る

た
め

  2
. 友

人
と

一
緒

に
勉

強
す

る
た

め
  3

. 友
人

と
お

し
ゃ

べ
り

す
る

た
め

10
. た

だ
ふ

ら
っ

と
き

た
11

. 待
ち

合
わ

せ
場

所
と

し
て

14
. 学

生
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

き
た

た
め

  6
. ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
参

加
す

る
た

め

13
. 授

業
で

利
用

す
る

た
め

16
. A

sc
el

la
(ア

ス
ケ

ラ
)の

つ
い

で

12
. く

つ
ろ

ぐ
た

め

17
. P

C以
外

の
IC

T機
器

を
利

用
す

る
た

め
18

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
15

. 部
室

利
用

の
つ

い
で

 1
. 経

済
学

部
  2

. 経
営

学
部

  4
. 外

国
語

学
部

  3
. 法

学
部

 5
. 文

化
学

部
  6

. 理
学

部
  7

. コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

理
工

学
部

  8
. 総

合
生

命
科

学
部

  9
. 大

学
院

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)研

究
科

10
. 法

務
研

究
科

 1
1.

 そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

あ
な

た
が

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

の
最

も
よ

く
利

用
す

る
座

席
に

☆
印

を
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

  1
. P

C貸
出

の
台

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
  2

. 電
子

情
報

（
E-

Bo
ok

、
E-

Jo
ur

na
l）

の
充

実
  3

. 図
書

資
料

の
配

架
を

し
て

欲
し

い
  4

. P
C以

外
の

IC
T機

器
の

台
数

を
増

や
し

て
欲

し
い

  5
. 席

や
ソ

フ
ァ

な
ど

が
も

っ
と

増
え

た
方

が
良

い
  6

. 学
修

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
  7

. 開
館

時
間

の
延

長
を

欲
し

い
  9

. 静
か

に
学

習
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

が
欲

し
い

10
. 作

業
ス

ペ
ー

ス
を

増
や

し
て

欲
し

い
11

. 個
人

学
習

室
を

設
け

て
欲

し
い

12
. グ

ル
ー

プ
学

習
室

を
設

け
て

欲
し

い

  8
. 食

事
で

き
る

場
の

充
実

14
. コ

ピ
ー

機
を

増
設

し
て

欲
し

い
13

. セ
ミ

ナ
ー

の
回

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
15

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

問
12

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

が
よ

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
、

あ
な

た
の

ご
意

見
や

お
考

え
を

お
尋

ね
し

ま
す

。
よ

い
と

思
わ

れ
る

も
の

い
ず

れ
か

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)

問
6

あ
な

た
は

、
こ

の
雄

飛
館

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
で

学
習

す
る

際
ど

の
よ

う
な

も
の

を
用

い
ま

す
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. な
に

も
利

用
し

な
い

  2
. 貸

出
ノ

ー
ト

PC
  3

. ip
ad

 m
in

i
  4

. 備
え

付
け

モ
ニ

タ
  5

. プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
  6

. ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
  7

. 私
物

の
図

書
資

料
  9

. 私
物

の
ノ

ー
ト

PC
  8

. 図
書

館
の

図
書

資
料

10
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

問
7

あ
な

た
に

と
っ

て
雄

飛
館

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
は

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

だ
と

考
え

て
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
.  日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  3

. 知
り

た
い

こ
と

、
調

べ
た

い
こ

と
が

わ
か

る
と

こ
ろ

  4
.  気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
  5

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  6
. 友

人
、

知
人

と
交

流
を

深
め

る
と

こ
ろ

  7
. 暇

な
と

き
に

来
る

と
こ

ろ
  8

. 新
し

い
興

味
や

関
心

を
見

つ
け

る
と

こ
ろ

10
. 友

人
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
  9

. 他
に

行
く

と
こ

ろ
が

な
い

か
ら

来
る

と
こ

ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

を
す

る
と

こ
ろ

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

問
8

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

を
利

用
す

る
際

に
選

ぶ
理

由
は

な
ん

で
す

か
。

(〇
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
10

. 印
刷

・
コ

ピ
ー

機
が

利
用

で
き

る
た

め
13

. い
つ

も
座

席
が

空
い

て
い

る
た

め
14

. そ
の

他
　

(  
   

   
   

   
   

   
   

  　
　

　
　

　
　

   
)

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

12
. 飲

み
物

を
持

ち
込

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  8
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

問
9

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

と
図

書
館

を
使

い
分

け
て

い
ま

す
か

。
利

用
頻

度
と

い
つ

も
利

用
し

て
い

る
同

伴
形

態
(○

は
一

つ
だ

け
)と

使
い

分
け

て
い

る
理

由
を

教
え

て
下

さ
い

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
　

　
   

)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  7

. 空
調

設
備

が
整

っ
て

い
る

た
め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

 5
. 月

に
1回

図
書

館
の

利
用

頻
度

図
書

館
の

同
伴

形
態

図
書

館
を

利
用

し
て

い
る

理
由

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
 9

. 使
い

分
け

な
い

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

14
. 充

電
で

き
る

た
め

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  (
○

は
1つ

だ
け

)
  1

. 利
用

す
る

書
架

の
近

く
だ

か
ら

15
. 薄

暗
い

か
ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
た

め
  4

. 図
書

・
資

料
を

広
げ

ら
れ

る
た

め
  5

. 作
業

の
し

や
す

さ
  6

. 座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
り

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
た

め
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

た
め

11
. 友

人
と

座
る

た
め

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら
  8

. 周
囲

が
賑

わ
っ

て
い

る
か

ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

16
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

17
. 水

分
補

給
が

で
き

る
か

ら
20

. よ
く

席
が

空
い

て
い

る
た

め

  2
. 集

中
で

き
る

か
ら

18
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

か
ら

19
. 周

り
の

グ
ル

ー
プ

が
勉

強
し

て
い

る
か

ら
21

. そ
の

他
（

　
   

   
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
   

)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

10
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

と
サ

ギ
タ

リ
ウ

ス
館

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

モ
ン

ズ
を

使
い

分
け

て
い

ま
す

か
。

利
用

頻
度

と
い

つ
も

利
用

し
て

い
る

同
伴

形
態

(○
は

一
つ

だ
け

)と
使

い
分

け
て

い
る

理
由

を
教

え
て

下
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

問
10

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

の
利

用
頻

度

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

の
同

伴
形

態

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

を
利

用
し

て
い

る
理

由

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
  9

. 使
い

分
け

な
い

  5
. IC

Tに
関

す
る

質
問

が
で

き
る

た
め

12
. 休

憩
室

で
飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

12
. 飲

み
物

を
持

ち
込

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

10
. P

Cで
印

刷
が

で
き

る
た

め

0

2階
3階

例



11

付録

1 2 3 4 5 6 7

11 13

8 9

10 12

京
都

産
業

大
学

 グ
ロ

ー
バ

ル
コ

モ
ン

ズ
20

16
.1

0.
13

お
帰

り
の

際
、

出
入

口
の

調
査

員
に

お
渡

し
く

だ
さ

い

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

 に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

調
査

の
お

願
い

利
用

者
が

求
め

る
「

場
」

と
し

て
の

図
書

館
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

て
い

ま
す

。
得

ら
れ

た
調

査
結

果
は

研
究

以
外

の
目

的
に

は
使

用
致

し
ま

せ
ん

。
ご

協
力

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

愛
知

工
業

大
学

工
学

部
建

築
学

科
中

井
研

究
室

入
館

時
間

   
   

　
　

：
　

　
　

　
　

退
館

時
間

   
   

   
：

そ
の

他
の

ご
意

見
や

ご
要

望
が

あ
れ

ば
自

由
に

裏
面

に
お

書
き

く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。

問
12

下
記

の
口

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

問
1

あ
な

た
の

性
別

、
学

年
、

所
属

等
を

お
書

き
下

さ
い

。
１

. 男
　

   
  2

. 女
  1

. 学
部

(  
   

   
 ) 

年
  4

. 教
員

  2
. 修

士
(  

   
   

 ) 
年

  5
. 職

員
  3

. 博
士

(  
   

   
 ) 

年
  6

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

問
2

あ
な

た
の

専
攻

す
る

学
部

・
研

究
科

は
何

で
す

か
。

（
〇

は
一

つ
だ

け
）

問
3

今
日

は
、

ど
な

た
と

一
緒

に
来

ま
し

た
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
.  一

人
で

 2
. 友

人
と

(本
人

+
(　

　
)名

)
  3

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

問
4

あ
な

た
は

、
こ

の
サ

ギ
タ

リ
ウ

ス
館

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

モ
ン

ズ
を

ど
の

程
度

利
用

し
て

い
ま

す
か

。
(○

は
一

つ
だ

け
)

 1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

 5
. 月

に
1回

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
 8

. 年
に

1回
 9

. 初
め

て
来

た
10

. そ
の

他
(　

 　
   

   
  　

　
　

　
　

　
)

問
5

今
日

は
、

こ
の

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

に
ど

の
よ

う
な

目
的

で
来

ま
し

た
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)

  4
. 本

を
読

む
た

め
  5

. 個
別

学
習

支
援

を
受

け
る

た
め

  7
. 学

生
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

き
た

た
め

  8
. P

Cで
W

EB
サ

イ
ト

を
利

用
す

る
た

め
  9

. P
Cで

文
書

、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

た
め

  1
. 本

を
借

り
る

た
め

  2
. 本

を
返

す
た

め
  3

. パ
ー

ト
ナ

ー
と

交
流

を
す

る
た

め

10
. P

Cで
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

利
用

す
る

た
め

11
. 一

人
で

勉
強

を
す

る
た

め

18
. く

つ
ろ

ぐ
た

め

  6
. D

VD
・

ビ
デ

オ
等

を
鑑

賞
す

る
た

め

15
. 待

ち
合

わ
せ

場
所

と
し

て
12

. 友
人

と
一

緒
に

勉
強

す
る

た
め

13
. 友

人
と

お
し

ゃ
べ

り
す

る
た

め

19
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

14
. た

だ
ふ

ら
っ

と
き

た

問
6

あ
な

た
は

、
こ

の
サ

ギ
タ

リ
ウ

ス
館

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

モ
ン

ズ
で

学
習

す
る

際
ど

の
よ

う
な

も
の

を
用

い
ま

す
か

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)
  1

. な
に

も
利

用
し

な
い

  4
. 配

架
さ

れ
て

い
る

多
読

本

  9
. D

VD
、

CD
等

視
聴

覚
資

料

  2
. 私

物
の

ノ
ー

ト
PC

  5
. プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

  6
. ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

  7
. 私

物
の

図
書

資
料

  8
. 図

書
館

の
図

書
資

料

問
7

あ
な

た
に

と
っ

て
サ

ギ
タ

リ
ウ

ス
館

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

モ
ン

ズ
は

ど
の

よ
う

な
と

こ
ろ

だ
と

考
え

て
い

ま
す

か
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

 1
. 雄

飛
館

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
 2

. 図
書

館
 開

架
閲

覧
席

 4
. 図

書
館

グ
ル

ー
プ

学
習

室
 3

. 図
書

館
 L

ib
コ

モ
ン

ズ
 6

. 学
内

の
他

施
設

(　
　

　
　

　
　

　
　

)館
 5

. 学
内

の
食

堂
 7

. 学
外

の
施

設
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

 8
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 )

問
11

あ
な

た
は

、
サ

ギ
タ

リ
ウ

ス
館

グ
ロ

ー
バ

ル
コ

モ
ン

ズ
が

で
き

る
前

は
主

に
ど

こ
で

学
習

し
て

い
ま

し
た

か
。

ま
た

そ
の

理
由

を
教

え
て

下
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

行
い

や
す

か
っ

た
  2

. 二
人

以
上

で
の

利
用

が
行

い
や

す
か

っ
た

  4
. 賑

や
か

・
し

ゃ
べ

る
こ

と
が

で
き

た
か

ら
  3

. 静
か

だ
っ

た
か

ら
  6

. 図
書

資
料

が
十

充
実

し
て

い
た

か
ら

  7
. 学

習
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

や
す

か
っ

た
か

ら
  9

. 良
い

と
こ

ろ
が

な
く

仕
方

な
く

利
用

し
て

い
た

  5
. 集

中
し

て
勉

強
を

行
い

や
す

か
っ

た
  8

. P
Cの

利
用

が
し

や
す

か
っ

た
か

ら
10

. そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

利 用 し て い た

場 所 の 理 由

  3
. ip

ad

10
. そ

の
他

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
)

 1
. 経

済
学

部
  2

. 経
営

学
部

  4
. 外

国
語

学
部

  3
. 法

学
部

 5
. 文

化
学

部
  6

. 理
学

部
  7

. コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

理
工

学
部

  8
. 総

合
生

命
科

学
部

 9
. 大

学
院

(　
　

　
　

　
　

　
　

　
)研

究
科

10
. 法

務
研

究
科

 1
1.

 そ
の

他
(　

　
　

　
　

　
　

　
　

)

あ
な

た
が

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

の
最

も
よ

く
利

用
す

る
座

席
に

☆
印

を
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

そ
の

理
由

も
お

答
え

く
だ

さ
い

。

  1
. P

C貸
出

の
台

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
  2

. 電
子

情
報

（
E-

Bo
ok

、
E-

Jo
ur

na
l）

の
充

実
  3

. 図
書

資
料

の
配

架
を

増
や

し
て

ほ
し

い
  4

. P
C以

外
の

IC
T機

器
の

台
数

を
増

や
し

て
欲

し
い

  5
. 席

や
ソ

フ
ァ

な
ど

が
も

っ
と

増
え

た
方

が
良

い
  6

. 学
修

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
  7

. 開
館

時
間

の
延

長
を

欲
し

い
  9

. 静
か

に
学

習
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

が
欲

し
い

10
. 作

業
ス

ペ
ー

ス
を

増
や

し
て

欲
し

い
11

. 個
人

学
習

室
を

設
け

て
欲

し
い

12
. グ

ル
ー

プ
学

習
室

を
設

け
て

欲
し

い

  8
. 食

事
で

き
る

場
の

充
実

14
. コ

ピ
ー

機
を

増
設

し
て

欲
し

い
13

. セ
ミ

ナ
ー

の
回

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
15

. そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

問
13

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

が
よ

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
、

あ
な

た
の

ご
意

見
や

お
考

え
を

お
尋

ね
し

ま
す

。
よ

い
と

思
わ

れ
る

も
の

い
ず

れ
か

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)

  1
.  日

課
と

し
て

来
る

と
こ

ろ
  3

. 知
り

た
い

こ
と

、
調

べ
た

い
こ

と
が

わ
か

る
と

こ
ろ

  4
.  気

分
転

換
を

す
る

と
こ

ろ
  5

. ひ
と

り
の

時
間

を
過

ご
せ

る
と

こ
ろ

  6
. 友

人
、

知
人

と
交

流
を

深
め

る
と

こ
ろ

  7
. 暇

な
と

き
に

来
る

と
こ

ろ
  8

. 新
し

い
興

味
や

関
心

を
見

つ
け

る
と

こ
ろ

10
. 友

人
と

一
緒

に
学

習
、

議
論

す
る

と
こ

ろ
  9

. 他
に

行
く

と
こ

ろ
が

な
い

か
ら

来
る

と
こ

ろ

  2
. 自

分
の

勉
強

を
す

る
と

こ
ろ

11
. そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

問
8

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

を
利

用
す

る
際

に
選

ぶ
理

由
は

な
ん

で
す

か
。

(〇
は

い
く

つ
で

も
)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め
10

. 印
刷

・
コ

ピ
ー

機
が

利
用

で
き

る
た

め
13

. い
つ

も
座

席
が

空
い

て
い

る
た

め
14

. そ
の

他
　

(  
   

   
   

   
   

   
   

  　
　

　
　

　
　

   
)

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
　

  8
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

問
9

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

と
図

書
館

を
使

い
分

け
て

い
ま

す
か

。
利

用
頻

度
と

い
つ

も
利

用
し

て
い

る
同

伴
形

態
(○

は
一

つ
だ

け
)と

使
い

分
け

て
い

る
理

由
を

教
え

て
下

さ
い

。
(○

は
い

く
つ

で
も

)

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
　

　
   

)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め
  7

. 空
調

設
備

が
整

っ
て

い
る

た
め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. こ

こ
に

し
か

な
い

図
書

資
料

が
あ

る
た

め
  8

. 空
間

の
明

る
さ

が
良

い
た

め

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

 5
. 月

に
1回

図
書

館
の

利
用

頻
度

図
書

館
の

同
伴

形
態

図
書

館
を

利
用

し
て

い
る

理
由

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

 4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
 9

. 使
い

分
け

な
い

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

13
. い

つ
も

座
席

が
空

い
て

い
る

た
め

14
. そ

の
他

　
(  

   
   

   
   

   
   

   
  　

　
　

　
　

　
   

)

  1
. 利

用
し

て
い

た
建

物
か

ら
近

い
た

め
  2

. 次
講

義
の

建
物

に
近

い
た

め
　

  9
. 開

館
時

間
が

長
い

た
め

10
. 印

刷
・

コ
ピ

ー
機

が
利

用
で

き
る

た
め

  3
. 静

か
で

落
ち

着
い

て
い

る
た

め

  7
. 空

調
設

備
が

整
っ

て
い

る
た

め

11
. 学

修
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

れ
る

た
め

  4
. 賑

や
か

・
会

話
で

き
る

た
め

  6
. P

Cの
利

用
が

し
や

す
い

た
め

  5
. IC

Tに
関

す
る

質
問

が
で

き
る

た
め

  8
. 空

間
の

明
る

さ
が

良
い

た
め

あ
な

た
は

、
日

ご
ろ

サ
ギ

タ
リ

ウ
ス

館
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
モ

ン
ズ

と
雄

飛
館

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
を

使
い

分
け

て
い

ま
す

か
。

利
用

頻
度

と
い

つ
も

利
用

し
て

い
る

同
伴

形
態

(○
は

一
つ

だ
け

)と
使

い
分

け
て

い
る

理
由

を
教

え
て

下
さ

い
。

(○
は

い
く

つ
で

も
)

問
10

  1
. ほ

と
ん

ど
毎

日
  2

. 一
週

間
に

2,
3回

  3
. 一

週
間

に
1回

  5
. 月

に
1回

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

の
利

用
頻

度

  1
. 一

人
で

の
利

用
が

多
い

  2
. 二

人
以

上
で

の
利

用
が

多
い

  3
. 一

人
、

二
人

以
上

で
の

利
用

は
同

じ
く

ら
い

あ
る

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

の
同

伴
形

態

雄
飛

館
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

を
利

用
し

て
い

る
理

由

  6
. 二

、
三

ケ
月

に
1回

  4
. 二

週
間

に
1回

  7
. 年

に
2,

3回
  8

. 年
に

1回
  9

. 使
い

分
け

な
い

14
. 充

電
で

き
る

た
め

よ
く

利
用

す
る

座
席

を
選

ん
だ

理
由

  (
○

は
1つ

だ
け

)
  1

. 利
用

す
る

書
架

の
近

く
だ

か
ら

15
. 薄

暗
い

か
ら

  3
. 他

人
の

視
線

が
気

に
な

ら
な

い
た

め
  4

. 図
書

・
資

料
を

広
げ

ら
れ

る
た

め
  5

. 作
業

の
し

や
す

さ
  6

. 座
り

心
地

が
良

い
か

ら
  7

. 周
り

が
静

か
だ

か
ら

  9
. 外

の
風

景
が

見
え

る
た

め
10

. リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
る

た
め

11
. 友

人
と

座
る

た
め

12
. 窓

際
で

明
る

い
か

ら
  8

. 周
囲

が
賑

わ
っ

て
い

る
か

ら

13
. パ

ソ
コ

ン
が

あ
る

か
ら

16
. し

ゃ
べ

れ
る

か
ら

17
. 水

分
補

給
が

で
き

る
か

ら
20

. よ
く

席
が

空
い

て
い

る
た

め

  2
. 集

中
で

き
る

か
ら

18
. 周

り
の

人
が

勉
強

し
て

い
る

か
ら

19
. 周

り
の

グ
ル

ー
プ

が
勉

強
し

て
い

る
か

ら
21

. そ
の

他
（

　
   

   
 　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ）

16
. ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

に
参

加
す

る
た

め
17

. ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

す
る

た
め

12
. 飲

み
物

を
持

ち
込

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

12
. 飲

み
物

を
持

ち
込

む
こ

と
が

で
き

る
た

め

12
. 休

憩
室

で
飲

食
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

10
. P

Cで
印

刷
が

で
き

る
た

め

例



12-

大
学

図
書

館
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

依
頼

　
20

16
.1

0.
18

大
学

図
書

館
に

お
け

る
学

習
環

境
の

整
備

状
況

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

■
本

調
査

へ
の

お
願

い
　

私
た

ち
の

研
究

室
で

は
、

20
11

年
度

よ
り

大
学

図
書

館
に

お
い

て
来

館
者

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

館
内

で
の

行
動

観

察
調

査
等

を
行

い
、

利
用

者
（

学
生

）
の

利
用

意
識

や
図

書
館

内
に

お
け

る
利

用
行

動
の

視
点

か
ら

研
究

を
進

め
て

き

ま
し

た
。

　
20

14
年

度
は

、
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

（
以

下
LC

）
設

置
の

た
め

に
改

修
を

行
っ

た
2
館

を
含

む
愛

知
県

内
の

大

学
図

書
館

3
館

で
調

査
を

行
い

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
LC

導
入

に
よ

っ
て

学
習

空
間

が
整

備
さ

れ
た

図
書

館
で

は
、

利
用

者
の

場
所

に
対

す
る

選
択

性
が

多
様

化
し

て
い

る
こ

と
、

利
用

者
自

身
の

学
習

形
態

と
周

辺
の

音
環

境
に

合
わ

せ

て
座

席
や

場
所

を
求

め
て

い
る

こ
と

、
利

用
者

が
学

習
環

境
に

求
め

る
「

場
」

に
は

い
く

つ
か

の
段

階
性

が
あ

る
こ

と

な
ど

が
整

理
で

き
ま

し
た

。

今
後

、
人

口
減

少
に

よ
っ

て
入

学
者

の
確

保
に

向
け

て
様

々
な

取
り

組
み

が
各

大
学

で
行

わ
れ

、
大

学
図

書
館

も
「

大

学
の

顔
」

と
し

て
の

役
割

を
担

い
、

LC
等

の
新

し
い

学
習

環
境

の
導

入
や

、
各

々
特

徴
あ

る
学

習
支

援
を

行
う

必
要

性
が

増
え

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

様
々

な
大

学
で

学
習

支
援

が
行

わ
れ

る
中

、
大

学
の

教
育

方
針

、
理

系
・

文
系

と
い

っ
た

研
究

領
域

に
よ

っ
て

学
生

の
学

習
活

動
は

変
化

し
、

提
供

す
べ

き
サ

ー
ビ

ス
内

容
に

も
違

い
が

生
じ

、
各

大
学

で
学

習
空

間
の

作
り

方
が

工
夫

さ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

特
に

そ
う

し
た

新
し

い
学

習
空

間
を

新
築

・
増

築
・

改
修

か
、

ま
た

開
架

閲
覧

室
と

の
一

体

化
・

ガ
ラ

ス
や

壁
に

よ
る

区
画

・
別

棟
な

ど
、

ど
の

よ
う

に
整

備
さ

れ
て

い
る

か
に

関
心

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
本

調
査

は
、

地
域

差
な

ど
を

考
慮

し
て

、
中

部
・

東
海

・
北

陸
地

方
周

辺
の

大
学

図
書

館
を

対
象

に
調

査
を

行
い

、
静

か
な

学
習

環
境

で
あ

る
開

架
閲

覧
室

や
会

話
が

可
能

な
ど

様
々

な
学

習
環

境
を

提
供

し
て

い
る

空
間

の
整

備

状
況

、
館

内
の

構
成

や
LC

導
入

状
況

・
学

習
支

援
内

容
な

ど
に

つ
い

て
、

現
状

と
今

後
の

整
備

方
針

に
つ

い
て

把
握

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

実
際

の
図

書
館

運
営

に
携

わ
っ

て
お

ら
れ

る
図

書
館

司
書

・
職

員
の

皆
様

か

ら
、
館

内
に

お
け

る
現

状
の

整
備

状
況

を
お

伺
い

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
こ

れ
ま

で
の

利
用

者
だ

け
の

意
見

で
は

な
く

、

管
理

・
運

営
側

の
視

点
も

踏
ま

え
て

、
図

書
館

の
在

り
方

を
考

え
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

尚
、

本
調

査
で

得
ら

れ
た

集
計

結
果

は
研

究
目

的
以

外
で

の
使

用
は

い
た

し
ま

せ
ん

。
調

査
結

果
・

研
究

報
告

の
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
ご

回
答

し
て

い
た

だ
い

た
各

大
学

図
書

館
に

ご
報

告
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
何

卒
、

調
査

の

主
旨

を
ご

理
解

い
た

だ
き

、
ご

協
力

の
程

を
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

■
回

収
に

つ
い

て
　

本
用

紙
に

つ
き

ま
し

て
は

、
返

信
用

封
筒

を
同

封
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

封
筒

に
入

れ
て

投
函

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
以

外
で

も
、

館
内

の
空

間
構

成
や

施
設

概
要

等
の

把
握

を
行

い
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
そ

こ

で
図

書
館

利
用

案
内

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

・
平

面
図

や
L

C
等

の
学

習
環

境
を

紹
介

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
が

あ
り

ま
し

た

ら
、

ご
同

封
い

た
だ

け
れ

ば
幸

甚
で

す
。

　
何

卒
、

ご
高

配
の

程
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
や

本
調

査
の

主
旨

に
関

し
て

、
ご

意
見

・
ご

質
問

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

下
記

の
E-

m
ai

lア
ド

レ
ス

ま
で

ご
連

絡
下

さ
い

。

回
答

用
紙

は
、

ま
で

に
ご

投
函

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
20

16
年

11
 月

7
日

■
最

後
に

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た
本
調
査
の
回
答
に
加
え
て
、
一
部
の
大
学
で
追
加
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
・
施
設
見
学
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
差
支
え
な
け
れ
ば
、
後
日
こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
先
の
ご
記
入
ま
た
は
、
お
名

刺
を
同
封
し
て
頂
け
る
と
幸
甚
で
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
自

由
記

述
欄

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

ご
記
入
者
様
の
氏
名

ご
担
当
者
様
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

＠
E-

m
ai

l ：
do

no
tm

at
h@

gm
ai

l.c
om

（
楠

川
宛

）

〒
47

0-
03

92
愛
知
県
豊
田
市
八
草
町
八
千

草
12

47
番

地

TE
L ：

(
05

65
)

48
-8

12
1 （

代
表

）

愛
知
工
業
大
学
工
学
部
建
築

学
科

　
中

井
孝

幸
研

究
室

担
当
：
同
大
学
院
工
学
研
究

科
 
博

士
前

期
課

程
2
年

　
楠

川
充

敏

研
究
者
代
表

学
内

に
お

け
る
図
書
館
以
外
の
学
習
場
所

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ー
ス

、
情

報
セ

ン
タ

ー
等

）
の

整
備

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。『
A.

学
習

場
所

が
あ

る
』

と
回

答
し

た
大

学
は

、
計

画
し

た
際

の
図

書
館

職
員

の
参

画
の

有
無

、
図

書
館

と
の

連
携

に
つ

い
て

教
え

て
下

さ
い

。
ま

た
、

学
習

場
所

に
あ

る
設

備
・

サ
ー

ビ
ス

を
教

え
て

下
さ

い
。（

○
は

い
く

つ
で

も
）

(『
B.

学
習

場
所

は
な

い
』

と
回

答
し

た
大

学
は

問
9

に
進

ん
で

く
だ

さ
い

）

大
学

図
書

館
を

よ
り

よ
く

す
る

た
め

に
必

要
だ

と
考

え
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

・
改

善
点

は
あ

り
ま

す
か

。（
○
は
2
つ
ま
で
）

問
9

へ

質
問
は
以
上
に
な
り
ま
す
。

本
調
査
に
関
す
る
ご
意
見
・
補
足
内
容
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

  1
.専

門
書

や
参

考
資

料
の

充
実

  4
.ノ

ー
ト

PC
の

貸
出

台
数

の
充

実
  7

.学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
増

員
10

.静
か

な
場

所
を

減
ら

す
13

.キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
図

書
館

の
立

地
変

更

a1
.図

書
館

職
員

が
参

画
し

た

b1
.ア

ナ
ロ

グ
資

料
の

提
供

b3
.人

的
支

援
b2

.デ
ジ

タ
ル

資
料

の
提

供
b4

.図
書

館
と

の
連

携
は

な
い

a2
.図

書
館

職
員

の
参

画
な

し
a.
　
学
習
場
所
の
計
画
に
際
し
て
(〇
は
一
つ
だ
け
)

b.
　
図
書
館
と
の
連
携
に
つ
い
て
(〇
は
い
く
つ
で
も
)

c.　
学
習
場
所
の
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
(〇
は
い
く
つ
で
も
)

d.
　
代
表
的
施
設
の
名
称
（
一
つ
ま
で
）

  2
.一

般
図

書
の

充
実

  5
. C

D・
DV

D
の

種
類

増
設

  8
.会

話
可

能
な

環
境

の
増

設
11

.座
席

数
を

増
や

す
14

.そ
の

他
（

  3
.デ

ス
ク

ト
ッ

プ
PC

の
充

実
  6

.学
習

支
援

活
動

の
充

実
  9

.静
か

な
場

所
の

増
設

12
.他

の
部

署
と

の
連

携
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 A
.学

習
場

所
が

あ
る

（
　

　
　

ヶ
所

）　
　

　
　

B.
学

習
場

所
は

な
い

  c
1.

図
書

・
資

料
  c

2.P
C

  c
3.

視
聴

覚
機

器
  c

4.
可

動
式

の
机

や
椅

子
  c

7.
飲

食
が

可
能

  c
5.

自
動

販
売

機

c1
1.

就
職

支
援

室
と

セ
ッ

ト
c1

2.
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

  c
6.

カ
フ

ェ
・

ラ
ウ

ン
ジ

  c
9. 

IT
等

の
支

援
員

の
配

置
  c

8.
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
等

の
支

援
員

の
配

置
c1

0.
会

話
禁

止
に

な
っ

て
い

る

問
8

問
9



13

付録

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

下
記

の
□

の
中

に
は

記
入

し
な

い
で

下
さ

い

　
　

選
択
項
目
は
番
号
に
〇
を
つ
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
欄
は
で
き
る
だ
け
詳
し
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

図
書

館
の
開
架
閲
覧
室
以
外

に
学

習
空

間
を

提
供

し
て

い
る

場
所

に
あ

て
は

ま
る

番
号

全
て

に
〇

を
し

て
、

次
に

提
供

し
て

い
る

学
習

空
間

で
会

話
が

で
き

る
環

境
は

〇
を

、
禁

止
に

な
っ

て
い

る
環

境
に

は
×

を
【

　
】

に
記

入
し

て
下

さ
い

。
ま

た
、

提
供

し
て

い
る

学
習

空
間

場
所

の
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

と
、

開
架

閲
覧

室
と

の
関

係
を

教
え

て
下

さ
い

。
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

内
容

は
、
語
群
A

か
ら

、
開

架
閲

覧
室

の
関

係
は
語
群
B

か
ら

項
目

を
選

ん
で

下
さ

い
。

問
3

で
選

択
し

た
提

供
し

て
い

る
学

習
空

間
よ

り
、

10
年

以
内

に
整

備
を

行
っ

た
場

所
を

あ
て

は
ま

る
番

号
全

て
に

〇
を

し
て

、
そ

の
改

修
方

法
を

語
群

A
か

ら
と

、
以

前
の

用
途

選
ん

で
記

入
し

て
下

さ
い

。
(〇

は
一

つ
だ

け
)

今
後

、図
書
館
に

新
た

な
学

習
空

間
を

新
設・

改
修

す
る

ご
予

定
は

あ
り

ま
す

か
。『
A.
計
画
予
定
が
あ
る
』

と
回

答
し

た
大

学
は

、
会

話
の

許
諾

と
学

習
空

間
の

名
称

、
竣

工
予

定
年

月
、

ま
た

導
入

・
計

画
を

行
っ

た
き

っ
か

け
(導

入
理

由
)を

教
え

て
下

さ
い

。
(『

B.
計

画
予

定
が

な
い

』
と

回
答

し
た

大
学

は
問

8
に

進
ん

で
く

だ
さ

い
）

館
内

に
お

け
る

開
架

閲
覧

室
(書

架
と

一
体

に
な

っ
て

い
る

空
間

を
指

し
、

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ

ン
等

の
仕

切
り

に
よ

る
グ

ル
ー

プ
閲

覧
室

は
除

く
) に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

開
架

閲
覧

室
で

の
会

話
可

能
と

会
話

禁
止

の
状

況
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
開

架
閲

覧
室

に
お

い
て

提
供

し
て

い
る

座
席

タ
イ

プ
や

、
利

用
で

き
る

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
内

容
は

何
で

す
か

。（
〇

は
い

く
つ

で
も

）

問
6
で
『
A.
計
画
予
定
が
あ
る
』
と
解
答
し
た
大
学
に
お
聞
き
し
ま
す
。
問
6
の
［
b.
学
習
空
間
の
名
称
］
か
ら
代
表
的
な
も

の
を
2
つ
ま
で
抜
き
出
し
、

抜
き

出
し

た
学

習
空

間
の

竣
工

予
定

日
、

新
設

方
法

(『
e2

.図
書

館
を

一
部

改
修

し
て

整
備

す
る

際
に

整
備

』
を

選
ん

だ
大

学
は

以
前

の
用

途
に

つ
い

て
も

お
答

え
く

だ
さ

い
） ・

構
成

方
法

は
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

き
ま

す
か

。

図
書

館
で

学
生

の
学

習
を

支
援

す
る

た
め

、
ま

た
は

図
書

館
の

利
用

を
周

知
し

て
も

ら
う

た
め

に
行

っ
て

い
る

取
り

組
み

は
な

ん
で

す
か

。（
〇

は
い

く
つ

で
も

）

大
学

図
書

館
の

名
前

と
館

内
の

階
数

・
座

席
数

・
1

日
の

平
均

来
館

者
数

を
で

き
る

だ
け

詳
し

く
お

答
え

下
さ

い
。

問
8

へ

  1
.新

1
年

生
に

向
け

て
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
  4

.リ
ザ

ー
ブ

ブ
ッ

ク
制

度
の

導
入

  7
.選

書
ツ

ア
ー

兼
選

書
の

展
示

10
.レ

ポ
ー

ト
・

ノ
ー

ト
の

作
成

法
講

習
13

.図
書

紹
介

（
PO

P
作

成
等

）

  2
.定

期
的

に
館

内
の

利
用

ガ
イ

ダ
ン

ス
  5

.学
内

の
委

員
会

・
部

活
の

成
果

発
表

  8
.ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

11
.プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
講

習
14

.学
部

別
専

門
講

習
会

  3
.他

大
学

と
の

交
流

会
  6

.デ
ー

タ
ベ

ー
ス

講
習

会
  9

.レ
フ

ァ
レ

ン
ス

12
.IT

等
の

情
報

技
術

支
援

15
.そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  b
1.

開
架

閲
覧

室
  b

4. 
視

聴
覚

室
（

AV
室

）
  b

7.
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
室

b1
0.

事
務

室

  b
1. 

  b
2. 

  b
3. 

  b
4. 

  b
5. 

  b
6. 

  b
7. 

  b
8. 

  b
9. 

  b
10

.   
b1

1. 
  b

12

  b
1. 

  b
2. 

  b
3. 

  b
4. 

  b
5. 

  b
6. 

  b
7. 

  b
8. 

  b
9. 

  b
10

.   
b1

1. 
  b

12

  c
1. 

ア
ナ

ロ
グ

資
料

と
デ

ジ
タ

ル
資

料
の

両
立

を
図

る
た

め
  c

3. 
図

書
館

利
用

の
き

っ
か

け
づ

く
り

の
た

め
  c

5. 
図

書
館

で
の

講
義

・
ゼ

ミ
を

行
っ

て
い

き
た

い
た

め
  c

7. 
蔵

書
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
す

る
た

め
  c

9.
大

学
教

育
に

お
け

る
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

伴
っ

て
c1

1.
学

生
か

ら
の

意
見

に
対

応
し

た

  c
2. 

館
内

の
座

席
数

の
確

保
す

る
た

め
  c

4. 
デ

ジ
タ

ル
資

料
の

有
効

活
用

を
勧

め
る

た
め

  c
6. 

学
生

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

向
上

さ
せ

る
た

め
  c

8. 
国

か
ら

の
補

助
金

を
確

保
で

き
た

た
め

c1
0.

館
内

の
老

朽
化

に
伴

っ
て

c1
2.

そ
の

他（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

  b
2.

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
（

LC
）

  b
5.

グ
ル

ー
プ

視
聴

覚
室

  b
8.

パ
ソ

コ
ン

室
b1

1.
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  b
3.

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

室
  b

6.
グ

ル
ー

プ
学

習
室

  b
9.

休
憩

室
・

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

室
b1

2.
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
）

A.
計

画
予

定
が

あ
る

B.
計

画
予

定
は

な
い

a1
.会

話
可

能
な

環
境

を
整

備
す

る
b2

.会
話

禁
止

の
環

境
を

整
備

す
る

a3
.会

話
可

能
・

禁
止

環
境

を
両

方
整

備
す

る
s1

.キ
ャ

レ
ル

席
s4

.個
室

型
個

人
学

習
室

s2
.グ

ル
ー

プ
席

(4
人

掛
、

6
人

掛
の

机
)

s5
.そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
s3

.カ
ウ

ン
タ

ー
席

a.
図

書
館

を
新

築
と

し
て

整
備

a. 
 b

.  c
.  d

.  e
.  f

.
a. 

 b
.  c

.  d
.  e

.  f
.

a. 
 b

.  c
.  d

.  e
.  f

.
a. 

 b
.  c

.  d
.  e

.  f
.

a. 
 b

.  c
.  d

.  e
.  f

.

a. 
 b

.  c
.  d

.  e
.  f

.
a. 

 b
.  c

.  d
.  e

.  f
.

a. 
 b

.  c
.  d

.  e
.  f

.
a. 

 b
.  c

.  d
.  e

.  f
.

a. 
 b

.  c
.  d

.  e
.  f

.

d.
図

書
館

と
は

別
棟

で
整

備
e.

図
書

館
に

増
築

し
て

整
備

 f.
そ

の
他

（
　

　
 　

　
　

　
　

　
　

　
）

b.
図

書
館

を
一

部
改

修
し

て
整

備
c.

図
書

館
の

全
面

改
修

で
整

備

  e
'1.

閲
覧

席
  e

'6.
グ

ル
ー

プ
閲

覧
室

e'1
1.

そ
の

他
（

  e
'1.

閲
覧

席
  e

'6.
グ

ル
ー

プ
閲

覧
室

e'1
1.

そ
の

他
（

e'2
.開

架
書

架
e'7

.パ
ソ

コ
ン

室
(情

報
系

)
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

e'2
.開

架
書

架
e'7

.パ
ソ

コ
ン

室
(情

報
系

)
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

e'3
.閉

架
書

架
e'8

. A
V

ス
ペ

ー
ス

e'3
.閉

架
書

架
e'8

. A
V

ス
ペ

ー
ス

e'4
.新

聞
・

雑
誌

エ
リ

ア
e'9

.ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ

e'4
.新

聞
・

雑
誌

エ
リ

ア
e'9

.ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ

  e
'5.

休
憩

室
e'1

0. 
事

務
室

  e
'5.

休
憩

室
e'1

0. 
事

務
室

f1
.壁

で
仕

切
ら

れ
て

い
る

f1
.壁

で
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2019年10月17 . 18 . 21日

◆◆お帰りの際、出入口に設置したポストにお入れください◆◆

名古屋市立大学大学院芸術工学研究科鈴木研究室

その他、ご意見やご要望があれば自由に裏面にお書きください。ご協力ありがとうございます。

下記の　
の中には
記入しない
で下さい

問1  あなたの性別、学年、所属等をお書き下さい。
  １. 男　     2. 女

   1. 学部(         ) 年   2. 修士(         ) 年   3. 博士(         ) 年   4. その他(　　　　　　　　)

問2  あなたの専攻する学部・研究科は何ですか。（〇は一つだけ）

問3　 今日は、どなたと一緒に利用していますか。　(○は一つだけ)

  1.  一人で   2. 友人と(本人+(　　)名)   3. その他(　　　　　　　　　)

問4

問5

問6

 あなたは、この図書館をどの程度利用していますか。　(○は一つだけ)
  1. ほとんど毎日   2. 一週間に2,3回   3. 一週間に1回
  5. 月に1回   6. 二、三ケ月に1回

 4. 二週間に1回
  7. 年に2,3回  8. 年に1回

  9. 初めて来た 10. その他(　 　        　　　　　　)

  1. ほとんど毎日   2. 一週間に2,3回   3. 一週間に1回   5. 月に1回
  6. 二、三ケ月に1回

  4. 二週間に1回
  7. 年に2,3回   8. 年に1回

問8

 あなたは、「不言実行館 コモンズセンター」をどの程度、使い分けて利用していますか。　(○は一つだけ)問9

  6. 研究活動・論文執筆  4. 資格･受験･公務員試験勉強
  2. 授業の予習   3. 授業のテスト勉強
  5. 就職活動関連の作業

  1. 授業課題･レポートの作成

 今日は、問5で選択した目的のために、どのような内容を利用しましたか。（○はいくつでも）

  9. 使い分けない(行かない)

調査のお願い
利用者が求める学習環境としての大学図書館に関する研究を行っています。
得られた調査結果は研究以外の目的には使用致しません。ご協力をお願い致します。

中部大学附属三浦記念図書館

  1. 工学部   2. 経営情報学部   4. 人文学部  3. 国際関係学部   5. 応用生物学部
  6. 生命健康科学部   7. 現代教育学部   8. 大学院(　　　　　　　　)研究科   9. その他(　　　　　　)

今日は、この図書館にどのような目的で来ましたか。　(○はいくつでも)

  1. 本を借りにきた   2. 本を返しにきた   3. 本･資料等を探しにきた
  4. 図書館の本･資料を読んだ   5. 新聞・雑誌を読んだ   6. DVD･ビデオ等を鑑賞した
  7. PCでWEBサイトを閲覧した   8. PCで文書を作成した   9. PCでﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを利用した

11. 友人とディスカッションした

  8. ただふらっときた   9. くつろぐため  7. 上記外の私的な用事をする

12. その他（　　　　　　　　　）

10. その他（　　　　　　　　  　　　　　　）

10. PCで印刷した

今日この座席（アンケートを配布した時の場所）を選択した理由はなんですか。（○は2つ以内）

問7 今日、選択したこの座席（アンケートを配布した時の場所）をよく利用しますか。（○は一つだけ）

  1. 利用する書架の近くだから

  1. 来たら良く座る   2. 他が空席でないから第二候補   3.ほとんど利用しない

11. 友人としゃべれるから

  5. 電源用コンセントがあるから

  2. 他人の視線が気にならないから
  3. 机が広くモノをひろげやすいから   4. 椅子の座り心地が良いから

  9. 周囲が静かだから

  6. 窓から外の風景が見えるから
  7. 太陽の光が入って明るいから

10 周囲が賑わっているから
  8. 出入口に近いから

12. 周りの人が勉強しているから
14. その他（　  　　　　　　　　　　   ）13. よく席が空いているから
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付録

し 名
人

学生
(m2)

物

階

書 入

図書

出

点

館
座席

館者

1 立 新 教 大学 属図書館 1739 1338 3121 3 356 4377 43 348 330 289

2 立 新 術科学大学 属図書館 3130 2418 2934 3 155 2593 42 356 312 232

3 立 新 新 大学学術 機 属図書館中央図書館 11953 10335 14212 3 1313 8061 106 348 1623 2744

4 立 山 山大学 属図書館中央図書館 8028 6814 9492 6 1064 8733 50 308 891 1009

5 立 山 山大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3285 3 231 3141 13 334 592 727

6 立 大学 属図書館 13221 10488 10456 4 1198 13786 70 313 1091 2000

7 立 大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3185 4 231 3141 13 334 343 433

8 立 大学 属図書館 学図書館 学 図書室 1256 1154 356 1 45 969 17 265 56 200

9 立 科学 術大学院大学 属図書館 1464 957 3076 3 148 1625 19 365 162 237

10 立 大学 属図書館 学図書館 3245 1091 3307 2 131 1840 29 360 427 448

11 立 山 山 大学 属図書館 学分館 6745 3976 1663 2 96 1638 16 288 189 495

12 立 大学 属図書館 学 図書館 3587 1300 1812 2 160 1673 10 288 204 245

13 立 大学 属図書館工学 図書館 2446 2053 1470 2 157 1828 21 277 315 450

14 立 大学 属図書館 学 図書館 887 724 1209 2 102 915 10 280 177 196

15 立 大学図書館 学図書館 3087 1229 2032 3 164 1001 11 281 154 165

16 立 教 大学 属図書館 4974 4217 5861 3 632 8681 60 291 453 722

17 立 術科学大学 属図書館 2976 2244 3093 3 178 1570 21 342 185 215

18 立 名古屋工 大学 属図書館 6772 5766 5594 4 475 3428 43 319 472 893

19 立 名古屋大学 属図書館中央図書館 25114 16451 15597 6 1231 13135 160 348 1042 2188

20 立 名古屋大学 属図書館 学 分館 学図書室 1226 1090 884 1 48 1078 9 233 190 298

21 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 1276 1111 1059 1 248 4152 14 278 36 157

22 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 2733 1993 1786 1 212 4387 34 242 144 176

23 立 名古屋大学 属図書館工学図書室 6365 5381 1459 1 198 3589 8 243 109 88

24 立 名古屋大学 属図書館生 学図書室 1310 1176 846 1 108 1022 8 241 94 255

25 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 一図書室 127 90 185 1 14 136 190 7 10

26 立 名古屋大学 属図書館 図書室 354 299 348 1 71 1862 9 236 8 91

27 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 図書室 173 56 147 1 13 224 0 241 8 5

28 立 名古屋大学 属図書館 ンター図書室 68 36 86 1 9 157 0 242 12 5

29 立 大学 属図書館 学 図書館 10632 7449 910 2 10 356 157 500

30 立 立 大学 属図書館 617 396 1186.44 2 54 2014 14 275 108 250

31 立 立大学図書・ ンター 729 579 1226 1 9 1245 7 281 82 135

32 立 市立 大学 782 1 80 64

33 立 立大学 属図書館 1908 1579 4080.52 2 341 6923 13 265 228 230

34 立 立大学 属図書館小 分館 246 185 382.29 2 39 754 1 261 43 39

35 立 山 科大学 属図書館 3877 3386 4553 4 343 11091 44 297 677 1174

36 立 山 山 立大学 図書館 503 425 1187 2 82 1594 13 267 125 164

37 立 立 大学図書館 593 364 1196 2 91 2649 34 275 122 215

38 立 科学芸術大学院大学 属図書館 110 5740 295 1 40 1227 4 240 15 22

39 立 立大学 属図書館 3592 2937 5996 4 380 6983 30 274 655 520

40 立 立芸術大学芸術 ンター図書館 1613 998 1703 3 106 3398 11 216 90 117

41 立 立大学 手 ンパス図書館 3703 3115 6374 3 565 7589 75 222 463 784

42 立 立大学 山 ンパス図書館 610 448 818 2 82 1366 12 246 93 130

43 立 名古屋市立大学 合 ンター山の 分館 2186 2055 3679 2 563 6344 24 276 219 286

44 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 3653 1187 1726 2 2143 4287 18 318 115 518

45 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 1449 779 879.98 1 66 552 4 283 114 280

46 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 536 499 1145 1 87 1541 7 282 68 84

47 立 新 学園大学図書館 788 659 971 1 93 2816 5 261 126 266

48 立 新 大学 属図書館 974 1 122 148

49 立 新 新 大学図書館 4321 3849 1399 3 97 7357 38 297 395

50 立 新 新 大学・新 大学 大学 図書館 1999 1653 1017 2 143 4768 33 284 166 150

51 立 山 科大学図書館 304 246 1381 2 100 2216 1 274 101 82

52 立 科大学図書館 3936 1123 2143 2 205 1537 8 281 189

53 立 大学図書館 2020 1731 788.23 2 105 4512 12 212 124

54 立 学院大学 ッ ル記 図書館 897 784 1902.74 2 163 2489 17 219 246 299

55 立 大学図書館 2207 1929 2495 4 151 2146 6 339 428 250

56 立 大学 属図書館 1361 1148 1194 2 118 3281 23 281 282 350

57 立 山 山大学図書館 219 125 2590 5 118 3454 2 200 73 50

58 立 山 山 学院 合図書館 4834 4186 3201.5 2 325 4511 11 256 500 300

59 立 本 科大学図書館 1354 770 1894 2 152 877 6 272 198 77

60 立 本大学図書館 2210 1888 1262 3 107 3482 10 275 209 326

61 立 科学大学図書館 1397 1197 728 1 56 1628 6 267 132 161

62 立 学園大学 ンパス図書館 2416 2129 1957 4 194 2167 18 257 228 188

63 立 学園大学 ンパス図書館 1174 562 1088 2 144 1568 8 256 163 98

64 立 女子大学図書館 1289 1067 1723 2 143 1821 11 272 180 61

65 立 中 学院大学 属図書館 1659 1030 1245 2 146 2636 22 314 199

66 立 学院大学・ 学院大学 大学 属図書館 1216 1066 4734 4 234 330 11 286 368 122

67 立 大学図書館 1366 1161 677.27 2 63 1298 3 266 144 158

68 立 大学 図書館 892 756 1156.2 2 58 916 3 268 169 112

69 立 工科大学 属図書館 1589 1410 1739.36 1 113 2432 9 229 243 360

70 立 大学 属図書館 図書館 2401 2095 1185 2 178 2139 8 249 223 83

71 立 大学 属図書館 図書館 1435 12250 960 1 98 1984 4 250 202 94

72 立 学院大学図書館 526 2 119 45

73 立 学院大学図書館 分館 3 96 13

74 立 科大学 学 ンター（図書館） 4051 1295 2640 2 106 1709 17 324 269 651

75 立 学院大学図書館 ンター 14466 6411 13960 4 936 9602 47 271 1494 957

76 立 学院大学 学・ 学図書館 ンター 3809 2061 1957 2 170 2164 15 295 237 655

77 立 学 大学 図書館 617 529 3407 2 189 2585 2 216 314 162

78 立 学 大学 図書館 1541 1367 1653.07 2 134 2989 9 229 224 202

79 立 工科大学 属図書館 1003 888 1291 1 38 796 8 246 31

80 立 工 大学 属図書館 6870 6136 4316 4 331 7348 49 284 625 837

81 立 大学図書館 10000 8905 3303.41 2 269 7151 47 249 476 635

82 立 大学図書館 が 分館 1000 8905 1585 3 138 4111 15 247 175 348

83 立 大学名古屋図書館 11508 7087 4650.52 3 528 8894 57 288 884 1195

84 立 大学 図書館 3105 6990 3 825 5770 36 293 811 504

85 立 大学 図書館 160 2518 3 156 828 282 452 945

86 立 大学図書館 1442 1297 1142.22 4 96 1625 6 242 188 271

87 立 教大学 属図書館 353 271 606 2 79 281 1 252 110 70

88 立 大学 属図書館 441 1 131 62

89 立 学園大学図書館 1936 1669 2324 3 231 3752 24 266 320 127

90 立 女子大学・ 女子 大学図書館 1142 950 581 1 91 879 10 284 120 84

91 立 学院大学図書館 6372 5464 6651 4 505 6631 50 272 566 400

92 立 大学 属図書館 1071 972 1130 2 83 597 5 284 155 120

93 立 椙山女学園大学中央図書館 6270 5873 3298 5 359 3970 57 282 460 391

94 立 椙山女学園大学 図書館 6270 5873 643 1 84 900 12 288 146 105

95 立 大 大学図書館 3982 3447 3064 4 249 4575 9 234 392 336

96 立 中 大学図書館 14308 13049 7493.5 2 459 7472 73 273 478 800

97 立 中 大学 属 記 図書館 12760 11491 11273.3 5 651 12864 54 283 951 1051

98 立 学園大学名古屋 ンパス図書館 2316 2028 2306.98 3 215 3928 29 227 300

99 立 学園大学 ンパス図書館 2364 2145 1242 3 79 3958 4 263 187 111

100 立 学園大学 属図書館（名古屋 大学） 3018.73 3 257 240

101 立 工 大学 合 ンター 742 488 1608.53 1 99 2453 13 271 104

102 立 名古屋外 大学・名古屋学芸大学図書館 8030 6906 4480 6 309 13159 49 279 640 850

103 立 名古屋学院大学学術 ンター 5100 4676 1773.64 2 379 7305 18 271 417 1000

104 立 名古屋学院大学学術 ンター（ 図書館） 1092 990 4122 3 5 261 408 400

105 立 名古屋 大学・名古屋 大学 大学 図書館 2256 7938 5409.04 5 355 1178 6 287 584 66

106 立 名古屋芸術大学 属図書館 ンパス図書館 2981 2450 2026 2 187 4883 21 240 117 110

107 立 名古屋 大学・名古屋 大学図書館 997 782 5409.04 1 70 1598 3 281 124 87

108 立 名古屋女子大学学術 ンター 2244 1233 876 2 266 3646 13 275 461 900

109 立 名古屋 大学図書館 1349.06 1 152 220

110 立 山大学名古屋図書館 11597 9812 7942 5 708 10403 103 314 831 1029

111 立 山大学 図書館 11597 9812 3167 2 100 1826 19 313 393 344

112 立 本 大学 属図書館（ 本館） 7359 6503 3879 2 485 14156 48 272 561 930

113 立 人間 大学 属図書館 818 594 792 2 75 655 4 254 130 70

114 立 名 大学 属図書館 14366 12956 13453.36 7 901 11328 64 312 1203 958

115 立 館大学 属図書館 3376 3025 4244 3 351 6822 22 273 432 567

116 立 鈴 科学大学 属図書館 2780 2543 3166.37 2 80 764 34 249 361 455

117 立 鈴 科学大学 属図書館 子分館 775 2 10 1204 6 280 138 379

118 立 鈴 大学 属図書館 439 378 1331 3 98 1407 3 239 213 174

119 立 四 市 大学図書館 588 456 718.81 1 22 1466 9 252 108 310

資料 -1- ①　東海・北陸・甲信越地方の大学図書館施設概要（出典：日本の図書館統計と名簿、日本図書館協会）
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1 立 新 教 大学 属図書館 1739 1338 3121 3 356 4377 43 348 330 289

2 立 新 術科学大学 属図書館 3130 2418 2934 3 155 2593 42 356 312 232

3 立 新 新 大学学術 機 属図書館中央図書館 11953 10335 14212 3 1313 8061 106 348 1623 2744

4 立 山 山大学 属図書館中央図書館 8028 6814 9492 6 1064 8733 50 308 891 1009

5 立 山 山大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3285 3 231 3141 13 334 592 727

6 立 大学 属図書館 13221 10488 10456 4 1198 13786 70 313 1091 2000

7 立 大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3185 4 231 3141 13 334 343 433

8 立 大学 属図書館 学図書館 学 図書室 1256 1154 356 1 45 969 17 265 56 200

9 立 科学 術大学院大学 属図書館 1464 957 3076 3 148 1625 19 365 162 237

10 立 大学 属図書館 学図書館 3245 1091 3307 2 131 1840 29 360 427 448

11 立 山 山 大学 属図書館 学分館 6745 3976 1663 2 96 1638 16 288 189 495

12 立 大学 属図書館 学 図書館 3587 1300 1812 2 160 1673 10 288 204 245

13 立 大学 属図書館工学 図書館 2446 2053 1470 2 157 1828 21 277 315 450

14 立 大学 属図書館 学 図書館 887 724 1209 2 102 915 10 280 177 196

15 立 大学図書館 学図書館 3087 1229 2032 3 164 1001 11 281 154 165

16 立 教 大学 属図書館 4974 4217 5861 3 632 8681 60 291 453 722

17 立 術科学大学 属図書館 2976 2244 3093 3 178 1570 21 342 185 215

18 立 名古屋工 大学 属図書館 6772 5766 5594 4 475 3428 43 319 472 893

19 立 名古屋大学 属図書館中央図書館 25114 16451 15597 6 1231 13135 160 348 1042 2188

20 立 名古屋大学 属図書館 学 分館 学図書室 1226 1090 884 1 48 1078 9 233 190 298

21 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 1276 1111 1059 1 248 4152 14 278 36 157

22 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 2733 1993 1786 1 212 4387 34 242 144 176

23 立 名古屋大学 属図書館工学図書室 6365 5381 1459 1 198 3589 8 243 109 88

24 立 名古屋大学 属図書館生 学図書室 1310 1176 846 1 108 1022 8 241 94 255

25 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 一図書室 127 90 185 1 14 136 190 7 10

26 立 名古屋大学 属図書館 図書室 354 299 348 1 71 1862 9 236 8 91

27 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 図書室 173 56 147 1 13 224 0 241 8 5

28 立 名古屋大学 属図書館 ンター図書室 68 36 86 1 9 157 0 242 12 5

29 立 大学 属図書館 学 図書館 10632 7449 910 2 10 356 157 500

30 立 立 大学 属図書館 617 396 1186.44 2 54 2014 14 275 108 250

31 立 立大学図書・ ンター 729 579 1226 1 9 1245 7 281 82 135

32 立 市立 大学 782 1 80 64

33 立 立大学 属図書館 1908 1579 4080.52 2 341 6923 13 265 228 230

34 立 立大学 属図書館小 分館 246 185 382.29 2 39 754 1 261 43 39

35 立 山 科大学 属図書館 3877 3386 4553 4 343 11091 44 297 677 1174

36 立 山 山 立大学 図書館 503 425 1187 2 82 1594 13 267 125 164

37 立 立 大学図書館 593 364 1196 2 91 2649 34 275 122 215

38 立 科学芸術大学院大学 属図書館 110 5740 295 1 40 1227 4 240 15 22

39 立 立大学 属図書館 3592 2937 5996 4 380 6983 30 274 655 520

40 立 立芸術大学芸術 ンター図書館 1613 998 1703 3 106 3398 11 216 90 117

41 立 立大学 手 ンパス図書館 3703 3115 6374 3 565 7589 75 222 463 784

42 立 立大学 山 ンパス図書館 610 448 818 2 82 1366 12 246 93 130

43 立 名古屋市立大学 合 ンター山の 分館 2186 2055 3679 2 563 6344 24 276 219 286

44 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 3653 1187 1726 2 2143 4287 18 318 115 518

45 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 1449 779 879.98 1 66 552 4 283 114 280

46 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 536 499 1145 1 87 1541 7 282 68 84

47 立 新 学園大学図書館 788 659 971 1 93 2816 5 261 126 266

48 立 新 大学 属図書館 974 1 122 148

49 立 新 新 大学図書館 4321 3849 1399 3 97 7357 38 297 395

50 立 新 新 大学・新 大学 大学 図書館 1999 1653 1017 2 143 4768 33 284 166 150

51 立 山 科大学図書館 304 246 1381 2 100 2216 1 274 101 82

52 立 科大学図書館 3936 1123 2143 2 205 1537 8 281 189

53 立 大学図書館 2020 1731 788.23 2 105 4512 12 212 124

54 立 学院大学 ッ ル記 図書館 897 784 1902.74 2 163 2489 17 219 246 299

55 立 大学図書館 2207 1929 2495 4 151 2146 6 339 428 250

56 立 大学 属図書館 1361 1148 1194 2 118 3281 23 281 282 350

57 立 山 山大学図書館 219 125 2590 5 118 3454 2 200 73 50

58 立 山 山 学院 合図書館 4834 4186 3201.5 2 325 4511 11 256 500 300

59 立 本 科大学図書館 1354 770 1894 2 152 877 6 272 198 77

60 立 本大学図書館 2210 1888 1262 3 107 3482 10 275 209 326

61 立 科学大学図書館 1397 1197 728 1 56 1628 6 267 132 161

62 立 学園大学 ンパス図書館 2416 2129 1957 4 194 2167 18 257 228 188

63 立 学園大学 ンパス図書館 1174 562 1088 2 144 1568 8 256 163 98

64 立 女子大学図書館 1289 1067 1723 2 143 1821 11 272 180 61

65 立 中 学院大学 属図書館 1659 1030 1245 2 146 2636 22 314 199

66 立 学院大学・ 学院大学 大学 属図書館 1216 1066 4734 4 234 330 11 286 368 122

67 立 大学図書館 1366 1161 677.27 2 63 1298 3 266 144 158

68 立 大学 図書館 892 756 1156.2 2 58 916 3 268 169 112

69 立 工科大学 属図書館 1589 1410 1739.36 1 113 2432 9 229 243 360

70 立 大学 属図書館 図書館 2401 2095 1185 2 178 2139 8 249 223 83

71 立 大学 属図書館 図書館 1435 12250 960 1 98 1984 4 250 202 94

72 立 学院大学図書館 526 2 119 45

73 立 学院大学図書館 分館 3 96 13

74 立 科大学 学 ンター（図書館） 4051 1295 2640 2 106 1709 17 324 269 651

75 立 学院大学図書館 ンター 14466 6411 13960 4 936 9602 47 271 1494 957

76 立 学院大学 学・ 学図書館 ンター 3809 2061 1957 2 170 2164 15 295 237 655

77 立 学 大学 図書館 617 529 3407 2 189 2585 2 216 314 162

78 立 学 大学 図書館 1541 1367 1653.07 2 134 2989 9 229 224 202

79 立 工科大学 属図書館 1003 888 1291 1 38 796 8 246 31

80 立 工 大学 属図書館 6870 6136 4316 4 331 7348 49 284 625 837

81 立 大学図書館 10000 8905 3303.41 2 269 7151 47 249 476 635

82 立 大学図書館 が 分館 1000 8905 1585 3 138 4111 15 247 175 348

83 立 大学名古屋図書館 11508 7087 4650.52 3 528 8894 57 288 884 1195

84 立 大学 図書館 3105 6990 3 825 5770 36 293 811 504

85 立 大学 図書館 160 2518 3 156 828 282 452 945

86 立 大学図書館 1442 1297 1142.22 4 96 1625 6 242 188 271

87 立 教大学 属図書館 353 271 606 2 79 281 1 252 110 70

88 立 大学 属図書館 441 1 131 62

89 立 学園大学図書館 1936 1669 2324 3 231 3752 24 266 320 127

90 立 女子大学・ 女子 大学図書館 1142 950 581 1 91 879 10 284 120 84

91 立 学院大学図書館 6372 5464 6651 4 505 6631 50 272 566 400

92 立 大学 属図書館 1071 972 1130 2 83 597 5 284 155 120

93 立 椙山女学園大学中央図書館 6270 5873 3298 5 359 3970 57 282 460 391

94 立 椙山女学園大学 図書館 6270 5873 643 1 84 900 12 288 146 105

95 立 大 大学図書館 3982 3447 3064 4 249 4575 9 234 392 336

96 立 中 大学図書館 14308 13049 7493.5 2 459 7472 73 273 478 800

97 立 中 大学 属 記 図書館 12760 11491 11273.3 5 651 12864 54 283 951 1051

98 立 学園大学名古屋 ンパス図書館 2316 2028 2306.98 3 215 3928 29 227 300

99 立 学園大学 ンパス図書館 2364 2145 1242 3 79 3958 4 263 187 111

100 立 学園大学 属図書館（名古屋 大学） 3018.73 3 257 240

101 立 工 大学 合 ンター 742 488 1608.53 1 99 2453 13 271 104

102 立 名古屋外 大学・名古屋学芸大学図書館 8030 6906 4480 6 309 13159 49 279 640 850

103 立 名古屋学院大学学術 ンター 5100 4676 1773.64 2 379 7305 18 271 417 1000

104 立 名古屋学院大学学術 ンター（ 図書館） 1092 990 4122 3 5 261 408 400

105 立 名古屋 大学・名古屋 大学 大学 図書館 2256 7938 5409.04 5 355 1178 6 287 584 66

106 立 名古屋芸術大学 属図書館 ンパス図書館 2981 2450 2026 2 187 4883 21 240 117 110

107 立 名古屋 大学・名古屋 大学図書館 997 782 5409.04 1 70 1598 3 281 124 87

108 立 名古屋女子大学学術 ンター 2244 1233 876 2 266 3646 13 275 461 900

109 立 名古屋 大学図書館 1349.06 1 152 220

110 立 山大学名古屋図書館 11597 9812 7942 5 708 10403 103 314 831 1029

111 立 山大学 図書館 11597 9812 3167 2 100 1826 19 313 393 344

112 立 本 大学 属図書館（ 本館） 7359 6503 3879 2 485 14156 48 272 561 930

113 立 人間 大学 属図書館 818 594 792 2 75 655 4 254 130 70

114 立 名 大学 属図書館 14366 12956 13453.36 7 901 11328 64 312 1203 958

115 立 館大学 属図書館 3376 3025 4244 3 351 6822 22 273 432 567

116 立 鈴 科学大学 属図書館 2780 2543 3166.37 2 80 764 34 249 361 455

117 立 鈴 科学大学 属図書館 子分館 775 2 10 1204 6 280 138 379

118 立 鈴 大学 属図書館 439 378 1331 3 98 1407 3 239 213 174

119 立 四 市 大学図書館 588 456 718.81 1 22 1466 9 252 108 310
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1 立 新 教 大学 属図書館 1739 1338 3121 3 356 4377 43 348 330 289

2 立 新 術科学大学 属図書館 3130 2418 2934 3 155 2593 42 356 312 232

3 立 新 新 大学学術 機 属図書館中央図書館 11953 10335 14212 3 1313 8061 106 348 1623 2744

4 立 山 山大学 属図書館中央図書館 8028 6814 9492 6 1064 8733 50 308 891 1009

5 立 山 山大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3285 3 231 3141 13 334 592 727

6 立 大学 属図書館 13221 10488 10456 4 1198 13786 70 313 1091 2000

7 立 大学 属図書館 学図書館 3807 1926 3185 4 231 3141 13 334 343 433

8 立 大学 属図書館 学図書館 学 図書室 1256 1154 356 1 45 969 17 265 56 200

9 立 科学 術大学院大学 属図書館 1464 957 3076 3 148 1625 19 365 162 237

10 立 大学 属図書館 学図書館 3245 1091 3307 2 131 1840 29 360 427 448

11 立 山 山 大学 属図書館 学分館 6745 3976 1663 2 96 1638 16 288 189 495

12 立 大学 属図書館 学 図書館 3587 1300 1812 2 160 1673 10 288 204 245

13 立 大学 属図書館工学 図書館 2446 2053 1470 2 157 1828 21 277 315 450

14 立 大学 属図書館 学 図書館 887 724 1209 2 102 915 10 280 177 196

15 立 大学図書館 学図書館 3087 1229 2032 3 164 1001 11 281 154 165

16 立 教 大学 属図書館 4974 4217 5861 3 632 8681 60 291 453 722

17 立 術科学大学 属図書館 2976 2244 3093 3 178 1570 21 342 185 215

18 立 名古屋工 大学 属図書館 6772 5766 5594 4 475 3428 43 319 472 893

19 立 名古屋大学 属図書館中央図書館 25114 16451 15597 6 1231 13135 160 348 1042 2188

20 立 名古屋大学 属図書館 学 分館 学図書室 1226 1090 884 1 48 1078 9 233 190 298

21 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 1276 1111 1059 1 248 4152 14 278 36 157

22 立 名古屋大学 属図書館 学図書室 2733 1993 1786 1 212 4387 34 242 144 176

23 立 名古屋大学 属図書館工学図書室 6365 5381 1459 1 198 3589 8 243 109 88

24 立 名古屋大学 属図書館生 学図書室 1310 1176 846 1 108 1022 8 241 94 255

25 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 一図書室 127 90 185 1 14 136 190 7 10

26 立 名古屋大学 属図書館 図書室 354 299 348 1 71 1862 9 236 8 91

27 立 名古屋大学 属図書館 研究 　 図書室 173 56 147 1 13 224 0 241 8 5

28 立 名古屋大学 属図書館 ンター図書室 68 36 86 1 9 157 0 242 12 5

29 立 大学 属図書館 学 図書館 10632 7449 910 2 10 356 157 500

30 立 立 大学 属図書館 617 396 1186.44 2 54 2014 14 275 108 250

31 立 立大学図書・ ンター 729 579 1226 1 9 1245 7 281 82 135

32 立 市立 大学 782 1 80 64

33 立 立大学 属図書館 1908 1579 4080.52 2 341 6923 13 265 228 230

34 立 立大学 属図書館小 分館 246 185 382.29 2 39 754 1 261 43 39

35 立 山 科大学 属図書館 3877 3386 4553 4 343 11091 44 297 677 1174

36 立 山 山 立大学 図書館 503 425 1187 2 82 1594 13 267 125 164

37 立 立 大学図書館 593 364 1196 2 91 2649 34 275 122 215

38 立 科学芸術大学院大学 属図書館 110 5740 295 1 40 1227 4 240 15 22

39 立 立大学 属図書館 3592 2937 5996 4 380 6983 30 274 655 520

40 立 立芸術大学芸術 ンター図書館 1613 998 1703 3 106 3398 11 216 90 117

41 立 立大学 手 ンパス図書館 3703 3115 6374 3 565 7589 75 222 463 784

42 立 立大学 山 ンパス図書館 610 448 818 2 82 1366 12 246 93 130

43 立 名古屋市立大学 合 ンター山の 分館 2186 2055 3679 2 563 6344 24 276 219 286

44 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 3653 1187 1726 2 2143 4287 18 318 115 518

45 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 1449 779 879.98 1 66 552 4 283 114 280

46 立 名古屋市立大学 合 ンター 分館 536 499 1145 1 87 1541 7 282 68 84

47 立 新 学園大学図書館 788 659 971 1 93 2816 5 261 126 266

48 立 新 大学 属図書館 974 1 122 148

49 立 新 新 大学図書館 4321 3849 1399 3 97 7357 38 297 395

50 立 新 新 大学・新 大学 大学 図書館 1999 1653 1017 2 143 4768 33 284 166 150

51 立 山 科大学図書館 304 246 1381 2 100 2216 1 274 101 82

52 立 科大学図書館 3936 1123 2143 2 205 1537 8 281 189

53 立 大学図書館 2020 1731 788.23 2 105 4512 12 212 124

54 立 学院大学 ッ ル記 図書館 897 784 1902.74 2 163 2489 17 219 246 299

55 立 大学図書館 2207 1929 2495 4 151 2146 6 339 428 250

56 立 大学 属図書館 1361 1148 1194 2 118 3281 23 281 282 350

57 立 山 山大学図書館 219 125 2590 5 118 3454 2 200 73 50

58 立 山 山 学院 合図書館 4834 4186 3201.5 2 325 4511 11 256 500 300

59 立 本 科大学図書館 1354 770 1894 2 152 877 6 272 198 77

60 立 本大学図書館 2210 1888 1262 3 107 3482 10 275 209 326

61 立 科学大学図書館 1397 1197 728 1 56 1628 6 267 132 161

62 立 学園大学 ンパス図書館 2416 2129 1957 4 194 2167 18 257 228 188

63 立 学園大学 ンパス図書館 1174 562 1088 2 144 1568 8 256 163 98

64 立 女子大学図書館 1289 1067 1723 2 143 1821 11 272 180 61

65 立 中 学院大学 属図書館 1659 1030 1245 2 146 2636 22 314 199

66 立 学院大学・ 学院大学 大学 属図書館 1216 1066 4734 4 234 330 11 286 368 122

67 立 大学図書館 1366 1161 677.27 2 63 1298 3 266 144 158

68 立 大学 図書館 892 756 1156.2 2 58 916 3 268 169 112

69 立 工科大学 属図書館 1589 1410 1739.36 1 113 2432 9 229 243 360

70 立 大学 属図書館 図書館 2401 2095 1185 2 178 2139 8 249 223 83

71 立 大学 属図書館 図書館 1435 12250 960 1 98 1984 4 250 202 94

72 立 学院大学図書館 526 2 119 45

73 立 学院大学図書館 分館 3 96 13

74 立 科大学 学 ンター（図書館） 4051 1295 2640 2 106 1709 17 324 269 651

75 立 学院大学図書館 ンター 14466 6411 13960 4 936 9602 47 271 1494 957

76 立 学院大学 学・ 学図書館 ンター 3809 2061 1957 2 170 2164 15 295 237 655

77 立 学 大学 図書館 617 529 3407 2 189 2585 2 216 314 162

78 立 学 大学 図書館 1541 1367 1653.07 2 134 2989 9 229 224 202

79 立 工科大学 属図書館 1003 888 1291 1 38 796 8 246 31

80 立 工 大学 属図書館 6870 6136 4316 4 331 7348 49 284 625 837

81 立 大学図書館 10000 8905 3303.41 2 269 7151 47 249 476 635

82 立 大学図書館 が 分館 1000 8905 1585 3 138 4111 15 247 175 348

83 立 大学名古屋図書館 11508 7087 4650.52 3 528 8894 57 288 884 1195

84 立 大学 図書館 3105 6990 3 825 5770 36 293 811 504

85 立 大学 図書館 160 2518 3 156 828 282 452 945

86 立 大学図書館 1442 1297 1142.22 4 96 1625 6 242 188 271

87 立 教大学 属図書館 353 271 606 2 79 281 1 252 110 70

88 立 大学 属図書館 441 1 131 62

89 立 学園大学図書館 1936 1669 2324 3 231 3752 24 266 320 127

90 立 女子大学・ 女子 大学図書館 1142 950 581 1 91 879 10 284 120 84

91 立 学院大学図書館 6372 5464 6651 4 505 6631 50 272 566 400

92 立 大学 属図書館 1071 972 1130 2 83 597 5 284 155 120

93 立 椙山女学園大学中央図書館 6270 5873 3298 5 359 3970 57 282 460 391

94 立 椙山女学園大学 図書館 6270 5873 643 1 84 900 12 288 146 105

95 立 大 大学図書館 3982 3447 3064 4 249 4575 9 234 392 336

96 立 中 大学図書館 14308 13049 7493.5 2 459 7472 73 273 478 800

97 立 中 大学 属 記 図書館 12760 11491 11273.3 5 651 12864 54 283 951 1051

98 立 学園大学名古屋 ンパス図書館 2316 2028 2306.98 3 215 3928 29 227 300

99 立 学園大学 ンパス図書館 2364 2145 1242 3 79 3958 4 263 187 111

100 立 学園大学 属図書館（名古屋 大学） 3018.73 3 257 240

101 立 工 大学 合 ンター 742 488 1608.53 1 99 2453 13 271 104

102 立 名古屋外 大学・名古屋学芸大学図書館 8030 6906 4480 6 309 13159 49 279 640 850

103 立 名古屋学院大学学術 ンター 5100 4676 1773.64 2 379 7305 18 271 417 1000

104 立 名古屋学院大学学術 ンター（ 図書館） 1092 990 4122 3 5 261 408 400

105 立 名古屋 大学・名古屋 大学 大学 図書館 2256 7938 5409.04 5 355 1178 6 287 584 66

106 立 名古屋芸術大学 属図書館 ンパス図書館 2981 2450 2026 2 187 4883 21 240 117 110

107 立 名古屋 大学・名古屋 大学図書館 997 782 5409.04 1 70 1598 3 281 124 87

108 立 名古屋女子大学学術 ンター 2244 1233 876 2 266 3646 13 275 461 900

109 立 名古屋 大学図書館 1349.06 1 152 220

110 立 山大学名古屋図書館 11597 9812 7942 5 708 10403 103 314 831 1029

111 立 山大学 図書館 11597 9812 3167 2 100 1826 19 313 393 344

112 立 本 大学 属図書館（ 本館） 7359 6503 3879 2 485 14156 48 272 561 930

113 立 人間 大学 属図書館 818 594 792 2 75 655 4 254 130 70

114 立 名 大学 属図書館 14366 12956 13453.36 7 901 11328 64 312 1203 958

115 立 館大学 属図書館 3376 3025 4244 3 351 6822 22 273 432 567

116 立 鈴 科学大学 属図書館 2780 2543 3166.37 2 80 764 34 249 361 455

117 立 鈴 科学大学 属図書館 子分館 775 2 10 1204 6 280 138 379

118 立 鈴 大学 属図書館 439 378 1331 3 98 1407 3 239 213 174

119 立 四 市 大学図書館 588 456 718.81 1 22 1466 9 252 108 310

資料 -1- ②　東海・北陸・甲信越地方の大学図書館施設概要（出典：日本の図書館統計と名簿、日本図書館協会
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名
図

書
館

建
築

図
集

19
60

図
書

館
建

築
図

集
’7

9
日

本
図

書
館

協
会

建
築

賞
建

築
設

計
資

料
集

成
新

建
築

そ
の

他
抽

出
数

設
計

者
面

積
(㎡

)
規

模

36
19

81
中

央
慶

応
義

塾
大

学
図

書
館

（
新

館
・

三
田

情
報

セ
ン

タ
ー

）
19

85
82

'6
2

槇
総

合
計

画
事

務
所

15
,1

88
地

下
5階

地
上

7階
37

19
81

中
央

自
治

医
科

大
学

図
書

館
19

86
1

日
建

設
計

11
,2

85
地

下
1階

地
上

4階
38

19
82

中
央

金
沢

工
業

大
学

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

セ
ン

タ
ー

82
'1

0
1

大
谷

幸
夫

+
大

谷
研

究
室

21
,7

30
地

下
1階

地
上

9階
39

19
82

中
央

学
習

院
女

子
大

学
図

書
館

（
学

習
院

戸
山

図
書

館
）

19
85

84
'7

2
前

川
国

男
建

築
設

計
事

務
所

，
ミ

ド
同

人
原

田
和

雄
3,

58
7

地
下

1階
地

上
3階

40
19

84
中

央
関

西
大

学
総

合
図

書
館

19
88

1
鬼

頭
梓

建
築

設
計

事
務

所
21

,7
50

地
下

2階
地

上
3階

41
19

87
中

央
京

都
産

業
大

学
図

書
館

19
89

1
日

建
設

計
8,

98
8

地
下

2階
地

上
3階

42
19

87
中

央
北

海
道

工
業

大
学

図
書

館
19

89
1

圓
山

彬
男

・
北

海
道

工
業

大
学

新
図

書
館

建
設

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
5,

95
4

地
下

1階
地

上
2階

43
19

89
中

央
大

同
工

業
大

学
図

書
館

90
'2

1
D

IT
図

書
館

基
本

設
計

プ
ロ

ッ
ト

チ
ー

ム
＋

日
本

設
計

3,
59

3
地

上
5階

44
19

89
中

央
成

城
大

学
図

書
館

19
91

○
90

'4
3

栗
原

嘉
一

郎
・

増
沢

建
築

設
計

事
務

所
6,

52
6

地
下

3階
地

上
5階

45
19

90
中

央
早

稲
田

大
学

総
合

学
術

情
報

セ
ン

タ
ー

○
1

日
建

設
計

27
,7

05
地

下
3階

地
上

4階
46

19
91

中
央

東
京

都
立

大
学

付
属

図
書

館
○

1
第

一
工

房
9,

60
8

地
下

2階
地

上
3階

47
19

92
分

館
・

部
局

慶
應

義
塾

大
学

湘
南

藤
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
（

情
報

セ
ン

タ
ー

）
92

'7
1

槇
総

合
計

画
事

務
所

7,
05

4
地

下
1回

地
上

3階
48

19
92

中
央

相
模

女
子

大
学

・
相

模
女

子
大

学
短

期
大

学
部

附
属

図
書

館
19

94
92

'1
1

2
香

川
ア

ト
リ

エ
・

環
境

造
形

研
究

所
5,

50
9

地
上

4階
49

19
93

中
央

武
庫

川
女

子
大

学
中

央
図

書
館

19
95

1
竹

中
工

務
店

13
,4

86
地

上
4階

50
19

95
中

央
東

京
国

際
大

学
図

書
館

○
1

第
一

工
房

4,
03

3
地

上
3階

51
19

97
中

央
広

島
女

子
大

学
附

属
図

書
館

98
'1

1
1

石
本

建
築

事
務

所
3,

33
3

地
上

4階
52

19
97

中
央

同
志

社
大

学
ラ

ー
ネ

ッ
ド

記
念

図
書

館
○

1
日

建
設

計
6,

59
1

地
上

3階
53

19
97

中
央

関
西

学
院

大
学

図
書

館
19

99
○

2
日

本
設

計
19

,5
86

地
下

2階
地

上
3階

54
19

98
中

央
国

士
館

大
学

附
属

図
書

館
○

1
日

本
設

計
6,

95
0

地
下

1階
地

上
5階

55
19

98
中

央
沖

縄
国

際
大

学
図

書
館

○
1

日
本

設
計

・
泉

建
築

事
務

所
共

同
企

業
体

10
,1

61
地

下
2階

地
上

4階
56

20
00

中
央

高
知

大
学

附
属

図
書

館
メ

デ
ィ

ア
の

森
○

1
中

屋
敦

夫
建

築
設

計
事

務
所

7,
67

5
地

上
6階

57
20

01
中

央
明

治
大

学
中

央
図

書
館

20
02

○
2

日
建

設
計

7,
86

9
地

下
3階

地
上

1階
58

20
03

中
央

広
島

修
道

大
学

図
書

館
20

04
1

日
建

設
計

11
,7

71
地

上
4階

59
20

04
分

館
・

部
局

日
本

大
学

法
学

部
図

書
館

05
'3

1
日

本
大

学
本

部
管

財
部

／
石

本
建

築
事

務
所

10
,1

54
地

下
2階

地
上

7階

60
20

05
分

館
・

部
局

東
京

大
学

柏
図

書
館

07
'5

1
東

京
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

計
画

室
（

岸
田

省
吾

・
施

設
部

）
，

山
下

設
計

5,
02

4
地

上
2階

61
20

05
そ

の
他

公
立

は
こ

だ
て

未
来

大
学

研
究

棟
05

'9
1

山
本

理
顕

設
計

工
場

・
函

館
建

築
設

計
監

理
事

業
協

同
組

合
共

同
企

業
体

4,
38

4
地

上
2階

62
20

05
中

央
武

蔵
工

業
大

学
新

図
書

館
05

'1
0

1
岩

﨑
堅

一
・

武
蔵

工
業

大
学

岩
﨑

研
究

室
5,

97
8

地
下

1階
地

上
4階

63
20

06
分

館
・

部
局

龍
谷

大
学

大
宮

図
書

館
20

08
1

64
20

06
中

央
成

蹊
大

学
情

報
図

書
館

06
'1

1
1

坂
茂

建
築

設
計

，
三

菱
地

所
設

計
11

,9
56

地
下

2階
地

上
5階

65
20

07
中

央
多

摩
美

術
大

学
図

書
館

（
八

王
子

キ
ャ

ン
パ

ス
）

07
'7

1
伊

東
豊

雄
建

築
設

計
事

務
所

5,
63

9
地

下
1階

地
上

2階
66

20
07

中
央

大
手

前
大

学
さ

く
ら

夙
川

ｷｬ
ﾝﾊ

ﾟｽ
ﾒﾃ

ﾞｨ
ｱﾗ

ｲﾌ
ﾞﾗ

ﾘｰ
“C

EL
L”

20
09

1
日

建
設

計
4,

47
9

地
上

2階
67

20
07

中
央

日
本

工
業

大
学

百
年

記
念

館
／

ﾗｲ
ﾌﾞ

ﾗﾘ
ｰ&

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝｾ
ﾝﾀ

ｰ
08

'4
1

日
本

工
業

大
学

小
川

研
究

室
4,

69
4

地
下

1階
地

上
9階

68
20

08
中

央
神

田
外

語
大

学
7号

館
09

'9
1

松
田

平
田

設
計

7,
15

6
地

上
4階
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番
号

竣
工

年
種

類
図

書
館

名
図

書
館

建
築

図
集

19
60

図
書

館
建

築
図

集
’7

9
日

本
図

書
館

協
会

建
築

賞
建

築
設

計
資

料
集

成
新

建
築

そ
の

他
抽

出
数

設
計

者
面

積
(㎡

)
規

模

69
20

10
中

央
国

際
教

養
大

学
新

校
舎

群
（

図
書

館
棟

）
09

'5
1

仙
田

満
（

環
境

デ
ザ

イ
ン

研
究

所
）

4,
05

5
地

上
2階

70
20

10
中

央
武

蔵
野

美
術

大
学

 美
術

館
・

図
書

館
10

'7
1

藤
本

壮
介

建
築

設
計

事
務

所
6,

43
5

地
下

1階
地

上
2階

71
20

11
中

央
東

京
工

業
大

学
附

属
図

書
館

11
'9

1
東

工
大

安
田

研
究

室
+

佐
藤

総
合

計
画

8,
58

7
地

下
2階

地
上

3階
72

20
12

中
央

明
治

大
学

創
立

13
0周

年
記

念
和

泉
図

書
館

20
14

12
'9

2
松

田
平

田
設

計
8,

85
6

地
上

4階
73

20
12

中
央

立
教

大
学

池
袋

図
書

館
20

14
1

日
建

設
計

19
,0

00
地

下
2階

地
上

3階

74
20

12
中

央
千

葉
大

学
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
リ

ン
ク

12
'9

1
千

葉
大

学
キ

ャ
ン

パ
ス

整
備

企
画

室
・

施
設

環
境

部
+

佐
藤

総
合

計
画

10
,8

91
地

下
1階

地
上

4階

75
20

13
中

央
東

京
理

科
大

学
葛

飾
図

書
館

20
15

13
'7

2
日

建
設

計
9,

80
2

地
上

5階
76

20
12

中
央

東
京

電
機

大
学

 東
京

千
住

Ca
m

p.
（

総
合

ﾒﾃ
ﾞｨ

ｱｾ
ﾝﾀ

ｰ）
12

'7
1

槇
総

合
計

画
事

務
所

地
上

2階

77
20

13
LC

同
志

社
大

学
 良

心
館

14
'1

1
今

出
川

キ
ャ

ン
パ

ス
整

備
設

計
共

同
企

業
体

（
東

畑
建

築
事

務
所

・
類

設
計

室
）

40
,2

73
地

下
2階

地
上

5階

78
20

13
中

央
農

大
ア

カ
デ

ミ
ア

セ
ン

タ
ー

（
東

京
農

業
大

学
）

14
'1

0
1

久
米

設
計

18
,1

27
地

下
2階

地
上

9階
79

20
14

中
央

福
岡

女
子

大
学

図
書

館
棟

15
'6

1
久

米
・

N
KS

・
大

設
計

設
計

業
務

共
同

企
業

体
3,

54
4

地
下

1階
地

上
2階

80
20

15
中

央
龍

谷
大

学
深

草
キ

ャ
ン

パ
ス

 和
顔

館
15

'6
1

飯
田

善
彦

建
築

工
房

27
,6

12
地

下
2階

地
上

5階
81

20
16

LC
近

畿
大

学
 A

CA
D

EM
IC

 T
H

EA
TE

R（
1〜

5号
館

）
17

'1
0

1
N

TT
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
ー

ズ
28

,3
45

地
下

1階
地

上
11

階

82
20

16
分

館
・

部
局

京
都

府
立

京
都

学
・

歴
彩

館
18

'3
1

飯
田

善
彦

建
築

工
房

23
,9

40
地

下
2階

地
上

4階

83
20

16
中

央
西

南
学

院
大

学
図

書
館

18
'1

2
1

佐
藤

総
合

計
画

11
,7

15
地

上
7階

84
20

17
LC

神
田

外
語

大
学

8号
館

17
'1

0
1

松
田

平
田

設
計

5,
11

5
地

上
2階

85
20

17
LC

京
都

外
国

語
大

学
新

4号
館

18
'1

1
小

嶋
一

浩
、

赤
松

佳
珠

子
/シ

ー
ラ

カ
ン

ス
ア

ン
ド

ア
ソ

4,
66

1
地

上
6階

86
20

17
中

央
東

京
大

学
総

合
図

書
館

 別
館

18
'1

2
1

東
京

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
計

画
室

5,
75

2
地

下
4階

地
上

1階
87

20
17

中
央

京
都

女
子

大
学

図
書

館
18

'3
1

佐
藤

総
合

計
画

8,
19

7
地

下
2階

地
上

4階
88

20
17

中
央

九
州

大
学

伊
都

新
キ

ャ
ン

パ
ス

九
州

大
学

中
央

図
書

館
18

'1
2

1
九

州
大

学
施

設
部

＋
石

本
建

築
事

務
所

24
,8

29
地

下
4階

地
上

2階
89

20
18

LC
早

稲
田

大
学

37
号

館
19

'1
1

山
下

設
計

14
,0

28
地

下
2階

地
上

4階
90

20
19

中
央

日
本

女
子

大
学

図
書

館
19

'5
1

妹
島

和
世

建
築

設
計

事
務

所
・

清
水

建
設

設
計

共
同

企
業

6,
76

9
地

下
1階

地
上

4階

91
20

19
LC

梅
光

学
院

大
学

 T
he

 L
ea

rn
in

g 
St

at
io

n 
CR

O
SS

LI
G

H
T

19
'6

1
小

堀
哲

夫
建

築
設

計
事

務
所

3,
87

4
地

上
3階

92
20

19
分

館
・

部
局

追
手

門
学

院
大

学
 A

CA
D

EM
IC

-A
RK

19
'6

1
三

菱
地

所
設

計
20

,4
10

地
上

5階
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工 大学　工学 学科　中 研究室

椙山女学園大学　１

o

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

工 大学　工学 学科　中 研究室

椙山女学園大学　

o

調査票

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ
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付録

工 大学　工学 学科　中 研究室

椙山女学園大学　

o

調査票

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

工 大学　工学 学科　中 研究室

椙山女学園大学　

調査票

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ
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工 大学　工学 学科　中 研究室

学院大学　１

o

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物　　　

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

工 大学　工学 学科　中 研究室

学院大学　１ 　 ー ング・コモン

o

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物　　　

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する
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付録

工 大学　工学 学科　中 研究室

学院大学　

o

調査票

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物　　　

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

工 大学　工学 学科　中 研究室

学院大学　

o

調査票

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物　　　

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する
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愛知工業大学　工学部建築学科　中井研究室

愛知学院大学　2F・3F

No.

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

天候

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

床に座っている

しゃがんでいる

巡回調査票

男 女

属性

Re+

A

内容：一般成人女　

　　　イス座り、本を読む

例：

行為

新聞雑誌を読む

調べ物をする

CD を聞く

居眠り

アンケート

ケータイを触る

荷物　　　

Re

Si

CD

Sl

ア

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

Sa

AV

Et

ケ

Pc

本を読む

勉強をする

おしゃべりをする

本の貸出・返却

職員と話をする

本を探す

ビデオをみる

飲食をする

検索をする

PC を利用する

大学生

教員

一般人

Ｃ

Ｔ

Ａ

2F 3F
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付録

工 大学　工学 学科　中 研究室

名古屋学院大学　

o

調査票

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物　　　

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

工 大学　工学 学科　中 研究室

名古屋学院大学　

o

調査票

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ を る

荷物　　　

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する
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No.

scale：1/100

Re+
ke

C

Re

Si

CD

Sl

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

m

Sa

AV

Et

Pc

Wo

No.A

scale：1/100

Re+
ke

C

Re

Si

CD

Sl

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

m

Sa

Et

Pc

Wo
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No.

scale：1/100

Re+
ke

C

Re

Si

CD

Sl

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

m

Sa

AV

Et

Pc

Wo

No.

scale：1/100

Re+
ke

C

Re

Si

CD

Sl

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

m

Sa

AV

Et

Pc

Wo
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愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

立命館大学
平井嘉一郎記念図書館　1階 あ 含む

No.

巡回調査票

男 女

属性

Re+

A

内容：一般成人女　

　　　イス座り、本を読む

例：

大学生

教員

一般人

Ｃ

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

床に座っている

しゃがんでいる

行為

新聞雑誌を読む

調べ物をする

CD を聞く

居眠り

アンケート

ケータイ・
スマホを触る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その回に会話を捉えていなくても、以前に会話行為があれば各回に○をして下さい

（タブレット端末含む）

Re

Si

CD

Sl

ア

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

Sa

AV

Et

ケ

Pc

本を読む

勉強をする

おしゃべりをする

本の貸出・返却

職員と話をする

本を探す

ビデオをみる

飲食をする

検索をする

PC を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

天候

愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

立命館大学
平井嘉一郎記念図書館　 1階

No.

巡回調査票

男 女

属性

Re+

A

内容：一般成人女　

　　　イス座り、本を読む

例：

大学生

教員

一般人

Ｃ

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている 移動している座っている 寝転がっている床に座っている しゃがんでいる

行為

新聞雑誌を読む

調べ物をする

CD を聞く

居眠り

アンケート

ケータイ・
スマホを触る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その回に会話を捉えていなくても、以前に会話行為があれば各回に○をして下さい

（タブレット端末含む）

Re

Si

CD

Sl

ア

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

Sa

AV

Et

ケ

Pc

本を読む

勉強をする

おしゃべりをする

本の貸出・返却

職員と話をする

本を探す

ビデオをみる

飲食をする

検索をする

PC を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

天候
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愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

立命館大学
平井嘉一郎記念図書館　 階（1）

No.

巡回調査票

男 女

属性

Re+

A

内容：一般成人女　

　　　イス座り、本を読む

例：

大学生

教員

一般人

Ｃ

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

床に座っている

しゃがんでいる

行為

新聞雑誌を読む

調べ物をする

CD を聞く

居眠り

アンケート

ケータイ・
スマホを触る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その回に会話を捉えていなくても、以前に会話行為があれば各回に○をして下さい

（タブレット端末含む）

Re

Si

CD

Sl

ア

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

Sa

AV

Et

ケ

Pc

本を読む

勉強をする

おしゃべりをする

本の貸出・返却

職員と話をする

本を探す

ビデオをみる

飲食をする

検索をする

PC を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

天候

愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

立命館大学
平井嘉一郎記念図書館　 階（ ）

No.

巡回調査票

男 女

属性

Re+

A

内容：一般成人女　

　　　イス座り、本を読む

例：

大学生

教員

一般人

Ｃ

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

床に座っている しゃがんでいる

行為

新聞雑誌を読む

調べ物をする

CD を聞く

居眠り

アンケート

ケータイ・
スマホを触る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その回に会話を捉えていなくても、以前に会話行為があれば各回に○をして下さい

（タブレット端末含む）

Re

Si

CD

Sl

ア

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

Sa

AV

Et

ケ

Pc

本を読む

勉強をする

おしゃべりをする

本の貸出・返却

職員と話をする

本を探す

ビデオをみる

飲食をする

検索をする

PC を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

天候
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愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

立命館大学
平井嘉一郎記念図書館　3階（ ）

No.

巡回調査票

男 女

属性

Re+

A

内容：一般成人女　

　　　イス座り、本を読む

例：

大学生

教員

一般人

Ｃ

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

床に座っている しゃがんでいる

行為

新聞雑誌を読む

調べ物をする

CD を聞く

居眠り

アンケート

ケータイ・
スマホを触る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その回に会話を捉えていなくても、以前に会話行為があれば各回に○を

して下さい

（タブレット端末含む）

Re

Si

CD

Sl

ア

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

Sa

AV

Et

ケ

Pc

本を読む

勉強をする

おしゃべりをする

本の貸出・返却

職員と話をする

本を探す

ビデオをみる

飲食をする

検索をする

PC を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

天候

愛知工業大学工学部建築学科　中井研究室

立命館大学
平井嘉一郎記念図書館　3階（1）

No.

巡回調査票

男 女

属性

Re+

A

内容：一般成人女　

　　　イス座り、本を読む

例：

大学生

教員

一般人

Ｃ

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

床に座っている

しゃがんでいる

行為

新聞雑誌を読む

調べ物をする

CD を聞く

居眠り

アンケート

ケータイ・
スマホを触る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その回に会話を捉えていなくても、以前に会話行為があれば各回に○をして下さい

（タブレット端末含む）

Re

Si

CD

Sl

ア

Ke

Re+

St

Ta

Ka

Sy

Sa

AV

Et

ケ

Pc

本を読む

勉強をする

おしゃべりをする

本の貸出・返却

職員と話をする

本を探す

ビデオをみる

飲食をする

検索をする

PC を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

天候
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名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

中 大学　 属 記 図書館　１階（ L階） o （ ）調査票

男 女

属性

e
ke

学生女子　

　　　 ス座り、本を読む、
　　　 る

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

てに行為は る。「なにもしていない」は り ない。この欄になければ適宜描く。学生が とんどの場合は省略して い。 椅子の に座っている場合は適宜□は描 なくても い。

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

m

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

ンしている

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

中 大学　 属 記 図書館　 下１階・ 階 o （ 下 ）調査票

男 女

属性

e
ke

学生女子　

　　　 ス座り、本を読む、
　　　 る

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

てに行為は る。「なにもしていない」は り ない。この欄になければ適宜描く。学生が とんどの場合は省略して い。 椅子の に座っている場合は適宜□は描 なくても い。

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

m

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

ンしている

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

下 階

下 階
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名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

中 大学　 属 記 図書館　 階 o （ ）調査票

男 女

属性

e
ke

学生女子　

　　　 ス座り、本を読む、
　　　 る

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

てに行為は る。「なにもしていない」は り ない。この欄になければ適宜描く。学生が とんどの場合は省略して い。 椅子の に座っている場合は適宜□は描 なくても い。

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

m

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

ンしている

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

中 大学　 属 記 図書館　 階 o （ ）調査票

男 女

属性

e
ke

学生女子　

　　　 ス座り、本を読む、
　　　 る

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

てに行為は る。「なにもしていない」は り ない。この欄になければ適宜描く。学生が とんどの場合は省略して い。 椅子の に座っている場合は適宜□は描 なくても い。

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

m

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

ンしている

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）
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付録

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

中 大学　 行館コモン ンター　 階 o （コ ）調査票

男 女

属性

e
ke

学生女子　

　　　 ス座り、本を読む、
　　　 る

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

てに行為は る。「なにもしていない」は り ない。この欄になければ適宜描く。学生が とんどの場合は省略して い。 椅子の に座っている場合は適宜□は描 なくても い。

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

m

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

ンしている

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

中 大学　 行館コモン ンター　 階 o （コ ）調査票

男 女

属性

e
ke

学生女子　

　　　 ス座り、本を読む、
　　　 る

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

てに行為は る。「なにもしていない」は り ない。この欄になければ適宜描く。学生が とんどの場合は省略して い。 椅子の に座っている場合は適宜□は描 なくても い。

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

m

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

ンしている

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）
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工 大学工学 学科　中 研究室

大学
タリ ス館グ ー ルコモン

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

工 大学工学 学科　中 研究室

大学
中央図書館　 階

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）
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付録

工 大学工学 学科　中 研究室

大学
中央図書館　 階（ ）

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

工 大学工学 学科　中 研究室

大学
中央図書館　 階（ ）

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）
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工 大学工学 学科　中 研究室

大学
中央図書館　 階（ ）

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

工 大学工学 学科　中 研究室

大学
中央図書館　 階（ ）

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）



39

付録

工 大学工学 学科　中 研究室

大学
館 ー ングコモン 　 階

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

0

工 大学工学 学科　中 研究室

大学
館 ー ングコモン 　 階

o

調査票

男 女

属性

e

A

一般 人女　

　　　 ス座り、本を読む

大学生

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢

立っている

移動している

座っている

寝転がっている

に座っている

し がんでいる

行為

新 雑誌を読む

調 物をする

を く

居眠り

ン ート

ータ ・
スマ を る

荷物などを置いたままで席を外している場合は　　　と記入

グループ利用の場合は　　　　で囲む

これは、その に会話を ていなくても、 に会話行為が れば に○をして下さい

（タブレット む）

e

Si

Sl

e

e

St

Ta

a

S

Sa

A

t

c

本を読む

をする

し りをする

本の 出・

員と話をする

本を探す

を る

をする

索をする

を利用する

記入者時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）
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名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

この用紙の時間

中 大学 属 記 図書館　１階 No.

定点観察調査票

1600mm
1/400

男 女

属性 class

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢 pose
立っている 座っている 寝転がっている

Standing Sitting Lie down

行為

読む

書く

居眠り

荷物などを置いたままで席を外している場合は

グループ利用者の場合は　　　　で囲む

「なにもしていない」はない。この欄になければ適宜描く。学生の表記は省略

椅子に座っている場合は適宜□はいらない。

移動は方向に矢印

机に出ているもの・手にとっているもの
Things on the desk & Things have on hand

Acts

re

ｗr

ｓl

ta

pl

wa

we

si

会話する

遊ぶ

動画を見る

web 閲覧

探索をする

一般図書（図書館外の本は○する）

【小説、新書など】

専門図書（図書館外の本は○する）

【統計書、図鑑、学術雑誌など】

ノート・プリント

B

E

N

P

T

K

M

G

ノートパソコン

（電源接続の場合は○する）

タブレット機器

スマートフォン

その他の項目や

気がついたことは、

たくさん書ける範囲で

書いて下さい。

雑誌

ゲーム機

四角は椅子の line

name
記入者

時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

この用紙の時間

中 大学 属 記 図書館　１階 No.

定点観察調査票

１

1600mm
1/400

中 大学 記 図書館　 階 図

男 女

属性 class

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢 pose
立っている 座っている 寝転がっている

Standing Sitting Lie down

行為

読む

書く

居眠り

荷物などを置いたままで席を外している場合は

グループ利用者の場合は　　　　で囲む

「なにもしていない」はない。この欄になければ適宜描く。学生の表記は省略

椅子に座っている場合は適宜□はいらない。

移動は方向に矢印

机に出ているもの・手にとっているもの
Things on the desk & Things have on hand

Acts

re

ｗr

ｓl

ta

pl

wa

we

si

会話する

遊ぶ

動画を見る

web 閲覧

探索をする

一般図書（図書館外の本は○する）

【小説、新書など】

専門図書（図書館外の本は○する）

【統計書、図鑑、学術雑誌など】

ノート・プリント

B

E

N

P

T

K

M

G

ノートパソコン

（電源接続の場合は○する）

タブレット機器

スマートフォン

その他の項目や

気がついたことは、

たくさん書ける範囲で

書いて下さい。

雑誌

ゲーム機

四角は椅子の line

name
記入者

時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）
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付録

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

この用紙の時間

中 大学 属 記 図書館　 階 o

定点観察調査票

男 女

属性 class

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢 pose
立っている 座っている 寝転がっている

Standing Sitting Lie down

行為

読む

書く

居眠り

荷物などを置いたままで席を外している場合は

グループ利用者の場合は　　　　で囲む

「なにもしていない」はない。この欄になければ適宜描く。学生の表記は省略

椅子に座っている場合は適宜□はいらない。

移動は方向に矢印

机に出ているもの・手にとっているもの
Things on the desk & Things have on hand

Acts

re

ｗr

ｓl

ta

pl

wa

we

si

会話する

遊ぶ

動画を見る

web 閲覧

探索をする

一般図書（図書館外の本は○する）

【小説、新書など】

専門図書（図書館外の本は○する）

【統計書、図鑑、学術雑誌など】

ノート・プリント

T

ノートパソコン

（電源接続の場合は○する）

タブレット機器

スマートフォン

その他の項目や

気がついたことは、

たくさん書ける範囲で

書いて下さい。

雑誌

ゲーム機

四角は椅子の line

name
記入者

時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

1600mm
1/400

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

この用紙の時間

中 大学 属 記 図書館　 階 No.

定点観察調査票

男 女

属性 class

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢 pose
立っている 座っている 寝転がっている

Standing Sitting Lie down

行為

読む

書く

居眠り

荷物などを置いたままで席を外している場合は

グループ利用者の場合は　　　　で囲む

「なにもしていない」はない。この欄になければ適宜描く。学生の表記は省略

椅子に座っている場合は適宜□はいらない。

移動は方向に矢印 四角は椅子の line

机に出ているもの・手にとっているもの
Things on the desk & Things have on hand

Acts

re

ｗr

ｓl

ta

pl

wa

we

si

会話する

遊ぶ

動画を見る

web 閲覧

探索をする

一般図書（図書館外の本は○する）

【小説、新書など】

専門図書（図書館外の本は○する）

【統計書、図鑑、学術雑誌など】

ノート・プリント

B

E

N

P

T

K

M

G

ノートパソコン

（電源接続の場合は○する）

タブレット機器

スマートフォン

その他の項目や

気がついたことは、

たくさん書ける範囲で

書いて下さい。

雑誌

ゲーム機

name
記入者

時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）



42-

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

この用紙の時間
No.

定点観察調査票 椙山女学園大学中央図書館　 階

20 5 10ｍ

男 女

属性 class

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢 pose
立っている 座っている 寝転がっている

Standing Sitting Lie down

行為

読む

書く

居眠り

荷物などを置いたままで席を外している場合は

グループ利用者の場合は　　　　で囲む

「なにもしていない」はない。この欄になければ適宜描く。学生の表記は省略

椅子に座っている場合は適宜□はいらない。

移動は方向に矢印

机に出ているもの・手にとっているもの
Things on the desk & Things have on hand

Acts

re

ｗr

ｓl

ta

pl

wa

we

si

会話する

遊ぶ

動画を見る

web 閲覧

探索をする

一般図書（図書館外の本は○する）

【小説、新書など】

専門図書（図書館外の本は○する）

【統計書、図鑑、学術雑誌など】

ノート・プリント

B

E

N

P

T

K

M

G

ノートパソコン

（電源接続の場合は○する）

タブレット機器

スマートフォン

その他の項目や

気がついたことは、

たくさん書ける範囲で

書いて下さい。

雑誌

ゲーム機

四角は椅子の line

name
記入者

時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）

名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 鈴木研究室

この用紙の時間

椙山女学園大学中央図書館　１階 No.

定点観察調査票

20 5 10ｍ

男 女

属性 class

教員

一般人

Ｔ

Ａ

姿勢 pose
立っている 座っている 寝転がっている

Standing Sitting Lie down

行為

読む

書く

居眠り

荷物などを置いたままで席を外している場合は

グループ利用者の場合は　　　　で囲む

「なにもしていない」はない。この欄になければ適宜描く。学生の表記は省略

椅子に座っている場合は適宜□はいらない。

移動は方向に矢印

机に出ているもの・手にとっているもの
Things on the desk & Things have on hand

Acts

re

ｗr

ｓl

ta

pl

wa

we

si

会話する

遊ぶ

動画を見る

web 閲覧

探索をする

一般図書（図書館外の本は○する）

【小説、新書など】

専門図書（図書館外の本は○する）

【統計書、図鑑、学術雑誌など】

ノート・プリント

B

E

N

P

T

K

M

G

ノートパソコン

（電源接続の場合は○する）

タブレット機器

スマートフォン

その他の項目や

気がついたことは、

たくさん書ける範囲で

書いて下さい。

雑誌

ゲーム機

四角は椅子の line

name
記入者

時間 :　　時　　分～

メモ（行動の特徴など）




